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電子計算機が約25年 前に生れて以来比較的近年に至るまでの期間は字義通り大量の数値計

算を迅速正確に処理する目的に使われてきました。

ところが最近に至 り電子計算機が単なるi算6範 囲を脱して情報処理の世界が開かれるに及

んで新なる問題が続々登場するに至 りました6そ の中r(我が国のみならず世界の各国が最も頭

を悩ましている問題は急増する電子計算機を社会の各方面に有効に利用するために必要な専門

家の不足という事実であります。特に上級専門家の養成こそ焦眉の急を要する問題と考えられ

ます。

当財団といたしまレては,高 級専門家すなわちシステム・エンジニアの教育状況を主体に

アメリカにおけるEDP教 育システムを調査 し,情 報処理技術者教育のあり方を検討すると共

に,技 術者資格認定制度についてもその実情を調査 し,我 が国におけるこの種の問題の対策に

.資 するため,昭 和43年5月4日 より約1ケ 月間調査団をアメリカに派遣致しました。

本調査報告は上記EDP教 育調査団による調査結果をとりまとめたものであります。

・ここに本調査実施にご尽力下さった調査団各位お よび御支援を賜わった関係各位に心 より感

謝の意を表しますとともに,本報告が勧 面に禍 乱 わ掴 端 艇 撲 殺 の_助 とし

て寄 与で きます よう念願いたす次 第で あります。

昭和43年8月

財団法人 日本情報処理開発センター

,

悟

'ー
会 .長 難 波 捷 吾
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調 査 目 的 お よ び 対 象

日本情報処理開発センターは,わ が国におけ る電子計算機 の普及,発 展の上 に 情報処理

技 術者の教育が きわめて重要かつ焦眉の急 を要す る問題で ある と考え,米 国に拾け る情報処

理技術者教育の現状 と将来 に関する実情を調査する ことを目的 として調査団 を派遣 し危 そ

の主要調査対象は次の通 りで ある。

○ 政府関係機関 に於 いては,主 として大統領科学諮問委員会か ら出された答 申,す なわち

ピアスレポー トに対す る政府の考え方,及 びその実施状況。

○ 大学に於 いては,学 部 な らびに大学院にお けるコン ピュータの利用な らびにコンピュー

タ・サ イエンス教育の実態。

○ メーカー ・ソフ トウエア会社,研 究所等 においては,シ ステム,・エンジニ ア,プ ログラ

マ,な ど情報処理技術 者の教育方法澄 よび実情。

調 査 期 間

昭和43年5月4日 ～ 昭和43年5月50日

調 査 ロ

団長

団 員
イ

山下 英男(東 大名誉教授 ・日本情報処理開発センター理事)

安藤 馨(富 士通ファコム社長)

相原 保(電 々公社中央学園電算機部長)

浦 昭二(慶 応大学工学部教授)'

山王堂英雄(東 芝電算機事業部教育課長)

島崎 恭一(通 産省重工業局電子工業課調査員)

額田 巖、(日 本電気情報処理教育部長)

星 正也(電 々公社事務近代化準備室調査役 、

味村 重臣(日 立コンピュータ事業部教育センター部長代理)

渡辺 勇(日 本事務能率協会教育部長)

高柳 晃、(日 本情報処理開発センター技術部長)

ニ ューヨーク関係のみ参加

加藤 威夫(日 本デー タ・プロセシング協会会長)

山 鳥 雄i嗣(日 本情報処理開発セ ンター)
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1概 要

1.1米 国vak・ い ては,軍 関係 に相当の費用 を割いているため
,教 育関係 にあて られる予算は

必ず しも十 分ではないカ～ 絶対額か ら見れば 日本 とは比べ ものにな らず
,さ らに各大学 と

も研究 ・調査費 として政府 および民間団体 より援 助 を受けており
,コ ンピュータ関低 特

に ソフ トウェア関係の研究 ・開発が非常 に進め られ てい るほか
,教 育の分野 にも広 くコン

ピーータが棚 ・れてい・叉 しか ・・アスレポ.,の 完全実施胴 だ、の感があ。
.

1.2大 学 においては コンピュータ ・サイエンス に関する専門 の学科
,あ るいはコース を設け

ている ところが多 く,教 育体系,教 科内容の充実につ いて非常 な努力がは らわれ ている
。

さ らに各大学 とも単 に理 工系学部のみ な らず,経 済学,社 会学 歴史学,心 理学等人文

系学部に おいて も積極的にコンピュータを研究 と教育の武器 として導入 しようと試みてい

る ことは,コ ンピェータに対する大学当局な らびに各学部教授陣の認識が深い ことを示 し

てお り,日 本の各大学が大いに学ばねばな らぬ点 と思われる
。

また,対 話 形式のTssは 訪 問 したほ とん どの大学が実施 しており
,政 府の援 助 と大学

の協力 により1つ の大学を核 として
,近 郊の大学,高 校 をも包含 した広範 なシステムを開

発 し・ コン ピュータを共同利 用す ることにより,そ の地域におけるコンピュータ教育 の普

及に大 いに力 となってい る。

※2な
おOAエ について相当本格的 に取 り組んでいる大学 も2～5あ るが

,い ずれ も試行

¢)段階で,現 時点では特 にコス ト面 と学習領域の面で問題が あり,今 後の検討 課題 となっ

ている。

1.3高 校 においては 自らコン ピュータを設 備 し
,あ るいは政府等の援助に より大学その他の

計算機 を設置 し活用 しているが,コ ンビ■一 夕 ・スペシャ リス トの育成 とい うよりはむ し

ろ教育におい てコン ピュータを使用することによ り
,基 本的 なコンピュータへ の理解を深

め ることに貢 献 している。

1.4プ ログ ラマの育成 については メーカ ・ソフ トウェア会社は勿論
,職 業学校 において相当

充実 した カリキュラムと教育施 設を持 って実施 してお り(受 講生はほとん ど自己負担に よ

る ものが多い。),卒 業後の就職率が良いため非常に活況を呈 している
。 コン ピュ_夕 波

※1.ピ ア ス レ ポ ー ト:大 統 領 科 学 審 議 会 か ら 出 され た 答 申
,チ ェ ア マ ン がkル 研 の ピ ア ス 博

士(Dr.J.R.Piθrce)で あ る。 詳 細 は 第2章2項 に て 説 明。

※2・CAエ:コ ン ピ ー ー タ に よ る教 育(C。mpu七 ・rAid・dエn・t。u・ti・n)
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「

術 者の底辺は これ らの教育機関 出身者によって支え られ てい ると思われる。

1.5.シ ス テム ・エンジニア級の上級技術 者の育成 となると,そ の必要性は大いに叫ばれ ては

いるが,教 程内容 ・教授陣の獲得等種々の問題が あり,体 系的に実施 している所 は非常 に

少 ない。 メーカ,ソ フ トウェア会社等の相当実力 ある会社のみが,'非 常 に充実 した教育機

関 を持 ち,立 派 な講師陣を擁 して社 内外の スペシャ リス ト教育を実施 している。

1.6コ ン ピュータ ・スペシャ リス トの資格認定問題 については,全 般的 に統一的な方向づけ

に対 して強い関心は示 されていない カ～ 全米的 な規模でデータ処理管理者に対す る資格試

験 を実施 している協会が あり,今 後 プログ ラマ ・オペ レータなどを対象とする資格試験を

実施する ことも計画中で ある。

以上 を綜合 して,ア メ リカの学校 教育 ・産業訓練に於けるコン ピュータの利用 は 着実

にしか も巾広 く浸透 してお り,そ の成果が遠 か らずコンピュータを支え る大 きな力と して

開花す るであろ うことは,想 像 に難iくない。

この際わが国においても,次 代 を担 う若い人 々の学校教育 ・産業訓練のあり方を早急に

再 検討 し,効 率的な教育 ・訓練 を実施 して,関 係技術者を育成強化する とともに,広 くコ

ンピュータ人 口を殖やさなければ両国の格差はます ます拡大す る結果 とな り,将 来 に大 き

な禍根 を残す ことを痛感す る次第 である。
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2連 邦 政 府 の政 策

2、1rコ ン ピュ ータ教 育 に 関 す る検 討 は 主 と して科 学枝 術 担 当 の 大 統 領 特

別補 佐官の も とで活 発 に 行 な わ れ てい る。 』

教育問題 は文部厚生省の所管で あるが,国 家的 に処理すべき科学技術関係の問題 につい

ては,科 学技術担当の大統領特別補佐官(SpecialdS日istantforScienceand

Techn。1。gy)の も とに科学技術局(OfficeofScienceandTec㎞ology),科 学

技術連邦協議会(FederalCouncilforScienceandTechnoユogy),科 学審 議

会(PresidentsSciθncθAd▽isoryCommittee)の5部 門 が予算化 のための検討,

資料の作成 を行ない,大 統領 に答 申している。

コンピュータ関係につい ては,大 学教育におけるコンピュータ利用の問題,科 学技術情

報システムの総 合的な利用 な どが,こ の機関に より検討 され てい る。

第2.1図 科 学技 術 関係 組織 図

科学技 術担当

大統領特別補佐官

科 学 審 議 会

PA

大学教育 におけるコ

ン ビ;-iタ 利用 に関

す る委員会

2.2r科 学 審議 会 は,大 学 教 育 にk・け る コ ン ピュ ータ利 用 に つい て調査 研

究を行 な い,全 大 学 に コ ン ピュ ー タ教 育 を 普及す べ き で ある との 結 論 を

大 統領 に 答 申 し,大 きな 反響 を呼ん で いる。 』
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ホ ワイ ト… ウス科学審議会(PresidentsSciθnceAdvisoryC。 ㎜it七ee)は

コ ンピュータ教育に関 して政 府の とるべ き施策 を検 討す るため
,ピ アス博士(Dr.J.R

Pierce・ ベ ル研究所)を 委 員長 とす る委員会を設け検討 した結果,1'967年2月,

10項 目の勧告からなる報告書(ピ アス報告書)を 大統領 に提出 した。

この報告書は1971～72年 を達成 目標の年 としてお り,そ の勧告の骨子は次の とts

りで ある。

221現 在積極的 にコンビ:L－ 夕教育を行なっている大 学と同程度 のコン ピュータ教育 を全

米の大学において実施する。

2.2.2コ ン ピュー タ関係の経 費は一時投資 としてではな く
,光 熱費の よ うな経常経 費と して

考え るぺ きで あり,こ の面で政府の補助金の運営 を改善 し,ま た大学 もコンピュータ経

費 の明確な算出方法 を確立する。

2.2.5コ ン ビ=一 夕 ・サ イエンスの研究 と教育の援 助を拡大す る。

2.2.4教 員の訓練 を実施 し,ま た教育用の コンピュータ ・センターの設置を推進す る
。

225高 等 学校vatsい て も大学 の協力を得て積極的に コン ピュータ教育 を進め る
。 この報告

書は全米 に大 きな反響 をま き起 し,コ ンピュータ教育 に熱意の ある 多くの大学の教授陣

は基本的に賛同 の意 を表 わ している。

しか し,こ れ を実施す るには年間1学 生当 り60ド ル,全 米で約4億 ドルにのぼる巨

額な経 費が必要 とされ,ま た具体的な内容につい ても詳細 な検討 を行な う必要 があ り,

実現 までには,尚 日時を要する もの と思われる。

2・3r全 米 科 学 財 団(Nationa■SciencθR)unda七iOn)は ,大 学 に お け る コ

ン ピ ュ ー タ の 導 入,コ ン ピ ュ ー タ教 育 な ど に 援 助 を 行 な っ て お り
,大 学

教 育 に お け る コ ン ピュ ー タ 利 用 の 普及 に 大 きい 力 と なっ て い る 。 』

全米科学財団は,政 府 と大学の間の密接 な協力を維持す るため,1950年 に設立され,

年 間5億 ドルの予 算を大学へ研究補助金 として交付 している。 この うちコンピュータ関係

については,コ ンピ ュータ振興部(OfficθofComputingAc七ivi七y『)が 担当 し,年

間予算は,2,000万 ドルで ある。

この補 助金は国防省等が行 なっている委託金と異な り,原 則 として直接に特定の研究開

発 を対 象としない。

予算の内訳は次の とお りで ある6
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2.3.1コ ン ピュータ設備補助金(1 ,000万 ドル).' ..・.

1957年 か ら実施 してk・り,大 学が コン ピュータを設置 した り代替 した りする時 に

その経費の一部 を政府が補助する もので,そ の額 は各大学当 り,3年 間 にわた り約35

万 ドルで ある。

この制度の発足当初 は,こ の補助金総額は200～5 .00万 ドルで あったが ,現 在で

は毎年1,000万 ドルとなり,過 去 に175大 学 が この補助 を受けている。,

2.5.2教 育,研 究,訓 練補助金(500万 ドル).'

コン ピュータ利用の開発
,教 員と学生の訓練 コンゼ ユ三夕 ・サ イエンスの研究 な ど

を対象 と して援 助を行な っている。

最近は各大学でコン ピュータ ・サイエンス学科 を設け る傾向が著 しく,す でに全米 で

約40大 学 に設置され ているが,こ の学科の発 展に対 して も積極的に援助を行なうこと

を計 画 している。

2.5.5特 別 プロジェク ト(500万 ドル)

現 在は,地 域センタ(RegionalCen七er)の 設立 に約400万 ドル
,・CAI(Com-

pu七erAidedエnstruction)に 約100万 ドルを補助金と して投 じている。

地域センターは容量的 に余 裕のある大型 コンピュータを設置 している大学 を地域別 に

選び・そのコン ピュータ と周辺の多 くの大学,高 校 を通信回線 で接続 し,オ ンライン ・

システ ムを構成する もので,こ の地域センターは周辺の大学 高校に対 し
,計 算サ ー ビ

ス,カ リキュ ラムの作成 指導
,教 師,学 生 の訓練 などを行 なうもので現 在の ところ,2

年 間 で10の 大 学 で試行的 に実施する予定 であ る。

CAエ の研 究と しては,端 末装置の コス ト低減 とCA工 用 プログラム言語の開発をね

らいとして,大 学 研究所それぞれ1ケ 所に補助金を交付 している1

2・4r科 学技術連 邦協議 会は,科 学技術情報 システ ムを連邦政 府の各 機 関

相互 で調整 しな が ら発 展させ る ご とを 目的 と して,科 学 技術 委 員 会(Co-

minitteeonScientiflc'andTechnica■ エnformatiOn)を 設 げ

教育問題 も含めて 情報 システ ムに関す る総合的 な研究を続けている。 』

科学技術情報委員会は,1964年 に設立され,連 邦政府のi2の 機 関がメンバー,14

の機 関が オブザ ーバ ーとな り,7つ のパ ネル .と5つ のタス ク ・グループに分れて情報 シス

テムに関する種 々の問題 を検討 している。
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これ らのパ ネルとその幹事機関な らびにタスク ・グル ープは次の とお りで ある。

2.4.1パ ネ ル(注:ヵ 。コ内は幹事機関)

○ 情報 システ ムの法律問題(科 学技術局)

○ 科学技 術情報の総合対策(国 防省)

○ 情報科学技 術(国 防省)

○ 教育 と訓練(文 部厚生省)

○ 国際情報活動(航 空宇宙局)

○ 情報活動の管理(国 防省)

○ 情報分析 センター(商 務省)

2.4.2タ スク ・グル ーフ

○ 情報の流通

○ 運営グル ープ ノ

○ 全米システム

○ ライブ ラリー ・プ ログラム

○ 技術利用

この委 員会は政府,民 間の如何 を問わず,多 数情報 ジステムをどのように発 展させる

かとい う問題に重点 を置いてお り,こ の中で教育問題についても,文 部厚生省 を幹事機

関 としたパネルで検討 をすすめてい る。

2.5r政 府は 国 防 省 を中心 と し て年 間 約40億 ドル にのぼ る研 究 開発 費 を

大学 研究所等に投 じてい る と いわ れ て お り,コ ン ピュ ←タに 関連 す る 研

究開 発,教 育訓 練 にお い て政 府の援 助 が 占め る 割合 は きわ め て大 きい。』

政 府は,電 子計算機 およびその利用 に関す る各種の研究開発 を,大 学研究所に委託 して

お り,こ れがコン ピュータ教育に対 して も大 きな原動 力となっている ことは否定 できない。

た とえ ば,国 防省のARAP(AdvancedResearchIProjec七Agency)はT且E

MエS計 画 と して,大 学 研究所 で行な う研究に対 し,年 間2・500万 ドルにのぼ る補助

金 を出 してお り,こ れ らの研究費の運用,研 究内容は比較的 自由に大学・研究所側にまか

され ている。 ・

なto,THEMエS計 画の テーマの一 つに全米コン ピュータ ・ネ ・トワークの研究が取

り上げ られている。
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この計画は,国 防省のARPAを 中心 と して全米17ケ 所 の主要 な大学,研 究所 を通信

網で結合 して全米の総 合ネ ・ トワークを構成 しようとす るもので,Mエ[1]のMACシ ステ

ム,イ リノイ大学の エ1ユiacIVな ど国防省が各研究所に委託 した各種 の情報処理 システ

ムは このネ ットワークの中に包含される ことになる。

'現 在 このネ
ットワーク構想は研究の段 階であるが,1969年 には500台 のテ レタ

イプを用いた情報網が完成するといわれてお り,我 が国 として もその動 向は重視 しなけれ

ばならない。

、
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3ト ップ 。マ ネ ジ メン ト教育

5.1rト ップ ・マ ネ ジメン ト教 育は,主 と し て,メ ーカ ー ・ソ フ ト ウ ェ ア

会 社 が行 なっ て い るが,経 営 者達 は この教 育 を 受け る こ とを強 く 希 望 し

てお りこの種 の 教 育 は非 常 に盛況 で あ る。 』

メーカーは,自 社のユーザ ーあるいはその予定企業の役員クラス以上 を対象 として,ト ッ

プ ・マネジメン ト教育を無料 で実施 している。

エBMは,全 米5ケ 所に ある中央教育センターで約10種 類の カス トマ ・エグゼクテ ィ

ブ ・コ ースを開設 してお り・1967年 にはポーキプシーの中央教育センターだけ でも・

約4、500名 の トップ ・マネジメン トに教育を実施 し,15社 の ユーザー に出張教育 を行

なった といわれている。

ソフ トウェア会社においても,ト ・プ ・マネ ジメン ト教育をかな り実施 してお り,こ の

場 合は有料 で約40時 間の コース で受講料は250ド ル 程度 である。

3.2r教 育内 容 と して は単 な る一般 論 で は な く,問 題 解決 の方 法 を 教 育 し

なが ら実 際 にコ ン ピュ ータ を 直 接使 用 させ る な ど実 践 的 な教 育が 主 体 と

なっ て い る。 』

各コ ースの内容はコンピュータ概念 そ の利 用法等一 般座学 も行 なわれ るが,簡 単 なコー

デ ィングを実施 し,さ らにコンピュータを直接 使用す るような実践的内容 を主体 と した授

業 を行 ない,こ れ に よリコンピュータ ・スペシ ャリス トの仕事の内容 を理 解させる ように

つ とめ ている。 実施場所 は教育センターのみな らず,同 一業種 の会社の トップを集 めた所

へ 出張 した り,単 一企業に対 して出張実施する等の方法 も行 なわれている。

エBMの 中 央教育セ ンターで実施 してい るユ ーザ ー用の経営 者コー■は,宿 舎に必ず泊

め させ て,2日 間 で計算機概念 を教え,後 の3日 間で産 業別 に組分け し,そ れぞ れマノレチ

プ ログ ラミングとかオペレ イテ ィングシステム等の専門的 な教育を行なっている。

そのほか特別コース としてビジネスゲームを主体 とした社長,副 社長 コースが設け られ

てk・り,2週 間分の教育内容 を土 ・日曜日を含めて1週 間に圧縮 し,期 間中55時 間の コ

ンピュータ実習を含めて約70時 間の教育が行 なわれてい る。

エBMと ユ ニパ ックの代表 的な ト。プ ・マネ ージメン ト教育の内容は第5.1表 の とお り
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で あ る 。

第3.1.表 ト ッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン ト教 育

IBMの 経 営者 コース(5日 間) UN工VACの 経 営者 コース(13日 間)

コ ン ピ ュ ー タ の概 念 コ ン ピ ュ ー タ の概 念

プログラミング データ伝送基礎理論

マ グネ テ ィ ック テ ープ とダ イレク トイン プ ッ ト 情報処理検索

高速デ ータ伝送システ ム メッセージ交換

エBM/360の 構 成 経済比較

多重 プログラミング
ノ'

導入計画

オ ペ レ イ テ ィ ン グ ・シ ス テ ム シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

経営科学入門 ドキ ュ メ ン テ イ シ ョン

M工s バ ッチプロセスからリアルタイム晒 ＼

経営責務等 LPの 応 用

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

M工S

在庫管理入門等

55r教 育 期 間は ほ とん どの場 合1～2週 間 で ある が,こ の 間,社 長 ・ 副
L

社長 な どの幹部 みずか らが仕事 を離れ てこの教育 を受講 している。 』

トップ ・マネジ メン ト・コースでは,教 育機 関に宿舎 を用意 して全寮方式 を採用 した り

あらか じめ,特 定 の 日を定め て仕事に支障のない ようにする な ど受講の環境,設 備,人 員

等 に深い配慮が なされ ている。

これによって,米 国有数 の大会社の副社長 などが 自か ら進ん でこの トップ ・マネ ジメン

ト ・コ ー ス を 受 講 し て い る。

`

卜
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4シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア教 育

4.1rシ ス テ ム ・エ ン ジニア の定 義は 未 だ 明 確 では な く,教 育 機 関 も きわ

めて 少 な い が,シ ステ ム ・エ ン ジ ニア 教 育 の 必要 性 は各 方 面 で認 識 さ れ

て お り,エBM,SDCな ど豊 富 な経 験 と実 力 を有 す る とこ ろで は,体

系的 な教 育体 制 が 確立 され つ つ ある。 』

システム ・エンジニアは,シ ステム ・アナ リス ト,シ ステム ・デザイナ ー,ジ ステム ・

プ ランナ ーな どとともにその名称や定義 は各人各様で あるが,一 般にシステム ・エン ジニ

アとは,現 行 システムを単にコン ピュータで置換する ことがで きる人 を指すのではな く,

す くな くとも現行システムを分析する ことに より,そ こに内在す る問題点 を抽出 し,コ ン

ピュータ との結 合が最適になる ように現行システムを改善 し,新 しいシステムを創造 し う

る人 と解され ている。 、

米国に おけ るシステム ・エンジニアの教育 の現況を見る と,す べ てをオンザ ・ジ ・プ ・

トレーニングにまかせるべ きだ との意見 も少な くないが,全 般的 にはその体系的な教育の

必要性 が強く認 識されている。

現在体系的 に実施 しているところは少な く,か りに実施 していて も,ご く最近 になって

形 を整えた もので,こ れは初級プログ ラマーに対する教育に比べてい ちじる しく差が あり,

シ ステム ・エンジニア教育の困難さを示 している。

豊富な経験 と実力 を有する と ころ(メ ーカーではIBM,ソ フ トウェア会社ではSDC

な ど)で は,優 秀 な教育スタ ッフ と充実 した教育内容に より,自 社の システム ・エンジニ

アの養成は もとより,社 外に もコース を開放 しているが社外コースは原則 と して有料 であ

り,1人 当 り月額2,000～5,000ド ル を徴収 している。

4.2r現 状の システム ・エ ン ジ ニ ア教 育は,高 度 な シス テ ム解析 の 手 法 は勿

論他の人 々との意 見の 交換 を効果 的に 行 な う方 法 や,通 信 を含め た 新 しい

システムの設計技術 を 教 え る な ど,い くつ か の 注 目す べ き特 徴 を有 して い

る』

現在 システムズ・エンジニア教育 を実施中 あるいは実 施計 画中の教育内容の主 な特徴 は次

の とお・りで ある。
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4・21自 分の考え を相手 に効果的に伝え,ま た相手の考え を効果的に引出すた めの技術 とい

うぺ き対話の方法(CommunicationSki■ ユ)ま たは面接の技術(エn'terviewing

Technique)の 教 育を必ず行なっている。

4・22実 践的 な訓練 には,シ ミュレーシ ・ンの手法 を採 り入れ
,こ れに よってシステムの最

適化や評価 を行 なっている。

4.2.3オ ペ レーテ ィング ・システ ムや コンパ イラなどのい わゆるシステム ・プログ ラムにつ

いて も単にその使い方 を知るだけでな く,構 造 を知 り,時 には作 り方 まで教え ている。

とくにSDCの よ うな ソフ トウェア会社 では,シ ステムズ ・エンジニア とプログラマを

区別する ことな く,ゼ 不 ラルプ ログラミングとい う科 目を履修せ しめ,相 当専門的なプ

ログラミング技術 を教え てい る。

4.24教 育方法 としては講義 と,オ ンザ ・ジ 。ブ ・トレイニングを交互に組み合 わせ
,講 義

では具体的に必要な知識技能 を教え ,さ らにケース ・スタデ ィや実 際の場 で身忙 つけ て

行 く方法 を採用 している。

4・25通 信 と結合 したオン ラインシステム技 術 を必ず履修す る こととなってお り
,こ の中に

は通信技 術 通信理論が 含まれ,さ らに この ようなオン ライン リアル タイムシステムの

ための プログラム技法が広範囲に取 り入れられている。

4.5「 シス テ ム ・エ ン ジ ニア の教 育機 関は そ の教 育 ス タ ッフ が 常 に最新 の

知 識 を 吸収 して 自 己 をア ッ プ ツ ー ・デ ー トす る こ とが で きる.よ う種 々 の

努 力 を払 っ てい る。 』

システム ・エンジニアの教育機関は常 に実務機関との間に交流の場 を設け て論 り
,そ の

教育スタ ・フが自己の知識技能 を単 に机上だけでな く,実 際の場において常 に更新 して最

新の知識を吸収 して ゆける よう考慮 をは らってい る。 したがって,イ ンス トラクタは,直

接教育のためには週5時 間程度 しか拘束されず,残 りの時間はコンサルティング業務 ,大

学の 講師,自 己の研 究な どに あててtsり,ま た,教 育のみに専従 している者は2年 位 で他

へ転職させている。

' 4.4『 メ ーカ ・ソフ トウ ェア 会社 にk・hて は,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア に 対

す る社 内 教 育体 制 が最 も確立 して お り,基 本 的 な教 育か ら,き わ め て 高

度な教育ま で 種 々の教 育方法に よって システ ム ・エンジニアの量 の 増 加 と質
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の 向上 をはか っ てい る。'』

4.4.1特 に典型的な教 育体制 を持つ エBMの システム ・エンジニア教育は新入社員教育,大

学へ の派遣,SRIに お ける教育の3つ が中心となって行 なわれている。

(1)新 入 社員教育

新入社員は各ブ ランチ ・オフィスに採用 されるが,シ ステ ム ・エンジニアになる者

は第4.1表 に示す ような約14ケ 月 にわたるシステム ・エンジニア教育を受ける。

第4.1表 工BMに おけ る新入社 員教育

コ ー ス 場 所 期 間 内 容 ・

1 7ラ ンチ'オ フ ィス

オ リエン テ ーシ ョン
ブ ラ ンチ ・オ フ ィス 1週 間

o工BMの 事業概要 従業員規則

。システムの勘 概念など

2

コン ピュ ー タ ・シス

テ ム ズ訓練(前 期)

地方教育センター

(全 米27ケ 所)
5週 間

o適 用 例oデ ィス ク ・オ ペ レ ーテ ィ

ン グシ ス テ ム,Oプ ログ ラム 言語 等

3 マ ー ケテ ィ ング概 論
中央教育センター

(全 米3ケ 所)

1週 間
o社 内組織o代 表的なシステムの見

学Oケ ース ・スタディなど

4 実 務 訓 練 ブ ラン チ ・オ フ ィス

2～6'

ケ 月 間

5

コン ピュ ータ ・シス

テ ム ズ訓 練(後 期)
中央教育センター 5週 間

oシ ス テ ム設計,oオ ペ レ・一テ ィン グ

・シ ステ ム,O通 信 システ ム な ど

6 実 務 訓 練 ブ ラン チ ・オ フ ィス

数 週 間

～6ケ 月間

、

7
ス ク ール

中央教育センター 5週 間
O産 業と適用業務O対 話の習熟

。現場研修など

8 実 務 ブ ランチ ・オ フ ィス

以上 の ように教育セン ターにおけ る訓練 とブランチ ・オフ ィスにおける実務訓練 を

交互 に繰 り返 して シ ス テ ム ・エ ンジニアのコース を終了する。 なお,IBMで はセー

ルス ・エ ンジニアに対 して もシス テ ム ・エ ンジ ニ アと同様の教育コースに よって訓

練を行なってお り,さ らにその後セールスマ ンと して必要 な知識を与え る教育 コース

として2週 間のセ ールス ・スクールを設けている。 セ ールス ・エンジニ アに対 して も
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システ ム ・エンジニア と同程度の教育 を行なっている点 は注 目に値する。

(2)大 学 へ の派遣

IBMは 充 分に実務経験を積んだシステム ・ エンジニアを大学に派遣 し,特 定の

産業について深い知識が得 られたの ち,各 産業別 に専門的なシステム ・ エンジニア

の育成 を行なっている。

エBMと 揚 擁 している大学は銀行業 ・保険業 な ど各産業界の エキスパ ー トやコンサ

ルタン トと協力 して,数 週間の短期間 に各産業の全体の概念を完全に把握する ことが

で きる教 育プログ ラムを作成 し,こ れ らのシステム ・エンジニアに集中的 な教育 を行

なっている。

(5)SR工 に おける教育

SRエ はttシ ステムズ ・サイエンスの大学院i"を ね らいとして1960年 に設立 さ

れた もので,米 国だけ でな く世界各国か ら優秀なシス テ ム ・エ ン ジニアを集め,高

度の システム ・エンジニア リング教育を行なってtsり,1967年 までの卒業生は

1,500人 以 上に達 している。

この教育期間は13週 間 で内容は① システム設計 と分析(デ ータ処理 システムの設

計,分 析,実 行の原理,手 法,実 際について),② シ ステム ・アーキテクチァー(デー

タ処理 システムの各部 の構成 とその内容),⑤ シ ステム理論(確 率論,統 計学 会計

学,経 済学な どの基 礎科 目)の3部 門 に分かれて いる。

SRエ の教授は某国ばか りで なく欧州か らも招かれた各方面 の権威者ばか りであ り,

如何 なる大学 よりもす ぐれた陣容を擁 してい る。

1967年 か ら外部 者を対象 としてオンライン リアル タイムシステムの ような通信

と結 合 したシステムの設計お よび解析 コース(期 間1ケ 月,受 講料1,600ド ル)を

開設t."近 くシステム ・エンジニア リングの基礎 コース(期 間,講 義 に16週 実 務

訓練10週 以上,受 講料5.800ド ル)を 開設ず る予定 である。

4.4.2国 防省の委託研修期間 として有名なSDCで は システム ・エンジニア教育用のカ リキュ

ラムを用意 してお り,そ の内容は理論的 とい うよりも実践的な点に重点を置い てい る。

SDCは システム ・エンジニアの上級 教育 として20の コ ース を用意 しており
,通 算

授業時間は500時 間以上 に達す る。 これ らのコースは,そ の内容によって,① システ

ム設計の基本事項,② 統計学 待合せ理論な どシステム設計に必要な数学的手法
,お よ

び⑤プログラミング手法の3つ に大 きく分かれてお り,い ずれ も実際の経験 にもとず く

具体例 を中心 として実践へ の適応技法 を修得せ しめ る ように している。
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5プ ログ ラ マ教 育

5.1r米 国 に おげ る プ ログ ラマ教 育は メ ー カ,ソ フ トウ ェア 会 社,職 業学

校 等 が それ ぞ れ・ そ の特 長 を生 か しな が ら・ 活 発 に お こっ,てい る 。」

プログ ラマ教育はコーダか ら中級プ ログ ラマまでを対 象とす る場合がほ とん どで あり・

これ らは熟成され た教科 と教材 を用いた教育,あ るいはオンザ ・ジ ・ブ ・トレーニ ングな

ど多種 多様な方法で行 なわれている。

5.2rメ ー カで実 施 してい る プ ロ グ ラマ教 育は ほ とん ど定型 化 して 澄 り,

そ の基 本 理 念 は シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア 育成 の一 過程 と して の 見方 が 強

い が,個 々に 見る と,例 え ば エBM・ ユ ニ パ ック にお け る カス トマ教 育

へ の プ ログ ラム学 習(Pエ)の 採 用,ODCに おけ る教 育部 門 の独 立 な ど

参 考 とす べ き点が 多い。

5.2.1CDCに おいてはマ ーケッティング部門がカス トマ教育 を担 当している。更にCDC

は1965年9月 に教育部門 を独立 さ也CDエ と して社内職員教育に加えて,外 部の

人達 を公募 したコンピュータ技術(教 育期間は1,000時 間,約10ケ 月,授 業料は

2,400ド ル)と プログラミング技術(教 育期間は600時 間 約6ケ 月,授 業料 は

1,800ド ノレ)の2コ ースに より機械実習(全 体の40%)を 主体 と して実施 して いる。

いずれ も徹底 したハ ンズ ・オンの教育 に くわえ て自学自習的傾向が強い。

なおODエ は,現 在の基礎的コースのほかにビジネス ・アン ド・インフオメーシ ・ン

・システム ・コースを開講すべ く準 備中で ある。

5.2.2ユ ニ パ ックにおける カス トマ教育は第5.1表 の 如 きPI技 法 を取 り入れた各コースが

設 定されており,過 去2年 間に1ス000人 の カス トマ教育が実施 され た。

第5.1表 ユ ニパ ・クにおけるカス トマ教育

コ ー ス 名 期 間

プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ス 1～4週 間(コ ンピュータ実習を含む)

ア プ リ ケ ー シ ョン ・ゼ ミナ ー 半 日 ～1日

コ ン セ プ ト ・ ゼ ミナ ー 半 日 ～2日

プ ログラム ド・インス トラクシ ョン ・コース (自 習 コ ー ス)
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な為 社内向け として,計 算機基礎 とプログラミング概要 ・データ伝送 ・オペ レイティ

ングシステム ・リアル タイム処理等1～2週 間の各種コースが あり,広 範囲な職員教育

が実施 されている。

5.2.5エBMに お いては,社 内教育,カ ス トマ教育の両面 にわたって基礎的 あるいは初等的

なコースが各種 と りそ ろえ られ体系化され ている。

カス トマ教育 と社内訓練 は同一のコースで行なわれ,そ のコース数は約70余(う ち

P工 化 されたもの50)で 言 語関係は,コ ボノレコースが比較的多く対象機種は360/

20が 主 体 をしめ ている。 ・

5.3ソ フ トウェ ア会 社 で実 施 して い る プ ログ ラマ教 育 は それ ぞ れ 会 社 の 特

徴 が発 揮 され てk・ り,例 え ばSDCに おい て は独 自の コア カ リキ ュ ラ ム

方 式 を採 用 して お り,CUEに おい ては通 信 教 育 を主体 と して そ れ ぞ れ

高 度 な プ ロ グ ラマ教 育か らシス テ ム ・エ ン ジニア 育成 へ の 道 を指 向 して

レ、る。

5,3.1SDCに お ける教育はシステム ズ ・プログラマとい う名称 を使用 してい ることか らも

推察で きる ようにシステムの設計 とプログ ラミングを一体 とした考え方で進 められ てい

る。

コアカリキ ュラムは特 にゼネラルプ ログラミングに力点がおかれ,2～4週 間で問題

解決の方法 を身につけさ也 デ ータの構成等 を基本的 にマスターさせ ることに している。

このカ リキュラム終了后,イ ンフオ ーメーシ ョ/・ プ ロセッシング ・カ リキュラム とし

て機種別の実習本位のコーデ ィング ・データプロセ・シングシステ ム等の教育 を行ない

(120～160時 間),よ り高度 なプログ ラム技法 を修得させる。

なお,部 外者に対する教育 も同様な考え方で実施 している。

5・5・2CUEの 通 信教育は教育内容,教 材等の準 備に約1年 半の歳 月と約30万 ドルの経費

をかけてお り,工BM360の ベ イシ ックアセンブ ラ,フ ォー トラン,コ ボル,プ ログ

ラミング ・ア プリケーシ.ン 等24教 程 か らな り,標 準24週 間 で各 教程 ごとにデバ ッ

ク を必修す ることになってお り,授 業料 は650ド ルで ある。

5.4r米 国 にお け る プ ログ ラマ教 育の 底 辺 は1,000余vak・ よぶ コ ン ピュー

タ職 業 学校 に よっ て さ さえ られ てい る とい え よ う。 その 端 的な あ らわ れ
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が フ ランチ ャ イ ズ シス テ ムに よる コ ン ピュ ータ 職 業 学校 群 で ある。

DPMAの 調 査に よると全米の約1,000校 に のぼ る職業学校 によリプログ ラマが実施

されてい る。

これ らの学校のなかには特定1校 の指導,援 助に より,コ ース,教 程内容,教M,イ ン

ス トラクタマニアル等をパ ッケージで入手 し,こ れ に よって教 育を実施 し,教 師の教育指

導 もうけ る所 謂フ ランチ ャイズシステム(免 許 方式)の 学校群が あり,全 米で5っ 程度 こ

の種の教育システムが ある。

AエA,ECPエ は この フランチャイズシステムの代表的 なコンピュータ職業学校で夫

々50乃 至80程 度 の傘下学校群 を擁 し・学校経 営の主導的地位 を確保 している。

AエAの 教育方 法は小 クラス(15名 程度),実 習 主義(40%)で あ り,エBM

360モ デ ル20を 有 し,古 い形式 ではある'がPCS等 の 実習用施設 も充実 してお り,卒

業生の就職 率や企 業での評価 も高 い。

第52表AIAに おける授業時間

時 間 期 間 実 習 授 業 料

コ ー ス1

コ ー ス2

総 合 コ ー ス

420時 間

120〃

540〃

24週 間

15〃

27〃

120時 間

90〃

210〃

1,550ド ル

590〃

1,825〃

ECPエ は300時 間 のプログ ラミングコース を設定 し20週 間の教育(半 日教育)を

実施 してお り,約1,200ド ルの授業料で一応教程内容等 も ととのってい る。

5.5r数 ある コ ン ピュ ー タ職業 学 校 の 中 には,教 育内容 や 方法 が不 充 分 な

ため,そ の 卒 業 生 は ス ペ シ ャ リス トと して不 適 当 で ある との 批 判 の 声 が

あ り,こ れ ら職 業 学 校 の基 準 に つ い て検 討 が 開始 さ れ た。 』

コンピュータ ・スペシャ リス トの需要増につれて,コ ンピ ュータ職業 学校は急増 してい

るが,こ れ らの学校の中には,教 育内容が極 めて粗 末なところも少な くない といわれてい

る。 そ の結 果 企業はほ とん どスペシャ リス トとして役 に立た ない卒業生 を雇傭すること

とな り,各 企業の情報処理システム担当者は この ような各種学校 の改善 を強 く要望 してい

る。
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DPMAで は このため今年5月 に・私立 デ ータ処理学校基準委員会(Pri▽ateDa
.七a

PrOcessingSchOolsStandardsOo皿mi七 七eθ)を 設け,こ れ ら職業学校の経営状

況 教 員の資格,カ リキュラムの作成 就職状況な どについて検討 を開始 した。 この委員

会は メーカー・・ユ ーザ ー・ 大学の教育担当者に よって構成 され・来年 までには結論 を出し

これ を全体醜 立糠 学校の団体ACBS'(Ame・'canCo⊇'。fBus'nessSch・

h。・1)熔 申する玩 である・ ∵

また,カ リフォルニ ア ・ミネ ソタ ・ニュー ヨークの5州 ではコン ピュータ職業学校の設

立 に対 して きび しい認 可条件 を課 しているところ もあり,こ の ような動 きは今後一層 きび

しさを増す もの と思 われる。
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6大 学 ・高校におけ る教育

6.1r米 国 の大 学 に お い て は,す でに 全体 の ほ ぼ5分 の1の 大 学 に コンピゴ

タが導 入 され,研 究 の 分野 の み な らず,教 育 の分 野 に も広 く利 用 され,

コン ピュ ー タを駆 使 で きる学 生 は,コ ン ピュ ータ ・サ イ エ ン ス を専 攻す

る学 生 以外 に,年 間大 学課 程 で約55万 入,大 学 院課 程 で約8万 人 に達

す る といわ れ る。 』

大学 当局および各学部の教授陣は,教 育に おけ るコン ピュータの役割 を高 く評 価 し,大

学教育のほ とん どすべ ての領域においてコンピュータを積極的に活用 しようと している。

このためプ ロジェク トの研究 ・開発 とコン ピュー タ ・スペシャ リス トの教育 に大 きな役割

を果 た して きた大学におけるコンピュータ利用は,コ ンピュータ ・スペ シャリス トのみ な

らずその他の理 工系学部 さらには経 済学 ・社会学 ・歴史学 ・心理学な ど人文 系学部の学生

の教育に も大 きく貢献 している。

全米科学財団(NSF)の 援 助 によるSREB(SouthernRegional .斑uca七ion

Board)の 調 査に よれば,1967年1月 現在約1,000台 の コン ピュ三夕が全米大学約

2,200校 の うち,そ の52%に あたる約700校 の大学 に導入され てお り,1970年

には約1,300台 が 約1,000校 の 大学に設置され るであろ うと見込まれ ている。

また1964年 度 には,コ ンピュータを専攻する学生は,大 学課程で約4.000人,大

学院課程で約1,500人 で,こ れ らを除 く一般学部 においてコンピュータ教育を受けた学

生は,大 学課程で約12万 人,大 学院課程で約3万 人 を越えてお り,1968年 度 には,

少 くとも一つのプログ ラム言語 に習熟 した学生が,一 般学部だけで も大学課程で約55万

人,大 学院課程で約8万 人 を算え るで あろ うといわれ てい るこ とは,刮 目に値 しよう。

この ように米国 の大学においては,コ ンピュータ ・サイエンス を専攻す る学生は勿論

_般 学部 の学生層に,コ ンピュー タの利用が着実に しか も巾広 く滲透 してお り・将来社会

の各分野 に進 出す るこれ ら多 くの学生達 に コンピュータについての正 しい理解 と深い認

識を与え,や がてこれが コンピュー タの高度利用 を推進す る大 きな力 として開花 し結実す

るで あろうことは想像 に難 くない。

6.2r大 学 に おい ては,教 授 や学 生 の誰 で もが容 易 に コ ン ピュ ー タ を 使 用
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で きる よ うタ イ ム シ ェ ア リン グの 利 用,簡 易な プ ログ ラム 言 語 の 開 発 な

ど各 種の 努 力 が払 わ れ て い る。 』

ほ とん どの大学 におけ るコン ピュータ ・センターは特定学部に所 属せず独立に設置 され

て拾 り,各 学部 との協力に よリコンピュ一夕の利活用が推進されている
。

コンピュータ ・センターは各学部の教授や学生のために
,研 究 ・教育 に必要 な各種 の計

算を大量 に処理 するほヵ、TSSを 実 施 している大学においては,各 学部 にコンピュータ

の使用時間を割当て,教 授や学生 が対話形式 で直接 コンピュータを利 用で きる態勢をとっ

てお り,例 えばダー トマス大学 の ように課外時間にはセンターを開放 して学生 に 自由に使

用 させている大学 も見受け られ る。

各学部がコンピュータを使用す るに要 した経費はそれぞれの学部 に付替え られ,ま た学

生 にはCPUや テ レ ・タイプ ライタの使用時 間および メモ リー ・ス トレージに応 じて,と

くに低廉 な使用料 を定め,利 用 させている大 学が多い。例えばダー トマス大学 におけ る学

生の使用料は第6.1表 の とお りである。

第6.1表 ダ ー トマス 大 学uatoけ る コンピュータ使 用 料

CPσ テ レ ・タ イ プ ラ イ タ メ モ リ ー ・ス ト レ ー ジ

区 分 (デ ィスクの場 合1月
(1秒 間 当り) (1時 間 当 り) 1260キ ャ ラク タ ー)

¢ $¢ $¢
自 校 の 学 生 5 2.00 50

ネ ッット ・ ワ ー ク

に加入 している 7 250 75

他 校 の 学 生

コ マ ー シ ャ ル

ペ ー ス 40 10.00 2.00
.

またプログラム言語は一般 にFORTRANが 多 く使用され ているが
,誰 で も容易にコン

ピュータを使用で きる よう言語の研究 ・開発 に努力が重ね られてお り,例 えばダ ー トマス

大学ではBAS工O,イ リノ イ工科大学 ではIITRAN,カ リフォルニ ア ・アーバイ ン

大学 では エS工Sと いった ように特別 のプ ログ ラム言語の研究 ・開発が行なわれ ている。

一19一



「

ノ

6.3r教 育 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 の 普 及 に よっ て,大 学 の教 育内容 は

充 実 し,教 育効 果 を高 め て いる。 』

数学を例に とれば,コ ンピュータを利用す ることによって,微 分方程式 な どの複雑高度

な教材 を,教 授は容 易に作成 して学生に与える ことができ,ま た学生に コンピュータを利

用 させ ることによって,.従 来 数式の処理の説明 などに費され ていた時間 をより本質的 な部

分の講義にふ り向け ることがで きるように なった。そ して学生に観念的 な理解でな く具体

的 な理 解を与える ことがで きるばか りでなく,多 変量 統計解析やシミュレーシ ・ン的研

究 な どを大学教育の 科目に持 ち込める ようになって きた。

この ように大学教育におけ るコンピュータの 利用は,教 育方法 にもかなりの影 響を与え,

教 育内容 を充実させ,よ り高度 な教育 を可能に して教育効果の向上 に寄与 している。

6.4r大 学vak・ け る コン ピュ ータ ・サ イエ ンス に 関す る教 育 につ い ては ・

多 くの 大 学 が充 実 した教 科 内容 を備え,専 門の 学 科 ある いは コ ース を設

け コ ン ピュ ー タ ・サ イエ ンス の 確立 に努 力 して い る。 』

すでに,コ ンピュータ ・サ イエ ンス,イ ンフオメーシ 。ン ・サ イエンスな どの名称で大

学課程 お よび大学院課程に専門の学科あるいはコースを設 けている大学が多 く,今 後ます

ます増 加する ことが予想される。専門の学科 あるいは コースを設置 し,ま たはそ の設置 を

計画 中の ものは第6,2表 の とお りである。

第6.2.表 コンピュータ・サイエンス学課 設置状況

区 分

学 士 課 程 修 士 課 程 博 士 課 程

1964年

設 置 数

1968年

設 置 数
計画数
1964年

設 置 数

1968年

設 置 数
計画数
1964年

設 置 数

1968年

設 置 数
言画 数

コン ピ ュー タ ・

サ イ エ ンス

デ ー 久 ・

プ ロセ シン グ

インフォメーシ ョン
・サ イ エ ンス

数 学 の選 択 コ ース

そ の 他

11

6

2

25

92

^15

49

40

81

9

2

15

F、

17

3

12

29

76

4"

17

40

59

1

5

11

12

1

4

21

38

2

15

28

26

1

9

7

計 44 151 107 61 157 76 58 81 45
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また教科内容の充実に も努力が重ね られ ている。 コン ピュータ ・サイエンスとい う名の

もとにいかなる教育 を行な うべ きかについて;例 え ばACM(AssociationforCom-

putingMachinθry)で は1962年 に教程委 員会(CarricululnColni七teeon

ComputingScience)を 設置 し検討 を重ね
,本 年5月 には 『カ リキ ュラム68』 と題

する報告書 をとりまとめ,教 育体系 を整理 し,教 科内容について詳述 している
。

コン ピュータ ・ザ イエンスに関する専門コースは
,ひ とり学内のみ にと どま らず,民 間

のシステ ム ・エンジニア などの養成 に も重要 な役割を果 しており,特 別のエクステンシ.

ン ・コースを設けて広 く学外に開放 してい る大学 も少 くない
。

&5r大 学vak・ け る コ ン ピュ ータの 設 置 お よび 運 営 に要す る 資金 は
,連 邦

政 府 の援 助 に 負 うと ころ が大 き く,1そ の 割合 は全 体の 約40%に 達 して

し(る。

SREBの 調査 によれ ば 大学がコン ビ=一 ・タの設置tsよ び運営 に使用する経 費は
,

1965年 度で は,メ ーカーからの機器の寄 贈お よびレンタルの割引約4 .O'00万 ドルを

別 に して,総 額約1億500万 ドルにのぼ る と推定され ている。その内訳は,人 件費約

5,000万 ドル,建 物約2,300万 ドルで,コ ンピュータお よび周辺機器の レンタルお よ

ひ運営費は約5.000万 ドル となってい る。

t－ 方
,そ の財源 をみると,大 学 自らが調達 した ものが約5、000万 ドル(約50%) ,

州 政 府 ・'民間企業体等か らの委託研究 ・補助 または寄附 が約1,C□0万 ドル 〈約10%)

で 残 り約4.500万 ドル(約40%)は
,連 邦政府か らの依託研究 または補助 となってい

る。 これ ら連邦政府の援助は,1969年 度 においては所要 資金約2億 ス600万 ドルに

対 して約1億1,090万 ドルに達するで あろ うと推定されている。

米国の大学においては・ コンピュータの利用に あた って連邦政府 ・州政府あ るいは民間

企業体か らの委託研究または補助を積極的に受け入れ ようとしており
,契 約の取決めには

細 心の注意が払われている ように見受け られ る。

6.6r大 学 へ の コ ン ピュ ータの 導 入の 仕 方 と して,大 型 コン ピュ ータ に よ

る共 同利 用 が採 り入 れ られ て い る。 』

この 代 表 的 な例 と してTUCC(Trlang■ θUniversitiesColnPuta七ionGentθr)

を あげ る こ とが で きる ・
.Tuccは ノ ー ス ・カ ・ ラ ィ ナ州 の デ ・ 一 ク*eg7ー ス ・加
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ライナ大学およびノース ・カロライナ測位 大学の5大 学が・全米科学財団(NSF)お よ

び州政府の援助を うけ て,共 同で設立 した コンピュータ ・センターであって,エBM560

/75を お き各大学の中型コンピュータと直結 して共 同で利用 している。

まfc,ノ ース ・カロライナ州では,こ れ ら3大 学のほ か州内29大 学 に対 して民間団体

の経 済的援 助を うけて端末機の配備 を行ない,CirCuitRiderと 称 す る教育活動 を行

な って共同利用の素地 を培ってい る。

この共同利用方式は,人 的資源お よひプ ログラム を共有す ることがで き経済的で あって

ピアス.レ ポ_ト に おいて も大学へ のコンピュー タの導入の仕方 として推奨 され ている も

ので あり,今 後の動向が注目され る・

6.7r高 校 におい て も,大 学 と共 同 して教 育 へ の コ ン ピュ ータ利 用 が 進 め

られ て お り,そ の将 来 の 効果 が 期 待 さ れて い るσ』』

例え ば,レ イ塙 校の よパ 川 ノイ工科 大学 と提携 し・その・ン ピー タと直結 した

端末機 を使って教育 を行な っている ところが多 く,ま た ブロンクス高校 の ように独 自にコ

ンピュータを設置 して生徒に利用させ ていると ころ もある。

搬 隔 微 育では,単 に・ン ピー一夕の 原理鞭 用方法櫻 解させるだ けでなく・ 数

値 計 算 や統計 な どに利 用させ,・ ンピ・一夕の使用 になれさせ るとともに・コンピー一

夕の もつ役割 につい て認識を深めさせ てい るところが多い。 しか しコンピュータに関す る

科 目はまだ選択科 目と して採 り入れ られている段階で ある。

高校教育については,ニ ューヨークのご とく市または州の教育庁が高校へのコン ピュー

タの 導入嘩 めて熱心 であり,着 ・計画 を進めてい るところもあり・一方大学⇔ いても

ダ ー トマス大学 イリノイ大学,イ リノイ工科大学の ように高校教育 におけるコツ ピュ一

夕利用の普及に積極的 であり,財 政 的で あり,財 政 的援助を行なっている大学が 多い。 し

たが。て高校の側で も1こ れに呼応 して,蜘 や生徒のための教科書を糎 したり・講習

会の講師を引受けるなど活発な協力が行なわれている。



7コ ン ピ ュ ー タ 。ス ペ シ ャ リス トの 認 定 制 度

7.1r全 米 的 な 認 定 制 度 と し て,DPMA(Da七aProce臼ingManage-

mentAs『ogiation)が デ ー タ処 理 資 格 試 験 を 実 施 し て い る。 』

一部のメーカやソフ トウェア会社 においては,自 社で独 自に試験問題 を作成 し,社 内の

プログラマなどのレベル認定や適性検査に使用 しているところもあり,こ の なかには プロ

グ ラマ学校やユ ーザーな どに広 く利用され ている もの もある。

全米的 な規模 で行 なわれ ている認定試験 としては,DPMAが デ ータ ・プロセシング資

格試 験を1962年 か ら実施 している。 資格 よりも実力を重視す る傾向の強い米国におい

て,こ の試験制度は必 らず しも十 分な成果 をあげ てい るとはいい難いが,ユ ニパ ックは こ

れ を社内教育 に利用 してお り,メ ーカや ソフ トウェア学校ではこの制度 の動向にかな り注

目を払 っている。

7.2rDPMAの デ ー タ 処 理 資 格 試 験 は デ ー タ 処 理 問 題 に 広 範 囲 な 知 識 を

有 して い る 者 に デ ー タ 処 理 認 定 書(CDP:Certificatein'Data

Procθ6sing)を 与 え よ う とす る もの で,1967年 ま で の5年 間 に,

12,400名 が 受 験 し,合 格 者 は7.700名 に の ぼ っ て い る 。 』

DPMAは 米 国のデータ処理 の管理 者を対象 とする団体で,デ ータ処 理業務 に割け る種

々の管理上の問題 を検討 し,会 員相互の意見交換 などを行なっている。

デ ータ処理資格試験の 目的 は,① デ ータ処理マ ネージャーがデ ータ処理の分野 において,

高 い学歴 と広い実務知識が必要で あることを重視 して,こ れ を考慮 した高度 の基準 を確立

する こと,② デ ータ処理に おいて重要 な知識 を有 している人 を認定する方法 を確立する亡

と,⑤ 成長 を続け るデ ータ処 理分野 に確固たる基 盤 を確立することの3つ で ある。

試験問題の内容は公表 され てい るが,全 般的 な傾向 としてデータ処理システムのン・一 ド

ウ ェア,ソ フ トウェア,運 営管理,数 学的手法な どの分野について深い とい うよりも広 い

知識を要求 している。

受験資格は,① 短大卒業以上で直接 コン ピュータお よびデ ータ処理 に関係 ある学科 を2

科 目以上 受げていること,② デ ータ処理 に5年 以上の実務経験 を有 していること,の2点

が必要で ある。
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学歴は次第に高い程度 を要求 する方針 であり,1965年 ま では高校卒業以上で あった

ものが,現 在は短大卒業以上 とな り,1970年 には4年 制大学卒業以上になる予定であ

る。

Z3rプ ロ グ ラマ の 認定 制 度に つい て もDPMAは 検 討 を進め てk・ り,初

級 プ ログ ラマか ら順 次 高 度 の プ ロ グ ラマ ま で を対 象 とす る計 画 で ある。』

,プ ログ ラマについ ては,個 人の認定制度 よりもプログ ラマ学校 の認定制度の確立を望む

声が多いカ～DPMAで は,現 在の資格試験 を拡張 し,プ ログラマ,オ ペレーターな どの

スペシャ リス トの資格試験 について も実施すべ く検討中で ある。 ,これ らはまだ具体化する

段 階には至 っていないが,プ ログラマについては,高 校卒業以上 を対 象に,事 務用 と科学

技 術用 とに分け,初 級プ『グ ラマか ら中級 上級プ ログ ラ〔へ順次拡大す る方針である。

このほか 電子 計算機オペ レーター ・PCSオ ペ レーター,シ ステム ・アナ リス トなど

を対象 とす る資格試験 も検討中で ある。
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8そ の 他

a1コ ン ピュ ータ教 育 にお け る プ ログ ラム 学 習

プ ログ ラム学習(Pエ)はIBMお よびイ リノ イ工科大学で大 巾に実際のコンピュータ

教育コースに採用されているが,他 の大学 メーカ,職 業学校は必ずしも本格的に活用す

るまでにはいた っていないが,CAIと の 関連 で認識はかなり深い
。'

IBMの カス トマ教育の コース約70の う ち30程 度 はP .エ ・(PrograimiiedIns-

truc七ion)で ある。P.1 .化 された コースは主 と してパンチカー ド・コース
,レ ポ ー

トプログラムジェネ レータ ・コーデ ィーングコースの大半及び
,フ ォー トラン,コ ボル,ア

センブ ラ等,基 礎言語関係の初級 コースである
。 なお,ユ ニパ ヅクのカス トマ教育 に於 て

も同様 なコースーにPIが 採用 されている。

イ リノイ工科大学が指導 を行 なっているレイン工業高校 を中心 とした高校群 の教師
,生

徹 対す る・ンピー一夕話 磁 科報 その主要部 分鯉 .・.で 記述 されている。

'P ・エ・・手法vaよ る テキス トは今後 ・Aエ との関連 もあb
,・ ン ピー一徹 翫 紬 て 、

教師稼動の節減 基礎教育の拡張のた め,作 成上の困難,フ レーム6内 容構成等
,技 法的

になお問題 を含むと して も,今 後 着実に進 め られるで あろう。

8.2CA工

CAエ につ いては調査対象機関の多 くにわたって研 究
,開 発が行 なわれてお り,そ の対

象 とする科 目は広 範囲であるが,内 容は初歩的 な入 門コ・一スに どどまっている
。

全 米科学財 団('NSF)は ス ペシ ャル ・プ・ロジェク トの一つ としてCAIを と りあげ
,

SDOに45万 ドルの開発調査費を出 し,OAI言 語 の開発をイ リノ イ工科大学に同 じく

45万 ドルを出 し端末 機のコス トダ ウンを研究 させ ている。

また カル フォルニア ・アーバ イン大学 では州 より55万 ドルの助成 を うけ エBMと 協 力

してCAL(ComputθrAidedLearning)と 称 してOAエ を研究開発中である
。

カル フォルニア・アーパイン大学,イ リノイ大学,ニ ュー ヨーク州立大学においてはC

Iに 対 す る評価 は高 く,コ ン ピュータ ・テクノロジ
,プ ロセスコン トロール,エ'R,シ ミュ

・レーシ ・)て等の研究開発テーマとな らん で位置づけされてお り
,特 にニ ューヨーク州立大

学 では現状 におけるコス ト高(た とえば 大学教育において学生1人1時 間,15ド ル の
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コス トがCA工 で 必要であり,一 方現行の講義方式では5ド ルを要す る)を 承知の上で研

究開発 を行なってお り,1975年 に はそのバ ランスが考え られ るとの意見 を持 ってい る

ようで あった。

なお研究開発は大学を軸と してすすめ られているが σN工VACはCDPエ/1か ら 皿

へ と言語 開発,シ ステム開発 をすすめてfO・り,ま たODCも イ リノイ工科大学 と協力体制

にある。

適用科 目と してはブ ラウン大学の如 く数学教育を主体 と していると ころ もあるが,一 般

にはコン ピュータ ・ランゲージか ら歴史 社会学,音 楽,語 学等の人文 自然科学の基礎部

門にまでその拡張 を着実にすすめているところが多い。

OAエ をすすめるに当って,シ ステ ムの作成 あるいは端末機の開発 とならん で,科 目自

体の内容 をいかに組立 てるか とい う問題が あり,1時 間 の教科に対 して,200時 間 程度

の相当な作成時間がかかり各 科目の教育専門家が これ にあたらねばな らぬ ことが1つ の大

きな問題 となっている。

CAエ プ ログ ラム言語の平 易な こと,タ イプ ライターの普及してい ること,コ ンピュー

タに対す る米国社会一 般の認 識がふ かい ことな どが米国 におけるCAエ の開発推進 に大き

な力 となってい るが,科 目内容の 作成にスペシャリス トの多大のマンパワーを必要 とする

ことは我国のCAIの 今後 の展開に充 分参考 としなければ ならないもの と考え られ る。。

83・ 通 信 回線 の利 用

NSFの スペシ ャノレ・プロジ=・■'トの一つ と して全米にわたるコンビ=L－ 夕 ・ネ ットワー

クの設置が推進され てお り,現 在10の 大 学で試行 あるいは計画中である。 このプロジェ

ク トは容量の大 きいIBM560/40～65等 の コン ピュータを大学 に設置 し,そ の地

域 センタ相互間 を通信回線で結ぶ と ともに大学周辺の大学 高校をそのセンタに一 般電

話回線 あるいは専 用回線に より接続 するもので あり,研 究開発,機 器決定はすべて大学 側

が行 ない,セ ンターが おかれ る大学には平均40万 ドルの助成が おこなわれている。

この コンピュ_タ と通信回線の結合 された システムは コンピュータの プログラム,業 務

システ ム等の共 同利用,要 員設備の経済的 な利活用 をそのね らい としてい る。

調査局所の うち,ダ ー トマス大学 イリノイ工科 大学が夫 々専用回線 通常 の電話回線

(50マ イル)を 利用 して実施中,カ ルフォルニア大学(ア ーバイン)が 計画中である。

また,デ ュ ー ク,ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ,同 州 立 の3大 学 は 共 同 で5大 学 の 中 心 に コ ン ピ ュ ー
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タ ・センタをお き,そ の センターの共 同利用を専用回線(50マ イルから12マ イ ル)で

実施中である。

嫡UNエVACもm"aとRose▽'ユ1・ を結ん でデ　タの伝送 を行 な・てい る・

■
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6

1大 統領 特別科学技 術局

1.1連 邦政府の科学技術担 当関係組織

1.1.1科 学 技術担当官

連邦政府の科学技術研究開発問題 を取扱 うctSciθnceAdviser七 〇 七hePrθsl-

dents"が1957年 設立 された。

Adviserは 国 家的 に処理すべ き科学技 術の研究開発問題,た とえば,科 学技術上の

新 しい アイディア,新 しい方法,大 学や研究所 における新 しい研究な どについて検討 し,

予 算化 のための資料 として大統領 に提出す る。

Advisθrは 現在Dr・DO]AIDF・HORN工(}が 担 当 してお り,こ の下部機構に次の3

つ の部 門が ある。(第1.1図 参 照)

注 大統領諮 問委員会において"コ ンピュータの上 級教育 に関する報告書"を 直接担当

したMr.ROBエNSONは ニ ューヨーク大学に移 った ため,報 告書の内容な らびに作成

の過程におけ る種 々の問題点の詳細 については説 明が受け られなかった。 しか し,

1.こ㌘ 蕊 ㌘ ㌘ ㌫:㌶ ㌢ どのよう噸 た4

①FederaユOouコci■forScienceandTechnology

②OfficeOfScienceandTechnoユogy

⑤Pre日iden七sSciencθAd▽isOryCommittθe

各省庁か ら出向

11～12名

20名

学都i験 者を含む

Dr.HORNIGは これ ら3部 門のChairmanお よびDirectorを つ とめてい る。

1.1.2.Nationa■AcademyofSciencθ

ホ ワ イ トハ ウ ス の 科 学 担 当 関 係 組 織 図 に お い て,OfficeofScienc6andTe-

chnOIOgyの 実 際 の 作 業 はNatiOnalAcademyOfSciθncθ が 行 な う こ とが 多 い 。

N。 七i。n。IA・ad・my・fS・i・nceは ①N・n-G・v・r皿 ・n七 ②N。n-P・ 。fit◎

Non-lossの 機 関 で,政 府 契 約 に よ る 作 業 の ほ か,Unco皿nttθdな 作 業 やProfθ －

ssionaユComnunityか らの 委 託 に よる 基 礎 的 な 開 発 や 研 究 を 行 な っ て い る。

NatiOnalAcadθ 皿yofScienceはNationalAcadelnyofEngineering
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第1.1図 連邦政府の科学技術関係組織図

DirectOr

BUreauof

七heBudgθ 七

SpθcialAssiB七antfOr

ScienCean〔1TeChnoユogy

ChairmanFederalCOuncilfor

ScienceandTechnOIOgy

Direc七 〇rOfficeof

SClencean(1Tθchnoユ09y『

Ohair皿an,Prθsident`s

ScienceAd.vi日oryCommi七 七θe

Fθ ユeraユ ⊂bunciユ

fOrSciencea[rrl

T㏄ ㎞Oユ09ゾ

工nte]〔agenqy

COIrmit℃ees

Depar七men七s

Officeof

Sciencθand

TechnOユogy

Agenciθ80f七he

Executi▽eBranch

]?r日1derL七|s

ScienCe

Advi日Ory

CO㎜i七 七ee

per七

Scien七ific&

Enginθering

Oo㎜unities

Na七iona■

Aca〔1emyof

Sciθnces
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と共 にNa七ionalResearchCounCilを 構 成 している。

1.1.30ECD(0。gani・ati・n・fE・ ・n・血 ・ ○・。P・ra七i。n・ndD・v・ ユ・p皿・n七)

国内 に設ける情報システム確立の必要性 の増大 につれて,医 学,保 健,化 学 物理・

宇 宙,軍 事など各種の情報システムが 作 られつ つ あり,こ の ような情報 システムが発展

してい くと,さ らに大 きなセンターや各 システ ム間の情報交換 の必要性が生 じて くる。

さ らに将来,情 報 システムをどの ように創設 してい くか とい う問題 も発生 して くるであ

ろ う。 従って政府 として も,FθdθralNationalInfOrtiOnSystemを 設立す る

機運が生,じており,国 際的にも情報交換の要求が高まり,一 部はすでに実行に移されて

いる。

この よ う な 情 報 シ ス テ ム'の 相 互 の 関 係 や 今 後CZ}問 題 に つ い てOECD(Organiza-

tionofEconomic・OooperationandDθ ▽θ■opmθn七)Vak－ い て も検 討 が 開始 さ

れ た 。

1.2科 学 技 術 情 報 委 員 会(COrmttθeon'Scien七ificandTechnica■ 工nforma-

tion)

米 政 府 は 科 学 技 術 情 報 の 多 種 多 様 な シ ス テ ム を 発 展 さ せ,シ ス テ ム 間 の 共 通 性 を 持 た せ

る た め に,COSAT工(Oo㎜i☆ee'OnSciOntificCndTechnical工nfor皿a-

・…)少 う委 員 会 を1964年 …dC…O・unc"fg・Sc'θncθandTechno-

logy－ の も と に 設 立 した 。(第1.2図 参 照)

OOSAT工 ぽAines氏 がChairmamで,こ の 下 に 問 題 別 に6つ のPane1とTask

Groupな らひ にAIHoc'StudyGroupが あ り,そ のPanθ1の 中 に 教 育 と訓 練 の 問 題

を 検 討 す るEducationand.TraMingPanelが あ る 。

COSATエ は あ く ま で もユ ー ザ ー・ベ ー ス の 研 究 に 主 眼 を お い て お り,政 府 の 情 報 シ ス

テ 。,民 間 の 繍 シ ス テ ム を 問 わ ず,如 イ可に ・れ らの シ 巧 ・ 縫 魅 せ る か とい う問 題

に と り くん で い る。

情 報 シ1テ ム と し て はDataBank的 な シ ス テ ム とProb■ernSoユvingを 目的 と した シ

ス テ ム が あ り,こ れ らは エnformationAnalysisCenterと し て 全 国 に 約120程 度

設 立 され て い る 。
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・・第/2図 科学技術情報委 員会組織 図(そ の1・)

,
COMMITTEEONSCIENTIF工C

ANDTECHNICALINFORMATION

Chai血 斑(Acting):・ ・・・・・・・・・・・ ・・・… 止A .Aines

欧eC.Secy:・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…A.A.Aineθ
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べ
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F
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A
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皿ec3品qy:・ … ・・… 工」七・α1r..RE,BiLrr5r,σSN
-

E迩(θc・Secy.:・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…RHユyロ
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,
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2全 米 科 学 財団(N.S.F)

2.1全 米 科学財団の概要

NSFは 第2次 大戦中に密接 な協力が行 なわれていた大学 と政府の間の関係 をその まま

維持 し,伝 統的に分離された両者の 間を結 合させるために1950年 に設立 された。

NSFの 組織は第2.1図 の ようになってお り,コ ンピュータ関係は,OfficeofCo-

mPutingActivityが 行 なってい る。

第2.1図 全 米 科 学 財 団 の 組 織

NSF(5億 ドノレ)－
ResearchEducation

(2.5億 ドル)(8千 万 ドル)

OS工SOfficeofCo皿pu七ing

Ac七ivi七y

(2千 万 ドル)

Policyof

P■anning

1
OfficθbfData

Managθ 皿θn七 ・

NSFの 助 成金は本年度5億 ドルで,そ れぞれ大学,研 究機関に配分され るカ～ 研究開

発の内容は完全に大 学研究所側にまかされ てい る。(た だ し,2～3の 小さいサー ビスに

ついては,例 えば海底のDrillingの よ うに主題 を決めて研究開発を助成す る場 合 もある)

従 って この点ではOfficeofEducation,NationalIns七ituteofHθal七h,

A七 〇血cEnergyCo㎜issiOn,DepatmentOfDefθncθ な どが 行 な う委 託 費 と は

性 質 が 異 な っ て い る。

Officeof'ComputingActivi七y'は 第2.2図 の よ うな5人 が 主 任 と し て 担 当 して

い る。

第2.2図NSFの 電 子 計 算 機 能 力 開 発 局 の 構 成.

OfftceofComputingAc七ivi七y

「一 －
S.Me]medT.M.Gai■iθ .K・CUrtis

-.

(ピ ア ース報 告関 画1千 万 トツレ)1千 万 ドル

① 斑u.ca七ion,Research&Training'⑤Colnpu七ing

(500万 ドル)Faciユitiθs

②SpecialPrOjθcts(500万 トツレ)
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'K
.Curti日 はCoInpu七ingleacilitiesに 対 す る助成 を担当 しているが,こ の助成

金は大学がコンピュータを設置 した り,代 替 した りす るときに急激 にかかる経費の一部 を

政府が援助するもので,平 均 して期間が3年 で,額 は55万 ドルで あ り,3年 間 の助成金

の配分は次図の例 の如 く年毎 に低減す る。

金

額

01・25年

この制度の発足当時 は200万 ～500万 ドルであったが,1964年 には700万 ド

ル,1965年 は900万 ドル,1966年 は1,100万 ドノレ,1967年 は/000万

ドル と増加 した。

過去 に対象 となった大学 は175大 学(重 複 あり)で,今 年 は50大 学 の予定で額は1

大 学55万 ドルである。 コンピュータの設置経費は約200万 ドルであるか ら1大 学が受

け る補助は全経費の約1ン6に す ぎない。(大 学 のコン ピュータに対 する援 助は他の例え

ばOfficθof斑uca七ion等 より相 当額 を受けている)

大 学の資格 は平等 であ り,助 成金の対象の選択は,研 究の業績など大学の内容に よって

決定され る。 この配分はすべ て大学のFacuユty .に よって構成された審議会に より行 なわ

れ,公 立,私 立の別は問 わない。

この助成金の支途につい ては一応報告書の提 出を求め るが,強 い制約は ない。

2,2ピ アス報告書に対するNSFの 考え方

ピアス報告は大統領諮問委員会から出されたが,大 統領に直属の諮問委員会はOon－
ぎ

grθssCOmmitteθ で はないか ら,報 告書 の内容その ものが直 ちに予算化す るとは限 ら

ない。従って今年 か来年にはできるだげ予算化する方向で検討が行 なわれている。 しか し

予 算要求 の責任が どこに あるか とい うことになると非常 に難 しい問題 となって いる。

NSF全 体 の年間予算は わずか5億 ドルで,仮 りに ピアス報告に よる教育 を実施す ると

600万 人X50ド ル で5億 ドルとな り,現 状ではNSFで 実施するのは不 可能で・年間

予算が40億 ドル もあるOfficeofE且uca七ion(DepartmθntofHea■th,Educa-
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tionandWelfarθ の一局で ある)が 行 なう方が妥当で ある ようだ。

教育行政は州政府の問題で あり,職 業学校 におけるプ ログラマー教育な どは,そ の地域

社会の中のラ ィー ドバ ックによって行 なわれ ている。'.

NSFは あ くまで もassistwithoutcon七roユlingが 基 本的 な考え方 であり,情

報処理技術者教育 を取扱 う可能性は少な くその優先順位 は低い。

今後 ピアス報告 が実行 に移され るにして も,そ の間,多 くの大学,外 部 の人達,パ ネル,

計画マネージャーなどの審議 を経 なければならず大変であるカ～ しか しNSFは あ くまで

も]Passiveな 態度 でProposalを 待 っている状態で ある。

2.5NSFの 教 育調査 研 究関係補助金

ピアス報告その ものの実施 は行 なわれていないが.こ れ に関連す る予 算としては次の も

のをNSFで 取 扱 ってい る。

o斑uca七ionResearchandTraining(5'00万 ドル)

oSpθciaユprojects(500万 ドル)

この 教 育 調 査 研 究 用 補 助 金 は 次 の4項 目 が 実 行 中 あ るい は 計 画 中 で あ る 。

2.5.1De▽ θユopmen七 〇f〔J日esofComputθrs

い わ ば 工ns七rUC七ioゴ と し て カ リキ ュ ラ ム の 作 成 等 に 使 わ れ る。

2.5.2Studen七andTOacherTraining

・ンピー一夕の使用計画訪 法の開発等幽 す計 の 官 具体的 な訓練は実際に学生

や教師 を集めて コンピュータの操作など具体的 な指導 を行な う。

2,3.5ComputerSciencθResearch

Oo皿puterSciθnCeと して次の ような分野 を援助す る。
.

(1)A・tOma七9
、Theo・ ・'.

(2)]nngu。9。 、

(5)GraPhics

(4)NumericaユAnalysis

(5)SアstθmProgra㎜ing

(6)Logica■Design-Swi七chingTheory

2.5.4De▽ θユopof・Co皿puterSciθncθDepartments

現 在 実 行 し て は い な い が'ComputerSciθnceのDopartmentに 対 す るGene-
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ralSuppOr七(内 容 に ま で は 触 れ な い 助 成 金 で,こ れ に は ① そ の 仕 事 の メ リ ッ トに よっ

て きめ る£aLteg。 ■icalSupprtと ② そ の 研 究 団 体 の 目的,意 向 に よ って き め る エn-

stitUtionalSUPPOrtと が あ る)を 行 な う予 定 。

このDθpartwentは 単 に エndustryか らの 要 求 に 応 じ た 教 育 と い うだ け で な く,広

い 意 味 で,こ の 分 野 の 確 立 を ね ら っ た もの で,現 在 は そ れ を検 討 し て い る 段 階 で あ る。

現 在ComputerSciθncθDθpart皿 θn七がGraduatθCourseに あ る大 学 は40

大 学 で あ る が,MエT(電 気 工 学 科 に 似 た もの が あ る),ハ ー バ ー ド,プ リ ン ス トン,

エ ー ル の よ う な 有 名 大 学 に は 設 置 さ れ て い な い 。

〔設 置 して い る 大 学 の 例 〕 コ ー ネ ル,カ ー ネ ギ ー,ウ ィ ス コ ン シ ン,ミ シ ガ ン,ニ ー

ヨ ー ク州 立,ス タ ン フ ォ ー ド,テ キ サ ス 大 学,ワ シ ン トン 州 立,カ ル フ ォ ル ニ ア 大

学,ノ ー ス キ ャ ロ ラ イ ナ な ど。

2.4NSFの 特別 プ ロジェク ト

NSFが 実施 している特別プロジェク トは⑦Reg 、iona■Cθnterの 設立 ②CAエ の

研究が主 なもの である。

2.4.1RegionalCenter

RegionalCenterは 容量的に余裕の ある大型 コン ピュータを地域的に選んでその

大学周辺の大学,高 校 を通 信回線 で接続す るもので,現 在10大 学 で試行中または計画

中である。

この プロジェク トは2年 間 にわたるもので,実 際の研究開発やメー カー選定 などは大

学側にまかされている。 現在明 らかになっている大学は,ダ ー トマス,コ ーネル,オ レ

ゴン州立st・Anseユnis,カ ーネギー州立 の5ケ 所 で,こ のほか下 図の ような配置で

選定 されている。

大学誌
革 ∀
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使用されているコンピュータは,GE635,CDC3ろ00,CDC6500,

工BM360/40,50,65な どである。

Rθgiona■Cθn七erの 端 末はliORTRANWな どが使用できるRθ 皿〇七θBa七ch方 式

と,会 話形式のRe皿oteJobEn七ry方 式 が ある。

RθgionalCen七 θrは ①端末 を接続 した大学 高校 に対する計算サー ビス, .Oカ リ

キュ ラムの作成 指導,⑤ 教師 と学生の訓練 などを行な う。

現在は10大 学 に1大 学平均40万 ドルを支出 し,約120大 学 をそのサ ー ビスの対

象としている(1セ ンター当 り12大 学)カg全 国にある2,000insti七uti。nを 対

象としてこの計画 を拡大するかは試行中のセンターの結果 を見てか ら検討する こととなっ

ている。

高校に対 しては連邦政府 として計画 して いるもあはない。

2.4.20A工(CoMI)uterAided工nstruction)

CA工 関 係補助金 としてイ リノイ大学 とSDCに 対 して夫々45万 ドルの援助 を行 なっ

ている。

イ リノイ大学 の研究 は,端 末装置のコス トを低減す ることをね らった もので,こ こで

はCDC-1604を20台 使用 し,1端 末 当 り500ド ル になる ように検討 してい る。

補助金 もこの端末 に対 してのみ 行なわれている。

、D。 の研究は,・ ・/・ ・Q-52(空 軍 がeaxし た もの冠 旙M7・9・ 剛 た

もの)を 用い,」OVIALで 記 述された教育用 プログ ラムIPLANETを 一 般のコン

注 米 国 の 学制

(}radθ Age Name

1～6 5,6～11 工lemθntary

7～8 Jun工ourhighschool

9～12 ～18 highschool=Sθcooda

4アears Colledgθ

皿anyyθarS (}radua七e

義務教育は16オ まで
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ピ ュ 一 夕 に も 利 用 で き る よ う にFORTRANで 記 述 し よ う と す る もの で あ る。 こ の

Language'はAuthorエanguageと 呼 ば ち 教 師 が 簡 単 にCAエ'を 利 用 で き る こ と

を ね ら っ て い る。

2.4.3其 の 他

この 外 に 多 くのStudiesOfCOIn皿itiOnが あ り,た とえ ばAσ1(Assoとia'ted

Universi七ytncorporatθd)に 諮 問 して1大 学 で は で き な い 特 殊 分 野 の 大 規 模k研

究 用 計 算 セ ン タ の 設 立 を検 討 し て い る。

'〔

註 〕Aσ エ … ・・10～11のNOrtheastθrn大 学 か ら な る 団 体 こ こ で は コー

ネ ル 州 立 大 学 の 原 子 力 研 究 所 や プ ル ック ヘ ブ ンのNationa1]]abOra七 〇ry,

AreceiboObsθr▽a七 〇ryの 望 遠 鏡 な ど を運 営 して い るb

●

■

,
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TσGC
訪 問 先

(TriangユeσniVersi七iesO。 ㎎u七a七i。nCθn七er)

場 所 ResearchTrianglePark,N.C.27709

日 時 1968年5月7日,

Dr.MorrisS.Davis(DirectorofTσCC)

Mr.H.L.Jackson(Assis七antDirθc七 〇r)

応 援 者
Dr.FredθrickP.Brooks(Ohair皿anDep.of工nf.Science)

P

他1名

〆
Mr.ROnOnize(IBM)
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3TUCC(T・i・ ・g・・U・i・ ・r・itiesC・ ・p…ti
・。C。 。t。 。)

3.1TUCCの 概 要

5・1・1]]n・k・Univ・ ・N・ ・七hCar・iin・St・t・Uni▽ .,U・i▽ 。fN。r七hC。r。 ■in。

三大学の共 同センタ として1965年 設 立 きれた
。

現在のス タ・フは22入 で・センタの位置 は地理egva第5 ・1図 の如 く殊 学姫 ぼ 中

央に,政 治的な意味 もあって設け られた。

第3.1図TUCCの 構 成 図

Duke

m▽

'

5.1.2理 事 会の構成

5大 学 より銘 ずつ・計9名 の醇 樋 出され るカ～ 鋤 背景 は次のイ
,・,・ ・に均

等 になる よう政治的に色別けされ て構成 される。 ,弩

イCOmpu七erSciencθ の専門家

・{灘㌔
__⌒
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5.2設 立 の 主 旨

1・9n・pθed・ ・㎜ ・n・・a・i…a・ ・ …t・P・ ・ce・ ・i・g難 を 用 い て3大 学 の

斑uca七ion,Resθrch,Administrativeacti▽i七iθsを や る た め に共 同 セ ン タ をつ

く っ た 。

共 同 セ ン タ に した 場 合 の 利 点 長 所 は 次 の 通 り で ある 。

(1)Econo町(第5世 代 のComputerな ら共 同 利 用 が 可 能)

(2)P。r・ ・naユR・quirθm・nt(要 員)の 削 減

(5)Progra皿 の 共 同 使 用 が 可 能

5.3TUOCの 運 営

3.3.1設 立 資 金

TUCCの 設立 資金は北 カロライナ州科学技 術会議(NOrthCar。linaBOardof

SciencθandTθchno■ogy)よ り15万 ドルの支給 を受け,主 として10万 ドルは

土地 建物 に,5万 ドルは初期 の運営 費 に投資された。 さらにNSFよ りCompu七ing

Faci■i七iesに 対 す る助成金 として3大 学 に3年 間にわた り合計150万 ドル(設 備

と運営 費)(1967年 ま で)が 支給 され,そ れ を投資 している。

5.5.2運 営 経 費

理事会で決定 したTσCCの み の年間予算 は100万 ドルで あり,他 に各大学のセン

タで25万 ドルずつ,し たが って年 間総合予 算は175万 ドルで ある。

経費は3大 学で等分に分担する。従 って各大学平均60万 ドルの年間経 費を支出す る

こと となる。

支 出はハ ー ドウェアに65%,人 件 費その他 に55%が 当 てられ る・

収入 の部 は,基 金その他直接収入のほカ・に・ メーカの教輔 助を.らびに コマーシャノレ

ベ_ス での時間貸 による料金収入がある。(あ くまで もコス トを下げ る程度の もので・

本質的には教育用 として使用)

(註)メ ー カの教育補助費 とは,教 育機 関に対 しメーカがレンタル料 を割引 く制 度で約

30%位 で ある。

使用時間は5大 学 に等分に割 り当て られ る。割 り当て時間の変更 は許されない。
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5.4設 立 後の経過

設立当初 噸 営困難 で,5・ ・～35・ 」・b・/d・。
,・ 。。nar。 。。d,im。 は1週 間

かかるもの もあ り,ま たJobが 紛 失 して しま うもの もあった。

その改善のため に昨年 より次 の如 き4]…hasθsの 作業 をは じめ非常 に効果が上
った。

Ph.1

Ph・2

Ph.5

Ph.4

基礎づ くり

処理 に必要 な時間半減(昨 年)

1,200～1800jobs/dayを 処 理(昨 年12月 か ら現在)し て空時

間は5～4時 間程度

さらに空時間を1～2時 間にする予 定

この4Phasθsの 検討が進 め られ るに及びC ・P・U・の空時間の割 合は次の如 く改善 され"

た。

当 初 昨年1月

95%80～85%

昨年tO月

40%

予 定

10～20%

さ らにSys七 θmProgramとIanguageProcesserの 改 善 に つ い て も
,た と え ば

FO旱TRANProcθssθrを 改善 した

WATFORを 採 用 し,従 来8秒 かかっ

ていた ものが2/10秒 で すむ といった

具合に改善 された。

(WATFORは 学生用の短いProgram

に向 いている)

第5.2図WATFORとFORTRANの 比 較 図

時

間

RTRAN

tttS七ep
→

5・5N・rthCar・linaO・mput・rOriθntati・nP。 。jθc七
..

5・5・1Tσ00の 開 始 前 か ら州 内100大 学 の 水 準 を あ げ る た め 計 算 機 設 備 を 設 置 す る 動 き

が私 的 基 金 に よ っ て 始 め られ た 。

5.5.2Terminaユ とOommunicationお よびOompu七erの 費 用 を1年 間 無 料 と し
,設 置

数 日前 か ら現 地 に 泊 もむ き,ど の よ うに 使 え る か を 説 明 し
,ま たPL/1の 教 育 を

Prof・,StudeOt,BussinesgInanに 普 及 した
。(こ れ をOrcui七Ridersと 呼 ぶ)

3.5.3現 在29大 学 にTθrminaユ を置 き
,TUCOと 結 ん で い}る。

5・5・4保 守 ・ シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム
,シ フ トの 時 間以 外 は い つ で もTθrminalか ら使 用 で き る 。
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3.5.5当 然 タイムシア リングで処理 してお り,こ れは始めてか ら半年程度で ある。

5.5.6い ま までに次の如 く約50万 ドルの援助があった。 今後は連 邦予 算に きりかえ ること

を計画 してい る。・

30万 ドルの内訳 .、
R.」.Rθyno■dsTobacOOo.・25DOO,Burlington工nd、Ustries20,000

Sou七hornBe■ ■Tθ1θphoneCo.25000,Z.S血thRθyno]」dsFou血 七ion

25DOO

CarnθgieCorporation162,800,StatθBcard.ofHigh(…rICa1■cation

sDOO

te・yR・yn・ ・dsB・b・?・kFaupdaVion30・OOO・

合 計292,800ド ル

5.61PriOrityの きめ方

TUOCのJobに 対 し,優 先度を次の4つ の項 目を尺度 として決 めている。

(1)(1)■ θVθエing(当 日の使用時間数 によ る)

(2)iθngthofjob(短 い ものを優先)

(3)Procθ 日60rsinHYPERDエSK(前'めProcθssorと 同 じものを優 先32

分 を こえ ない)

(4)til皿equeu、

3.7使 用 言語の比率

TUCCで 使用 してい る言語 の比率はng5.1表 の通 りである。

第5.1表 丁 ロCCに おける使用語

PL/1 50%

FORTRAN 30%

COBOL 15%

そ の 他 5%・

(

3.8計 算 機 教 育

3大 学 に お け るComiluterSc工enceコ ー ス の 設 立 状 況 は 次 の 通 りで あ る。

5.8.1σ ・N.0・(σni▽ofNor七hOoro■ina)
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,

(1)DepartmθntOf工nfOrmatiOnSCiθnCθ を 設 立r
ぶ、

(2)Ohairman,ProfBrooks,

(イ)P・ ・f・・千・n・ ・ft・g・ ・㎜ ・・(ha・ 七・rd・g)

(Systθ 皿Prog・,Sys七 θmAnalyst,・ 一 ・)

(ロ)Acade血cProgra㎜ θr(Doc七erdeg.)・

(Rθsearcher,Tθacher)

(3)現 在 の ス タ'。 フ

UNCのOomputθrSciθ .nceコ ー ス の 職 員 構 成 は 第5.2表 の 通 り で あ る 。

第5.2表UNCのCo皿pu七erSciencθ

コ ー ス の 職 員 構 成

PrOf 1

Associa七 θd Prof 5

Assis七an七 Prof 1 ～5

(4)特 長 .

i基礎 に 重 点 を お・い て い る 。

(イ)]laturalZanguage'

(ロ)Systθmdesign

(ハ)Progra㎜ingSystem

(5)学 生 数

Mas七er』20名

])octOr
.5名,

そ の 他 他 学 部 の 学 生 も教 え る コ ー ス が あ る。'

2.8.2N.C.S.σ.(N。rthCar。 ユinaS七 。七。Uni。 。)..

1968年 秋 に 学 科 設 立 の 予 定 で 大 学 院 も計 画 中 で あ る。

5.8.3Du1(θUniv .'

数 学 科 等,夫 々 の 学 部 でC。mput。 。S,i。 。Ceを 教 え て い る。
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3.9 計 算 機 設備 「

TUCCお よ び関 係3大 学 に導 入 され て い る設 備 は 次 の とお り

o`TUCC

System/360Model75'

512by七es .,processormemory

2millionbYteslargecorestorage

l2-2311diskdTives

2314diskdrive

2303drum

2-2402-1七apeunits

5-2402-11七apeunits

2540reader/punch

l403-Nlprinterwi七huhiveエsalcharacterset

O DUKE AT DURHAM

Sy・tem/360M・del30

65Kbytesprocessormemo士y

l-2311diskdエ ・‡ye

2-2415七apedrives

3-2401-1'ヒapedrives

1403-・Nlprin七erwi七huniversalcharac七erset

l442cardpunch

2501cardreader

566CALCOMPplo七 七er

、

O N.C. STATE AT RALEIGH.

System/360Model40

65Kby七esprocessormemory

3-2311diskdrives

l-2403-1七apeuni七

1403-Nlpr‡n七erwithuniversalcharacterse七

2540reader/punch

563CALCOMPplo七 七er

《
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O u NCATCHAPELHIL

Sys七em/360Mode140
`256Kbyt

esprocessormemory

3-2311'diskdrives

4-2401-ltapeunits

l402-Nlprinterwi七huniversal

2540 ;eader/punch
563CALCOMPplo七 七e士

2671papeエ 七ape、 エeader

2250displayuni七

L

characterse七

,tt・

1
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、

・・ 参 考 資 料

各 課 程 に 準 備 され て い る 科 目名

COURSE.S

l967-1968.「

C8已 ・・e・.f・.;Underg・ ・d・・七・・

10 INＴRODUCT工ONTOD工G工TAL・COMPUTERUSAGE(3).

Ma七hematics.20rMa七hema七ics150requivalen七

forIO・ ・B,

yeaTuseof　
SC=Lencesう

s七udents

usingthe

edinto

Prerequisi七eSg

forlO-A .,none

noneforIO-C.Prepara七ionforjuniorandsenior

digi七alcompu七ersin・ ・七hesocialandna七ural

businessadminis七ra七ion,and七hehumanities.All

are七augh七thebasiccomputerpr。gra㎜ingskills

PL/11anguage.Thesec七ionsare,howeversdivid-'

七h士eec。mpU七erapPlica七ionareas:

Info.IO-A

lO・-B

lO-C

Scienceandmathema七ics

Business

Humani七iesandsocialsciences

Illustra七iveexamples,exercisesウand七 〇picsselected.for

emphasiswillbede七erminedby七heapplic∂ 七ionarea.Two

hourspeirweek.Fallandspring.Bensone'Pizer,Brewer,

HanSQngandStaff.

lOO

101

CoursesforGradua七esan(〕.・AdvancedUndergradua七es

FUNDAMENTALSOFINFORMATIONt)RCCESSING(Linguis七icslO5)(3).

Prerequisites,Ma七hematics20rl50requivalen七;In£or-

ma七ionScienceIOorequivalen七(maybe,sa七isfiedbytspecial

examination).Ma七heniaticalfounda七ionsofinforma七ionpro_

cessirigうrepresen七a七ion,encodingslogicofswi七ching,ma三

chine-languageprogramningうorganizationofcompu七ersys七ems,

represen七a七ionofinforma七ions七ruc七ures,designofalgoriエ

七hms.Fallandspring.BensonandS七anq七.

METAPROGRAMS(Li・gUi・ticslO6).(4).P・e・eq・i・i七e,'1・fOr-

mationScienceIOO.S七ruc七ureandde等ignofprogramswhich

processprog士ams・Assemblers,ih七erpre七ers,compilers,

genera七 〇rs,inpU七 一〇utpu七con七 エ・olsys七ems,supervisors.

Formal.progra㎜inglangUages,syntac七icdescrip七ions,sym－
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lO

INTRODUCT工ON

lO3

1NFORMATIONSYSTEMS

HUMANISTIC&SOCIAL

SCIENCERESEARCH

111普

COMPUTATIONAL

STYLISTICS

115+
.NATURALl

SYNTACT工C

＼
215苦

HUMANIST&SCCIAL

SCIENTISTRESEARCH

SEMINAR

206

1NFORMATION

THEORY

LANGUAGE

ANALYSERS

205

COMBINATORIAL

APPLIED

MATHEiMATICS

250

NUMERICAL

ANALYSIS

SEMINAR

ら夢 ら寸ら
/澄

澱 ぶ

㌔eぷ////
///

/

、5。焚
NUMERICAL

ANALYSIS

151-152/

NUMERICALMETHODS

APPLIEDMATHEMATICS

lOO

FUNDAMENＴALS

第 ポ3図 ノー ス カ ロ、ラ イ ナ大学 にお け る イ ン フオ

メ イ シ ョンサ イエ ンス学 科 に おけ る カ リ

キ ュラ ム構 成 図

＼
藻

φ

毒倫

108110

DESCRIPTIVEPH工LOSOPHY

LINGUISTICSOFLANGUAGE
＼
＼/
＼
＼
＼
＼
＼!
-210

104,IO5

SYMBOLIC

LOGIC

101

METAPROGRAMS

c力砺 ユ
s功

211

1NFORMATION

RETRIEVAL

202203

THEORETICAL

TOP工CS

SEMINAR

240

EFFECTIVEPROOF

PROCEDURES
-● 口 吟 ー 一 一 ■w-一

130

BUSINESSDATA

PROCESSING

＼

＼

、

、・

、208

SIMULATION～
、

201

COMPILER

DESIGN

207

ERROR-CORRECTING

CODES

160

.DIGITAL

CONTROL

、

、

y

、.

2も
OPERATIONS

RESEARCH

301v]3σ2

TEACHING&PROFESSIONAL

PRACTICE.SEMINAR

303

READ工NG&

RESEARCH－
393

MASTER,S

THESIS

● CODE

う、¶

Allcoursesshowncanbecoun七edforcredi七inInformationScience.

Depar七men七responsibleforcourse:Info士ma七ionScience:red.

BusinessAdminis七ration;gray.pbllg§gpby三
_b±2e二

Linguis七ics;purple.Sta七istics:green.

.Prerequisi七es:

Suggestedsequences:二 一ーーーーーー一－

xPrerequisite:IOorIO30rpassingapro9エa㎜ingexamina七ion
. 51～52

COURSENUMER工NG

O-99

100-199

200-299

300－

Undergradua七ecredi七 〇nly

Gradua七e4ndupperclass

Gradua七eonly

Reading,research,andadvancedseminars





bolicfunc七ionsandmanipula七ions.Threelectureand七wo

laboratoエyhours.Spring,BrooksandBenson.

103'INFORMAT工ONSYSTEMSINHUMANIST工CANDS㏄IALSCIENCERE-

SEARCH(S頭 。1・OylO3)C3)・Prereq・isites,・ ・ne.A・
、i・七r・-

ductiontocOmpute _r-hardwareandsof七waresystems,withan

emphasisupontheiTusein七heHumani七iesand七heSocial

Sciences・Computerprogrammingうwithpエacticeonthecom-

puterewillbes七ressed.Fallandspring,Sedelowand

Brewer.

104SYMBOLICLOGIC(Philosophy101)

七roductory.Fall.Hein七z.

(Linguis七icsIO4)(3).In－

1051NＴERMEDIATESYIV[BOLエCLOGIC(Phil…phylll)(3) .P・e・up-

posesproposi七ionalandquantifica七ionallogicandbasisfor

furrヒherdeductivedevelopment,wi七hspeciala七tention七 〇

selec七ed七 ・picsam・ ・gthef・11・wi・g・alt・rn・tiveSys七em・
,l

ogicalgra㎜aエoffomlalizedlanguages
,logicalandseman七i-

calparadoxesヲandfounda七ionsofmathema七ics .Spring.Rosen-

berg.

lO8

llO

INＴRODUCTIONTODESCRIPＴIVELINGU工STICS:GRAMMAR(Linguistics

l30)(Anthropologyl90)(3).Fallandspring .Tsiepera.

PHILOSOPHYOFLANGUAGE(Philosophy!lO)(LinguisticsllO)

(3).As七udyofimt)oエ ・七an七con七emporaエ'ycontribu七ionsin

philosor)hyoflanguagemeaningハreference,and七ru七h.Spring.

Travis.

l!5 'NATURAL'LANGUAGESYNTACTICANALYSERS(3)
・Prer・q・i・i七 ・,

工nforma七ionSciencelO30rInforma七ionSciencelOorpassing　 　
progエa㎜1ngexamlnatiOn.As七udy.ofcompu七er-basedsyntac七ic

analysis,incユudingeffortsdirec七edtowardmechanical七rans-

lationsfromone,na七ural,language七 〇ano七her.Individual

andgrgup.projec七sonspecificsyntac七icproblems
,including

specialpuエ'pose-parsingsystems. (1967-1968andalterna七e

years.)Spring.S.Sedelow.

●

117 COMPUTAT工ONALSTYLISTICS(3).Prerequisi七e,Infoエ ・mation

ScienceIOorInforma七ionSciencelO30rpassingprogra㎜ing

examination.'Theuseofthe℃ompu七erin七hespecifica七ion

anddiscrirPina七i・n。fstylisticpattemsinli七e・a七ure
,musi-

ca1・ ・mp・ ・iti・n・,P・i・ 七i・gsand・ 七he・ ・e・th・ 七icartifac七 ・
,

asw・ll・ ・i・ ・ul七 …1・ ・nfigur・'ti…
,pe・ ・。・・li七y・ 七七・ib・ 七・・,

-55一



socialdiscourse,e七c.Compu七eエprogra㎜ingforindividual

orgrouppTojects..(1968-1969'anda1七erna七eyears.)Fall.

Sedelow.

130 BUSINESSDATAPROCESSING(4).

ScienceIOO・Manualう'

for七herou七inepr。cessingOf

data-Pエ'ocbssingimplica七ions・

directaccessfiles.

den七sinsmall七eamswill

andrecommendda七aprocessing

l日bora七 〇ryhours.Spring.

semユ ーautoma七1C

Checking

s七udyactual

Brooks

Prerequisi七egInfo]rma七ion
'

,andau七 〇maticssystems

da七a.Accoun七ingconcep七sand

Organiza七ionofsequen七ialand

andcon七rol七echniques.Stu-

businessapPlica七ions

systems.Threelec七ureand七wo

andDanziger・

150 INTRODUCTIONＴONUMERICAL

ma七iCS

errorヲ

grationof
Matrix

ANALYS工S(3).Prere'quisi七esgMa七he-

32andInforma七ionSciencelO.Truncationりrounding

erエ ・orpropagation・In七erpola七ibn,quadエ ・a七uregin七e-

differen七ialequa七ions.Solu七ionofequa七ions.

inversion.Fall.Pizer.

1

2

5

5

1

1

NUMER工pALM耳THODSINAPPLIEDMATHETAＴICS(3each).Prerequi-

si七esgcalcU↓us七hroughdifferen七ialequa七ions,elementary

linearaigebrasandprOgエa㎜ing.Aproblem-orien七edapproach

七〇appliedmathema七icswithemphasisonthedevelopmen七 〇f

understandingof七heprocessofgenera七ionandapplica七iqnof

bo七har〕alyticalandnumericalme七hods.Topicswillinclude

linearsys七ems,apProxirna七ionうsolu七ionofdifferen七ialand

integralequa七ionsgtransformanalysis,andor七honoエ ・mal

sys七ems.FallandSpring.Pizer.

160 INTRODUCTIONTOAUTOMATICDIGITALCONTROL(Physiologyl60)

(4).Prerequisi七es,工nforma七ionSciencelOOandl50.Princi-e

plesofservomechanisms,feedback,responsespeedsstabili七y,

realizabili七ygaccuracy.Digitalcon七roltechniques,εlample-

da七asys七ems,Z－ 七ransformme七hodsc(1968-1969andal ,tern弓 七e

years.)Threelec七ureandtwolabora七 〇ryhours.Fa1工.Coul七er

andS七acy.

170 HUMANFACTORSINCOMPUＴER-BASEDSYSTEMS(3).Humancharac七er_

is七icsrelevantformachinedesigr〕and'sof七waredesign,and

for七askandjobdefini七ion;performancecon七rolinprogram_

sys七emgenera七ionandimplemen七a七ion;socialorganiza七ion

charac七eristicsaffec七ingsys七emaccep七anceandfunc七tioning.

(1968-1969andal七erna七eyears.)Spring.W.Sedelow.

り

」
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Couエ ・sesforGradua七es

201 COMPILERDESIGN(3).Prerequisi七e,工nformationSciencelOl.

Organiza七ionofcompilers,definitionandrecognitionof

syn七ax,seman七ics,compilercompilers,proofsofcorrec七ness.

(1967「1968andal七erna七eyears.)Fall.Gallie.

202SEMINARINTHEORETICALTOPICSI(3)。PrerequisiteラInfor-

mationSciencelOl.Advanced七 〇picsinswi七chingthebryヲ

七heoryofau七 〇mataうandinformationtheory(especiall・ytopics

ou七sidethes七atis七icaltheoryofco㎜unica七ion).Fall.

Stana七andBenson.

●
・

203 SEMINARINTHEORETICALTOPICSII(3).Prerequisi七e,Infor・ ・

ma七ionScience202.Spring.PizeTandSanderson.

204ARCH工TECTUREOFCOMPUTERS(3).Prerequisites,Information

SciencelOlandpermissionofinstructor.IntrOduction七 〇

c・mputerarchitec七ure,st・Tagesaccessing,bussing,andad－

dressingari七hmeticandlegicalunits;sequential

principlesgconcurrencyginpu七 一〇utpu七sys七emsand

(1967-1968andal七ernateyears.)Fall.Bエ ・ooks.

205COMBINATORIALMATHEMATICS(S七a七
.is七ics

s七ics251)(2).Fall.Bose.

206

207

con七rol

devices.

321--subsetofStatiー

工NFORMAT工ONＴHEiORY(S七atistics252)(3).Prerequisite,S七a七i-

sticsl32gcorequisi七eorprerequisi七e,S七a七is七ics212.

(1968-1969andal七erna七eyears.)Fal1.Chakravarti.

ERRORCORRECT工NGCODES(S七a七is七ics253)(3).Prerequisi七eラ

Sta七is七ics251・Spring・Bose.

208SIMULAT工ONTHEORY(BusinessAdminis七 士a七ion208)(3).Prere-

quisi七e,permissionoftheins七ructor.Theoryand七echniques

ofsirnula七ionandgamingうand七heiruseforinvestigatir〕g

mul七ivariableinterrelationshipsincompleXsystems.Spring.

DesJardins.

210

ト
PROCESSINGOFNATURALANDARTIFICil[ALLANGUAGES(Linguis七ics

210)(4)・Pre・eq・i・ite,1・f・ ・m・ 七i・ ・S・i・ncelOl.エ ・七・・duc－

七ion七 〇 七echniquesofau七 〇ma七icpエ'ocessingof"naturallan-

guage七ex七s;inpu七editingfoエ'errors,dic七ionaエ ・y『andcon-

cordancedesignandcons七ruction.Syn七 白cticalar〕 ∂lysis,

parsingヲambiguityS's七 ∂七is七icalme七hods,ou七puteditingand
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formating.Designandprocessingofar七ificiallanguage;

fo㎜alsyn七ac七icandsemanticdescrip七ions,symbols,s七ruc-

tUreandproblemsofscope.Recursivede'fini七ions,character

se七s,passingofparame七ers,efficiencyof七ranslation.

(1968-1969andalte、rna七e.years.)Threelectureand七wolar・'

bora七 〇ryhouTs.Fall.Brooks.

211 TUTORIALININFORMATIONRETRIEVAL(3).Prerequisi七esgInfor・-

mationScience210andpermissionofinstruc七 〇r.Acourseof

independents七udyconsis七ingofprescribedreading,exercises,

七utorialconferencesヲahdasmallprojec七.Eachs七udentwill

deliverapubliclec七ureonhiswork.工n七roduc七ion七 〇storage,

cl∂ssifica七ion,andau七 〇ma七icre七rievalofinforma七ion;errors,

keyvarian七s,multi-keyfiles,indexing'1a七 七ices,searching

s七rategy.(1968-1969andai七eTna七eyears.)Spring.Brooksand

Sedelow.

215 RESEARCH'$EMINARFORTHEHUMAN工STANDSOCIALSCIENTIST(3).

Prerequisite,InformationSciencelOorInforma七ionScience

lO30rpasSingaprogra㎜ingexamina七ion・Research。n

problemssui七ed七 〇thein七eres七sof七heseminarmembers.
「Na七uraltlanguageproblemswillbeemphasized .Sedeユow.

230 METHODSOFOPERATIONSRESEARCH(Sta七is七ics202)(3).Pre-

requisite7S七atis七icsl35.Fall.NicholsonsSmith..

240 EFFECTIVE～.PROOFPROCEDURES:THEIRLCGICANDMACHINE工MPLE-

MENTATION(Philosophy240)(3).Prerequisi七es,Philosophy

lOlorpermissionofins七ruc七 〇r.Topics,willinclu・de七he

following;effec七iveproofprocedures,recursivefunctions',

compu七erprogra㎜ingofproof七echniques.(1967-1968and

al七erna七eyears・)Fal!.Hein七z.

250SEM工NARINNUMER工CALANALYSIS(3).Prerequisi七esう 工nformation

Sciencel50andpermissionofins七ruc七 〇エ・.Advanced七 〇picsin

numeridalanalysis,andamore七horoughinves七iga七ionof七he

mathema七icalcon七en七 〇felemen七arytopics.(1967-1968and

al七erna七eyears.)Fa11.S七anat.

301 SEMINARIINTEACHINGANDPROFESSIONALPRACT工CEI(1).P're-

requisites,majorin工nforma七ionScienCeandInforma七ion

Scier{celOl.Ｔhe七eachingof工nforma七ionScience..Fqll.

Brooks.',,
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302 SEMINARINＴEACHINGANDPROFESS工ONALPRACTICEII(1).Pre-

requisi七es,majorinInforma七ion ,Science,InformationScience

301.Theroleandresponsibili七iesof七heinforma七ion・scien－

七istinac。rporateenvironmen七andasaconsultan七 ・Pr。-

fessionale七hics.Spring.Bでooks.

303READINGANDRESEARCH(3).Prerequisitesうpermission

struc七 〇r.Direc七ed'reading・andresearchinse!ected

topics.Fall .andspring.GradUa七'eFacul七y.'

ofin_

advanced

393'MAsTER,sTHES工s(2-6).Brooks・

9

`

1
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(ニ ュ ー ヨー ク 市 立 大 学)

/

訪 門 先

:

.TheOi七yOhivθrsityofNewYork.、 .
つ

寸L

場.所 35Wθs七42ndStreθtNewYork,NごY.]0056

日 時 1968年5月10日

Dr.C.E.He1皿:ProfofEducatiop

Dr.R.Spick:DirectgrofDataProc.GentralSθr▽ises

GσNY-B。ara・fHigh・r斑u・aFi・n

応 援 者
Dr.M.Fθrθntg:As日ocia七eDirθctorof工n日tfor

R白seafchin工 βanningand工n8truc七ion

D..B。 。dy:Direct・r・fOff・ θ ・fR・sθar・h⑪dEva

an(1・Evalua七 工on

Mrs.M、Farrell:Re白erchAssistant
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4ニ ュ ー ヨ ーク市 立大 学(Ci'tyUniversityofNewYork)

4.1ニ ュー ヨーク市立大学の概要

4.1.1組 織 概 要

本大学の組織 と規模は第4.1図 な らびに第4.1表 に示す。

第4.1図 ニ ュー ヨーク市立 大学組織 図

S七a七θofNYBoardofRθgeh七sCityQfNY

↓/
'
St・t・Un'vθrs'七yT・u6tθespOa「dofh蓋 濫

,、 。n

蹴…9器彊 　∵ ↓

CUNY

'/

Chancθ1■Or

|

]⊇residθn七 〃 〃Provas七 〃 〃 〃

(}radua七e・LghmanNewBaruch

＼一一ーーーーーー一一ーーーー一一一一一一へv-一一'一一一一一一一一一一ー一一ーーノCoユ1θ9θ

大 学 院4年 制2年 制4年 制

1
.96813

.一 ー ー 一

196917の 予 定 申 請 中

本大学は1847年 に創立 され・現在の在学生総数は約15・0・00'9人(196ア 年)

で,内65.000人 はFulユtime学 生 で あ る。
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第4.1表 ニ ュー ヨーク市立 大学 の学生 数一覧

;
ENROU口MENTSFAI口,1967 SθniOrCoユ1θge Oo㎜unity σrban

&〔 ∫nivθrsi七y

…
Doc廿aユ 王)rograms Collθge Cθn七erS

,i
,(
Ma七riculan七S(daアandθ ▽θni㎎)一

1

i(正 規)
F

;Gradua七 θPrOgrams
`

へ馳16

]538
.

..
・Four-yearProgra皿S 54,436

iTWO-YearPrograms
4,423 19659

1N
on－ 皿a七riculan七sando七hθr・

1

1(聴 講)
1

iG・ ・dua七 …U・ ・g・
6,228

1

,σndergradua七 θCOUrSθ 日
254「91 16,917

ト

lAau■ 七 斑uca七ion(成 人 教 育)
`

ス632 1,210

i
TO七al 114,548 3Z786

.F

σrbanCen七 θrSCOnauc七edin

'coopera七ionwi七h七heS七a七e

.
C「ni▽eτsi七yofNewYork

442

「
・

TOTAL,T且EO工TY〔JN工VERS工TY152,776

,

(}RADσATES,1966-67

D。c七 ・raldθgreθs 26

Adrancedcθr七ifiCa七 θs
一161

Mas七ersdegrees 2,722

Bacca]-iuLrθa七 θ 〔1egrθes 10,548

Associa七 θdeg虻ees
798 3,250
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`

、

現 在 綱 具 は 組500名 で あ り,大 学 自 体 は 次 の5つ のTylP・ の 組wavaよ 購 成 さ

れ て い る。 す な わ ち,.

①PresSeniorCO■1θges(4yθarsor皿orθ).

②PresCo㎜unityColユegesFirst(2yθar・s・ ・)

⑤PrO▽OStDi▽i日iOnStOServeOOOrdinatingfUnCtiOn

(訪 現 在 あ る1500且 θgθs名

ThθC工 七yσni▽ofN・Y・

o

日θn正OrOoll・

Community(力 工L・

ω

②

○

④

㈲

ω

○

㈹

◎

⑪

㈹

㈹

㈹

他 に 研 究 機 関 と してCσ 皿 とSUNYと の 協 同 研 究 機 関 の エnstitute

rchinLearningand工ns七rUC七ionが あ り

E.工ambeAssocia七eDirθc七 〇r

この研究所 は新 しい科学技術が教育 にお よぼす効果 を研究してお り

はその主題 で もある。 主 としてhighθr

適 用について研究が続 けられている。

注:本 研究所は1967年 に設立 され,エBMRθserchDivision

してい る。

Th・Ci七yq・ll・1847

且un『 七erGo■1・

BrookユynCOユ1・

QuθensColl・

JohnJayColユofOri皿inarJus七ice

Rich皿ond.Coエ ユ.

YOrtCol■ 、・

N.Y.CityCOIn皿ani七yCO]1・

S七a七en工slandComm・COユ1・

BronxCom皿 ・Ooll・

Quθ θnsbOroughCo㎜Coll

KingsborOughCo㎜ ・Ooll・

BoroughofManha七 七anCo㎜.Colユ ・

貢)rRθsθa-

Dirθc七 〇rはS〔 「NYのProf.
,

はCUNYのProf.M・Fθrθntzが 就 任 し て い る。

,CAエ の 研 究

Eauca七ion(大 学 課 程)に 対 す るCAIの

とConblact

－61一



4.1.2財 政

第4.2図 ニ ューヨーク大学 に対す る市
,州

の援助構成

FinanCes

OPθra七ing

Ourrθn七Rθvenues

NYCity NYSta七e Othθrs

***Vθry『
CCSOCCSCユi七 七1θ

(4%?)2/
51/3

1/21/2

－

Compu七 θrの レ ン タ ル 料

*

**

***

****

Compu七 θrは

買 取 り の 予 定

t68$1 .5M

¶69$O .4M

Capitaユ

Bond工ssues

OC

NYC

1/t2

NYS

1/2

SG***

&DivisiOnB

「 一****

NYOOUCF

100%

(Equip皿 θn七) Computetは

買 取 りの 予 定

68$1,5M

69$2.OM

c。㎜unityOoユ1θge(2年 制)

SθniOrCollege(4年 制)

DivisiOn七 〇SθrveCOor(1inatingfUnc七iφn

Ci七yUniv.Cons七ructiOnFUnd

NYS

1/2

Buiユding

。 予 算 額 はt67～t68年 予 算 で$165 .000,000で あ る。

(注)パ ン フ レ ッ ト資 料(68'1月)で は$169,000,.000以 上 。

。 授 業 料 は$400/年 で あ る カ～NθwYork市 の 市 民 権 を有 す る も の(qua■ifiede

rθsidentsofci七 ア)はasSociatedegrθ θprogramsに 限 り授 業 料 を免 除 さ

れ る 。 尚 授 業 料 以 外 に 全 学 生 か らLaboratoryとservicθ の 費 用 を 徴 収 す る。

-62一
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4.1.3大 学 の 教 育 方 針

従 来 は パ ッチ 方 式 教 育 で 「あ っ た が,こ れ か ら は 新 し いTθchnologyと してcompu-

tθrを 使 用 す る よ う.に努 力 し,教 育 効 果 を 高 め る予 定 で あ る。

そ のた め 大 学 と して 工nforma七ionScienceapd[[bchm。lgy(工ST)の 研 究 を進

め て い る。^.・

工STと 教 育の関係 を第4、3図 の ように とらえ て研究 を進める と共 に大学院課 程にお
、 、

いて もエSTを と り上げる ようカ リキュラ,ムなどを考察中である。

第4.3図 工STの 構 造 図

Inf・rma七i。PS・iθnCOndTeCl}nOユOgy

Co㎜unica七ionS&
Vg、

(Transp・ftati・n・f

TComputat'ionS&丁

工nf・ ・ma垣 ・h(Transi・t血ati・n・ftnf・rmati。n)

、'

oRadiooPrin七ing

oTVoPhoユogra吻

oTθ ■θPhonθoXerox

「
馳L

L「
ご

ゾ

Psycho工ogア
←

.L

工 (刺激と反応)

w

Progra㎜ θdInstruction

Hardw'arθ

o'CA工 機 器

LinguisticS&T

dataStructurθ

Programming

工anguage

HardwarθS&T

TSSS&[1]

CA工S&T

CA工 教 育

新 しい 教 育 方法
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4.1.4 Computer設 備 に つ い て(5/9/tt68現 在)

C〔嘘 のOo皿puter設 備 は 次の とお り で あ る。

①

②

⑤

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑱

Ci七yCollθgθ704D

Baruah1401E

・]血ntθrPark1440

Brook■yn56〔]■/4、OF

Queen8560/!50F

Rich皿ond560/20

YOrk

JohrlJay

NewYorkCommu.ni七yCoユ1θge

S七aten工sユand

BronxOo㎜uni七yCoユ ■ege

quθensbordugh

.16K
560,/5DG

1620Card

1620Card

16200ard

1620Disc

1150

36〔レ"50E

C。㎜uni七yO・360/30E*

**T
er皿inaユs

**T
erminal

**T
θrminal

**T
θrminiユ

560,/30E**

On .・rdθr

ColmnunityC.56〔 レ/50E*1620

1130

KingsboroughCommunityC・36〔Vt50E

BoroughofManhat七anO.C.36〔}/50E

Gθntra■Sθr▽ieθs36〔]!/20C

Gra〔luateOθn七er

**注 工BMと 組 ん で14の タ ー ミナ ル が あ る。

{器:1:二:lllll
イ
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第4.4図 全 ニ ュ ー.ヨ ー ク 市 立 大 学 の 位 置 図

staten

Island

⑩◎

①
>
H田

口
O
の
富

国

↓

⑪Bronx

の轄

%
⑫

⑦

-

乙

4.2ニ ュー ヨーク市立大学にまrけるGAエ について

4.2.1現 状

(1)現 在実験中のCA工SYSTEMの 現況 は次の如 くで ある。

a七 工BMtabi(York七 〇wnHights)

<$,5晦 、θ{、 。;1=:;㌘ 麗
52回 線

(ステイトの専用働 料金$・・酬 叫 ・となる)!鯛 萌1'醐 ～S・Mの9鞘)

(C・mpu七 ・"よ り韻脚)

、町pθWri七er

TY[perecordθr

S■ideProjθC七 〇r

atCa 、mpus

(皿essagθ を 出す)

(Kodak製8〔inマ)

一65一



(2)現 在 実験中のOA工SYSの 適用科 目は次の8科 目で ある。

Vocabularア,WordRecOgnitiOn,Hi目 土〇ry

Biochθmis七ry,Ari七hエnθ 七icDriユ ユ,宮rench

(}ey皿an,Spanish

(3)学 習 プログ ラムの方式は ■inθarで あ りBranChingは ない。

4.2.2CA工 の コス トについて

(1)こ のSy"s七emに よる教育コス トは$15/stuqenthourで あ り,従 来の教師による

コス ト$5/stydent'hourに 比べ て約3倍 である。

ただLCompu七 θr価格や ソフ トコス トの低減で前者は減少 し,人 件 費増 などで後

:者 は年間5%の 増 を見てい るので1975年 に は,こ れ らはバ ランスすると考え られ

る。その ときになって研究 をは じめるわけにはいかないの で,今 か らその プログラム

をすすめている。

なお,E■ θ皿entarySchoolに おける教育は現在$0.35./studenthouで あ る

ので当分はバ ランスせず,使 用する考えはない。

(2)こ れ らのCAエ ーブ ログ ラムの作成に要 した労力は実演時間1時 間に対 して100

時 間 必要であり,こ れは科 目にフいてほ とん ど変 らない。100時 間 の うち60%は

何 を教えるかの研究 に費され,40%が プ ログラミングおよびデバ ッギングに費され

ち

質 問内容,そ れへの応答な どを各種そ ろえるのに苦労 した。

(5)こ れ らのCAIー プ ログ ラムの作成は例えば音楽の学習に例える とてとれは現在作

成中 と想定 され る。)'ジ

音楽関係の 斑Uca垣on専 門家'6人 ・

プログラマ
、..、 ぴ

コ ー ダ ー/1人

の チ マ ム に よ り1年 ～1年6ケ 月 程 度 要 す る もの 一と考 え られ る。'・ 、,＼,

4.2.3学 習 時 間 お よび 学 習 状 況^

(1)・ ・mp・・6。'先生已 往の対話は ぴ 敵2離 度の処聖 主 ドである.'

(2)・>BrooklynColユegeに あ る プ ラ ン ス 語 学 習 に つ い て の べ る と次 の 如 く で あ る。
ノ テ　 マ

、『嫡 ・・。。K・y・,。 ・↓'・vaつ い て は 繊 の 修 撰,
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項 目

履 行 時 間

1週 間当り授業回数

および場所,方 法

1回 当りの授業時間

従来の学習方法

50WOeks

3回

教室 で

120分

℃A工 を 加 味 した 学 習 方 法

き0廊 θk「b-4

1回 タ ー ミ ナ ル を使 っ て

.2回 教 室 で

タ ー ミナ ル:90分

教 室:1.20分

。・1週 当 りOo皿pu七 θrの 使用時間は45時 間(1日 に9時 間 ×5日)で あるから

45÷1.5時 間(90分)=50(入)

が タ ーミナルで週1回 つつ学習で きる こととなる。

(㊦ 対象学生数 は各 ター ミナル(各College)で50入 に満たないのが現状で ある。

。 学習 内容 は英 一 仏,仏 一 英のほん訳 と文法の学習である。新
.しい教科内容

を実施 させるので なく,定 型的なすで に履修 した内容 を再度復 習的に学習させ るもの

であり,学 習内容は ご く初等的なもの に現在では とどまってい る。'

oタ ー ミナル にあるSlidθ やTapeは 普 通1週 間ご と,時 により・毎 日,い れかえ るか

ら学習が きわめて遅れる生徒は利用で きない こともある。 ン ン

(3)訪 問の際 の我 々の ドイツ語の学習実験結果 は別紙の如 く,であるq・すなわち,1グ ニ ミナ

ルを介 してCo皿puterが 生 徒 に質問 を発 し,あ るいは学 習させ,そ れ に対 しそ生徒が答

をタイプライターに よりOompu七 θrに送 り込む と,Computerは そ の答が正 しいかどう

かを生徒 にタイプライタ ーにより紙 に印字 して示す。 この時エラー部分は正 確に表示さ

れ る。 これ により生徒は再度修正 した答 をタイプ ライターの鍵盤 をたた くことに より,

正 答が得 られれば,COmputθrは 当然 自動的 に次 の問題 とか質問 をタイフ↓ライターに

艀 凶 同様 。くり返 しで醐 を進める ことと。る。:_.,

す な わち この間生徒はComputerを あたか も独 占した状態 になり,多 数端末が同時に

学計 爾 うこととなる・この甦 徒の諮 力く緩 いとOom輌 θ㌧ 口⑳ 棚 を略

して生徒 に示す こととなり,き び しい学習がつづけ られ ることとなる。 な澄,我 々の実

験 したものはTy[pewritθrの み の端末で あった。
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19*
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2.WordRecogni七ion
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d.asringis七rond・4・

1)leasere七yt)θ

daSri㎎istround・

ingis七rund・

dasringis七rUコd・

ingistr㎜d・

DasRingis七run(1・

DiθAn七WOrt.

DerRingis七rund・.…

Thewinθi日good・

DasWinθistgu七 ・

D--W－ 工n■s七gu七'

DieWθini6tg1七 ・ 、

D-Weinis七9U七 ・

DerWein・is七gu七 ・rich七ig・

ThθhousθhascoldrooMs・

DasHaULsis'・

DasHaus.

DasHausha七ka■ 七 θnZim皿 θrn.

DasHausha七kal七 θZi㎜ θr.

DiθAn七WOrt.
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4.2.4そ の他CA工Sy .日七θ皿 に つ い て

(1)7・1。-144・ を 使 用 したSy。t。mの 他 に エBM-i15・ を 改 良 し た エBM

-1500のSma■100mputerに よ るSy8七e皿 力洲 立 ス トー ニ ックCollθ9θ に あ

り,ま たBroOk■ynCo■1θgθ に も8月 頃 設 置 さ れ る こ と と な っ て い る。

第4.5図 ニ ュ ー ヨ ー ク 市立 大 学 の0エA構 成 図(現 在)

CRTデ ィ スプ レ イ

($55./月 レ ン タル)

RCA

Philco-Fird製

5Di6cs(100万G耳/IDisc)

(1000コ マfiユmオ 目当圭副Z)言己憶)

200fee七 ↓≧却メヨ

DlrectCOu.P■ θd

LightPen

($2Z/月 レンタル)

32Termina■s
、

端末の表示内容はすべ て5つ のデ ィスクにありエBM-1500を 経 由 して各端末 に'

直送され る。

注:CRTデ ィスプレイは上記$77/月 で あるが,グ ラフィ ック用の もの は約$1、000

/月 で ある。

(2)将 来 構想 と して][、argθOo皿putθrを 適用 した ときはつ ぎの ようになる と考え られ

る。

e
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第4φ 図 二r－ ヨーク市大のCAエ 構 成図(将 来)

10億 字Disc
'1
,000'億Da七aCe且+阻]oe

注:デ ー タはDa七aOθllま た は

DirθctCoupleTapeよ りDiscを 経 て 皿rgθ

Comput日rか らSmalユOo-

mputθrに 学 習別 に移 送 され

る、 した が ってlargθCO-

Ligh七]⊇ θh
皿puterとSmaユ1Compu:-

terの 伝 送費用 は下 げ られ る。

4.2.5CA工Systθ 皿 で 考 慮 す べ き要 素'tt・'・ttt.、t

(1)Computerの 適 用 に お い て は5つ のSpθedを 考 え ね ば な ら な い 。CAエ な どは

ComPiユa七ionSp6θdで あ り,科 学 計 算 で はOomputationSpθedで あ り,Da七a

Procθssingは 工/OSpθ θdで あ る。OUNYで はt《'66は']Job当 り2分 を 要

した の がtt68で は1Job当 り20秒 に 改 善 され た 。

,前 者 で はTapeliPitedで あ っ た も の が,,後 者 で は?ri4Vingエi卑 七θdと な っ

た 。

(2)こ の 考 え か らGAエ に 推 奨 さ れ る 機 種 と.し て は 〔}E655,..T6S(.ダ ー トマ ス 大)

が 一 応 あ る。 本 校 で は 工BM560/67を 考 え た がSp?O傾c遅 い の で 止 め て,現 在

は プ リ ン ス トン 大 ・コ ー ネ ル 大 の 」ρb...誕ack‡ng方 式 でe ,るHil.、s?:(HOUs七 〇n

AutomationSpeotingPriority-)に よ るIBM560/50を 検 討 中 で あ る。

4.2.6そ の 他

(1)SeniorOoユ1θgeで はCA工 に 関 して 工nstructioninProgtammlngを

Co㎜unityG。 ユlegθ では 工nstruction。inOPθrationsを それ ぞ れ 教 え て い る。
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4.3ニ ュ ー ヨ ー ク 市 立 大 学 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・、サ イ.エ ン ス ・コ ー ス の プ ロ グ'

ラ ム の 一 例 、. ...
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ComputθrScie .nceCo㎜onOore

(CS100,110,120,130,152)

Electi▽eConcentra七ion(Enginθering,

ComputerScience,Math)

LiberalArtsElec七ives

FrθeEユ9C七i▽es

CommonCore

TheCo皿monCore.inCon}pu七 θrSciencewill
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(参 考 資.料)

1.TheCitYσni▽ ・r'Bity・fN・wY・rk'

皿eCityσnllvθf8i七y^'ofNewyork'の 機 構,財 政,沿 革 等 を 紹 介 した もの で あ る 。

2.A(}reaterUni▽ θrsi七y/FQrA(}tea七erCity

NθwYOrkの 大 都 市 化 に 即 した 大 学 の 建 設 構 想 に つ い て 述 べ た もの で あ る 。

5.'・h。'9ut。i。 。fTh6Uin…r・ity'i・`・h・ 馳 ・・66士 ・h・C・Py市 長 が 年 繍

告 を 作 成 す る た め に 行 な っ た 高 等 教 育 審 議 会 へ の 諮 問 に 対 す る 回 答 で 大 学 の 将 来 と 市 民 生 活1.

に つ い て 述 べ た も の で あ る 。

4.Studen七An(1Teacher-Transac七ionAndProcθss

且θユIn教 授 が 行 な っ た 講 演 の 記St"61nformationScie亘cユ の 発 展 に伴 う教 育 方 法,理

念 の 変 革 に つ い て 述 べ た も の で あ る。

5・.C・mp・t6・Assi・t・dエn・ ・tu・ti・nN・tw。 ・4

CUNY-SUNYImll七i-CompusCAINetworkに つ い て の 発 展 過 程 の 記 録 で あ る。

6.EエiECTIVECOσRSES工NTHIE]ARTS、 ..、..

IANGUAGESAN]DSOCエALSCエENCESAPPRO .Wn)・FOR理Gエ ㎜RエNG-STUDEINTS・

大 学 に お け る 技 術 系 学 生 向 け の 芸 術,語 学,.社 会 学 関 係 講 座 一 覧 表 。 、

ZOOMPσT]]RTII}CHNOI,O(}YO〔 服[Cσ 皿E .・ ・.・.・ ・

(Dept・ ・fElectri・alTech・ 鳥uegnsb・r・ughC。 ユ1・)

QuθensboroughColユ に 於 け る電 気 工 学 科 に 設 け られ たColnputer関 係 講 座 一 覧 表 。

8.00MPσTERAS工TEDTESTエN(}

60皿puterを利用した試験方法についての会議議事録であ6。

9.0主TYCO]1エESCHOOLOFEN(}工mEER]=N(}B工OMED工CALEN〔}工NEER工N〔}、

薬 理 工 学 コ ー ス の カ リ キ ュ ラ ム,Bionicsが 新 教 程 と して 組 み 入 れ られ(い.る 。
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(ブ ラ ウン大学)

Brown University:DivisionofAppliedMa七hema

訪 問 先
. 七iCSa頑

,

七h・C。 皿P・ti・gL訂 ・ ・at・ ・y

場 所 Providence
:

R、1.02912'

月 日 1968年5月1 6日'

、

Dr.Wa1七er Freiberg・ 士・P・ 。f・Direc七 ・T。fB・ 。w・U五i・ …mp・

Lab.

応 接 者 Dr.A刀dries vanDa皿,Ass.。cユatedPr・f.

F

Mr含Charles S七raUSS
.,L .

F

F

Mr.R.G.MUDck .
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5.ブ ラ ウ ン大 学

5・1大 学 概 要

本大学は1764年 に創立 されたが当初はパ ブテ イス ト派の私立学校であ った。

現在男子2.500人.女 子1,000入,大 学院1,800人 の学生が在学 してお り,職 員

数は教授等を含め,1,500人 でUndergraduateとGraduateの 他 に女子のみの

Pembroked。llegeが 組 織的に包含 されてい る。

5.2Compu七 θr設 備 に つ い て

52.1ComputerLabora七 〇ryに お け るComputer設 備 は 次 の 如 く で あ る。

1955年IBM≒-CardProgrammedcalucuユator

1958年IBM-650

1960年IBM-7070導 入

C。mputerLaborat。ry創 立

1966年IBM-560/50256kバ イ ト と交 換

一2514(DISK)230Mバ イ ト

ー2250(Graphicconsole)

5.2.2そ の 他 のComputerの 設 備

o本 部1401

0社 会 学 部1130

0物 理 学 部PDP-9

(360/50の サ テ ラ イ トOomp・)

特 殊 目的 の た め の 小 型Oomp.が5台 程 度 心 理,生 物 化 学 等 の 学 部 でreal

timeで 使 って い る。

(使 用 例)

生 物 学:動 物 に 刺 戟 を 与 え.そ の 反 応 状 況 を 直 接Gomp・ に 入 れ て デ ー タ を 集

積 す る。
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5・3C。mp・t・rL。b。 。a七 。。yvaつ い て 『t'"一 ・t'・ 』"・:

・5.5 .1性 格

こ のComp・Lab.は ど の 学 部 に も 属 さ な い,全 学 に 対 す る サ ー.ビ ス セ ンig-L的

性 格 を も つ も の で あ る 。.:一 ・・!'

齢 ・ の 伽be・ 七erlf・ ・C・ … 愉ahdl・f-a't'・'・S・'・ 己ceが あ

り・'D・ ・"reib・rgerは 両 所 の.Dl士ec・6・ 嫌 ね て い る ・ 』 ・ ∵

532運 用 状 況 ・"ゴ'."'「':

。 。。m,.L。b.に お け る 。ン ピ ー 一 夕 の 使 用 は6,,。 、・h。p制 で あ る.な お

言+鰍 は,、 。・ISで24時 醒 転 を 行 な い.,,。.e,。d'。y、/wee。 の ラ 、.運va-e

あ る ・'一 ・='1"tt』1/幽1・ し

oComp.め 使 用 状 況 は1965年7070(6ptS1,51gWORD)'1.5sh'ift

1968年560/150(2μS,64'kwORD)・3.Oshift

で あ っ た 。"

し か し,そ の 後 処 理 量 が 増 加 し つ つ あ る の で6『9年 の 計 画 は 拡 張 の 必 要 が あ

1る

。'・ ・・…'・ ・'

5.5.5要 員'

oGomp・ ・Lab.の 要 員 は 次 め 如 く で あ る 。

Direcbor・L'1

Assis七antDirec."'・ 』1

0pe「a七i

.on.Manage「 『'■1

Manage-r.ofPr。gralnSyStem・:1.(女 子)

M・ ・agerbfEdu。 ・・七i『・、nA・ 七ivi七y1

・-ttM。nage。 。・f 、迦,。h。,'・nlg'.Sy、 ,t。m1(大eai;ll学 生三)

P「 。9「amme「 『-㌧

.3

0perat・r
.・ ・3(学 生)

・Di輌1ぽer』 ・・'ttt・tti"1

Puncher5(学 生)

学 生 若 干 名

計'20'

その解 ・B'・ ・Dwa員(保 腰 員)硝 離 在 ・てい・・

、 一ナ8=



5,3.4 .

5.5.5

予 算

。 本 年7月 よ り1年 間 のComp・Lab.の 予 算 は

大 学$550,000

政 府 基 金 等$200,000

言十$550,000e

で あ り.大 学 内 に お け るComp.Lab.と し て は 予 算 額 は 相 当 大 き い 。

(注)物 理,社 会 等 の 他 学 部 でComp.を 使 用 す る とき は$175/OPU-

hourの つ け か え 経 理 を す る。

01ノ ン タ ル 料 はIB'Mレ イ トの2.0%割 引 で あ る 。

増 設 計 画 に つ い て

oO。mp.Lab.r⊂ お け る本 年7月 よ りの 増 設 計 画 は 第5.1図 の 通 りで あ る 。

鶯髪 s6・rs・一一[三 コ

Database

250Mバ イ ト

タイプライター

(25ケ の端末

コンソールが可

能)

夕 轍(CRT最 高8個 可能69年2月導入予定)

ブ ラウン大学の ○。mpu七erの 増設計画一覧

こ れ は さ し あ た りIRのGraphic化 研 究 用 と し て 考 え て い る。 さ ら に69.

年1月 ～7月 の 間 に360/50ま た は360/67を 導 入 し てCMS(ケ ン ブ リ ッ

ジ モ ニ タ ー シ ヌ テ ム)→560/50ま た はMTS(ミ シ ガ ン タ イ ム シ ヤリン グ)』

→360/6'7等 を 活 用 す る予 定 で あ る。

〔注 〕IBMのT・J.Wats。nはB。ardofTrustee(本 大 学 の)で あ

一79一
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る が.本 導 入 と は 直 接 関 係 は な い 。

5.3.6COInputerの 活 用 状 況

本Oomp.工.ab.に お け るOomp.の 研 究 活 用 状 況 は

。 物 理 関 係 高 エ ネ ル ギ ー 物 理 学

o社 会 学 関 係 統 計(Datqreducation)

o言 語 学 関 係Gramatical(文 法).Stylistic(文 型)

の 解 析(22500RTを 使 用)-

oGraPhicお よ び 工Rの 技 法

oCompu七erScience

。 教 育 用 正 規52コ ー ス が 活 用 し て い る。

な お こ の 内5コ ー ス はC・mput・ ・a・di・f・r・

Scienceで あ る 。

もち ろ ん教 育 用 を 最 優 先 と し て い る 。

5.5.7。 。niputerS・i・nce研 究 状 況(別 紙 資 料 参 照)

(1)Graphic関 係(A.VanDam教 授 がPPtLsで 活 躍)

本 研 究 所 で はDr.VanDamが 中 心 と な り3次 元 映 像 のDisplayの 研 究 が 行 な

わ れ て い る◎

第5.2図 ブ ラ ウ ン大 学 に お け る3次 元 映 像 の デ ィス プ レ ー

右 眼 用左 眼 用

像映

像

2250.

,ライ トペン付端末

＼
＼

＼
＼

＼/s七 「eo'Sc.pe

匝
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その内容は5次 元透視により設計対 象の相互間の空間的関係等を見 ることで数学

的に解析するよ りも人の眼で見れば直観的 であ り.(精 度80%程 度)さ らにボタ

ン操作 により映像 の上,下,回 転 などが自由にでき.ま た ライ トペンによる映像の

修正 もできる。例 えば石油精製用HeatingplantのPipingに 使 用 した実績が

あ る。

本体G。mputerはIBM360/50でGraphicの 実演にはMr.C.Straussが.

当 った。

.(2)Languageお よびProcessorの 開発(A・vanDam)

ブ ラ ウン大学ではBRUIN(BROWNUNIVERSITYINTERPRETER)と

称 す る言語を開発 した。

これは修得および使用 が簡単で.特 にO。mputerと の会話vafR利 な ように考慮 し

たLanguageお よびPr。cessorで,C。mpu垣r本 体 と離れた場所の多数Conso!

か ら も使用可能で,電 話回線にものせ ることができる。

BRUINは 開発後 工B迫 に提供 したが.CMS(前 出')に もとり入れ られた。

(3)TTS(Mr.R.G.Munckに よ る。)

ブ ラウン大学におけるTssは ア ルゴル風 の会話形式で各種簡易計算を行な うこ

とが出来る。

〔;;竺:1二rnputer:360/50'`Sos末 　 トはIBM-1050の タイ〕

(4)SOS(StudentOperatingSyste皿)

こ れ は 教 育 用 の 簡 単 なOpera七ingSys七enで,や は りIBMに 提 供 し た 。 これ

.は そ の後3～4の 大 学 で 利 用 され て い る。

聞A.VanDam氏 に つ い て

。68年 に お い て29才 の 電 子 工 学 出 身 のC
.omputeristで あ る 。

oACMの"ComputerGraphics"の 部 門 担 当 で あ り.全 米 お よ び

NATα コペ ン ハ ー ゲ ン)、 イ ス ラエ ル 等 で 講 演 の 予 定 一 参 考 資 料2

5.4Computer教 育 に つ い て1'

Compu七er 、教 育 に つ い てUtDiV .isionofAppl.iedMathematicsの コー ス と

し て 設 け て い る。 以 下 にOo皿puterに 関 係 し た 講 座 に つ い て説 明 す る 。

'・r81一



Div.。fAppliedMath.全 体 の 講 座 は後 に 一 覧 表 を 示 す 。

囲 。Divisi。nはSchO。1と 同 義 語 で 学 部 の こ と で あ る 。

。APP…dM・P・ ・と 純 吻h・ 喘 に 擁 し てい な い ・

共 にDiv.ofAppliedMath.に 含 め ら れ て い る 。

C。mpu七erに 関 す る講 座

AM.1～991ntroductionforundergradua七e

AM.100～199forundergradua七e、

AM.200～299forgraduate(大 学 院)

に 区 分 さ れ て い る。

A.M.401ntroductiontoNon-numericalComputerScience

o前 期,後 期と年2回 ひらく。参加人員200～300人/年 で他学部学年 も多い。

o.実 習 また実習である。

03時 間 のvク チ ヤ.後 は週あた り10～15時 間 の 自習および実習

'o工 学 部一年生は必 らず この コー ヌを履修 させる。

。 この教程内容は 耳ighSch。 。1のテキス トとして"Manmadew。rld"シ リー

ズの一部 としてMcGrauwHillよ り68年8月 出版 さ1'Lてい る。

``C
ompu七e・rPhisicalEngMeering,,

byP .・。f・D・vidHuffm・n・D・vid、H・9'e・b・ ・'ger

内 容 は

oMachineLanguage

oAsseエnblyIＬanguage

oFORTRAN(orPL/1)

を こ の 順 で 教 え.Computerに つ い て 理 解 さ せ る 。

この他 きらにCo皿puterの 理 解を深めるために

oComPu七e「PhilosoPhyと し て

OMathema七iCalLOgiC

oRecursiveFunc七ion

oColnpu七erEngneeringと し て

oSwi七chingOir6Uit6

0Automation
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●

00。mpu七er言 語 学 と し て

』
oOompu七atiOnalLinguisticS

の 概 要 に つ い て ふ れ る 。

.この コー ス はA、M.101と ち が い 、C。mp・ 七erに っC・ て 広 く 浅 く教 え る6

(2)A.M.101Four〕da七ionsOf・Non-numericalComputerSoience

。 こ の コー ス は 半 年 の コー ス で あ り,前 期 に 開 講 す る。 後 半 のA.M.io2と

1セ ッートにiな っ て い る 。

。 受 講 生 は2年 生 が 全 体 の90～100%を し め る。.生 徒 数90～100人

03時 間 レ ク チ ヤ,20～25時 間 の 実 習,自 習/週`

o本 コ ー スの 特 徴 はOomputerMachineのLogicalDesignか ら 講 義 が

開 始 さ れ,BuildCompu七erの 実 習,実 験 と して100ケ の リ レー を 使 用

し て

oAndOrNo七

QTiming

oAdder

oRecorder

olword4bit4』'wordの メモ リー

等 の 内 容 のComputerを 実 際 に 設 計 す る トレー ニ ン グ を 含 む 。

こ の 実 習 装 置 は パ ネ ル`buildingup方 式 で あ を 。 一 実 物 見 学

o内 容 に つ い て

O

O

O

O

O

MachineLanguage

AssemblyLanguage(マ ク ロ を 含 む)

'LOgicalDesign

BuildComputerに よ るLogicalCircui七Machirledesign

HighLevelLanguage

FORTRAN

AI,GOL

PL/111・

Languageを 教 え る順 序 は 上 記 の 順 に や る 。

他 の 大 学 で 逆 の 順 に し て い る所 も あ る が.そ れ は 目的 が 違 うか

一8
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らである。

B∵w'他 ∵'v'

ご ∵.9'ammlng}の 理パll:lmm、 。、の理解

oBrown大 学 の方法では まず基本をマスタす るので以後ののびが早 い。

。 コーヌ終了時 には4つ の商題 が出され る。

④ 二分割方式 による方程式の解を求める。

⌒
＼
w

●

これは簡単な問題であ る。

◎ 浮動小数点演算,+.一.*./の シ ミュレー ト

た 、えば.符 髄 読んだ ・き加算の処蹴 させ ・プ・グラム醐 む

6L,・g・ ・ith・1・i・P。interrCよ るS。 「㌔

約500ス テ ップ程度のプ ログラム

⇔3ア ドレスの命令を1ア ドレヌの命令でシ ㍉ レー ト・

●

3Adress

1Adress

OP

Gode

A B C

↓
OP

Code

×

A十B→O

↓

Reg十 × →Reg

.(,)。.M.1。2F…d・ ・・…f…-numer'・a'G。 皿pu七e「Sc'ence

囲 コー ス 名 は101と 同 じ で あ る。.

。 受 講 生 はA・M・101vcueず る ・

。 本 。一 ス の 繊 は 非 常 に 論 理 齢 内 廓 つL・ て 軋 る こ と でA・M・101ve

お い て,C。 。。。七er嫉 際 願 う テ ク ニ ・ ク・ 能 率 的 な ・ 一 デ ィy■'9veつ
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い て 教 え た の と 対 象 的 で あ る 。

o内 容 と し て は

o
.LISTS・ 一.DataSt・u・tures

oTREE
.SDa七aStruc七ures

oIR工ndex.t

Keyword

BooユdanFunotion

OHaShCoding

『{
ScatterOod■ng

Rando皿izing

oDirectingorIndex

{
tableIOOk-up3～4種

hashing2～3種

oTheoryofFormalLanguage

oMe七a-Language… … 言 葉 を 書 く た め の 中 間 的 な 言 語

参 考 書

``Th
eAna七 〇myofAOo皿pu七er,,

byJohnA.N.Lee

Plinh。ldO・mputerS。ien。eSeries

PlinholdPob.Co.N.Y.

。3St・gesindesign・fC。 血D.

①DefinesourceLanguageformally

②Constructarecognizer(Par.seT)

'↑

文法的解剖
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A=B十C

//
.PrimPrim

＼

↑
Pri皿

＼＼
Pri皿Pri皿

ASsignment、decOrd

⑤ ・。f・h…lr、 ・・ … 、・・geeq・ ・・・…n・

① ～ ⑤ を 図 示 す れ ぽ 第5.5図 の 通 りで あ る 。

第5.3図

①

S・urce-Rec。gnユze「

S七ring

↓
AnalySIS
..(Tree)

↓

②

Transla七e

↓
Code

oTheoryofCompiler-compile「s

③

文 章

Syn七ax

意 味 →
Seman七is

,ン.:、 イ ラ ー,ン パ イ ラ 関 係 図

文字列を単位

語に分解

意味を綱

意味を機械語

に表.現

Compiler

-Gompilers

Oon七rol

Syn・ Sem.

Target
→

(Compiler)



ξ

(4)以 上 の 他

A・M・273Li・tP・ ・cessi・g・ndSymb・1i・M・th。m。ti
cs

A.M.274Ar七ificialInteligence

A.M.276ComputerGraphics

A.M.277,278TopiosOo皿pu七erSoience

等が大学院学生を対象としてあるが説明は省略する。

.鰍 にD」 ・'・'・n・fApP・i・d…h・ 皿・・i・・ で持 ・ て い る鎌 座 一 覧 麹

示 す 。
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APPL工EDMATHEMAT工CS

Degreerequirernen七s

BaehelorOfScienceinApp=LiedMa七hema七ics

Inaddi七ion七 〇depons七ra七ing七heability七 〇wri七e七he

ErユglishlanguageasdescribedfOr七heBache10rofArtsde-

gree,candida七esfor七heSc.B.inAppliedMa七hema〔 じicsmus七

mee七 七hefOllowingrequiremen七s.

A.AworkingknOwlegofFrench,GermanpOrRussian七 〇be

demOns七ra〔 ヒedbypassinganachievemen七test,cOnduc七ed

bytheappropriatedepat七men七)・OrbypassingacOurse

a七BrOwninOneoftheselanguagesOn七hefour七hsemes七 －

er(orhigher)level.Eachs七uden七whOfails七 〇es七ablish

achievemenー しshallenro1=LエnfOreighlanguagecOursea七

七he』earlies七pOssiblemomen七,and=LnanycasenO七la七er

七han七he七hirdsernes『 じer,andshallcon七inue七hereirユun_

七il七he日chie▽emen七=Lsme七

Twen七yapPrOved .semes七ercourses■nMa－ じhema七icsApP=Li-

edMa七hema七ics,七hephysicalorBiO=LOgi .calSciences

EngineeringOrEconomics,inc]-udingMa七hema七icsg,]一 〇,

19,52,113,1山andl26,ApPliedMathema七ics3,U33,

3]4,=L25andl93prlgL↓.Of－ しheunspecifiedcOursesfour

shOu=LdbechosenfrOmlOO-leve10rhigherle▽elcOurses

七augh七by七heDivisiOnOfAppliedMa七hema『 しicsSub-

$上 土tionOfa1七ernatecOursesfOr七hespecificreq=Lre-

men七s=Lssubjec七 七〇 七heapprovalof七heDivision

Electives七 〇makea七 〇七alOf七hir七y－ 七wOsemes七ercourses

wi七h七herequiremen七 七ha七a七leas七sixbe七hehumani 、七ies

andsocials七udiesjOin七 二y,wi七ha七leas七 七woin七he

humani七iesand七wO'■n七hesOcials七udie∈ …

irユApplied

A.Bccncen七ra七iorユpa七 七ern

Prerequisi七eAppliedMa七hematics

lO,or七heirequivalen七.

Ma七hema七ics9

Tensemes七ercOursesapprOvedby七heDi▽isiOnof

AppliedMa七hema七ics,includingMa七hema七icsl9,52,

and126,ApPliedMa七hematics33,3]4,0f七heun-

specifiedcOurses七wOshouldbechOsenfrOm
.the
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lOO-levelcourese七augh七by七hedi▽iSionofapplied

Ma七hema七ics.Subs七i七u七ionofal七erna七ecoUrsesfOrコ
七hespecificrequiremen七s

七heDivisiOn.

issubjec七 七〇.apprOvalOf

AppliedMa七hema七ics-CourseDescrip七iOns-pagel

A-.M。3,]4.工n七roduc・ 巳ion・boApPliedMathema七ics3

1ecturesand七wOhourlabOra七 〇ry)

(Three

工n七rOduc七iOn .七 〇vectoralgebraandi七sapplica七ion七 〇

s七a七ics:vec七 〇rcalculusandelemen七arydynamicsOfparticles;

=Lineintegralsandpo七en七ialsinmechanics:1inearalgebra

andrigidbOdymOじiOn.工n七rOduc七iontoprObabiユi七yand

s七a七is七icsandelementaryapplica七iOns.

A.M.33,3U.MethOdsofApPliedMathema七ics工,工 工:

1ec七uresand七wohOurlabOra七 〇rywi七hcOmpu七er)

(Three

In七roduc七ion七 〇 七heuseofma七hema七ica1七echniquesin七he

analYsisofphysica1,bilologicalandeconomicphenlmena.Em-

phasiswillbeplacedOnprOblemfOrmulatiOnandsOlu七ionby

θs七ablishedme七hOds,ra七her七hanOn七herigOrousfOunda七iOns

Of七heseme七hods.ThepurpOseof七hecOurseis七 〇in七roduce

七hes七uden七 七〇ma七hema七icalmodelsdefinedbydifferential,

differenceandin七egralequa七iOnsands七atis七icalrr10dels'.

Ma七hema七ica=L七 〇〇1sin七rOducedfOr七hes七udyOf七heseforrrlu=La-

.七ionswiユlinc=Ludeaspec七sOflinearalgrbra,・implici七func－

七ion七heorems,Fourierseriesahdintegral七ransforms.

Prerequisi七es:Ma七h.IO.・'

A.M.lio. 工n七roduc七iOn七 〇NOn-numericalCOmpu七erScience.

Fora七uden七swhOwantinin七roduc七iontOprogramming,

10gicaldesign,andnOn-numericalapplica七iOnsofcOmpu七ers.

No.ma七hema七Lcalprepara七icnbeyOndhighschOOIma七hematics

isrequired,七hOughanap七i七udefOrma七hema七icaland10gical

problemsolvingwOuldbehelpful.S七uder〕 七swillberequiエ ・ed

七〇testanumberOfsmallprOblemsOm七heComputer,inassemb-

lylanguage,FORTRAN(OrPL/1)andSNOBOL.ThiscOursediffers

frOmA.M.lO1,Founda七ionsOf・Non-numericaユCOmpu七erScience,

insmalleramoun七 〇fbackgroundandwOrkexpec七ed,七hemOre

elemen七arylevela七which七 〇p士csare七rea七ed,and七hefac七
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七ha七A.M.i.tOisa七erminalcOurse-i七ismuchless七hOrough
「butbrOader七hanA

.M.101sinceA.M.=LOIis七 〇befOllowed

byA.M.102.

AＬM.IOI,IO2.FoundationsOfNon--numericalCOmpu七er

Science,(Thisisadoub=Lecredi七course.)

Forstuden七swhOhave'aspecial.in七erestinCOmpu七er

Science,Ora七 .leas七in七endtOmakefrequen七useofnon-

nurnericalcOmpU七ingin七heirchosenfield・FQr七hose,orユ

七heO七herhand,whOwan七aless七imeconsum;ngin七roduc七iOn,.

A.M.LO,工n七roduction七 〇NOn-numericalCompu七erSbience,is.

recOmmended.A.M.IOIcO▽ersassemblylanguage'prO .grammirig

and=LogicaldesignOfdigi七'alcomputers,whileA.M..lO2

developε 七hetheoryOfmechanicallanguages,and七hedesign

anduseofvariousc=Lassesofsof七ware.'.

AppliedMa七hema七ics-COurseDescrip七ions-page2

A.M.115。IntrOduc七ion七 〇Ma七hema七icalS七a七is七ics.

PrObabilis七icbackgrOund:random▽ariables,dis七ribu七iOn

func七ions.S七a七is七icalinference:es七ima七ion七he()'ry,hypo七he-

sis七es七ing,linears七a七is七icalmOdels'and七heirapplica－

七iOns.

A.M.ll7,118.NUmericalAnalysis.

NumericalsOlu七ion'oflinearsys七ems'andrpa七rixin▽er-

sion,i七era七ivesO=Lu七ionsOfnon-lineareqUa〔 ヒiOns,compu七a－

七iOnOfeigenvaluesandeigenvec七 〇rS,basic『 しheoryOfpoly-.

nOmia=LapprOximation,differences,in七erpola七ionpolynomials,

andapproximatedifferen七ia七ion,numericalintegra七icn,

numericalsolu七iOnOfOrdinarydifferen七ialequa七iOns,differ

enceme七hodsforpar七iaユdifferen『 しialequa七iOns.

A.M.125.Analy七icalMechanics.

Ananaly七ica].ar)proach七 〇the七a七udyof七hedynamicsof』

par七iclesandrigidbOdies.Varia七iOnalprinciplesandLa-一
'grangianformulationofmechanics

.rigid .bodymo七ion,in七ro-

duc七iOn七 〇Hamil七 〇nianfOrmula七iOnofmechanics.

A.M.=L26.COntinuumMechanics.
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㎞in七rOduc七iOn.七 〇 七heformula七ionofma七hema七ical

llo・dg1・f・ ・d・f・rm・b1・m・di・ ・T・n…fi・ld・andth。ki。,m。 七－
lcs'anddyn・mics・fc・n七inu・u・medi・ .simplec・n。 七i七u七ive

equ・ 七i・n・g・v・ ・ni・g・i・ ・七ics・lidsandfl・id・
.W・v・pr・-

paga七ionin .con七ihuousmedia..Basicno七ionsofl(ine七ic

七heoryofgases.

A・M・133・13U'・M・ 七hgd・ ・fApP・i・dM・ ・h・m・七ics・ ユ・
,・V.

Advancedme七hodsofma七hema七icalanalysiswillbe

stydied・nd・pPli・d七 ・b・ri・u・p・ ・b・1・ ・i・ 七h・ph

y,i,al
.Emphasiswillbepla(》edontherigorousformula -SC工ences

・七i・n・and・n七h・m・ 七h・m・ 七i・allimi七 ・ti・n・ ・f七hesem,七h。d。
.

竃 ・{≧欝 欝i繕ii:i鐘還lii竃1竃竺
A・M・136・ 工ntermedia七eOrdinaryDifferential .Equa七ions .

Lin・arsust・m・,・pecialfunc七i・ns
,・1inearand。 。nlim。.

aroscill・ 七i・n…uccessi・ ・apPr・xi・ ・七i・ns
,・ 七・bili七y,。i七h

認1;二 雛.七;認s':呈;:b'○'og'・ ・'・ ・dec…m・ ・p・cb・ ・m・・

A.M.193',19U. .Seniorsemina「.

エnd・p・ ・d・n七st・dyinv・ri・u・bran・h…fApP;・,dM。 七h。

ma七icssupervisedby七heStaff
.
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BrOwnUniversi七y

D工V工S工ONOFAPP工 、工EDMATHEMAT工CS

PrimarilyfOrGuadia七es

205,206.Mathema七icalMe七hOdsofAppliedScience.

Theobjec七 〇f七hiscOurseis七 〇acquain七 七hes七udentw

wi七ha▽arie七yOfma七hema七ica=Lme七hodsfundamen『 ヒalin七he

sciencesandengineering.TOpicswillincludelinearalgebra,

ordinaryandpar七ialdifferen七ialequtions,applica七iOnscf

cOmplexvariables,in七egralequaー しiOnsandintegral七ransfCrms,

calcu=Lusofvaria七ions,七ensOranalysis,grOuprepresen七a七iOns.

211.RealAnalysis.

Topecsinrealana=Lysiswhicharefundamen『 しal七 〇 七hes七udy

ofAppliedMa七hema七ics,wi七hernphaεisOnme七ricspacesand

in七eg℃a七iOn七heory.

212.Hilber七SpacesandTheirApp;oca七iOns.

Mereicandnormedspaces,七heOryofbOundedope七a七 〇rs,

spacesl2andL2,unboundedOpra七 〇rs3applica七iOns七 〇in七egral

equa七ionsandpar七ialdifferen七ialequa七icns.

213. Me七hOdsOfAppliedMa七hei了1a七ics.

TheOryandsOlu七iOnoffirstandsecOndOrderpar七ial

differen七ialequa七iOns,Rieinannlsrrle七hOd,separa七iOnofvari-

ables,integra=L七ransfOrmsqnddis七ribu七iOns,Greelsfunc七 正On,

quasUinears)rs七ems.

2山. Me七hOdsOfApp=LiedMa七hematics.

工n七egraユequatiOnε ・FredhO]-mand』VO=L七erra七heOry,Expans-

ionsinorthcgona=Lfunc七iOr〕s,TheOryOfHilber七 －Schmid七.Singul_

arim七egralequatiOns,Me七hOdOfWeiner-HOpf.CalculusOfvaria

七ionsanddirec七me七hOds.

216. Me七hodsOfAppliedMa七hema七ics.

Calcu=Lusofasymp七c七 〇icexpansiOns,evalua七icnOfin七e-

grals.Soユu七iOnOflinearOrdinarydifferen〔 しia工equa七icnsin

theccmplexplane,WKBme七hod,S十urm-LiOuvil=Le七heOry,Special

func'七ions.Maybe七akenconcurrentlywi七hA.M・216・
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217. Funb七iOnalAnalysisandApplica七ions.

工・inearspaces,me七ricsp'aqes,opera七 〇rs,cOn七rac七iOn

principle,f㌦xedpoint七heOrems,linearfunc七ionals,adjOin七

spaces,spec七ral七heory.Non-linearopera七 〇rs・Specialspaces

andslesc七edapplicariOnstodifferen七ialequa七ions,con七rol

七heory,in七ergralequatiOns,quan七ummechanics,andnumerical

analyεis.

218.

TOpics

analysis・

TopicsinFunc七iOnalAna=Lysis・

Ofcurrentin七eres七inapplica七 士OnsOffunc七iOnal

219,2200rdinaryDi£feren七ialEqua七iOns

Applica七ions.

andTheir

Exis七enceandgeneralproper七iesofsOlu七iOn,ユ.inear

sys七ems,F10qug七 七heOry.S七abiユi七y,MapunOvtsme七hod,sOme

generalprOper七iesOfnonlinearsys七erns.Two-dimensiOnal

sys七ems,Piincare-Bendixson七heory.Boundaryva].ueprob=Lems.

NonlinearOscilla七ionsandasymp七 〇七icme七hods.

・

221. TOpicsinDifferen七ialEqua七iOns.

TOpicsOfcurren七in七eres七in

func七ionaldifferenVia=LequatiOns.

223,22]4.

See

ordinary,partialand

Par七ia=LDifferen七ialEqua七ions.

Mathema七ics237,238.

227,228・

Sys七ems・

TOpicsin七heS七abili七yand.七heCon七rO=LOf

AnalysisOfs七ressands七rain.S七ress-s七rainre=La七iOns.

Varia七iOnalprinciplesandapprOxima七eme七hods.F=Lexureand

torsiOnOfbeams.Planes七rainandgenera=Lizedplanes七ress.

Elas七ics七ability.Bendingofpla七esandshells.Offered

e▽eryyea「 ・

235,236. AdvancedElas七ici七y.

TheoryOfpla七es,shellsandmembranes.Elas七ici七yOf
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>
anisotropicma七erials.TheOryoffiniteelas七icdeforma七ions.

Applica七ionofcomplexfunction『 しheory七 〇planestrain'and

planes七ressproblems.

237,238. P=Las七ici七y.

Ma七hema七ical七heoryof七heinelasticbehaviorOf

ma七erials.Particularemphas'isisgiven七 〇 七heanalysisof

ma七eria=Lswithou七timeeffec七s》but七 〇picssuchasvisco-

elas七icity,creep,andsoilconsolida七ionarealsoconsidered

Experimen七albasesof七he七heories.Applica七ions七 〇pro-

blemsofme七alformingands七aticanddynamics七ressanalysis
'i
nmetals,plas七ics,andsoils,

(seeEngineering237,238).

2Ul. FluidDynamics工.

Tensorno七a七iOnandcurvilinearcocrdinatesys七ems.

ThermOdynamics.EulerianandLagrangiandescrip七icncf

fluid.mo七iOn.Conserva七ionlaws.Cons七i七u七iverela七ionsand

irreversibleprocesses.工nitialandboundarycOndi七ions.

Vor七ici七yandBernOulli七heorems.Po七en七ia=Lflowintwo

and七hreedimensions.Surfacewavesinqliquid.

2U2.FluidDynamics工 工.

Dimensionalanalysisandsimilari『 しy.Classifica七ionof

flowsaccordingtodimensioniessra七ios.Exact,主ncompressi

ble,viscousfoiw.S七 〇kesandOseenapproximationsarldStokes

fOrmi=Ls.Coundarylayer七heoryof七heBalsiusproblem.

Hydrodynamics七abili七y:工nviscid七hrOries:TheOrr-Sommerfeld

equa七ion;Quali七a七ive七heOryofviscousins七abi].士 もies.

Turbulence.Compressibleflow:Simplewavesandshockwaves.'

Soundpropaga七ion.

2143.ViscousF]-ow工.

DimensiOnalanalysisandgroups.Self-similarando七her

axac七solu七ionsof七heNavier-S七 〇kesequa七ion.Incompressible

laminar,bOundarylayerin『 じwOand七hreedimensibns:Forced

andfre .eheatcOnvection,Methodscfsolu七ion;工ntegral

me七hods;Leadingand七eailingedgesandseparetiOnpoin七s.'

Compressibleboundarylayers.LowReynoldsnujberf10w.(See

Engineer'ing283).

2hU. ViSCOusFIOW工 工.
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Shocks七ructure・Hudr・dynamics七abih七y.Thermalinε 七a-

bili七y;Curvedflcws;Parallelf10wsandboundarylayers .'

Turbulence.S七a七isticalapprOach,
,Mixingleng七h七heOriesan(i、

七urbulen七bOundarylayers."

2U5. COmpress'ibleFloW.'

Hyperbolicεys七emsOfequa七iOns 、andcharac七eris七ics.

ThehOdOgraph七ransfOrma七iOn.'Simplewaves .Limi七andcri七ical

lipes.
.Di芦con七inuOussOlu七iOns...OnedimensiOnaluns七eadyflOw.

TwodimensiOnals七eadyflOw.SubsOnicarユd七ransOnicflOw.

Axisy㎜e七ricf10w."

2U6. Asymp七 〇七icMe七hOdsinFIUidDynamics.

シ ロ
RegualrandFingularpeetu]rba七iOn七heOries .Differen七ial

equationsc6n七ainingalargeparameter .Generalboundary

layerme七hods.工rmeエ ・andou七erexpansiOns .Mul七iplescaling、

七echniques.Applica七ion七 〇prob=Lem,sinfluidmechanics .

2L‡7',2U8.

ぐ
TopiCsinFlu'idDyhamics.

TOpicschOsenfrOm.Advarlcedrarefiedgasdynamics;

Hydromagnetics3 .Ncn-NewtOnianfluids;Sー しabili七yTheory;

Turbulence.

ら
Hilb .ertC,hapman-Enskog七heOry.TranspOr七phencmena.L‡neariz-

edBcl七zmbnnequa七ion.Eigehー しheoi .,y...The6ryOfkihe七iClm6dels.

Me七hodsofきoユ}ユt‡o .n〔 工n'te'gral'i『 しera七 ‡on;Momen七sfUe七ho'ds:』'

H・1f-r・n'9"・ ・七echhiq・ …'・e6'・ エ・iti・1"・ 百1・ ・p・ ・b1・ 而 ・IB四 ・dary_

valueproblems.COue七te
『fl6
w;『Hea七fl・w;S・undPr・Pag・ 七i・n;

e七c・(SeeEngineering272).

て　ぺ
250.』RarCfied』GasDunamics.

1'

QU・li七atiVe『 七hξ6・y.TheB・1七2man・ ・q・ti・ ・.'H－ 七h・ ・。,'ni.

Rarefiedgasparame七ers.工rユi七ialandbOunldarycondi七iOns .

Freemoleculeflows.Equi=Libriumand'hCar'一 ・equilibrium=f10ws

251..Arユaty七ica=LMechan‡cs.

M・th・fU・ 七iC註S七 ・dy
.、・f七h・ ・dynarPi・F・fp・ ・七i・ies,、La9・/J.,f

ian
,ahdH・mi1VCni・ ・f・ ・m・ ユ・七i…,七 ・・h・f・fOm・pi・h七hqtrry,'

pe「 七u「 嘩 ○迦 ・oryL
、.…..、 _..:、'・

252. Topicsin、AnalyticalMechanics.

Mathema七icalstudyOfmOderndevelopmen七sinmechanics .
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TopicS .willvary・

255. Numerica=LAnalysis工.

Ma七rixcomputa七ionand

en七ialeqUatiOnS・

256.

εo=Lu七ionofe]ユipticpar七ialdiffer－

NumericalAnalysisH・

NUmeriCalSOIU七iOn

differen七ialequa七ions.

257.

ofparabOlicandhyperbOlicpartial

NumericalAnalysis工 工工.

Fini七edifferenceme七hOds.Numerical.solu七iOn

differentialequationsandofin七egralequa七ions・

258. NumericalAnalysis工V.

'A

pproximetion七heoryand

SiS七 〇nUmeriCalanalySiS.

'
263,26L.

ofordinary

applicationoffunctionalanaly_

Probabili七yandSta七istics.・

Developmen七 〇fmathema七icalbackgrOundofthetheOryof

probabili七yandS七a七is七ics,includingprobabili七ydistributions.

randomvariab=Les,s七a七is七icalinfererlce.Applica七ion七 〇problems

inphysics,engineering,ecOnOrdics,crO七herfieldsofin七erest.

265,266,S七a七istical工nference・

Hypothesistes七ing.POin七es七ima七ionandconfid6ncere-

gions.Decision七heory.Subject]1veprobabilities.Sequential

七estingahdanalysis.Markoviandecisionproblems.Inferencein

siochasticprocesses,inciuding七imeseriesanalysis・

267,.268.Topicsinprobabili七yandS七atistics・'

A 、selec七i。n・f七 ・picsf・ ・m・m・ngth・f・ll・wi・g・Mark。v

processes,ingorma七ion七heory,timeseriesanalysis,decision
computa『 しionnaltheρry

,s七atis七icales七imationand 七es七ing,

pr・bability・nds七 ・七is七ies・ApPlica七ic「i・arec・nsider・d・
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273. Lis七ProcessingandSymbolicMa七hema七ics.

Lis七prOcessing七echniques,applica七ionoflis七process--

ing七 〇dynamics七 〇ragealloca七iOn,aymbolicma七hema七ics,in-

forma七iOnre七rieval.

、

27と ‥Ar七ificia1工n七elligence.

Ar七

Artificialin七elligenceandheuris七icprogra㎜ing,includ-

ingsimula七ionofhumancogni七i▽eprocesses,game_playing

programs,ques七ion-answeringsystems,andmechanical七heorem-

P「ov=Lng・

276.cOmpu七erGraphics.

Compu七ernandlingogsuchgraphicinforma七ionasline

drawings,blockdiagrans,handwri七ing,and七hree-dimensicnal

surfaces.Emphaεison七heuseOfeomputer-drivenca七hOderay

tubedisplay.

277,278. TopicsinCompu七erScience.

Topicsofcurren七research

numericaユcOmpu七ersciemce.

281,282.

in七eres七innumericalandnOn－

SeminarsinAppliedMa七hematics.

TheS七aff.

291,292. ResearchonAppliedMathematics.

TheS七aff.
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COMPUTERS....

Now七heyare(3rawingpic七ures

AndspeakingalanguagecalledBRU工N

Wearein七heageOf七hecoMpu七ersornuchsO七ha七a

cOmpu七inglabora七 〇ryisasnecessaryasalibrary.wehave七 〇

have・i七 〇rwecan,七ge七goodmen七 〇come七 〇BrownDr.Wa=Lier

Freibeτ ・ger,Direc七 〇rof七heBrownUni「iersl七yComputingLabOra七 〇ry

explainsl七ha七thecomputerasbO七hatoOユand.anobj .ec七 〇f・s七udy.

ResearchoncOmpu七ershas,ofcOurse,led七 〇newadvances

in'cOmpu七ingserviceand七hedemandsfor七hisservice,in七urn

ha▽echal=Lengedー しhecompu七erscien七is七s.・'

Thisspring七h桧Univerdi七yisannouncingforma七ionof七he

Cen七erfOrCOmpu七erarユd工nf(>rma七ionSciencestoenCOuragere-

searchandins七ruc七ioninc(⊇mpu七ersqignce.Thein七erdepar七 －

men七alCerユ 七erwill'draw 、men.、fromAppliedMa七hema七ics.Engineerr

ing,Ma七hema七ics,Biology,PsychOlOgy,EconOmics,LinguiS七icS

andO七herdepar七men七sanyOnein七eres七edincOmpu七erscience.

HereProfessorFreiberger七alksabOu七someOf七head▽ances

madeincOmpu七erser▽iceandshowsushOwthecompu七erisbeing

usedasa七 〇〇la七Brown・ ..・ ・

BOTHEDUCAT工ONANDRESEARCHmake.c .Onsiderable、demands'on

cOmpu七ingservicebu七 七hedemandsarefrequen七1ydifferent.

Thesedemandsarecurren七lybeingme七byour .、七ine-sharingl

serVice3newdeve10pmen七sincompu七ergraphicswillincrease

七heusefulnessOf七heCompu七ingLabora七 〇ryevenmρre.. 、 、1

工n七heー しime-sharingsystemseveralpeop].eusethecom-・

pu七ersimu1七aneously・ ・The・compu七eriSpowerful、enough七 〇 、 .:

handlemanyopepatiOnsa七wha－ しseems七 〇be七hesame七ime.

Ac七ualユyi七hand=LesOnedemandforafrac七iOnofa

second,七henano七herfOrafrac七iOnOfaseccnd,七hena七hied

andsOon;i七 七henre〔 ピurns七 〇 七hefirs七prob=Lemtorepea『 し 七he

prOcess.Bu七 七hespeedissOgrea七 七ha七 七hesing=Leuseris

no七awaretha『 し 七hecompu七erisworkingonO七herproblems.
'O

neof七he .advan七agesofthe七ime-sharingsys七emis七he

varie七yofwaysinwhich七hecompu七ercanbeusedinbo七h

educa七iondndresearch.

Forins七ruc七ionalpurposesweneedaccmpu七ingservice

whichisfas七andefficien七inprOcessingproblemsOfsma].=L

OrmOdera七esize,七hekindhundredsOfs七uden七serlcoun七erin

in七heirs七udi .esofmanydifferen七subjec七s.Thesys七emneed

nO七bepowerfulandsophis七ie'a七edbu七itmuS七empo .lya己imple

cOmpu七erlanguage,七eachab=Lein七hreeOrfourhours,wi七ha

'
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・h・r七 ・esp・n・etin・a・d9・ ・ddi・g・ ・S七i・ .faci.#七ies@・ 七i・ ・

stud・nb・'err6tsmu・ 七b・C'・ugh七by七hecg呼u七e・ ・nde・r亡ec七 ・d

Tl・nhnet1) .、 「' 、.."∴..

Rbsea・ph,・h.七h・ ・七h・rh・ ・d,m・kes・th・ ・.d・'md「id・ ・pr。-

blemsarClikelyt・b・'1・rg・r・ndm・ ・eq・mpli・a七 〇d,1・nacb・rr・

pOndinglysmallerinnumber.Forcbmmunica七 エonwエ 七h.七he.cbm/-

pu七er,arnOrepOwerfulandmOreversa七ilelangUageand'1an-"

9・ ・g・p・ ・ce・ …ar・ ・eedr七h・ ・ 七h・se・ ・q・i・ ・df… 七・d・n七

problems.

Wearedesigninga ..=Languageandaprocessor七 〇fi1=L七he

needforremO七eaccesscal=LedBRU工NBRown'Universitr工N-

-ter.pre七eh.工fiseasy七clearnand'use,verytlcOnYersa－

七ionalnin七ha七communica七iOnwi七h .七hecomputerin七his

languageisa七wO-wayaffair,andygepowerfu]-endugh 、forall

homewOrkprOblemsand,hOpefully,evenfOrresearchproblems

OfmOdes七size.工 七willbeaccessiblefrOmmanyremO七ecOn-

soleswhichCOnver七 七heda七a〔 しOafrOmwhichcqnbesen七

・v・ ・ 七・1eph・n・ ゆ ・s.七 ・ 七hec・mpu七e・ ・A七them・m・n七 七her・

are=L6,includingonea七Rhode工slandHOspi七a1』 ・"

THEREOR.JORDANCOHEN,onthes七affof七hehospi七al

and七heDividionofBiolOgicalandMedicalSciencesa七Brown,

isusinghiscOnsoleinkwowaysFirs七,in』s七andardda七a

reduc七ionproblems;七hecompu七er七ransla七estheda七ain七 〇

meaningfulform・

SecOnd,inhisresearch,七 〇simuコ.a七esOmeaspec七sOf

ki日neyfunc七ion.Heisworkingwi七hDr.Pe七erS『 しewar七,εlso

intheBuOmedicalDivisiOn.Theycons七ruc七amodelof七he

functiOnsof七hekidney.Themodelisprograrnmedand七rans,

mi七 七ed七 〇 七hecolnpu七erwherei七iss七 〇red.Wi七h七hecOmpu七er

七heresearcherscanseehOw七hefunc七iOnsOf-七hekidneyre-'

1a七e七 〇 〇neanO〔 しher.Therearesomanyvariablesand七he

kidney1sbalanceme'chanisms'aセesoin七errela七ed七ha七 七his

workwOuldbeimpossible璽i七hou七 七hecompu七er.

Dr.Cohenga†eapexample・:ma七hematicallygiving 、wa七er七 〇

七hec(⊇mpU七er-s七 〇redttkidney"andseeinghowlongbeforei七.

respOnds.ThenSodium,ch10ride,andpo七assiumareeachttfedlt

七〇 七hellkidneyn.ThedOc七 〇rcan七hen .seehOwchangingthe』,.

levelofOnea .ffec七s'七helevelsOf七heo七hers.Thebasicda七a

aで 壱/a1=L、known.ThecOmpu七erdOeSp'1p .di.ScOver'neweffe(],七s、;i七

d・eS .1・'all・wa「grea七.ma・y▽a・i・bles・ 七・be・ 七Udiρd・ 七..・n.ce・

.AnOlther'of七heconso=Les‡sin七heE』conomicsDepar七men七

wh・rbP・bf・ ・s・rM…Seh・P・ ρk頑hi .s・ 七・d・n七 ・uselit・ 、Th・y

buiidama七hema七i6almQdelOfa ..par七 〇ftheeconOmy・They

七r・nG1亘 七・'七hem・delitt七 ・ac。mpu七 ・・.P・ ・9・ ・m・ ・dfirid・u七

whe七heri七spredictiOnscpnfOrrn七 〇experience.Changesare

madein七hemodelun七i1七heydo;七hen七hemodelcanbeused
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七〇predic七 七heeffec七sofgovernmen七polieychanges.'

Threeof七heques七iOnswhichPrOfessor、Schupackcan

domes七icworkWi七h七hiswayare3Wha七arethede七erminan七sof

inves七men七?Who「bears七heburdenofincreasesincorpOra七e

income七axesandhowmuchispushedOn七 〇 七hecOnsumer?HOw

much.andwhatis七hena七ureOf七helagbe七weenchangesin

mone七arypOlicy(suchastheFederalReserveBOard,sraising

七herediscoun七ra七e)andtheireffec七 〇n七heeconomy?

工NACOMPUTERSYSTEMsuchasDr.CohentsorProfessor

Schupack's,manandcompu七erarelinkedby七ypewri七erkey-

boardsillanin七erac七ivesys七em.Foro七herresearchusers

七hosewhoca℃elessabOu七in七erac七ion七hanabou七large-scale

P・ 。cessingW・h・v・aYb・t・hvse・vicewhi・hcan・ ・p・Wi－ 七h

七helarges七problemslikely七 〇cOneup.

Compu七er七echnOlogyhasmadevas七s七ridesin七hepas七

七wodecades七heprOcessingspeedhasincreasedbyafac七 〇r

of七ensof七housands,

fieldOfengineering.

forma七ionisimpar七ed

punとhedcard,despi七e

vuew,

Graphic

awideclassOf

forma七iOnin七he

arユdpresen七 七he

ca七iOnwOuld

七hroughske七ehpadand

researchbycompu七er

ofimprOvedserVi.ce・

Weare

fielda七Brown.We

knOwncompu七er

compu七erscience

facu=L七ymembers.in

compu七ergraphics

compu七erscienceand

afac七 〇runparal=Leled■nanyo七her

Howe▽er,七hemedium七hroughwhichin－

七〇thecompu七erhasremained七he

i七sawkwardnessfromahumanpoin七 〇f

communica七iOrユwOuldbemuchmoreha「buralfor

problems.工fa'compu七ercouldaccep七.in-

formofdrawings,prOcess七heinforma七ion,

solu七ionalsoingraphicfOrm,七hecommuni-

be▽as七=Lyfacili七a七ed.Thisisnowpossible

TVscreen-likedevices.七heresul七 〇f

scien七is七s.ThishO=Ldsgrea七prgmise

cOnduc七ingsomein七eres七ingprojec七sin七his

arefor七una七e七 〇haveoneof七hebest

graphicsexper七s,Andries▽anDam,onour

facu1七y.Hisresearchhasencouraged

variousdepar七men七s七 〇explore七he

canplayin七heirworkanexample

SerViCein七eraC七iOn.

ProfessOrHenryKucera,Chairman、of七he

SlavicI、anguages・,anexpertin七he

Ofcdmpu七a七ionallinguis七ics,ispiOneeringthe

of〔 しhegraphicdisplaycOnsOle七 〇na七urallanguage

ingHiss七 ・ffisdeV・ ユ・pingfacili七ies七 ・edi七 七・x七s

cOnsole'and七 〇carryou七analyeseofna七ura=Llanguage

七hismbnnerwhichwillsaveau七hOrsandothers

drudgery・

several

role

of

Depar七men七 〇f

rapid=Lyde▽e10pingfield

applica七iOn

process-

On七he

in

manyhoursof
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AQU工TED工FFERENTRESEARCHPORJECTincompu七erscience

concerns七heabili七y七 〇display七hree-dimensionallinedraw-

ingsontheoscilloscOpes.Applica七ionsofthisme七hodology

include七hedesignand=LayingOu七 〇fpipene七works…and・ ・七hG

crys七allographyOfcOmplica七edmolecules.Soonachemis七can

examineirユde七ails七ereOscOpicdrawingsofmolecules, .modify

七heirs七ruc七urewi七h七he・"ligh七 －pen"andro七a七e七hecrystal

in七 〇variousorien七ationsbypushingabu七 七〇n.

Therepresen七a七ionsofphysiOlogicalcon七rolsys七emsis

ano七herpossibili七y.Dr.S七ewar七in七heBionedicalDivision

isdevelopingapossibleapp].ica七ioninhisworkwi七h七he

nervoussys七em.HehOpes七 〇beabletcdisplay七henervOus

sys七emin七hreedimensionswi七h七heccmpu七er,ns七imula七etl

七hesys七ema七aspecifipoin七andobserve七hepropaga七ion

oftinerveimpulest'・ じhrough七hesys七em. .

Thecompu七ergセaphicsprogramユspartiallyfundedby

areseaエ ℃hcOn七rac¶ しwi七h工BM,under
.whichwearealsobeing

providedwi七hsomeOf七heequipmen七.A七 七heendof七hisyear

ourgraphicequipmen七willbeup9七aded七 〇someof七hefines七

avai].ableanywhere .七hescopewillhavei〔 じsownsmallcom-

pu七er,func七ioningasasa七e=Lli七e七 〇 〇urlargeIBM360Model

50Sys七em.

b

RESEARCHBYTHEAPPLIEDMATHEMAT工CSDIV工S工ONin七he

practicalaspec七sOftheanalysisandrecOgni七ionofpa七 七erns

dependsOfcompu七ergraphics.ProfessOrUlfGrenander,a.dis-

tinguishedandversa七ileSwedishma七hema七icals七a七is七ician

whOjoinedusacoupleofyearsago,iscOncernedwi七hfunda-

men七alprObZemssuchas七hemeaningandfOrma七iOnof七hecon-

cep七 〇fpa七 七ern,七hecons七ruc七ionofa七heoryofpa七 七erns

basedOnlinguis七icprinciples,andapp].ica七ionsof七he

theory.

SOmespecificexamplesOfpa七 七ernin・timeandpa七 七erns

inspacearemusicalphrases,handwri七ing,electrOcaridO-

grams,bal=Le七sequences,and七hegeologicalfea七uresof七he

Ear七hand七hemoon.

Dr.ThomasA.Mu七ch,intheGeologicalSciencesDe-

par七ment,has七hOusand§OfmoOnpho〔 ヒOgraphs七akenby七he

Surveyorspacecraf七.HeislOokingfOrwardto七hedaywhen

hecanclassify七he七 〇pOgraphyof七hemoOnbyccmpu七er.

Thephysicsdepar七men七applies七he七heOriesOfpa七 七erns

も6computerrecogni七ionofnewa七 〇micpar七icles.Cer七ain

branchingpa七 七errlsinbubblechamberphotographsfrOmlinear

accelera七 〇rexperimen七ssugges七newpar七icles.Thecomputer

cananalyze七hepho七 〇sandisola七e七hepatterns七 〇be

s七udiedfurLherinsecondsanexper七needsseveralhours
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for七hesame.work.

Theapp=Lica七ionof七he、concep七 〇fpa七 七e「rn七 〇 七hefields

ofpsycho].Ogyandbiologyuses .七he、 七echnolbgyofcompu七er

graphics.ProfessorRichardMillwardoftheDepra七men七 〇f.

PsUchologyhas .beenanimagina七ivecOmpu七eruserinhis

s.imu=La七ionexperimen七scOncerningmathema七icalrnodeユsof

humanlearning.

PAST工NCREASES工N工NFORMAT工ONPROCESS工NGcapaci七y,wi七h

thefacili七ies'Oftime-sharingandcompu七ergraphics,have

served七 〇makeOurcompu七erins七a]ユati・onarユinvaluablecOm-

poenentOfBrownlseduca七iOna=LandresearcheffOr七.Hundreds

ofs七uden七sinengineering,physicsando七herdiscip=Linesare

exposed七 〇 七heprOblem-so=LVingca主)aci七yofcomputersin七he

courseof七heircol=Legecareers.Over=L60undergradia七esare

rlow七akingOurvery・demandingand≠ しime-consumingin七rodu七 〇ry

compu七ersciencecourese.Agra七ifyingnumberofthesewill

七urnintoexcellentsystemsprOgrammers.Wearepleased七 〇

give七hern・par七 一七imejobs七 〇helpdevelopgur-time-sharing.

graphicsandO七hersys七emsand七heyare,la七er,sough七af七er

byindus七ry.

WehOpe七ha七cOmpu七erscienceandccmpu七ingservice

arehelpingourfacul七yexplore七hefrontiersofknowledge

in七heirrespec七ivedisciplines,arユdarepreparingOurs七u-

den七s七 〇face、awOrldinwhichcOmpu七ersandirユformatiOn

七echnologyaredes七ined七 〇playanevermOresignifican七

parV.'・
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6.マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学(M工T)

6.1 MI[1]の 概 要

MITは 現 在7500人 の 学生を教育している。うち5β00人 は 学部学生であ り,ま た

40〔 八 は 女 性 で あ る。 教 員 は95〔}人 、 他 にsuppor七ingstuffが650人 い る。

MITは 次 の5つ のS6hoolか ら 構 成 さ れ,各Schoolは い くつ か のDepart－

皿entsに わ か れ て い る。

(1)SchoolofArchitec七ureandPlannユng

(2つ のDepartmentsか ら な る)

(2}

)5(

ゆ

(5〕

SchcclofEnglneermg

(8つ のDepartmentsか ら な る)

SchoolofHumani七iesandSocialSoience

(5つ のDepart皿entsか ら な る)

AlfredR.SloanSchoolofManagement

SchoolofScience

(7つ のDepartmentsか ら な る)

そ れ ぞ れ のDepartmentsで はdegreeprograruま た はcoursesofstudy

を 設 け て い る が,最 近,い く っ か めdepaf加en七sに ま た が る 専 攻 を 志 す 学 生 が ふ え て

い る 。 こ れ ら の 中 に は,planetaryandspacescience.sPacetechno-

1。gy,・ ・mmuni・ati。n・,m・ter1・1・,・ 。mpu七ersci・n。 … 。per・ti。n・ 、

research,instrumen七atlonな ど が あ る が 、 そ の た め に 委 員 会 を 組 織 し て 指 導

に 当 っ て い る 。

上 記 のSchoolsの ほ か,研 究 機 関 と し て,次 の も の を 有 し て い る 。

Cen七erforIn七erlユa七ionalS七udies

Gen七erforMa七erialsScienceaロdEngineering

CenVerforSpaceResearch

Co皿putation.Center

(}radua七eS七udiesinEngineerMgandLiving.Systems

JointOen七erforUrbanSt.udiesofM工TandHarvard

University
.'

-1
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工labora七 〇ryforNuclearS}cience,

LincolnI.・aboratory

Projec七MAC

Na七ionalMagne－ 七 工abora七 〇ry

Opera七ionsReserchCenter

ResearchLaboratoryofElectronics

SpeotroscopyLaboratりry

6・2計 算 機 設 備

MIT全 体 と し て は 次 の よ うな 計 算 機 を 有 して い る 。'

MAG工BM7094,(}E645

00mpu七ationOexユ 七er'』

(名 称 変 更InformationProcessingOenue'r,略 称IPSG)

IBM7094,1.BM360/65,'

SloanSchoOl

IBM1620-1800

CiVilEngineerMg

、ビ
ト 　　ロ』t'IBM360/40

'NuclearEn
gMeering"『

工BM7040

LincolnLabora七 〇ry

IBM560/67[1]xll

Instru皿entati。nLaboratory

H800

Elec七rical宜ng工neerユng

TXIPDP1-ll

大学全体として集中化の計画が審議されているか:

いo

まだ決定を下す段階にはきていな



6.3 Sユ 。。n`S,h。 ○ユ の 概 要 .

・の ・・h… で批 領域 う.ち主抽 のは次のとお りである・

t

2

5

4

5

6

7

8

9

01

現 在 の 学 生 数 は

'
underg・aWa七 ・(3-4年)

gradua七e

で あ る。 ま た このSchoOlと し て使 用 で き る計 算 機 に は.

IBM1620(こ のS。h。 。1の もの): tt,,

MAGの 端 末20台

IBM560/65(Computa七ionOen七er)

そ し て,使 用 に あ た っ て は.

… 輻…,統 計 用 語 ㌦

を 主 に 利 用 す る が.・他 にAlgol,OPS(GPSSの 拡 張)

特 にDYNAMOは い ろ い ろ な 科 目の 中 で 活 用 し て い る 。・`

こ のSchoo!で 開 講 し て い る講 義 は 次 の と お り で あ る。

accoun七ix19

、。mpu↓er

econo]ny

probability-S七a七'is七ics

industrialdynamics

finance

opera七ionsresearch

!abor"`'`'

P・y・h・lgy'

marke七ing

100名
'1
...

200名

`L 「

DY'NAMOな どを 使 う。
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15.33

15.331

15.332

15・333

15.33U
l5.335
15.339
15.3b

工ntroduc七iOn七 〇ManagerialAccOun七ing

EcOnomicsforManagemen七I

EconomicsfOrManagemen七 』

Se〔ninarinEconomicsforMarlagemen七(A)

Indus七rialS七a七is七ics

SamplingOfFini七ePopulatiOns(A)

工n七roduc七ion七 〇Managemen七

ManagerialPsychOlogy

ManagerialEcorユomics

BusinessEnvirOnmen七

Probabilis七icSys七emsAnalysis

Ma七hema七icsforManagemen七

S七a七is七icalDecesionTheory

(A)

SeminarinAppliedMa"しhema七ics(A)

Quan七i七iveMe七hodsfOrManagemen七

工n七roduc七iOn七 〇 工ndus七rialManagemen七

AdvamcedHis七 〇ricalS七'udies(A)

Managemen七 工nfOrma七ionandCOn『Lrols

Quan七ita七iveMe七hods

ReadingsinPOwerandResponsibili七y(A)

S七ruc七ureofAmericanLaw

Opera七iOnsManagemen七(A)

Marke七ing(A)

ProbユemsinAmericanPoli七icalEcOnOrny

工n七erna七iOnalBusinessManagemen七

工ndus七rialStruc七ureofEurOpe(A)

Managemen七 〇fEcOnomicDevelopmen七

Developmen七Finance(A)

S七a七is七icsforBehaviora・lScience

工、abor-Managemen七Re=La七ions

SocialPsychO=LOgy

Prob=Lems

Rela七i・ns(A)'.tt

ComplexOrganiza〔 しions

PsychologyandHumanOrganiza七ion

Advanced・

Seminaron工nfluence,A七 七i七ude

Socializa七iOn(A)

工n七erpersonalBehavior(A)

Peエ ・s'Onali七yTheOryand

SeminarinBehaviOralSciences(A)

In七erpersOrlalDurユamics .1・aboratory

)
)

A

A

(
(

(A)

inPersonnelAdminis七ra七ionandLabor

SeminarinSocialPsuchology(A)

ClangeandAdul七

Assesessmen七(A)
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15.35

15.351

15.36

15.371

15;372

15.373

15.37L

15・375

ユ5.376

15.377

15138

15.381

15.382

15.383

15.38U

l5.385

15.386

15.387

15.391

15.392
15.393

15.Ul

l5.Ll2

15.U32

15山52

15.U6

15山72

15.U83

15山8LJ

l5.50

15.501

巧.503

15.51

15.5n

l5.512

15.522
15.53

i5.531
15.5U

BehaviOralSeienceResearchMe七hods

Indus七rialSociology『(A)

BehavioralScienceResearc'hprac七icum

COmpara七iveAna=LysisofOrganiza七iOns(A)

Organiza七iOnalPsychology(A)

SeminaronOrganiza七ionChange(A)

Organiza七iOn(A)

(A)BehavioralTheoriesof七heFfUrm

SurveysandExperimen七son

Ma七hema七icalBehavi'oralScience(A)

Adminis七rativeTheoryandProc七ice

tt
Managementof工ndustria=LChange(A)

SeminarinMangerialBehaviOr(A)

ResearchManagement(A)

ManagerialCo㎜unica七ion(A)

SeminaronManagemen七Problems

andTechnology(A)

SeminaronCommunica七iOrユ

andTechnO10gy(A)

Doc七 〇raユSeminarin

Orgainza七iqns(A)

(A)

inScience

Probl6msinS.cience

Organiza七ionS七udies(A)

(A)

onCareerDeoclopmen七and

Adul七Socializa『 しion(A)

FinanCialManage皿en七 ロ
Capi七alMarke七sandF{inancia1工ns七i七u七iorls(A)

Taxa七ionandBusinessManagemen七(A)

FinancialAdminis七ra七iOnOf工ndus七ry(A)

RiskandUncer七ain七yinFinancialDecisiOn

Making(A)

Fligh七TransportatiOn(A)

Fligh七Transporta七iOnSeminar

ManagerialAddoun七ing,

'(

A).一 ・'一・

Managerial工nforma七ionandCon七rOlむ
AdvancedConcip七dinManageria1工nforma七ion

forPlanningandConVrOl(A)

FinancialAccoun七ingProblems(A)

工n七rOduc七iOn七 〇Managerial工nforma七ionand

Con七rOlSystems

Con七rOIPrOcessesandSustems(A)

Managemen七InformatiOnTechnolOgy
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15.5Ll
15.5U2
15.555`
15.56
15.565
15.58
15.581
15.582
15.59T
l5.591T
l5.592
15.593
15.59UJ

15.596

15.507』

15.598

15.599

15.61

15.65

15.661

15.70

15.71T

l5.71

15.712

15.73

15.7U'

15.7Ul

l5・.75

15.?81

15.7U1・ ・

15.792

15.81

15.812

15.821

15.832

15.852

15.861'

15.891

15.・班

15.921

15.93

15.9LU

Man・gem・ntlnf・rmati・nTechn1・1gy(A)

.Sys七ems(A)

Ad▽ancedCompu七erSys七ems(A)

Managemen七ScienceFie].dS七udy

Seminarin工nfOrma『 しiOn'andCon七rOlSys七em

工ndus七rialDynamics'..,

(A)'

(A)

Ma七hema七icalProgramming

(A')

S七 ・has七i・Sy・t・m・.(A)

PrObabilis七icModelsinSys七ems

Engineeri・9・ndOP・r日ti・nSResea・ ・h(A)

(A)Simula七ionOfMacro-EconomicBeha▽ior

BaysSianAnalysisS七udies(A)

CaseStudiesinQuan七i七a七iveAnalysis(A)

ResearchSeminarinQuan七i七a七iyeAnalysis

Business工 、aw

LゑborLaw

AmericanLegalSys七em1(A)

Managemen七Decisions

PrOduc七iorユMqn'agemen七

〇pera七ionsMan弓 εemen七(A)

Marユagemerユ 七.Labora七:ory

AdvancedManagemen七 工、abora七 〇ry

(A)
Manufac七uringAna=Lysis'

S－しudiesinManufac'turing.Analysi日(A)

Op・r・ 七i。 ・・Pl・ ・ni・g・ ・dq・h七 ・・ISy・ 七・m・(A)

M・ ・ufac七uri・
.9.br・ 垣.ig・ ・.S輌mr(A)

Marke七ing『 .～

.Managemen七(A)

S七a七is七icalMe七hOdsandMeaSurem6n七sin
・`「Maセk6七ing(A)

.Marke七ingMOdeユs(A)・o
'"'PdeOduc七PlanningandDevelopmen七(A)

ResearchSeminarinMarke七ing(Aう,.

S七 旬 ・nd .R・ ・ea・ ・h.ユ ・M・nag・n・.聴:Sys七em.

;謡::。p。ises(、)….・ ・t・一 二

BusinessPrac七ice・andPo]-icy「De毛ermina七iOn(A)

F()reignPolicyf6rE}(ecu七ibes'

`
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15.95SeniorSeminarinManagerPen七

15・951-959specialstudiesinManagemen七(A)

15.g8SeminarinAdminis七ra七ion(A)

1599ω

6.4 MエTで の 計 算 機 教 育 .

各Departmentで 行 な わ れ て い る'講 義 の う ち,

あ ーる も の を あげ る と 次 の と お りで .、あ.る 。

1.00

1.山1

1.山2
'1
.山3

1.1山

1.151

1.152T

1.153

1.15u

l.156

計算機 に関係の

CivllEngineeでir士9 .

工nf。rma七ionSys七ems

N・m・riρ ・IM・
,:th・d日 ・fEpgin・e・i・g垣 ・ly・i・

Mechan■aユEngineering

.2.IO1

2.山IT

2.18T
'2
.726

Merallurgyand

.3・73
'Elec七ricalEngineering

6・00!. .,Elemen七s,,.systelt日andcompu七a七ion

6.OO2「t・'・':'::=L-・'・ ・

、,.φ,;215∴'.'Simula;七i・ ・M・'thOd・f・ カiA・aiySi・

:1、:'",∴.of℃qnp].exSys七ems、'

6∵231'‥ProgfanmingLingUra七ic's

6.25Digi七alsys七eh'ApPlic;tion

、6.251..Digi七aエ.C.brhpU七er』,6

.:252'D工gi七al"Systems'Engir}eerin9.
..6

・.25.,3.TheOでC七i.calMOdels`:

6∴25と[Da七a's七?Uc七UresfOr

6.255ttDiscre七e .$yS七e.,rasApεilysis、"

ぎ:駕1∴』認 識;蒜1、i.n1・
6.37Sensory

6.U7工n七riduc七iOn七QAu七 〇mticCpmpu七a七ion

'臓h・m・ 七i

,・r1ρP七i・i・a七i・.・. .・,Tech・iques(A)

Compu七erApproqches七 〇Engineering・Problems

EngineeringComputerS 、us七erpsDesign・(A)
'CivilEngineering'Compu七etSeminar(『A)'

Simula七iOnMe七hods(A)

Compu七erSys七ems・"'◆
Coml)u七erMo(!el .sof・PhYsiga1'andEn'gin∈ieでing
'Sys七ems''":

M・d・h・g・ 鱒Sim輌 七i6h「 ・f吻h・mi・
.Sy・.p・ 塑・(A)

Man-MachineSyS七ems" .."tt、C

・mput・ ・-Aid'・dlDesigp'(A)"."L'

Mate .rials'Sciehce..

ApPlica七i・hsOf'Digit・1
.C・mP・ 七・r・'・(A)';・

and・ ℃on七rol

Progranning'sys七erns

f、OrcOmputa七ion

SymbOlManipUla七 士(ゴn

of℃brrわin'atorialMa七hema七ies
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6.535

6.537
6.538
6.539

S七ruc七ur'eofCompu七ingSys七ems(A)

Compu七a七iOhalModels(A)

Ma七hdma七icalTheOryofCompu七a七ionand

SymbolManipula七ion(A)

6.5141SpecialTOpicsin七heCpmpu七erSciences(A)

6.5L2(A)

6.5山JHeuris七icProgra㎜ingandArtificialIn七elh-

gence(A)

6.56gSpaceCommunica七ions(A)

6.571s七a七is七ical・TheoryOfco㎜unicati。n(A)

6.57UTransmissionof工nformation(A)
・6
.575AdvεlncedTOpicesin工nformationTheory(A)

6.905-907工ndustrialPracticea七 七he工n七erma七iOnal

BusinessMachinesCOrpora七iOn、

6.908

6.gog工ndus『 しualProjec七

、.6。gll-・913工ndus七rialPrae七 ,icea七HoneYwell.,Incor-

porated

6.9山

6.91g

(=LO)、ChesmiCalEngineering

10.3U

10.35T
lO.38

一(ll)Ci七y

lL52

(13)
13.50
NavalArchitec七ure

13.51

(=L6)Aeronau七ics

l6山8

(=L7)Poli七ica1

17.733

17.73U
17.735

(18)』Ma七hema七ics

18.13

NumericalSolu七ionofPrOblemsinChemical

Eng.(A)
Dynamicsan'dCOnl七rOlOfChem.Eng.Processes

AnalysisandSimiula七ionofChemicalProcess
.-

ingSys七ems(A>

amdReginalPlanning

㌶::。nS'mu'at'gnoCLa「ge-Sca'CS.c'a'
andMarineEngineering

Compu七erApproaches七 〇 七〇Problems・in

NavalArchitectureandMarineEngineering

Compu七erSus七em.forNavalAエ ℃hi七ec七ureand

MarineEngineering(A)

andAstronautics

Elemen七sofDigi七al .GuidanceComputers(A)

Science

.ln七riduction七 〇Compu七ersf・or'Poli七 土ca=L

Scien七is七s

Da七aS七rUc七ureforSymbolManipula七ion

SeminarinModelBuildingin .Poli七ical

Science

Num・ 。icalA・ ・ly・i・(A)-'.-・'
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18.山

18.16J

18.163
(20)
20.U8

(22)
22.53
22.531

Nu七ri七ion

NumericalAnalysis(A)

Heuris七icPro'gra㎜ingandAr七ificial

In七elligence

TheoryofCOmpu七ers .(A)

andFood.Science

Compu七erMethodsinAppliedPriology

Nucl(larEngineering
'N
umericalMe七hodsofReactorAnalysis(A)

Digi七alcompu七ersinNuclearEngineering(A)

'

＼
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(ハ ー バー ト大学)

Harva.rd Univ;エ 、ity
7.

...

訪問先
「 Hawar.d Ha七haway Ai・ken

..9.

r'

Oo皿puta七ionLabora『 じo「y
」

ル イF
唱

場 所 33 Oxfo1・d
F.

S七 』reb七

"
.1

・・m垣d・ ・,
、迫 ・・.r・ ・h・ ○・西92158'.■

■.

・
「

.

1・. .1'-
'層.9.

期 日 1968
., 年5月 16.日

.「■ ・

・… 層rl・ ・

..'・ 「.一.「 ・

Dr Thomas B。,tee(h・ ・dware,C・ 皿P.S・i,・ の

Dr Willialn B。 。、ert(皿 ・叫bi。 ・・gy,C・ 皿P・.S・ie)

Dr Adrian Buy!e

応接者

Dr Susum.u Kuno (G。mp, S・ ちlingui・t)
⑨

Dr. Hideyuk} Hayashi (留 学生)

F

δ

'

目 次.
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117
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7ハ ー バ ニ ド 大 学

71計 算 機 設 備

ComputingGent'erは,1962年 に,Gompu七ationLab'oratory

のoperationalstaffとLi七 七uieerStatisticalLaboratory

のpr。gramming=Staffと を 合 せ て 組 織 さ れ た も の で あ る 。 当 初 は25人 以 下 で

あ っ た が,現 在 で は129人 の 専 任 者 と20人 の 学 生 とで 運 営 して い る。 ま た 金 銭 で 算 出

した 活 動 量 も12.5万$か ら500万$に 昇 っ て い る 。 設 立 時 に はIBM7090と1401

2台 を所 有 し て い る に す ぎ な か っ た が,現 在 で は 下 記 の よ う な規 模 に な って い る 。

Haward大 学 に は,ComputingGenterを 含 め て,全 体 と して 次 の よ う な 計 算 機

が 設 置 さ れ て い る

Research用

PDP-1(with・lab。,a七 ・di・ply)"

hardware,softwareの 開 発

AnalogGo]np.

Service用

兼

IBM7094

1BM1401

rBM360/50

SDS940

用

台2

台5

台1

台1

($450/1h・.) .

($40/hr.)

(timeSha'red,ab・u七$8/・ ・ns・1e

hr.)

1967年7月 に 開 始 。 端 末12ち 名 で,同 時 使 用

32台 ま で 採 算 が とれ る 段 階 に'きて い る 。

IBM360/501台Compu七er'aidedinstruotiOnの 開 発,

原 子 炉 の 研 究,[BM7094のperiphと して

利 用'

この 他 各 研 究 室 にPDP-8,1620な ど 約20台 が あ る 。

これ らの も の を 個 々 に ま か せ て お くか,総 合 化 す る か に つ い'て は検 討 中 。
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鋪7094の 構 成

各 々5?・768語(56ビ ッ ト)の コ ア メモ リ

デrタ チ ャネ ル(7607)2本 を 持 つ 。

う ち1台 に は729W(8006pi)テ ー プ 装 置 ・14台

他 の1台 に は729Wを12台 と

1301デ ィス ク 装 置(5800万 字 す な わ ち1000万 語)を 備 え て

、 い る。

360/50の 構 成

25.6万 字 の コ ア,2400テ ー プ装 置9台,カ ー ド読 取/穿 孔 装 置,1400行 印 刷 機

2 .台,600行 印 刷 機1台,

2311デ ィス ク パ ック 装 置5台

～二の 他 特 殊 な デ ー タ伝 送 装 置 を 備 え て,Electr。nAccelerator

そ の 他 の 実 験 室 か ら の デ ー タ 収 集 お よ び デ ィス プ レー の 制 御 に 使 用 して い る。

今 後 の 計 画

計 算 機 の 設 備 は つ い て,次 の 事 項 が 要 求 さ れ て い る。

1・verylarge-fastcompu七erforbatch

2・remo七ejoben七ry

3.multiprogra皿ming

4・remotes七ationsvarytromjustpassive七 〇amedium

sizeco皿pu七er(i7な ど と連 結)

5.time-sharing(500userssユ 皿ultanaoltsu)

1972年 に は2000端 末 に し た い 。

上 記 の う ち,1～5を 今 年 中 に実 現 す る た め,

UNIVAG110
.8

CDC6400-6500(duplex)

iBM360/75・ ー

に つ い て 検 討 を 始 め て い る。 ζ の 計 画 実 現 に あ た っ て の 問 題 点 は

1・shortageofgoodsys、te皿programmers

2.'…k。funderst・ 。di。gby七h・ 。。mp。terand、 ・

c。m ・皿pnica七ion皿anufac七u「es
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■

3.money

で ある。

72教 育 そ の 他 へ の 利 用

'ハーバー ド大学 での計算機利用 は多方面 にわた
って活発に行 なわれているが,そ の うち

の い くつ か に つ い て 述 べ る 。

(1)Bu・inessS・h…1(9・aduat・)

ec。nomicanal
↓,LPな どの 学 習 や 研 究 に 利 用 して お り,mergers,

・・b・rt…t
.i…,・ 。pi七 ・・req・irem・nt・,i。VeStm。nt

p。licyな どに 関 す る ケ ー ス ス タ デ ィ に も利 用 し て 効 果 を あ げ て い る。 い ま ま で計 算

量 の 点 か ら困 難 で あ っ た もの を 可 能 にLた 。 言 語 と して は

BASIG,OAL(JOSS)を 多 く使 っ て い る
。1969年 に は,BusinessSch。ol

の 全 学 生(約2000人)が 使 用 で き る よ うに す る予 定 で あ る
。

(2Medicine関 係

14の 離 病院 があるが
・ζの事務量 は年 ・騨 囎 加 しぽ り,・n-・ …d・t・'

P「ocessing・ ・tati・ti・a1
、analy・i・,

li七e'raturere七rievalな どの 面 へ計 算 機 の利 用 が 進 め ら れ て い る
。 ま た 教 育

科 目の 中 にc。mputer。ourseを 設 置 した 。

7.3計 算 機 関 係 の 教 育

Divisi。n。fEngineeringandAppliedPhysicsで 行 な わ れ て

い る 講 義 の う ち 計 算 機 に 関係 の あ る もの を 次 に あ げ て る 。

工、inguistics104,00mpu七ationalTechniquesforLingu --

isticAnaliySis

EngineeringSciences111.In七roduction七 〇Numerical

TeChr1工ques

`

〃

AppliedMa七hema七ics

ク

112.工n七r・oduction七 〇Digital

Computer

208.Workshop
.inUseofthe'

OOIDPuter

211.NumericalAnalysis
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ψ

"

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

.

,〃

〃

〃

〃

〃

〃

212.〃

21ZTheoryofDigi七alSystems.・

218.Sys七emios・..'

' ・21
.9.r.・Automa七ioDa七aProcessユng

221,Informa七ionOrganizationandRe七rエe.val

222,(}raphTheory

.223.1[n七roduc.七ion七 〇,lrlforma七i・onProcessユng

229.Compu七a七io.na100mplexi七y・

27.1SeIninar;TechnologicalAidstlo

・Crea七iveThough七 ・'・'

291..1.is七ProcessingandSymbolManユ ー

.Pula七ion・.『 ・・.

294r.Specia!TopiGs;Semina .rirlAutomata

'Th
・。 ・yandM・pi・ 皿a七i・a1'LingUisti。s

295..Theoryan'dConstruc七ionofCompilers

296,Abs七'rac・tFaInili'es・Of工.angpages

29ZAu七 〇ma七aTheory

298.r.SpecialTopios;SeminaronProg「ammユng

Sys七ems・'・"

　.、`1"
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(ダ ー トマス大学)
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L

噛

.
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A

.

訪問先
Kiewit Oompu七a七ionbel]七er '
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,

03
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↓

=馳 」

ζ

台
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.
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■
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.
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..F
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㎡...
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噛
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・
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8ダ ー トマ ス 大 学

8,'1× 学 の 概 要

'

近 の学生数 は次の通 りである。・

1965年 現 在

学 部5,100人3'050人

大学院.1・ む:4"66人.

大学の組綱 要は郷1図 の勘 である・

第8」 回

田.RU,S、T、E.E§.

P
.RESIDENT

。。。,。 。u、h,。 、、。g,は1769靴 インデ・アン対策 罐 て られ歓 学 で最

教員275人,鵬4・ ・人言675入 で 今年 までの卒業生 は約45,900人 で ある・

ダー トマス大学の組 織

「
V工OEPRESIDENT

TREASURER

〔}RADUAT・EART&

STUD[ES .SCIENqE.S

SOCIAL

SG[ENCE

V1GEPRESIDNT

S.ECRETABY

Computati。nG。n七erは,PROVOST・ の 下 で,DIREGTORを 長 と し てi

第8.2図 の よ うな組織で運営 される。



GOI蕊 コ
D工REG[1]OR DART .-G.E

APPIＬICATIoN

CONSULTANT

ASSIS。,"

DIR.

PROJEGTS

APP≒ ・PROG・

APPI」,ASSIST.

S七ud6n七

ASS[ST.

DIR

EDP6ATION

THEMIS

NSF

ASSでST.

DIR.
'ADM}'

,をOPS

NSF

Sec,Sch.

ー1 1
ASSIST.

DIR ・
.

●
ASSIST

DIR.

S七uden七s

SYSTEMS

PRO(}S.

、

OFFIGE IＬIBRARY

亘DfTOR

OP,

'A'S
、ST。

MA工NT,

』

PROG,

OPs,. .

SUPPER

S:tudexlts

・P・S

,Es・':9ts

(}E

FE・s七aff。

OPER.'

S七udents

OP.
[立]

第 。、図 ダー,マ ス美学の ・。・,…t・ ・n・ ・nter運 営 繊

大学 の年間収入は ・… 万 ㌦ 陸 ・ぶが!・;内 訳は次鋤 であ・・.

授

政

寄

料

助

付

授

業

府 02

121

57%

22%

4%



同 窓

雑

また支出の内訳 は次の通 りである。'

■
,・ ・教

研

サ ー ビ

学,生 援

図 書

管

「雑

会

育

究

ス

助

館

:
理

10%

19%.

10%(フ ソ トボールの収入等が含まれ

ている)

55%

19%

12%

プ%

5%

4%

11%

8,2』 計 算 機 設 備 と 利 用

1963/64年 に,T.E'.'Kur七zお よ びJ.G.Kewenyが 中 心 と な っ て,Time

-Sharlng方 式 を 通'じ て
,、学 生 に計 算 機 を 自 由 に使 わ せ るcLlう な 計 画 を 立 案 し,NSF

の 援 助 金(計 算 機 に ・30方 ドノヒ,・プ ログ ラ ム 開 発 に5年 間 で25万 ドル).を も と に し て,

GE265を 設 置 レ た。 そ の 結 果,現 在 で は,学 生 の80～85%が 計 算 機 を 使 用 で き

る よ うに な って い る。 最 近GEと の 契 約 を 更 新 して,GE655に 置 き換 え た 。 そ の

機 械 構 成 は 第8.3'図 の 通 り で あ る 。

〔注〕・・:・'・G..E、2・6'5購入 費 の 内訳 工'"

、'GE教 育 援 助45万 ドル

NSF50〃

大 学25〆

・.1"已'・:L'・)二r・ 、 ・・tt .:∵ ・,

計100万 ドル

'11!・'}'・・

㌔

'Lli22
一
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.

DRUM

西 一

国 田

己'卜 ー一…

CPU

(G堅35)

.ER

μ

K

O

1

6

0

9

rOC

TAPES

6

PUNO且

READER

DN50DN50

PDP9=一 一 一　一

〇
SOOPE .一 ーポ .・・古 』

1i亘,eslin.es

計 算機 の使用料金 は第81表 の とお り・K規定 して いる。

第8.ほ 計算鱗 用料

OONROI.E

○ 回

DN7』60

SANDER∫S.

720.

}

○ ○ ○

芦$

CPU TTY S〔PORAGE

学 内 5¢/sec

($180/hr)

:

$2/hr

×

$.50/1260字//皿on.

学 外` Zψ/sec

'
$2.50 $.70

コ マ ー シ ャ ル1 40ψ/、ec「
.

$10.00 速2加 ・ ∵.∫
・

・ 、 ・,・ ㌧ … 一 ・'. . -・ ・.、1㌧'

T1.25=



.,

壱

C。mput。ti。nO・nterの 経理 は次の通 りであ る1

(1).ValueofGonputer25,000,000$

(Equiv.AnnualRen七al)700,000

ソ フ ト ウ エ ア 開 発200,000

(2)OnCampusUse

EDU・ATI・N
.140・000$

RESEARCH45,000

(}RAD.STUDY80,000

EbUC・GRANTS36・OOO(他 校 へ の 援 助)

計'301.000

ロツ
(5)UseofOomputer(他 機 関),RealIncome

,。pP。r『 、 。dResearch125,…$(研 究 費 の あ る 高 校 ・ 大 学)

Hlghschool15,000

00mmeroial62,500

College2,500

0ther'5,000

計

S七aff

ADMIN

OPER

SOFT

P・ROJECT

計

へ の 利 用

210,000

54,000

54,650

56,750

50,450

210,000

大学全体として,計 算機を教育の中に積極的に取入れ ようとしている姿がうかかがわれ

、

「
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る。 た とえばpr。f.Rieser(Dean●fArt&Science)は 教員,学 生が利用

す るのはもちろんの こと,図 書や予算統制を含 めて,.大 学全体 で使えるようにしたい"と 述

べてい るし,P・ 。f.H。 ・nig(D・an・fG・adua七 ・S七 ・dies)は``TTYは

Facultyの 一 員である"と 述べている。 こ うした背景を もとに,Kurtzお よびKeme-

nyの 強 力な推進 によって出来 上 ったのが,こ の大学の現状である。現在 のところ,図 書館

預 が1・ ・ 万$で あるの閲 し,計 鰍 予熱5・ 万$で あるが・今後 この予鮒 急激に

増 加 す る で あ ろ う とみ られ て い る。

こ の 大 学 で 行 な わ れ て い る 計 算 機 を 利 用 して の 教 育 につ い て,以 下 簡 単 に述 べ る 。

8.5.1BASIOは 定 年 ま ぎわ の 先 生 で も気 軽 に 計 算 機 が 利 用 で き る こ と を 目標 ど し て,ダ ー

トマ ス 大 学 で 作 成 したTSS用 の 言 語 で あ る が,こ の 言 語 の た め,ほ と ん どす べ て の 人 が

計 算 機 を利 用 で き る よ うに な っ て い る 。 も ち ろ んALGOL,FORTRANも 利 用 で き る し,

こ の 大 学 で 開 発 したDASS(Dartm。u七hAnal,Syst・Simulator),

t-'
GMAP(マ トリ ック ス 解 析 用)お よびLAF甘F(L。9icalAnalysisforFin-

ancialFac七Flnders)な ど も活 用 して い る 。

8.3.2計 算 機 を 使 用 す る こ と に つ い て の 講 義 は 次 の よ うに 第4年 次 で行 な わ れ て い る。

数 学 のFirstGourseと して,IntroductiontoCalculusが あ る が,

これ に つ づ くSegondCourseに は 次 の2種 類 が あ り,こ れ らの 講 義 で 計 算 機 利 用 を

教 育 す る。

(A)TechniquesofGalculus

(B)Flni七eMa『 じhemaSios、

囚 はMathematiosEngineering,Physicsそ の 他 に 関 心 を 示 す 学 生 が

翻 し,CB)e、it・,。 一 ・ ・d・ ・a・ 純 び ・・;…r・i・ ・cesへ 向 う 牲 が 選 択 す

る 。 こ れ ら の 科 目 の 内 容 は 次 の ・と お り で あ る 。

In七ro.duc七iontoCalculus

Differentia七ion

CurveFl七 七ing

工ntegration

SimPleDifferentialEqua七ions

Techniques・ofCalculus

In七egra七iOnTechniqUeS

-125一



Techniqu .esforSolutio.nofDi.fferentialEqua七ions

Ipfini・ 七eand?。we・S .eri・ ・ .

Applications,一.

FiniteMa七hema七iCS

Logicand .Sets

Probabili七yup七 〇 〇en'七ra!I」 ・i皿i七
、、Theorem.・.

forBinOmialTrials

VeCV・rSandMattices

.・、 「ApPl'icati/on's七 〇`Maでko†Ohains・OrI・imearProgra--

mming .1

Secd・d・G。Urseの 前 に2回 だけ 塒 間の瀧 を行 ない, 、プ・グ ラミング技法(・

ASI・ova関 す る)を.与 える。そのあと各 自でBASICの 説 明書 で独学す る。そ して

各学科 目の中で 演習をテレタイプを用いて行 なわせる。

・ 問題
.は次の4問 で ある。'・.l

TechniqueSofCalcu工us・ ・.

・PLE単 位 円 を 分 割 し て 周 の 近 似 値 を 求 め,分 割 数 を 細 か ぐ し て い き, .、円 周 率

を求 め る。 ・,.・ ・1,・.、

TRAP台 形 則 で 定 積 分 を 行 な う。

SINE巾 級 数 でs,;nxeJgkめ る

DIFFEQ修 正Euler法 で常 微 分 方 程 式 を 解 く。 ∴

Fini 、七.eMa七hema七iCS

.NODABmod(H)
.を 計 算する。.一.

Q .UINT5次 方程式の(CJ,1)の 間 の実根 を分割法(1*・ め る。

BDAYN人 の うち2人 以上の人が同 じ誕生 日を持つ確率 を求 める。

oz(0・1)の 乱 数を用いて薙 の5状 態(
.RAIN・ .NエGE・SN・w)

.の マルコフチ ェインをシ ミュレー トす るQ

な お,こ の演 習のためには,学 生各人がテ レタイ プilr9週 間 の間,毎 週4』5分 使用 でき

るよう計画 をたてている。また7
.'ログ ラムが完成 した と考え たとき,TESTと 印字す

ると,TEAOHシ ス テムが働 らき,彼 の7' .『グ ラ.ムが正 し吟か,ど うか,ま.た 誤 りな ら

その解決の ヒン トを計算機が打 ち出す ように なって吟 る。
.、,

-126一
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8.3,5生 産 シス テ ム,経 済 シ ス テ ム な ど に つ い て の シ ミ ュ レ ー シ 。 ン を行 な う プ ロ グ ラ ム を

作6せ 醐 員鋤 言を与えてそれを改良させるという雌 極 じて1.調 機をpa介とし
'て の 教 育 を 行k

っ て い る 。
、 ,.、....

8・5・4エ ンー2=ア リングアナリシスの教育降 灰 も・従来蝉 純端 形システ鋤'堅 ・

て,、次第噸 綱 システムの漸 を構 うようにしてらた1が現 在では・非綱 システ

・か ら入る.こ の働 教育では・鵡 解 く・とが目標姪 醐 なく,数 式化に敵 る教

育が重要な¢1である。非現実的な問題を与えられるよりも,現 実的な問題を与えること

によ・て・学生の蹴 縮 めることができる・ .,. ,、.
1線形治 テ典 酷 なケづ 孔 て扱う・・..,.

&日 計鰍 が舳 随 えるようにな。て,学 蛙 齢 もしろが・てそれを翻 するカ㍉ ラ

・ブそ・一を殿 随 捷路 艇 て.… のて・瓢 的龍脳 不足するようにな・

てし・う・とを案じて臨 ・の点,楯 への取 り劫 醐 つい古 分樹 酬 え・く

ては ならない。

・・… 計鰍 を教育の中て.どう入れたら・いか⇔ いてrNSFの 援助をうけて,確 を行

な。て仏るが,初 確 結 とし歌 あようなもめ⑰ る・

TheDar七InouthTilne-SharingOompu七ingSyste皿

(d,v・1・p・dund・ ・ag・antf・ 。皿 ・th・ ○ 。urse。 。n七 〇t

I・ ・ … …nt・T。9・a「i,・ ・F)

Da,tm。uth℃ ・mputingP・ ・ject,T・a・ .hingSupPl・m・nt柘1

U・e・fth・G・mputeri・a・ 。ursei・Numbe「 ,T□eo「y

・ ・ …?・LhC・m・ ・ ・ …'・T・j9・t・T・a・h'n・ ・rupP'emen`・`a2

0。MPuterP・ 。9・am・ .・fUsein.El・ 皿 ・n七 ・ ・yStatistics

Da,七 皿 。uthO。 皿pu七ingP・ 。j.e・ 七,[r・a・hingSupP.1・m'・nt面5

・・m…terP・ ・g・ap…Use'・the:駆'ys's
,。9Va「'a-

P.ce

…tm・u
.品C・.・.m・ ・tエ ・ ・P・ ・ 」 ・rt・ ・9…IPgS・pP'e・llent・Va・4

Use・fC・mput・ ・in・aO。urseip.L。gic-t

DartmouthCompu七 工ngProjec七,TeachingSupplementメ65.

U・ingth・C。mp.pterinth・T・a・hing。fO・ns七 「uc七ive

LinearAlgebra

-i27_



8.4計 算 機 科 学 の 教 育

現 在 の と こ ろ,計 算 機 科 学 に 関 す る 独 立 し たDepartmentは 考 え て い な い 。}た だ し,

計 算 機 関係 の 学 科 目 お よび 大 学 院 で のdegreepr。gra皿 は 検 討 を 進 め て い る。

8.4.1学 部 教 育

数 学 をmajorと す る 学 生 に 対 し,そ のmajorに 必 要 な12コ ー ス の うち2コ ー ス

を計 算 機 科 学 に 関 す る コー ス で 代 替 す る と と を認 め,新 し い コ ー ス と して は 次 の2つ を

予 定 して い る。.』.

(1)IntroductlontoCompu七erScience

計 算 機 シセ テ ム と プ ログ ラ ミ ン グ 言 語 の 理 解 に 必 要 な基 本 的 概 念 を 教 育 す る こ と を

目的 と し,ア ル ゴ リ ズ ム の 概 念 と そ の 構 成 を 論 じ,ま た 標 準 的 な プ ロ グ ラ ミ ン グ

技 法(イ ン デ ク シ ン グ,テ ー ブ ル,サ ブル ー テ ィ ン,ゴ ル ー テ ィン,イ ン タ プ リタ ー,

ア セ ン ブ ラー,ト レ ー ス,パ ッ プ ア リン グ)を も扱 か う。

(2)Infor皿ationStructures

リ ス ト,キ ュー,ス タ ック の よ う な デ ー タ構 造 を 論 じ,グ ラ フ や ツ リー との 関係 に

触 れ,ダ イナ ミ ック ア ロケ ー シ ョ ン や ガ ー ベ ジ コ1/ク シ ョ ン を論 じ1コ ン パ イ ラ技 法

や 情 報 検 索へ の応 用 を解 説 す る 。

参 考TypicalMathematicsMajorwithOomputerScience

OPtion

秋 冬 春

1年 3.Galc. 4.Galc.

2年 21.Finite 25.Veo七.Oalc, 41.Lin.A19.

26Num.Ana16 31.Mod.Alg. 58.Oo皿PgSciO

3年
55Adv.Calc. 48.Oomp.Sci.1

4年 39Logic 40.Prob.

8.4.2大 学 院 教 育

計 算 機 科 学 で のPh.Dプ ログ ラム は,主 にEngineeringScienceとMathematios

を 中心 と して 構 成 す る 委 員 会 で運 営 す る 予 定 で あ っ て,単 位 と し て認 め る コ ー ス と し て は

次 の よ うな もの が あげ られ る 。

(1)Conpu七erScience

1.In七roduC七iontoGonputerScience

2.IuformationStructures

-128一
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3.For皿alLanguagesandTheirTran'sla七ionI

4.Compu七erSys七ems

.5.ProgramlningLanguages

6・Ma七hematiCalIＬingUiS七lCS

7ArtificalIntelligenoe

8.FormalIＬanguagesandTheirTranslation皿

9..MiCrOPrOgramlning

10.正nforma七ionTheoryandCoding

11.RealTimeSys七ems

②Mathe皿a七icso』fCompu七a七ion

1.Logic

2,RecursiveFunctionTheory.

3.TheoryofOomputa七ion

4.Probability

5.S七a七istics,

6..Nu皿ericalAnaly8is

(5)HardwareandDevices

1・CircuitDesignandB・ 。1eanAlgeb「a

2.PhysicalGommun工ca七ionsandNetworks

3.HardwareLaboratory

4.DigitalCon七rolSys七e皿s

標 準 的 に は,こ れ ら の う ち,最 低Oo皿puterscienceの6コ ー ス,・

MathematicsofComputatiOnの2コ ー ス,HardwareandDev-

1cesの2コ ー ス を'履 修 す る も の と して い る 。 ま たOomputatlonCenter

で 少 な く.と も2期 間 実 習(apprentiGeship)す る こ と を 条 件 とす る つ もbで あ る 。

,学 生 数は20名 を予 定 してい る。

8.5 高 校 。 他 大 学 へ の 協 力

この大学 の端末機は次図の ように,9大 学,22高 校 に連結 して已 る。 この中には200

マ イル離れた ところ も含まれ,5高 校 を除 き,す べ てNSFの 援 助を うけている。援助の

一129一



(1)

②

、

●

ない5高 校 には大学 として予算を計上 して,教 育研究を助けている。 この研究計画 は,

(1)計 算機 が教育の助けになる.

(2個 人 のintellectのcreativeexte,耳 ・sionと して役立つ
.

い ・.

ことを実証するために行なわれている。 こ、の計画 のS部 として実施 した,高 校生対象のプロ

ログラムOupOenlestva}2diさ れ た…蹴 は4の ような ものが ある・

(}eometry F'、
Areaofsphereswith'R=!2,一,10Grade12 `
・RPhere心 ・.、diame七er,circumferenceofgreatcircle,

volumeandsurfacearea〔}rade10

Area・ndv…m・ 。f・y・i・ders
,G「ade12

L・ngth。f・ ・ar。 ・f・ ・'i「clef「
,omch。 「d

leng七handr'adiusトE・ 、Grade12

・ ・ght・ ・ ・・・ ・・ ・ ・ ・・・ ・ ・…
.=艇 ・ ・12

Algebta

N七h七ermofbinomia!expansion(generalfrom

。rac七ual▽alue)Grade

Quadra七icequaもions(}rade

(}raph'plo七 七inganyf(x)Grade

げ
SolverOo七sofa .polynomial,New'七 〇ns

Metho.dGrade 、
Evaluationof.2×2and3×5determinan七(}rade

S。 ・vi・gピ 。
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,R・'・ 七r・f・ ・..5.tb,d・greeeq・ ・七i・n・ ・a

、giv・ni・ 七e,・Y・1.『 、q「ade

Fa。t・ri・g七 ・i・ ・mi・1.wi七h 、ra、ti。 ・a1・ 「
.oo七s.、G「ade
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なお,こ の計画実施に必要 な経費そ め他 は次の通 りで ある。

(1)計 算 機費用

公立高校 月 平 均$AO7.20(12校,8AM-4PM)

◎ 穂""62' ・41

.(6BZ,8AM-一 一・8pM・ 今 土旺)
通 信費用

テレタイプ 。電 話 月$504.55

② 月 あた り平均使用者

公 立65人

私 立t123人

(5)生 徒1人 あた り月間経費

公立$11.29

私 立$Z58

④ 時 間 あた り経費

公立$4.04(月176時 間)

私 立$2.99(月312時 間)
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8.6THEM工S計 画'

国 防省の長期計画 として,年 間24万 ドルの予算で情 報処理 に関する研究が進 められて

こ の 大 学.も こ れ に 参 加 し て い る 。

undirec七edresearch

unclassified

を建 前 とす ・る も の で あ って,そ の 中 に は 次 の よ うな も の が 含 ま れ て い る。

◆
Graphics

IＬow-cost・plo七 七er

IＬibgarylanguagedevelopment

Vocalcomputerinput

Datalogger(usingteletypeline)

Smallplo七ter(OAIＬGOMP)

、Oharacterdisplay

BasicOxygenfurnace

Computerne七works

～二の うち,Co皿puterNe七worksに つ い て は,次 の よ うな 大 学 お よ び 研 究 機 関 が 関

係 して い る。

第8.5図THEMIS計 画 の コ ン ピ ュー タ 。 ネ ッ トワ ー ク 概 要 図
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(イ リノイ工科 大学)

訪 問 先 111inoislns七itu七e ofTechロology Oompu七a七ion Oen七er

場 所 5200Sou七hWabash Chioago, 111.

期 ・日 1968年5月20日

Dr.P.(}.Lykos(Dir. of C。mpu七a七i皿Oen七er)

Dr.」.T.Rellalia七a

Dr.」 「.」.BrOPhy

応 接 者 Dr.K.NakalDO七 〇

Mr.O.R.Bauer

M士.AA.P.Peluso :.
1

Mr.N.工b.o皿pson

9.1

9.2

9.5

9.4

目 次
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.コン ピ ユ'一 夕設 備
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高校への教育活動'

137

158

140

.141
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9

9.1

イ リ ノイ エ 科大 学

イ リ ノ イ 工 科 大 学 な ら び に コ ン ピ コ 一 夕 ・ セ ン タ の 概 要'.

111in。isエnstitute。fTechno1。gy(II「e)は 私 立 大 学 で あ っ て,現 在 の規

模 は 次 の 通 り で あ る 。

学 部 学 生2る00人

大 学 院 学 生800人

パ ー トタ イ ム学 生5DOO人.

教 員300人

C。mpu七ationCenter(GO)を 中 心 と し て みた 大 学 の 構 成 は 第91図 の 通 りで あ

る 。

ノ

第91図 イ リノ イ 工 科 大学 コ ン ビ ュ ー タン・セ ン タ 機 構 図

V.ioePresident

Deanof

GradS(海oo1

DeanofDeanof

LiberalGollegefor

Ar七GolEng.andPhys.

Sclence

AdmissionSecre七ary D]rectorof

OOmpu七a七]on

Cen七er

工nfbrma七ion

Proo∈ssi㎎

Gen七er

InformatiODCART

Science

Center

CASA SSCSE

GOはlnformationProcessingCeDter(IPO)とlnformationSc]ence

Oenter(1SC)を 中 心 に 構 成 され て い る 。 こ の う ちIPGは 計 算 機 の運 用 を 任 務 と し,

GeneralYnnager(」 。hns。n),OperationsManager(H。lmes),SSstems

Mapager(Aronica) .,OfficeMixnager(Fabian)を 中 心 に 運 営 さ れ て い る 。 ま

た エSCは 言†算 機 を め ぐ る 研 究 と教 育 を 目的 と す る部 門 で あ る。2名 のASSistant

P,。fess。rs(Chu,ch,D。 。。,)と1名 の エ。。tfu。t。,(A,。 。i・ 。)お よ び2名 の

,L137一



エ・ecturers(Bauer,Peluso)か らな っ て い る。

GARTはC。mputerApPlicationforResearchユndTeachlngの 略 で あ っ

て,エPCのF-一 部 門 と も考 え ら れIiTの 教 員 お よ び学 生 に対 す る技 術 士 の 援 助 を 行 な●
うも の で あ る 。GASAはComputerApplic帥ionsinSchoolAdministration

の 略 で,大 学 業 務 へ の利 用 の援 助 を 主 目 的 とす る 。 ま たSSGSEはSecondarSSchoo1

C。mputerScienoeEducati。nの 略 で, .高 等学 校 へ のInf。rmati。nS。ience

教 育 を 目的 と した 組 織 で あ り,ISCの 一 部 と も み られ る。

92計 算 機 設 備

IITに は,NS甘 の援助を得て,現 在IBM560/40を 設置 してあるが,モ デル50

に切 り換 えることを検討

している。運 用に当って

はRJE(Remo七eJob

Entrs)の 方 式 を 推 進 し

て お り,現 在 は26台 の

テ レタ イ プ(Bell-Mode1 ,

,33ASR)を,構 内 お よ

TTY

26台

GR

1台

IBM360

モ デ ル40
Prin七er

第92図

1台

'

第9.5図 イ リノイ工科大学 コンピュ ータ ・セ ンタ計 算機構成図
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o

び近 くの短 期大学や高校 に設置 している。

言{算機の構成は第93図 のとお りである。

CRは 計 算機室 の外側 におき,利 用者が 自由に操作できるように してある。RJEの

ためには,通 常の電話回線を利用しており,50～90マ イル離れ たところに も端末 タイ

プライタが おい てある。 現在 タイプ ライタは26台 で ある。タイプライ タを使用すると

きは,利 用者各 自が所有 するマ イカベース の標識用テ「 プ(identifiGati。nstrip,

8単 位)、を最 初に入力す る。 このテープには使用者コー ドや プロジ=ク トコー ドが入 っ

てお り,料 金 言〕算,プ ログ ラムライブラ リの使用可否,優 先処理 の判定 な どに使用され

る。

RJEに おけるDataFIowは 第94図 の とお りであ る。
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._口 …L・S・

臼 … 肥 ・

第9.4図 イ リノイ 工科 大 学 に お け る リモ ー ト・ジ"ブ ・エ ン トリーのデー タ ・フ ロー

ス ケジュー リングのために第91

表 の ようなPollingTableを 利

用 してい る。 この表の中の数 値 は,

各JOBQUEUが 処理 され るパーセ

ン トを示す ものであ る。 このような

表が13種 用 意して あって,オ ペレ

ータが適宜選 んで使用す る
。

このセンターでは,も ち ろん,

-139一

第9.1表PoU・ingTable

JOBTIME(分)

く1 く5ぐ1 5・ く3 0

」 1 201 12 8 0

0
B 2 15. 9 6 0

C
3 10 6' 4' 0

L
A 4 5 5 2 0
S
S
5 0 0 0 0



,

FORTRANやPL/1も 使 用でき るが,主 に エITRANを 使 用 してい る。II「rRANは

プ ログ ラミングの容易 なこと

コンパイル速度の速 いこと

エ ラーの訂 正が即時にできる こと

をね らって,II'r"C'作 成 したものである。IITRANコ ンパイ ラは3人 の責任者 と3

人 のパー トタ イマで1年 かかって作成 し た。 またRJEの システ ムは2人 で約1年 をj要

し た。 ・,

95 計 算 機 に 関 す る 教 育

1SGの 目 的 は 次 の 通 りで あ る。(lnformationScienceOenter)

(1)計 算 機 の分 野 で の 研 究 と教 育 を 行 な う

(2)計 算 機 の 利 用 に 関 す る 言 語,論 理 的 お よ び 数 学 的 問 題 に つ い て の研 究 と教 育 を 行

な う 。

この セ ン ター の 活 動 は,electric,.ユengineering,ind.ustrlalengineering

language,!iteratureandphilesopl}',mathematicsの よ う な他 のdeparp-

mentsと の 協 力 の 下 に 行 な わ せ る こ と が 多 い 。 現 在 セ ン タ ー で 行 な って い る 講 義 は 次

の と お りで あ る 。

UndergradUateOourses

1

2

2

5

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

2

5

0

0

2

3

5

6

7

1

2

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

Introduc七ion七 〇Gompu七ers

ProgrammingforD]gi七a!Goロ 〕puters

NumericalMe七hods

DataProcessir〕gaDdFコ1eManagemen七

BasJcSVruo七uresofCompu七erPrograms

Progra㎜ ユngLangnagesandLanguageTransla七 〇rs、

S},・ 七・mA・ ・IS,・ ユ・ ・PdDigit・IS]m・1・ もi・ ・'

Statis七icalOompu七a七 工on

FuDdamen七alsofCornpu七ersfor「Peachers

「rimeSharingComput ・t)rS∫s七ems

Compu七ersaDdSocie七 》 ・

ComputerArchiteo七ure
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・IS480Telecomn]Im
.icationsS∫s七ems

IS491ResearCh

95,2GraduateCourses

IS501

1S510

1S520

1S521

工S522

工S5ろO

IS540

1S591

1S597

AdvaI〕cedNumer]calMe七hods

Irユforma七]onS七 〇rageandRe七rieval

BesearchTeohniquesinSta七istics

GodingandInforlna七]onTheor∫l

CodlI〕gumdInformat]onTheor∫ ‖

TheoryofForma!CODPu七a七ion・

FormalIＬanguagesa刀dSynVacもicAna1∫s]s

Resoarch

RうadiI〕gandSpecialProbleII〕s

9.4高 校 へ の 教 育 活 動

SecondarySchoolComputerScienceprogra面 は1962年 春 か ら始 ま っ た

が,1968年 春 ま で に1.000人 以 上 の教 員,300校 も の 高 校 か ら の1万 人 以 上 の 生 徒 『

を 教 育 した ・ 生 徒 用 お よび 教 員 用 に い くつ カ}の ・一 ス が 土 曜 日お よ 磯 鶏 に 開 か れ て い 』

るが,そ の概 要 は 次 の 通 りで あ る 。・

9.4.1生 徒 用Bas]cOoUrses

(1)HSSAO(0416,0417)

計 算 機 と は,能 力 と 限 界,11TRANで の プ ロ グ ラ ミ ン グ

土 曜 日(900～3,00)4回

$10.00

(2).HSSAL(0510,0511)

s∫mbolicMachine-orien七edlanguage

土 曜 日(9・OO・ 一一300
.)5回

、$1C.00

,9.4.2生 徒 用AdvanCedG。urses

(1)HSSOA(0608)

計 算 機 の 応 用,シ ス テ ム ァ ナ リ.シ ス,シ ミ ュ レ ー シrン

ー141一
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v

土 曜 日(900～1/.30)10回

$20.00

(2)HSSPL(0707)

計 算 機 の 応 用,行 列,線 形 計 画

土 曜 日(900～1130)10回

$20.00

(3)HSSPL(0708)

COBOLの 基 礎 と 応 用

ゴ 曜 日(900～1↑30)・10回

$20,00

(4)HSSPL(0709)

FORTRANの 基 礎 と応 用

土.曜 日(12.30～3.00)

$20.00

(5)HSSPL(0'711)

SNOBOLの 基 礎 と応 用

土 曜.日(1230～5.00)10回.

$20.00

9.4.5教 員 用BasicCourse

〔1)HSTOW(0226,0227)

計 算 機 と は,ユ ェTRAN,実 習

ニヒ日養e日(9.00-3」00)6回

教 員 用Ad▽ancedCOurses

ωHSTAW(0310)

s∫mbollcmac・hine-orien七edlanguage

土 曜 日(900～11.50)5回

(2)HSTAW(0311)

PL/1の 基 礎

土 曜E](12.30～300)5回

(5)HStPAW(0312)
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COBOLの 基 礎

土 曜 日(9.00～11.30)

(4)HSTAW(0513)

FORTRANの 基 礎

=卜曜 日(12.50～3.00)

(5)HSTAW(0314)

APTの 説 明

土 曜 日(12,,50～3.00)

講 習 料 各$30.PO

5回

.5回

10回
,

なお,・ の 敵 への縮 働 を雑 させ,ク ラス・レー・で,・ ・⑰ 計雛 を剥取

きるようにしている。テ レタイプ ライター をい く?か の高校 に備 え,電 話線 を通して

工工丁の計算 機に接 続する もの で,こ の活動をCO皿pu/「elと 称 している。

)
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(カ リフ ォル ニ ヤ ・ア ー バ イ ン大 学)

訪 問 先 Oniversi七yofCalifer刀ia, IrviDe

場 所 IrviDe,Gallfornia92664

期 日 1968年5月28日

Dr.DanielG..AIdrich (Chahcellor)

Dr.RalphW.〔}erard(Dean)

Dr.Rober七M.Gordo刀(D]r, ComputerFaclli七ies)

応 接 者
Dr.Leo,Keller.(Vic, 〃 )

>

Mr.HerbMayer(IBM)

Mr.ISamuOkajiIna

二

10.1

10.2

10.3

目

アー㍉ ン・キ。ン・ミスの沿 革

次

コンビ土`・÷タ設備 とその利用

コン.ピュ■ タに関す る'教育

145

146

147

(
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10カ リ フ ォル ニ ヤ ・ア ー バ イ ン大 学

10.11r▽ineCa皿pusの 沿 革

Uni.v.。fCallforniaは 約1・00年 前 に 設 立 さ れ,現 在 は,そ の 発 祥 の 地 で あ

.るBerkeleyを は じ め と し て,9個 のGampus(Davis,Irvine・LosAnge-

les,Rユverside,SanDlego,SanFrancisco,Sε しntaBarbara,San-

taCruz)を 持 っている。IrvineCampus(UG・1)は,そ の1つ として.Los

Angelesの 中心か ら南方 約35マ イ ルの 地に設 けられてい る。

UOIの 設 立計画は1962年 に 始め られ,1965年 秋,建 物の一音院 成を待 って,

教 育が開始 され た。現在,学 生数 は"95000人(教 員250人)で あるが,将 来5万

人 を収 容す る予定であ る。

Campusの 建 設にあ たって は,近 代科学(特 にC。mpu七er)を 積 極的に取 り入れる

こと を考え,こ の実現 の ため,R.W.'Gerard氏 の協 力を 求めた。教職 邑には計算機

に十 分な理解 と関心 を持つ ことを要求し,ま た大 学当局の 積極的 な支援を要 請してい

る。 しかし,計 算 機の使用 は経費のかかる もので あり,州 政荷か らの研究援 助やIB

Mの 教 育援助 があるものの,十 分ではな く,そ の資金 の工 面に頭 をなや ましてい る。

なお,州 政府からは年35万$く る予定だ が その1/3は レン タルL2/3は

C。mputerFacilitSにL・ る12人 の人件費その他に費 され る。必要額 は50～70

万$で あ る。

'
こ のGtrmpusは 第10.1表 の如 き5つ のDIVエSIONで 構 成 されて いる。

第TO.1表

DIVISION DEPARIPMNTS

BiologicalScieDees BioohemistryandBiophysics

HolecularaコdCel!Biology

Organ]smlcBiology

PopulationaηdEnvironme刀talBiolog∫

㌧P

ミ ∫chobiology

FineAr七S Ar七

Drユ 皿a

Mus〕o

DanCe
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Humal〕i七ies 抱 聖11・ha・dO。mp・iaViv・Li唾 ・七ure
.

FOreignLal〕gUageSand工 」i七era七UreS

H]stOr∫

.

Philoso画S
幽

,.'F.9■

PR∫sicaiScier〕ces

F

Ghe皿is七ry

,..
.

F

「

Ma七hema七1CS

,
「

Phys]cs

「L.9

SocialSoiences Anthropology

'

.
L

EconOlniCS
、 「..L.

Geogrう.Phy
,

.

「 ・
,

Poli七iGaＬlScience

F.

-

Psycholo9∫ .
■..

1
.

SOG〕olog∫

.
・

Soc]alScience
9

,i .,

こ れ ら のDIVIS工ONSの 他 に,教 員 養 成 の 「leaCher .・EdUCat]Onゴ ー ス が 開 か

,れ ・て お り,ま た 電 子 工 学 を 中 ・.[♪に し たSPhoo.1。fEngineer]ngや.管 理 者 養 成^・

の(}raduate・.S.ch。 。LofAdm「inist'rati。n力 設 け.ら れ て い る 。 計 算 機 に つ い

・'て は
,そ れ が 各DIVISION'に ま た ・が,る ご と か ら.:'.:...'...』 『

工nterdisoip!iエ]ar∫ProgralDinInfomationand-f・C
.olnmdn]ca-

　 ぺ

七lOIT'Scienoe・....;:J.::.;:'・ ∴ 、

が あ る 。'・..
・

,

10.2 計 算 機 設 備 と そ の 利 用,'...・ 一 ・ ・ 一 「

現 在,計 算 機 設 備 と して は,'

工BM .1410-1440'』tt

端 末 』2'1台(10ら0)「 『

が 備 え られ て い るがtttt「968年6月 に は 』'."t'

工BM560/50

.撚{55台(2741)0"mpus,内'

30台RemotcTelephoneLinesを 通 し て 高 校
`

..__.な ど に 接 続,..・.・
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に 切 り換 え る 予 定 で あ る。

このCampusで は,計 算 機 を 大 学 の すべ て に利 用 し,Gompu七erlzedUniver-

sit∫ たら ん こ と を意 図 し てい る 。.す な わ ち,'

(1)InstrUCti。D

(2)Co皿putatiOn

(3)A亘m]n・i。t担t]。n・'…

'(4)・Lit)rary1 ・ ・ .'.

の4つ の面 へ の 活 用 を 活 発 に推.遣 し て い る。

(1)に つ い て は,GAL(GomputerAsslstedLearnlng)を かな』りの 教科 目に

取 り入 れ て お り,:そ の モデ ル校 と し て の 自覚 を も っ て.意 欲 的 に 検 討 を 進 め て い る 。

教 材 を 書 くた め に は,CAL(G。urseAu七hot・L泡guag`e.)が 作 成 さ れ て お り,

このCALはIAS(エnteractive .ApplicationSupervisor・)の 下で 働 ら く よ

う に なっ て い る。'・:、 一

(2)につ いviは.RANDのJOSSを も'と に し て 作成 し た 士SIS(lrvineSymbollo

エnterpre七iveS5'stem)を 活 用 し て い る 。

β)℃つ い て は,大 学 のfi-n知ce,studentenrol!ment,p'ersonne .1.な ど,

全 般 的 に 利 用 し よ う と して い る 。『.・.".

ま た(4)に つ い て は,図 書 ・雑 誌 の 購 入 管 理,サ ー キ ュ レ ー シrン な どに 用 い て い る。

な お,大 学 で の 利 用 に っ い ては,

斑 ・phW・G・ra・d(・d)・C。mputers・ndEdu・ ・七i・n・M・G・ ・w"Hi .ll

お よび こ のGampUsのAnnualR∋port(後 送 の 予定)に 詳 細 が 記 述 さ れ て い る。

10.5計 算 機 に 関 す る 教 育

前 に 述 べ た よ うに,InformationapdGo皿nunica七ionScienceに っ い て;

InterdivisionalPrograrnが 設 け ら れて い て,5つ のD工VエSエONSそ の 他 へ の

教 育 を して い る。 そ れ は,情 報 の 理 論 的 な 把 握,表 現,伝 達,処 理 に っ い て扱 うも の

で あ り,特 に 電 子 計 算 機 の 利 用 とそ の役 割 に 重 点 が お か れ て い る 。現 在 お か れ て い る

コー ス に は 次 の よ うな もの が あ る。

(1)UndergradLeteCourses

lDigi七alCompu七er,
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'
180Speci'a1'Topics.・-

1991ndividualStud∫

(2)Grad1ユateCourses

280Specia1Topics

299工ndividualEesearsh・

Phy,i・ ・1S・i・ncesやS。 ・i・1S・i・ ・cesのDIVISIONやS・h。 。1。f

Engineeringな ど ど は,Freshmanま た はSoph。m。reの 標 準 課 程 の 中VCDIg1-

t。 、6。 。P。t。,の コ ー ス を 入 れ て,計 算 機 の 利 用 を 教 え,.そ の 影 響 に つ い て 考 察 さ

せよう としてい る。

・の他…h・ ・…E・g・nee…gに は・講 榔 関係あ る'一 ス として次Q

よ う な も の が 設 け ら れ て い る 。,.

115A-↑1・5B-115CSystemsEngineer]1〕g

120AT1.20BS・it・hi・gGlr。L・it・'・ ・dS・quentialMachines
.'

121A-121B--!210D〕9はIG。mp・ti・gMa・h・ …SAnalSsisand

Design

125Pr-125B--125CInformationandCom皿umication「iheorS

220A-220B"r2200PatternRecognitiop

イ
.
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(ブ ロン クス商交)

訪 問 先 皿eB「orxHighSch。ol ofSoieOce
、

場 所 75Wes七205七hs七reet Bronx,N.Y.104 .68

日 時 1968年5月15日

応 接 者
D,.A、 。三。。d。,T。ff。 、

蛤 ・Hen「ie垣MazeD

(校 長)

(Ac七]ngohairmaエ 〕,Dep七 。主M。 七h)
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11.4
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11.'6

ブ ロ ンク ス高 校の概要

教 育 の 概 要

コンピュ}タ の教育 施設

ブロンク ス高校にお けるコン ピュータ教育の概要

NuinericalAnal>'sユsCourseの 教 程

今後の計 画,そ の他,

150

150

i51

451

152

155
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11ブ ロ ン ク ス 高 校
/

11.1ブ ロ ンク ス高 校 の 概 要

ブロンク ス高校はニ ュー ヨーク立 市として1938年 開 校され た。本高 校はMath,

・・…ceを 中 心 とした4年 笛・」ttPt'C'あるが・ 中 延 業酷 と異 な り・本学 進学希

望老 を募 集す るため卒業 生はほと んどがC。llegeに 進学する 。

現 在の学生数は次の通 りで全校約3,000名 であ る。

9年 生200人(10ク ラス)← 一 一8年 生学校 の卒業老

1・牲 ・50ノ・(50ク ラス)←'糟 鍵 鍵 當,5。 人)

1』1年 生950ノ ＼(28ク ラ ス)

12年 生950入(26ク ラス)・

11.2教 育 の 概 要

tt2.1必 修 科 目

・英 語::4年 間

・社 会:4年 間(歴 史,経 済)

・S・ienc・ ・:4年 間(科 学 硝,生 物 ・物 理 ・ 化 学)

・外 国 語3-・ 年(・ ラ・ス・スペイ ン,ロ シア・ヘ ブ ラ億 の三ξ:?

・数 学:3年 間
.・,・ ・.㌧

・製 図:1年 間

。科 学 実 験:0.5年 間 ..、,、

.F。,thY。a,Mathema七ics(群,集 合,行 列):1年 間

11.2:2自 由 科 目(SpeclalGousrse)

・演 劇 ・世 界 文 学 ・べ ん 論 ・作 文 ・ ジ ャー ナ リズ ム

11.2.3選 択 科 目(大 体 は4年 生 で 履 習,少 くな く と も2科 目)

.科 学 の 歴 史 と そ の 発 展,・ 実 験 手 法,・ 生 物 ・ ・化 学 分 析

・上 級 科 学,・ 電 子 基 本,・ 数 値 解 析 とO。mputerPrOgram

確 率 と リニ7ブ ・ グ ラ ミ1ング ・ ・A…ncedS・'ence「 「echn'que・

Lab。.at。rS,・AdvancedMechani。alDrawing・'Advan。ed

⊂}enera!Ar七.
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1T24上 級 科 目(○ 。il.初 級 程 度 の レ ベ ル で 教 育)tt

:
・数 学,・ 社 会

,・ 英 語'.化 学,.科 学;.生 物

,11.2.5特 殊1…斗目(ExtraOourse)

・体 操,・ ス ポー ツ

11.3Compu七erの 教 育 施 設

工BM1620-1511-1622・407,519.・26(4台)

・そ の 他Ollvetti
,M。nro6,Fridenな ど の 卓 上 形 が あ る。'・

((注)IBM-1620:Dataprocessings∫s七em'『 『'「

131イ`i'Discst。r',、geDrive

・'・ -i・1・622:C。,d,e。'd「P。 。面'一'rl'

『'』'一 ・-4

.07:Acc・Un七i・gma・hiri・`r…:'・'

='5'19:'be・
pr・d。6ing'pirb・ ・亘'』 ・・'∴'・ ・tt

26:P,i・ti・g・ ・,d・ 『麺 。ht"-'"・ ・

毎 日9馴 開 放 し 他 の 相 の 実 翫 ど に も 顧 る.'tt・':/t

11.4本 校 に お け るComputer教 育 の 概 要/'・"1『"tt1・

t/'・(1)・:名tt称 吋 逼 邑h
。。・A。 。エ∫。i‥ 。dC。 。P、{t,i,,。'gt'。dmi。9

(2)"』 内 』 ㌔ 容:』2進 法i"プ ー ル 代 数,機 械 語,S'∫mb。lic'lahg'・Llage,FDRTRAN等

数 値 解 析 を ま ぜ て 行 な っ て い る。 ・'・'一'

"'":』.講 義

と 実 習 の ぐ り 返 し 形 式 く1・'5分 講 義 き0分 実 習)

β)学 生 お よ び教 員 数

:教 員 は2人 で 各2ク ラ ス を 担 当 ＼

':総 ク'」 ス`4
,学 生iク ラ ス 約20人,』 学 生 総 数 約100人

(注)ほ か にA人 程 度 計 算 機 に く わ し い 先 生 が い る 。tt
'

生 徒 は12年 生 が 主 体 で あ』る。"i・ ・'、

(4)講 義 時間:1年 間 毎 日(月 ～ 金)1時 間 つ つ(45分 授 業)・

(5)撰 択 科 目 で あ る。''"

(6)テ キス ト:NumericalAnal∫sis'witriSCien6eAPplioattions.

(b∫lrving'AllenD。desandS.L.G,eit。er.
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HaydenBookCo.工nc.NewYor1(.)

IBM1620Progra皿mingforSc]enceandMath.

by-lrvingAllenDode『 、.

(同 上 出 版 社)

ComprehensiveFORTRANProgrambS:Heag・

(同 上 出 版 社)

11.5NumericalALnalysisOourseの 教 程

(1)コ ー ス の 目 的

NumericalaDdstatistlcal,科 学 実 験,応 用 数 学 な どMath.&

Scienceに お け る 問 題 を解 決 す る た め の 最 近 の 方 法 を 理 解 さ せ,応 用 で き るよ う

にす る こと で,こ れ はMaPh.&Scienceの 勉 強 を 動 機 づ け 成 長 さ せ るに は 最 も

よ い方 法 で あ ると 考 え て い る 。 こ れ は普 通 の 数 学 コー ス と置 換 え る も ので は な い 。

2)期 間 は1年 間2学 期 で あ る 。,、 、

(5)第1学 期 の 内 容

川 卓 上 計 算 機 の 操 作

近 似 値,限 界 直,精 度

(n)数 列 入 門,べ き 乗 の 展 開,SUM記 号 の 性 質,未 定係 数法,奇 数 法 に よる ル ー

ト,試 行 錯 誤 法,ニ ュ ー ト ン法 に よ る ル ー ト,ラ グ ラ ン ジ ェ の剰 余 項 ・ マ ク ロー

リン&テ イ ラー 展開

セ・)統 計 分 析:デ ー タ の 集 約,実 験 法,確 率 論 の 復 習,相 関,criticalrgtion

に よ 鎌 の 比 較

(4>第2学 期 の 内 容

←)Computer「Centerの 各 装 置 の入 力,キ ー パ ン チ,repr。ductingpanch

、の 使 用 法,inte』rpreting,s。rt,.fl。wchartの 概 要

固 織 語 に よ る ・BM1620のP・ ・g・am・n・ ・g

NSPSに よ るProgra皿mlng

(ト)'FORMATを 使 用 したFOR・fRANP・ ・g・r・url]i・g

(5)(Pt・N(ト)で 出 さ れ る 課 題 の1eg・

programming'Fて)RV]RANwithFORMA「r.
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11.6

●

Thegeneral七 ∫pesofproblemshandledln恒 →,Nand(ト)are

三x8folloms:『 『

(a)Tables。fvalue.Given:y=Asin1。gX,BX3,Car。tan

(5)ご_,X)。 、th。p。 。 、f、 、v。 、ues。fA,B。 。 ・C.Bequi,ed:

t。produceatable。fvaluesbeginningwithX=Xoandi

incrementlngXbysomeglvenquan七i七 ∫,AX.

(b)Solutionofanequation,orse七sofequations.(}iven:

AXx,BX4s]n(10gX)-0,withspecificv'aluescfAandB.、
Required:locatear。otapProximatelS,bygraphcaloro七her

m・ ・… 「ih・・p・ 。9珂theC。 ・pU七e・ 七。findthecl。ses七 「。。七

toagivenorcalculateddegreeofprecision・

(c)Operationswi七hvec七 〇rsandmatrices.

(d)Solut]ondfstatisticalproblem.s,includingLeast-squares

formULIas.

(e)時 間 割

・1日1時 限 が 講 義 ま た はdem。nstrationに 充 て られ,研 究 課 題 は,そ の

他 の 自 由な 時 間 に や ら せ る 。

・研 究 課 題 は 第2学 期 の問 に 全 部 で8っ あ り,

machine語 .:3題 . .'・

SPSfix・dp。i・t:1題 .;

SPSf…ti・gP。i・ 七:1
.題 ・

FORTRAN:3題

・ 自家 で の 準 備 や 読 書 に 要 す る 時 間 は平 均 で1週 間 約1時 間 程 度 と 思 われ る 。

今 後 の 計 画1・ そ の他

(1).N。wYofk市 内 にはG。muterを 導入 して教育 してい る学校が数校 あるが,他 校

では事務棚 晒 ・硫 ㌃,

1(・)…Y・ ・疏 に ・BM360を 備え・端榊 を各校唖 る計画があ砂1予 鋤 ～

ま だ 認 あ ら れ て い な い 。.、

(く わ し く はM・ ・Ge.・ge
.G「.s・sm!m,Board'trfEduca

.t'.n・NW・ 綱

: t・ ・
,-15.5-・t ...1'ノ
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かれたい。)

(5)現 在 搬 科 目であ るが・ これ を必イ参にす る調 はない ・

(4)高 校 教育 あなかで'C6mputerb)教 科 を設定 する ことに対 しては全く疑問 を感 じて

い'ない。

・・他の学 科 のための学習時間に くい込 む ことはない。 時間はあ 石・"と い ういい

方である。

・大枝 の卒業生が大学教育 を うけるとき}ま・ より高畝 テーマ晒 り組めばよいの

㌧"由 り・足錫 ・すること'はない
。'・ ご

.CoaSputefはMath.やS61enceの"toolで あ る,と ∂)意見を信 念 として もっ

て い'る 。'

,参 考 文 献

,価 噸 か・寄せられた質問状に対ち
IrvingAllenDodesの 返 答 書
'

Br。nx高 校 のCompu七er教 育 の頚状,設 備,『教育上 の注意点等の質 問に対して解

答 してい る。
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12 レ イ ン 高 校

12.1レ イ ン 高校 の 概 要

川 本校は工 学 科 学研究 関連技術(建 築 美術,音 楽等を含む)に っいて,さ らに

大学で勉 強しよ うとする生 徒を対象と した高校である。 したが って本校卒業生 の90%

は大 学へ進 学す る。

(2)本 校 はS。ni。 。HighS・b・ ・ユ であり,9,1・',11,12牲 轍 育す る。

生 徒 数(男 子のみ,女 子は入学 しない)5.OOO人

先 生 数250人

(5)入 学 率 は3人 に1人 であ る。

幻 創立 は1908年

(5)vギ ュ ラー コー スと して技術 建築,芸 術,音 楽の コースが あ.り,ま たBbnorsコ

ー スとして成績のよい生 徒を100人 位 選出 して教育するコースが ある。

各 コースの プログラムは第12.1表 の とお り。

UN工 頂3REjlqJI]釦D

4]巡}L工SH

ろSC工 臨E

2),{ATHEINAII[CS

2且 工S[[r〕E"ζ

2SHO〔P

3日LEX刀[IV民S

1'皿Fr工NG

1]≡EOrROTC‡

る 「

第12.1表 レ イ ン 高 松 八 二・一 ス 内 容

SPEC工AL

14才

9th

thgユish{

(}en.Sci.QrBio=L.11

Aユ9・ebraI

ShOpI

I>・afしingI

PEOrRO7]CI

工NTERESTTECHN工CALAREA

1σth

団g且sh皿

(}e鵬 †・rアI

ShOpfl

S(rPh.F.ユ ・・ti・ ・2

Draf七ingfi

PEbyROTC∬

11七h

Eng■ish皿

Physic81

M.W.Hist.o亡yI

Jr.]]]一 つc七 ゴve4

6

PEOrROTC頂[

18才

12七h

Engユi8hIV

Che皿istryI

U.S.HistQry

5S
r.Eユvctive

6

壬EOrROTCW

'
SPEC工ALエNTlllREST

4EN}五[SH

4MAifHEMIY皿(9

5SC工 玉NCE

2HIST()Rエ

21JAN(}TJAGE

ls}DP
*2DR

Agtr工N〔}

1速qrROTC土

9t,h

E㎏1i8hI

AユgebraI

Gbn.Sci.OrBioユ.11

ArCh.Ein。pIlo

Arch.D㌘aftingI

理OrRσr]CI

工NARCH工TECTURA工 」DRAW工NG

10七h

EhgL垣hll

Ge(ぬ つt.1一アI

Chemist・]〔yI

MW.Hist・OryI

Arch.Draf七 五ユ9』

丑 日OrROI℃ll

11th12th

IIIngtish皿EI〕9ユi日hIV

Adv.Nath.i7Adv.Ma・Lh.Ile

PhysiCsI

U.S.His七 〇ry豆

rangt]ageIgIanguage皿9

Ar(h.])rafting亙Arch.DraftingIV

珊OrR)rc皿 王EurRO駝W
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.'

411)JC}L工SH

2MAZEEIMAT[CS

ls〔 江EN已E

4ART

3Hlsr.r)Rエ

2工AN]ITJAGE

*4工臨F'丁工NG

lPEOrR〔)TC]

8

SPEC工AL

斑

Eng■ おhI

AユgebraI

Art・I

E.W.HLstOryI

]}aft血gI

田OrRO[[lI

工NTEREST工N

1〔}七h

Ehgユishll

Geom。 七ryI

Ar七 皿

M.W.丑ist・oryI

功 白i♂1

田OrR(V]]C皿

ART

11七 上

]lhgrish皿

且乎8icsI

Art日

工flngμageI』9

珊OrRO鵯m

12th

E㎎ ユishW

ArtIV

U.S.His寸 て)ryI

工Janguagellg

王迎 ・OrRC)TCIV

4珊LISH

2]4XTIIEMA■[CS

lSCI .ENCE

4MJS工C

5肛szrr)Rsr

2工ANGUA〔E

21」[IJS工CM工N(正 ご

1理(trRo輯

9

SPECエAL工NTEREST

gt.h

.皿ngユ 迫hI

AIgeb]iI

MU8icI

冗.W.HjBtOr5rI

Thヨ 〕τyI

mOrROTCI

工NMUS工C

10th

Bh.gtishil

(}e(rmetry{

Misicll

M.W.His土Oryl

HarmOn.yI

田OrR)TCll

11t.h

皿9■ish正

正hysiCsI

Mu8ic皿

エ⑳guageIg

C胞℃h.&Cnt.rpt.1

珀OrROTC皿

12th

EngrishIV

MusicIV

U.S.Mst・OryI

泌ngユagellg

Hist.&Alpr.I

PEOrROTCIV

.

t1/4unitperyear *1/2uni七peryear

NOTES

(1)SciencePユace-Ou七TeStdetermineSchOice

Q)OnemaybeseエectedasSOphOmoreeユec七ive

(a}Languagel(Ge'rman,Latin,P。lish,Russian.。rSpanish)

{b)BiOlogyI(工fGenera■Sciencetakenls七year)

tc)ChemiStryl(エfBi・ ユOgytakenlst5/ear)

(d}EarユyWOエ ■dHistoエyI

④Onema(Ybeselec七edasjUn1・r・elec七ivel

(a)LanguageIOrll

{b)AdvancedMctherna七icsI〔Adv.Aユ9・&Trig.)

lc)Sbop皿

(5)OnemaybeselectedaSSeni。reユeetive'

(a)工ar靱a食Ior∬

fO)N[v・MothematiQ3且(OO■ ユ,Aユ9.&Ara工y七icGeO皿)・

{c)ShO玉)morIV

(d)竜)eech-Lawo
.rLaw-Sp∋ech(1/2yearOfeachincombinatiOn)

(6)MinOrdraftingOrtypingmaybee■ected

の 岨vancedXathem・ticSI(Adv.Aユ9.andmg)

18)Adv『.Ma七hemo七ics且(Co■ ユegeA■g.&Ana■yticGθOm)
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,

(9)Up[)nrequestoftheparen七'ahdWith.・ ・LheapProvalOfthep取nc■paユ

OneユeC七iVemaybeSUI)StitUteし.

‖OArchi七echta■shopIconsis二 しsOt

OfEroming・

./2yearofWoodShopand.1/2year－

100人 位 の選ばれ た人 々で 成績がわるい と戻 される。

4EN}工ISH

5MATHE遁![[CS

3SC工 斑(田

2』.'i'工ST℃.,RY

2工AN〕UA〔}E

2S月 【)P

lE珊 ℃TIVE

1工 眠ABT]ING*

1PE。r}K)TC‡

21

HONORS

HlihgユiShI

HA■gebra'11

HBIO■Ogy'1

団qpI

fraft・ingI

正面`OrROTCI

PROGRAM

H.恥9L輻hH

H .G901n合t・ryI

H.Che匝8TryI

ShOP皿

]irafting且

P日OrBO陀H

H.IhgL"iSt.田

.耳Adv
.MafJh12

H王hsiCS'I

M・W・Ili8± ・OryI

工flnguaggI

BBOrROIC皿

H.En9=LishIV

HAdv.Ma七h'『

U.S.Hist,oryI

τangユagell

5

H恥CTive

PEOrROTCW 卜

●

‡1/4uni七PefOyear':*1/2uni土 工)eryear

NOTES'

川11ク 皿itsareearn・dユn・n・yぽ ・

(2)H⊃norsAdvancedMot血1(COユ ユeg∋A■gebra・Trユ9)

(4}HonorsAdvanced敗)七hll(AnaユyticGeom-Ca■cuユ ーus)

(5)ththe・H・n・
.y・Advang・dCh・ 毎Phy・y・sO・.、

H・ ・。・・ad・a」[L・
,・d.M・ 七4皿(E・e…t・ ・y・ ㎜ ・・迦 ・).t'、

(6)Participapi・nreS七ri・ted七 ・allmi七 ・dnumber・fstubentS.withhigh

acadetnicpo七entiaユandahighacad㎝icclassttan]dng,Participants

areSeleC七edbyadminiStra七iVein▽itatiOnOn].y・

ComputerScienceは ど の コ ース を履 修 し て い る人 で も と れ 乱"

PE

ROTC

S且OP

(lhysicaユEducation)体 育

(ReserveOffiCersTrainingC・rps)教 練

職 業 教 育
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.1・2・27.・ ン ピ ュ 一 夕 教 育 に,つ い て

12.2.1概 要

Comput .g、r.$qienceコ 「 ス を 昨 年( .1967年)・9月 よ り開 始 した 。 本 コ ース は

11年 ∠12年 勉 ・対 象 で 選 択 癩 と し てお り, 、1.ク ラ 。.25人 轍 で行 な 。 て、、

る。

本 コ ー ス は 数 学 を9年,1.O年 でみ っ ち .,bや っ た後 に劇 磨 る も の で あ り,現 在 は

数 学 の 問 題 を ○Ompu七erを 用 い て 解 く こ と に 主眼 をお いて い る。

12.2.2使 用 言 語,

使 用 言 語 は 主 と し てIITRANで あ る が 耳ORTRANも 使 用 し てい る。

12.2.5テ キ ス ト

.「 キ ス トは 工工TRAN560:Se[if'エ ・…u・ 七i… ユM・nuar・/PdT・ 苓七 お よ

.びBasic.FORTRANIV、Programrrrtng
,:{輪ユf・工ns七,晦nuaユ 、andTextを

使 用 して い る。

こ れ らは,A.P.petusg(肩 書 ・ 地 位 は1頁 出 席 者 欄 を 参 照) .
,'

C・R・B{]u・ 「(一'tノ ."・ 、), .,y膓

に よ っ て書 か れ た 。

両 テ キ ス トは一 応 酬 し い知 識 外 て の説 明 を行 な …
..しか る 後 に プ ・ グ ・ ・ 学

習 技 法的 に フ レー ム を す す め る 型 を と っ て い 査 し か し フ レ ー ムの な か で 新 し い 知 識

を さ ず け る と い う こ と は な く,い う な れ ぱ 練 習 ,復 習 を フ レ ー ム の 型 で 行 な う と い う

こ と の 繰 返 し で あ る・ ・
.,...∴ 、・ シ

12・2・4教 育 方 針 担 び 方 法 ・・・….,
.・.・tt/ 一.

本 校の… 叫 ・rS・i・nce嘩 育1林 学のP㎝ 卑C・・ 』 ・ce嘩 学する人 を

・嫁 と・してお り・卒業後す ぐに…a-…ceSSを や 臥 哨 鵬 考えCIな ・・
。

・さら嚥 ではCO「「1・・t・「教嘩 ρ・・n・砕 ・語 関係〔 ・C
.・樋 良策 であ・

と考〔 り,FHIg・ ・S・h・・1で の・・輌r・E呼 画 の将来⇔ ・・て離

しも結論的 なことは言い得 ないと考 えてし・る・ しかし"C・ ㎎ ・t可 顛
,蜘 てC。m-

put・r教 育はない"と 確信 してV・る」 が担当教官の心構 えで あっtc。

繭 問題}数 多くやらせ ることvaしてヲ …-8・ 程助 噸 を持⊃ ・醐 ・j

紙 参 考)・ ・ 『
・tt・ ・

il

12.2.5そ の 他
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C。。put。 ・S。i。nceの ・一ス1ま数 学のみVa限 定 せず物理等Vaも 拡大 したい希 望が

あるが先生の側に問題 がある模様 である。

C。。puterの 勉 強はクラブ活動 として4年 程 前から毎年10名 位 でFORTRANを

や って きた。 現在 ク ラブ活動は続 いてい る。

12.3コ ン ピ ュ ー タ ・ サ イ エ ン ス 教 育 に つ い て

12.3.1概 要

州 内 に お け る 高 校 の先 生 お よ び 高 校 生 に 対 し てComputerProgra㎜ingの 学 習

の ため に 工■]ユnOisInSt.OfTech.の 工nfαProc・Cen七erの 指 導 の も と に

Bauer,Peluso,等 に よ り"ComputerScienceE(iucation"が 約5年 前 よ り実

施 さ れ て い る。,

シカ ゴ 躯(約50マ イ ルの 範 囲)(先 生 が 過 去5年 間 に1.000人 程 度 受 講 し て お

り,本MgtiSclpo■ で は 約15人 が 履 修 し て い る 。 高 校 の 生 徒 も過 去5年 間 に 約

1,000人 が 履 修 し て い る 。 コ ー ス は 各 種 ある が 大 体5～10日/コ ー ス で,講 義 はす

べ て 土 曜 日 に行 な わ れ る。 授 業 料 は各 自$30(先 生),$10～20(生 徒)で,自 前

で 負 担 す る こ と が 多 いが 勤 務 先 .学 校 で 負 担 す る こ と もあ る。

言 語 関 係 の 教 科 書 と して は1'2・23項 の

工工TRAN360:Se工f、 工且s七.、 臨n.andText

BasicFORTRANrv:"

を 使 用 し て い る。

な お,(COBOL,PL/1)等 の 教 科 書 も同 様 な スSイ ル で 作 成 しつ つ あ る。

こ れ ら のTeXtは さ き に も 少 しふ れ た がlinearなPrOgrammedエnSt「UctユOn

Tex七 で あ 乱PL部 分 は 約100頁 程 度 で,と も にBauer,Peluso等 に よ る。

C。MP、 、、。rは ・ ・Tで 倍 し て くれ る わ け で あ る カ～L・n・ 高 校 の 端 末 機 が 使 用 で

きな い 人 に 対 し て は 紙 テ ー プ を作 っ て こ れ を1エTへ 送 る。

それ ぞ れ のコ ー ス は 次 の と お り。

12.3.2教 員 監 督 者,管 理 者 向 けコ ーx

{1)BaＬsicC()urse

{a}HSTCWCourseC6日 間)予 備 知 識 は 不 要

毎 土 曜 日 午 前9.OO～ 午 後3.00
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内 容Computerの 概 要説 明

エェ王Rぷ 言語 の紹介

プ』 グ㍉ 実習

受講料 教育関係 者$30

そ の 他$125

1、}。 、。ひ 。ed,。n。 。eBasi。C。 。rseの 終 了9,、 た は プ 。 グ 。,。 グ

の 経 験 者

(a)HSTAWCO310)(5日 間)

毎 土 曜 日 午 前9.OO～ 午 前f1.50

内 容Machine-orientedLangnageを 紹 介 し

DigitalComputerと よ り 直 接 的 な 会 話 が で き るよ'5va

す 観

}b)HSTAW(0511)(5日 間)

毎 土 曜 日 午 後0.50～ 午 後3.00

内 容PL/1の 基 礎 の 紹 介

(c)HSTAW'(0312)(5日 間)

毎 土 曜 日 午 前9,00～ 午 前11.50

内 容COBOLの 基 礎 の紹 介

(d)HSTAW('0515)(5日 間)

毎 土 曜 日 午 後0.50～ 午 後3.00

内 容FORTRANの 基 礎の 紹 介

・・}HSTAW・ ・514)(1・ 日商 ・

毎 土 曜 日 午 後0.30～ 午 後3.00

内 容 各 コ ース 共 教 育 関 係 者$50

・ そ の 他$125

12.3.5学 生 向 コー ス

6～12年 生 程 度 を 対 象 と し て い る 。

(1)BasicCourse予 備 知 識 は 不 要

(a)HSSAC(4日 間)

毎 土 曜 日 午 前9.00～ 午 後3.00

-161一



撒

内 容 ・Corrrputerの 概 要説明

OomPUterの 可 能性 と限 界の把握

工工TRAN言 語 の 紹介

工工TCo血puterで 催すさらに上級 のコースに参加できるよ

・ う補習 させる
。

自分の組 んだProgramoをCOmputerに 乗せ る機会は与 えら

れ る。. .,

受 講 料$10

b)HSSAL(5日 間)・'

毎 土 曜 『 午 前9.00～ 午 後3。00・.、

、.,.内.容Machine-OrientedSyUboliclIanguageを 紹 介 し,

MgitaユCOmputer・ と よ り 直 接 的 な会 話 が で き る よ うにす

る。'"・`

自分 の 作 っ たprOgramを 処 理 さ せdebugさ せ る。

受 講 料$101、-t・'』 ・.,「

(2)AdvancedCourseBasic〔"Durse'の 終 了 者

(a)HSSCA(10日 間)・ ・,'.'・ ・.、

毎 土 曜 日 午 前9.OOん 午 後3。00'・,

内 容 シ ス テ ム 分 析 お よ びDigipalSimUa七ion・ を含 むCorrrpu－

七er・.の 「ア プ リ・・ケ「ニシ ョ・ン。 ㌧'.・

受 講 料$20t、t.・'・ ∴

(b)HSSPL(0707)(10日 間) .,、 、

毎 土 曜 日 午 前9.00'・v午 後3.OO

内 容watri・x・'Techniquesと 線 型 計 画 法 を 含 むCOmputer¢)'

∴'ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・

受 講 料$2。'tt㌧,1.・.,L...、

HSSPL(0708)(10日fiE)!'・ .:.'・t

毎 土 曜 日 午 前9..:e'o～ 午 後3DO、.,「

内 容COBOLの 基礎の紹介 、〆 問題演習 ・

受 講 料$20・`』
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(d)

も)

取SP口 「0709)(10日 間.)・ ・.

毎 土 曜 日 午 後0,50～ 午 後5.OO"

内'容FORTRANの 基 礎 の 紹 介

問 題演 習

受 講 料$20

HSSPL(071川(10日 間)

毎土曜 日

内 容

受講料

午 後0.30～ 午 後3.OQ

SNOBgL'の 基 礎ρ 輸

rln・n-nu・ ・ri・aPpユi・a・;・ ・ 噸 用 き れ る)

問 題 演 習..._.1

$20'、

〔別 紙 参 考〕

高 校 生 に与 え られ る問 題 例

〔〕

問題お よびフローチ ャー ト

生徒がフ ローチ ャー トを見 なが ら

プ ログ ラムテープをつ くる。

Fig.2

↓ … 倦 … は伝送
O,omputerに よる

処 理

返 送

谷
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ASS工GNMENTPARTIAIPROBLEMl

PROBLEM:AREAOFASQUARE

FREDR工CK,DONALD

COMPUTERPROGRAMM工NG

9/24/67 .

SQ,UA[RE S工DE

E工SEDOAREA←

S工DE*SIDE

m工 町 ・AREA・

S工DE

工F

S工DE=0 STOP

/*

//・X・C・ ・TR・ ・D・NALD・ …b・ エC・ ・Q・ …A・RE…2・ ・67

PROCEDURESQUAR日

SAGAN:R.EI>.DS工DE

工FSエDE=OSTOP

E工、SEDOAREAt--SエDE】*S工DE

PR工NT,A[REA,S工DE

GOTOSAGANEND

ENDSQUAIRE

EXECUTESQ,UARE

7、8.9,90,54,7・8,9・8,7.5,567,765,4987,6754,758,0.998,0

/*

/*

//EXECエ エTRANDONALDFREDR工CKSQ,UARE・AREAg/29/67

PROCEDURESQ,UA[RE

SAGAN:READS工DE

工F'S工DEOSTOP

ELSEDOAREAS工DE*S工D£

PR工NTAREAS工DE
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GOTOSAGAN

END

日NDSQ、 し「ARE

EXECUT巨]SQUARE

ア;8.9,90,54,7.8・9

/*

.・

8,7.5、567,765,4987,6754,758,0.998.0

//日XEC

0001

0002

0004

0007

0008

0009

0010

COMP工1,AT工ON

BEG工NNエNG

工工TRANDONALDFREDR工CKSQ,UARE.AREA

PROCEDURESQUAR日

0001SAGAN:READSIDE

OOOsIFS工DE=OSTOP

OOO6ELSE,工 ℃AREAS工DE*SIDE

OOO7PR工NT,AR日A,S工D巳

0008GOTOSAGAN

OOOgEND.

0010ENDSQ,UARE

aXECUTESQUARE

T工ME:0.2SECONDS

EXECUT工ON

9/29/6フ

d

4.900000E十1

6.400000EHト1

8.1000'00E】 十1

8.100000日 干3

・2・9160QOE十5

6.083998E-十 一1

9.605997E-←1

5.625000E十1

3.214「890E十5

5.R52250E十5

2.487016亘 十7

4.561651E十7

5.ア45640E-F5

g.9600三 ～9E-1

STOP〔5TATEMENTOR

E)(tllCU「 工1工ONdli1ME:

7.000000

8.000000

9.000000

9.000000E十1

5.400000E十1

7.フ99999

9.799999

ア.500000

5.670000E-←2

7.650000E十2

4.98700C]W3

6.754000E十5

7.580000E十2

9.979999E-1

昼NDOFIPROCEDUREENCOUNTER万ID

A「FSTATEMENTOOO5

'1
.8SEGONDS
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124そ ・ の 他

本 校 の 端 末 用 タ イ プ ラ イ タ ー はonline1台,offllne5台 であ り,カ ー ド穿 孔

機 は1台 で あ る 。 テ レタ イ プ はM。del33で あ る。.'

'』大 枝 のG
。rnp,'Sys」'・ 使 用 料 は大 体 月 当 り・$100で あ る 。 ・,

参 考 資 料

1.LANE「DECH

LaDeTech.HliS.の 概 要,入 学 資 格,教 程,内 容 等 を 紹 介 し た パ ン フ1ノ ソ ト'

2.ComputerScienceEduca七loD(spring,sLlfi]merO)2音 β)

C。mputerScien。eEduca七i。n各 コ ー ス の 案 内 お よ び 受 講 申 込 書

3.ANALYT工O〔}EOMETRY

'4
.LANEDAILY(VOL.6ア 「rme・d・ ∫Jrur?・4・1968N・ ・108)

.

LANE高 校 の学校 新聞

"

一
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131。B。M

13.1会 社 概 要

15臼'沿 革

工BMは1911年TheInternationalTi皿eRecor(lingCompany,

TheTabulatingMachinθOo皿panyお よびComputingScaleCompanyの

5社が合併し,TheCom四 七i㎎口abulati㎎ 一毘cordingO㎝ 卿y、 として発足 した。

i914年 故Thoma8」.Watson,srが ゼ ネ ラル ・マネジャーとなり,ま もな

く社長 となった。

f924年 社 名を現在の エn七ernationalBusinessMachineOorPora-

tiOnに 改 めた。

その後,1952年lT.J.Watson,Jrが 社 長 となったカ～1961年5月 以降,

チ ェアマン ・オブ ・ボー ドに就任 した。

1966年4月 以降,社 長はT・V・Learsonで あ る。

13.1.2製 品,工 場 営 業所

工BMの 業 務を一言で述べれば,「 問題解決(Prob■elnSolving)」 で ある。 つ

ま り,エBMは 産 業,科 学,国 防 医学 宇宙研究 などの諸 分野において問題解決の

ため に,情 報処理機構 と情報処理技術の開発 を行なっている。

開発 している製品のお もな ものをあげ る とつ ぎの とお り。

(1)事 務用お よび科学用の電子データ処理システム

(2)事 務 用,軍 事用,taよ び 宇宙開発用の特殊お よび高度 な計算機システム

(3)電 動 タイプ ライタ,磁 気テープ ・タイプ ライタなどの書取 り用機器

(4)パ ン チ ・カー ド会計lkk－ よび電子式 タイプ計算器

(5)磁 気 インキ読取 り機 お よび光学文字読取b機

(6)プ ロセス制御用デ ータ処理 システム

(7)継 電器,リ ー ド・ス イッチ,け ん盤 電源装置な どの工業製 品

(8)磁 気 テープ,せ ん孔 カー ド,タ イプ ライタ用 リボン,用 紙な どのデ ータ処理機械

で使用する製 品

(9)フ ィルタ ・ドクメン ト処理機器

(10)用 紙 ・ドクメン ト処理機 器

一168一



(11)事 務 用 複 写 機 器

(12)そ の の 他

以 上 の 製 造 の た め に,エBMは 米 国 内 に15の 工 場(内2工 場 は建 設 中)と11の

カ ー ド工 場 を も っ て い る 。 ま た 海 外 に は15カ 国 に16の 工 場 と58カ 国 に47の カー

ド 工 場 を も っ て い る 。

製 品 の 販 売tsよ び サ ー ビ ス の た め に,105カ 国 に550の 営 業 所 が あ る。

さ さ ら に,研 究 開 発 の た め に,米 国 内 外 を あ わせ,27の 研 究 所 が あ る 。

13.1.3組 織

工BMの 組 織 は 次 の 通 り。

(1)Eざecu七iv・ ・ L

(a)B・ard・fDirec七 ・f・ ・ ＼.

T.J.WatsonJrを チ ェ ア マ ン と して 以 下16名 よ り 構 成 さ れ る。

(b)Execu七ivθCo皿mittθe・

A.L.Wil■ia皿sを チ ェ ア マ ン と して 以 下6名 と,officer6と してT.」.

Wa七sonJr,T.V.Lθarson社 長 を 含 め56名 よ り構 成 さ れ る。

(c)Divisionan(lSubsidaryChiθfExecuti▽e.・

事 業 部 長,系 列 会 社 の 社 長 な ど14名 よ り構 成 され る。

(2)事 業 部 お よび 系 列 会 社

1956年 よ り つ ぎの11事 業 部 と3系 列 会 社 に よ り業 務 を 行 な っ て い る 。"

(a)事 業 部

事 業 部 は 第15.1表 の 通 り で あ る。
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ト

第15.1表 工BM事 業 部別 概 要

事 業 所 名

1:

業 務 概 要 本部,工 場 研究所の所在地

Advanced. 会社にとって新しい製品や仕事の 本.部:Harrison(N.Y・)
.L.■

Sy日 七θIns 領域の探究とそれ らの潜在価値の 研 究 所:Los(}atos(Caユf)

De▽eユO皿en七 立証。 その後の開発,製 造,市 場 YOrk七 〇wnHeige七

活動は他の実施部 門に引渡す。1'

.'`(N
.Y.)'

Co頂ponen七 エBMの デ ータ処理システムで使 本部
ヤ

Barrison(N.Y.)
「

用する電子部品の開発,製 造およ 工場 EastFishkili(N.Y.)

び購買 EndiCO七 七(N.Y.)

Buriing七 ・n(V七.)

' i

DataProssing 米国内の営業所を通じてIBMの WhitθPユain6(N.Y・)

情報処理システムおよび機器の全

部の営業 φ

、

FederaユSystem∋ 米国政府が要求する地上 空中, 本 部:Gai七hsbUrg(Mi.)
,

空間の情報処理および制御に対す 工 場:Huntsville(Aユa・),

る高度 な技術お よひ特殊 システ ム Gap∈ 》Kennθdy(甘1a),

に関す ること
二

Be七hes(la(血 ・);

.

、

Owego(N・Y・),

H卯S七 〇n(Texa日)

Field 国内の情報処理システムおよひ機 本 部:Whi七ePlains(N・Y・ 〉

Engineering 器に対する保守および関連するサー

ビ ス

工nfOrlna七ion データ処理システムで使用するカー 本 部:PrinCe七 。n(N.J.)

ReCOrd ド,用 紙,磁 気記憶媒体,そ の他

'工場
:A七lanta(Ga),Ga皿]⊇b創 ユ

(Ca■if),

消耗品 の開発,.製 造 および販売
Ooncond(MaSs),De七rO-

i七(Mich)

業務記憶の保存,検 索,配 布
Greencas七 ユe(エnd),

KansasCi七y(工nd),

提示 のためのシステムおよび Minneapoli8(Minn)

サ ー ビ ス を含 む 。

Prince七 〇n(N.」.),

ROch口 七θr(N.Y.),

WasingtOnD・C・

Sher皿an(Tex)
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「「

事 業.、.所,名

.,

業 務 概 要
.

.,

本部,工 場,研 究所の所在地
.

r

.,

.ぺ.馳 「-'・馳-
L.'.

.

.ヲ.}

「'

,

'

i

研 究所:Boulder(c6ユs),

PrinCe七ion(N・J),

Ves七a1(N.V.)

磁 気 テ ー プ セ ン タ:

Minneapo■is(Minn)

OffiCe

Products

.

δ

.電動 タイ プ ラ イ タ,磁 気 テ ー プ タ

イ プ ラ イ タ,書 取 用 機 器Oold

・七ypecomposingequipmen七

および関連品の開発,販 売

本 部:NewYOrk

工 場 研 究 所:

Lexing七 〇n(Ky)

Austine(Tex)建 設 中

ReaユEs七ate

and.

、

工場設備設計,建 設,購 買,賃 借

と用地の計画および選定に対する

調整

本 部:Harris。n(N.Y.)

Research

.

L

将来における顧客の情報処理要求

に新 しいまたよりよい解決 を与え

るために,高 度な概念 技術,機

器 計算機アブリケーシ・ンの開

発

[A・ 「「A1「.

本 部:TheTho皿asJ.Watson

ResθarchOen七er

a七YOrk七 〇wnHei9は

(N.Y.)

研 究 所:NewYork,

S。n」 。、e(Caiif),

Ruschユikon

(Sw斗 七・land)

SyS七em

DaveIOpmen七

全世 界の仕事 か ら,情 報処理 シス

テ ムお よび機器 の 工BM標 準生産

ライ ンの開発お よび プログラ ミ、ング

グの援助.

'本 部:Harrison(N
.Y.)

研 究 所:B。ulder(C・1。),

Burling七 〇n(V七);

R)ugh㎏e画
.e(N.Y.),.

KingS七 〇n(N.Y.),
、.

㎡ 画
〔1dic』〇七七(N.Y・),

Pa■eigh(N.C.),.

Roches七er(lninn),

San」 。se(Casif)
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事 業 所 名 業 務 概 要 本部 工場,研 究所の所在地

Syθte皿 エBMデ ー タ処理生産 ラインにあ 本 部:且arrison(N.Y.)

Manufactuエi㎎ る機器お よびシステムの製造 工場:BOuldθr(Colo),

POughkeepsie(N・Y・)

Kings七 〇n(N.Y>,

斑dic。t七(N.エ),

Raleigh(N.C.),

Roche8七er(Minn),

SanJ。se(Calif),

BocaRa七 〇n(Fla)

(建 設中)

(b)系 列 会 社 '

系 列 会 社 名 業 務 概 要 本社の所在地,工 場等の数

The工BMWbrユd 米国外の 工BMの 業務の管理 ・本 社:NewYOrk

Trade 16工 場6研 究所

OOrPOra七ion 47カ ー ド工場(38カ 国)

TheServicθ 高速かつ経済的なデータ処理およ 本社:NewY。rk

Burθau び計 算機プ ログラミングのサー ビ 80以 上 のデ ータ処理 センター

COrPOra七ion ス(米 国内の各企業に対して提供
、

する)

Science 全領域 にわたる学習,ガ イダンス 本 社:OhiCago

Re6earch の資料お よび,学 校,'産 業 界,政

AssociatesIhc 府のためのテストの開発と発刊
.

15.1.4財 務 状 況

1967年 のIBMの 財 務 諸 表 のk・ も な る 項 目は 第13.2表 の と お りで あ る 。
.
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第15.2表 工BMの 財 務 状 況

販売,サ ービス,レ ンタルか らの総収入

税 引 前 の 収 益

税 金

縛 益 金

現 金 配 当

株 式 配 当

工場,レ ンタル機械等における投資額

年 末 の 総 資 産

年末の工場,レ ンタル機械等における純投資額

年末における長期負債

年末における純流動資産

.従、 業 貝 数(1967年 末)

株 主 数(

5.545.290.993

1,297,499.558

64(5.000,000

651,499.558

245,172,836

$4.55)

2.5%

1,469,941,152

5.598.670,392

5,496.50Z204

521,459,702

91《 氏382,995

221,866人

35.9,495人

(参 考 資料)(1)AProfilθQfエBM

(2)AnnuaユReport1967,IBM

15.2教 育 の 概 況

工BMの 教 育課程 は11914年 丁・」・WatsonがIBMの 前 身で あるComputi㎎

－Tabuユating-RecordingCompanyの 社 長 とな
った ときか ら始ま った。彼 は 「こ

の事 業の進歩発展は2つ の ファクター,つ ま り研究 と教育 に『よって解 き明 かされ る」 と

述べ・研究 ・製品開発 ・教育の各部門を設定 した。 これが現在では顧客 の経営 者や計算

機要員の訓練か らエBM自 身の販売,シ ステム,保 守などの各要員の訓練まで広 く包含

した ものになって いる。

エBM従 業 員に仕事 を拡大 し,経 歴を進歩させるための機会 を与えるため
,1967

年 も引続 いて教育訓練 に重点 を置いて きた。米国内で1967年 に実施 した教育は顧客

一173_



従業 員をあわせ て1,800万 人 時で ある。

..同 様 な教育は国外に拾い てもWTCに よ って行 なわれ ている。,1967年 に実施 した

ものは顧客,従 業員を あわせて105カ 国 におい て20万 コ ース以上で ある。

これ ら教育努力は,エBMの 基 本理念 である"顧 客は単 に機械 に投資す るの では な㍍

自分たちの問題解決 に対す る専門家の助力 に投資する"と いうことを反映 してい るのであ

る。 つまり,シ ステム設計 者はデ ータ処理 システムを設計,構 成 し,セ ールスマンはそ

れ らのシステムを販 売 し,エ ンジニアは設置する。顧客はシステム を購入t." .7"ログ ラ

..ムを軌 操作する・また保守者は駄 の信繊 でシステムC嚇 維持 しな－ttればt
ち な㌦ したがって,顧 客と従業員それぞれのために教育訓練が要求されることになる。

教育施設については節を改めて述べるが 教育予算は顧客,従 業 員をあわせて5500
●

万 ドルで ある。

13.3教 育 施 設 の 概 況

13.5.1国 内 施 設

DataIProcessingDivisionは5つ のPlant-side教 育 セ ン タ ーをPough

Keep・i・(N・Y・)・E・di・ ・t七(N・Y・)詫 びSan
.1・ ・e(C・1'f)Vaも ・ て い る・ ま

た,22の 地 域(district)教 育 セ ン タ ニ を主 要 都 市 に も っ て い る が,そ れ ぞ れ に

は10～55人 の イ ン ス ト ラク タ お よび 管 理 者が 配 置 さ れ て い る。 さ ら に,'多 数 の 小'

都 市 に は 出 張 所(dranChofficθ)が あ る が,こ こ に もそ れ ぞ れ 教 育 実 施 能 力 が あ

る。

FiθldEngineeringDivisionは15の 教 育 セ ン タ ー を 主 要 都 市 に も ち,サ ー

ビス マ ン 訓 練 を 実 施 して い る 。

15.3.2国 外 施 設'

・BM・WTCは38力 甲の71都 市に鮪 セシ〔 め だ レ一夕ー訓練か

ら経営者ゐためのセ ミナニまで巾広 く実施 している。 普通の教室式のほかに プログラ

ム学習な どの進んだ 教育技 術 も採用 している。

WTCは3つ の重要 な教育センターをオ ランダのBlaricum,メ キ シコのCuerna-

vacaお よび 日本の天城 にもっているが,こ こでは近 くの国の エBMの ゲス トに対 し

て勧 込 拭 セ ミナー接 地 している・馴 は ・BMの 社 内と=・一ザニである・ この

セ ミナーらおもな利点 の1つ は,産 業界,教 育界,政 府な どの各組織か ら出席す る人
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人が垣 い蜘 識と経験を交換することによ・て啓発しあえるということである
。

15.4顧 客 教 育

顧客教 育は エBMユ ーザ ーを対象 として実施 しており
,見 込み客は原則 として含 まれ

ていない。 まち すべ て無料で ある
。

教育対象か ら,マ ネジメ ン ト向、け(ト ップお よひ ミドル)と 計算機要 員向け(シ ステ

ム設計者,プ ログラマ,パ ンチャ「な ど)に 大別で きる。

13.4.1マ ネ ジメン ト教育

マネジメン ト教育は
・Cu・ 七・鵬rEx・ ・uti・・P・ ・gra皿,ExecutivesC。mpS

七erConCep七lltそ の 他に大別で きる
。

(1)CuSt・m・rExθcu七iV・Pr・gram

この 課程は・顧客の経 営者(た とえ ば会社の社長
,取 締役,地 方官庁の高級官 僚

病院長,学 校の校長,学 部長 な ど)を 対象 としている。

実施場所 は・糎 内では…gh・eep・i・(56・/4・ 以上 の三 一'ザー)
,

Epdic。tt(560/20 ・30,P・Sの ユーザー),S・n」 ・se(560/

20,30,40,POSの ユ ーザ ー)の3教 育センター
,海 外で はオ ランダの

B■a「icu皿 ・ メキシコのCuerna▽aca
,日本 の天城の3教 育ゼンターである。

鮪 は5日 間で・1ク ラス蔭 ・・～ ・・人で
,全 員勘 込み 詰 る.196・ 年

には4・3・ ・人綬 諾 したが,1968輸 半 は16・ ク ラスを予定 してい る
。

.コースは,]lbcecu七iveCla6sesとIndu'sVryMarketingExecuti▽e

に大別 され さ らに前者は各機種 またはシステム別に細 分さ払 そ れぞれ について

基 本的 な知識 を理解 させ る。後 者 も業種別に細分され
,計 算機の概念 と各業種のア

プ リケーシ 。ンについて学習す る。

つ ぎに・各 コースの一覧 を第15 .3表 ～ 第15.4表 に示す。

,
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第13.5表Exθcu七iveOlasses

19683～8月 の ・

各 地 で ・の 回 数
妬 コ ー ス

P E S

EX、-10 PunchedCardDa七aProcθss工 ㎎Principles
,

0

.

4 4

EX=11 1130Coロ1putingSystem.・ 2 0 1

EX-32
ExecutiveIn七roductiontoSy8tem/360-

MOdeユ20
0 5 4

EX-33

耳X-54

Ekecu七i▽eエn七roduc七ion七 〇 討6七en/560-

Mbdθ ユ50

Exθcu七ivθ 工ntroauc七ion七 〇Syste毎/5 .60-40
and.■argθr

0

7

4

0

4

5

,

EX-64 エnf・r頑ti・nSys七 θm日0・ncθP七s 5 0 ]

EX-72
Manufac七uringManagθmen七forMahufac七ur-

ingエndUStrieSPrOdUC七iOnEXθCUtiVeSOnユy
0 3 0

EX- .ア4.
ManufacturingManagθlnθn七fOrManufac七ur-

ing .エndUS七riθSFin胆Ceal取eC碇i▽ θSOn!y.

0 3 0

L

EX二76 Manu£ab七UringManag・men七 0 2 0

EX-82
C。ncθP七s(恥gineθring&ResearchCompu七er

Execu七i▽es)a
3 0 0

F

.
L

EX-8.3 Cρ 輌t・rC。ncep七 ・・Sア ・七・・〆560噺 。d・ ■30 0 1 4

EX-84
Co唾)u.七erConcept6,Sys七 θ皿//360-Mbdθ ■40

a姐up
4 0 0

計 1.9 22 21

9 合 計 62

第13.4表 工ndustryMarketMgExθcu七ive

1968.3～8月 の

% (業 種 別)コ ー ス 名
各 地 で の 回 数

層

P E S

L

(ED〔JOAT工ON)

E1-64 工)rθsiden七sof七wO-5rearOOユleges 0 0 1

F

E3-75 ScoolA(11ninistra七prs 2 0 1
'

E1-82 VicθPresidesid.entsandPeansCOIIeges 0 `0 1

層
.

E1-19 Ad皿inistra七 〇rsoffour-yθarCO■ ユθge日
1 0 0

S1-75 LaboratrアAutomationDeanofEnginθerw P

■ng
1 0 0

E`1-50 DeansofE(1ucation 1 0 0

P
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1968.3～8月 の

各 地 で の 回 数
妬 (業 種 別)コ ー ス 名

P E S
,

(MEDエOAL)

H1.-39

.

Hospi七a]、 工nfor皿a七ionSys七 θ皿 2 ・0 1

H1-74. SHASforHospi七alAdminis七ra七 〇rs・ 1
・

0 0

H2-52 OOmpu七ingfOrMD|s 0 0 1

S1・ ・-75

.

・・艦 七鑑 鵠 ㌃きξ'on-Med'caソD's七 「'bu 1
・

0 0

H1-10 Oa七holicHosl)i七alAdlninis七rators 0 1 0

■

H1-52 HOspi七alAdminis七ra七 〇rS 1 0 0

. (STATE&LOCAL(}OVERMENT)

G2-65 工」oca1〔}Ovθrmθn七 一－LawEnforcθInθnt 1 0 0

(}2-73 LocaユGovermen七 〇fficia工s 1
,

0 1

(}1-75 S七a七eWelfareOfficials 1 0. 0

(}2-21 EmPloylnen七Sθcuri七y
'1

0 0

〔}2-12 Oi▽iユEngineeringLOCalGO▽er皿 θn七 0 0 1

COMMERG工ALINDσSTR工ES

(CONSσLTANTS劔DSERVエCEB〔 肥AσS)

B2-46
andpublicACCOun七an七s--Consul七an七S

BasicD/P
0 2 1

B2-66
0・瑞2瓢s躍dPubエ'cAcco"nゆts一 1 0 0

・

(D工STR工BσT工ON工NDtJSTR工ES)

D、3-52 Mea七PackingエndUS七rア
1 0 0

D1-70 Re七ai工Sys七ems
1 1 0

D1-71
SInallRe七ai■S七 〇res

0 1 0

D1-28
(}rOCeryエndUS丘'y

1 0 0

D1-14 Rθ 七a'ilGonsu工 七an七sandAssociations
1 0 0

D・1一 〇6 Appare■ エndustry
1 0 0

.

D2-16 Whoユ θsa■eDrug
1 0 0

D5-75 SoapandOOsmetiCs
1 0 0

,

'
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・

1968.ろ ～8月 の

各 地 で の 回 数
κ (業 種 別)コ ー ス 別

P E S

(FエNANCE)

」

'

F5-78 Trus七 〇〇nfθrθnce' 0 2 0

F1-52 BankManagθ 皿en七S)τstem・
.

0 2 1

.

F4-74

F
Sa▽engSエns七i七U七ions 0 1 0

- ・

F1-12 Gom皿 θrcialBanks 0 3 0

F5-25

. ・
工)inanceCOInpan■es 0 1 0

F1-58 Managθ 皿en七SciθnceinBanking

.

0 1 0

F5-24 Fe〔1eralReserye 0 1 0

'

(工NSσRANGE)

N1-48
工nfOr皿a七ionSys七emforLife工nsurance

ExeCU七ive
1 0 0

N2-48
Proper七yana工nfo'r皿a七ionSys七e皿fOr

Liabili七yエnsuranceExecutiVes
1 0 0

N1-52 Life工nsuranee--Me(1iumSize62-CFC
1 0 0

N1-74 SmalユLife工nsurancθCompanies
1 o 0

N2-74
.

・鳴 き謡 鵠 ・七・andL'ab'"tyln6u「ancθ 1 0 0

(MANσFACTσR工N(})
s

M6-04 NewApProachestσEngineering 1 0 1

M6-14 Cons七rUC七ionエndustry 0 1 0・

「

M.4-10 Appliahcθ エndu6七ry 0 1 0

M6-22 EngineerirユgD/P
0 2 0

M3-07 エn▽ θn七〇ryManagemθn七
0 1 0

M4-69 Plan七Automa七ion 0 1 1

M4-88 SchedulingandShOpFl。OrCOn七r・1
0 1 0

M4-20 吐ac七uringエndus七riesExθcゴi▽ θ晦8
0nfθrence

0 1 1

M4-29 (}er1θralManufacturingExθcuL七ivθs
0 1 0

(PRエNTエNG&PσBLエS肛NG),

K1-64 BookPul)ユi8hθrS 1 0 0

,

9

.
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..●

「 1968.5～8月 の

妬
,

F

(業 種 別)コ"一 ス 名
各 ・地 で の 回 数

]P E S
「

馳" .`ざ.'9

.'一 』 ・
二 」..」. Tも9 .L.L'

王)1-65 (PROGESS)
「

S1.-75 PrimaryMe七a■s・ 0 2 0

S1-75 Labora七gryAu七 〇lnation--Process工n(1us七ry 0 0 1

P2-12 COrruga七edBox 1 0 0

P1-24 Foun(1ry工ndUS七r5r 0 1
'0

P5-11 Che皿icalExecu七ivθConfθrence 1
」
0 0

P2-28 Cユassエndus七ry 0 0 1

P3-6 、5 Pe七rOOhemicaユ.' o

F

O 1

P2-71
-

「.
RubberIndus七ry 0 1 0

P2-64 Paperエndus七ry『 1 0 o

(PUBL工C〔JT工L工 丁工ES)

σ1-81 TrafficExecu七iveSe皿inar 1 o 0

〔月 一50 σ七i■i七yMエSExecutiVes・ 1 0 0

σ1-20
σtiユityEngineeningandOPθra七il19
ExθCU七ivθS 1 0 0

(TRANSPORTAT工ON) .
」

T1-04 Air■ines工nformationSyste血 0 0 1

9

T3-89 Yar(1sandTer㎜aユs 0 1 0

T1-09 AirlinesReser▽a七iOns 1 0 0

(SC工ENTIF工CMAR]≦=田 丁工NG)

S1-35
工nforma七ionRe『 じrieva工 ー－Direc七 〇rsof

Technical工nforma七ion
2 0 0

-

S1-60 Managθmen七SciθnCe 0 1 0

S1-12 COmpu七ingforCivilEngineers 1. 0 0

S1-75 LabOra七 〇r)rAu七 〇lnation

*

1(2) 0 2
,

S1-79 TimeSharingCOncep七8 0 0 1
.

.

計 400 51 19

合 計 90
「

* ( )内 は]皿uca七ionとMedエCalの 再 計 分 を 示 す。
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上記各 コースop －内 容は,い ちいち示 さないが,た とえば,EX-35Rxecuti-

▽eエntroduction七 〇SysVem/360Mod.θ140andlaigerに ついてはつ ぎ

の とおりである。

この コースの 目的は トップ ・マネジメン トにSy8七 θn/560に 重 点をtoVlて 計算機

の概念(OonCept)の 基 本的 な理解 を与え ることである。

その内容は下記の とおりである。 ∫

① 計算機の概念

② プ ログラ ミング ・システム

⑤ 磁気 テープとランダム ・アクセス記憶装置

④ データ通信

⑤Sys七eロ/360の 構 成

⑥ 多重 プログ ラミング と多重処理

⑦ オペ レーテ ィング ・システム/360

⑧ 経 営科学の入門

⑨MエS

⑩ マネジメン トの責務

参加資格 はSyste珂/560Model40以 上 の導入 を望む トップマネジメン トで,

予 備知識は必要でない。

また,エndustyMarkθtingClasseSで は,2日 間が計算機の概念であ り,

2.5日 間 がそ の業種のアプリケーシ ・ンで ある。

いずれの コース も1日 は9時 か ら18時 で,45分 の昼食時間 と午前,午 後に15

分の 休憩(コ ー・一,ブ レイク)が ある.ま た,縮 織 習(・ ・nd・一。・)が 含まれ

て お り,15日 間 に4～6時 間 で,機 械 語(16進),ア セ ン ブ ラ,FORTRAN,

OOBOLで 行 な わ れ る 。

こ れ ら コ ー ス の イ ン ス ト ラ ク タは,計 算 機 の 概 念 に つ い て は,テ キ ス ト と して,

「エntroductiontoエBMData]⊇rocθssingSystemsllを 用 い,教 育 セ ン タ ・

の イ ン ス ト ラ ク タ が 当 る 。P・UghKθ θP・ エ・ に は この た め に9人 の イ ン ス ト ラク タ

が い る が,い ず れ も8年 位 の セ ー ル ス ・レ プ レ ゼ ン タ テ ィ ブ の 経 験 者 で あ る 。 ア プ リ

ケ_シ.ン の 方 は,そ の 分 野 の シ ス テ ム 設 計 者や 大 き な営 業 所 の 人 が 当 り・ 場 合 に お

て は 工BM外 の 人 を ゲ ス ト ・ス ピ ー カ ー と し て招 く こ と も あ る 。
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ピ

け
・

露

なお,ミ ドル・マネジメン トは上記の コースには参加できないが,こ れ と同様 なコー

スを地域の教 育センターで受講す ることがで きる。

(2)Exθcutiv・sC・mput・rC・ncθpt・ll

この課程 はECOllと して知 られている7日 間 コースで,顧 客のチ ェアマン,社

長,副 脹 を対 象に,経 営意思決定に湖 る計算機の役割について実戦的 に修得す

るようuaa。 てい る.1ク ラスは1招 で・ ・名1組 の ・チー・ムとな り洛 チーム

に1名 ずつ インス トラクターがコンサルタン トの役割で配置され る。.

日程 は第13.5表 の とお りで,相 当きついが,こ れ は本来2週 間以上必要である

が,受 講者が トップマネジャーであるので長い時間をかけ られないため,圧 縮 して

実施す るか らで ある。

第13.5表ECCIIコ ー ス の 概 要

曜 日 時 間 プ ロ グ ラ ム

土 Z30～21.00 LP,統 計的手法などの数学的背景

日 15.00～21,00 ゲ ー ミン グ ・シ ミ ュ レ ー シ ・ ン の 問 題 紹 介

月 8.30～22.00 回帰分析の講義,報 告書の見方

火 〃 LP(生 産計画のために)

水 〃
1日2回 く らい の 割 で ゲ ー ミン グ ・シ ミ ュ ー シ ョ

ンを実行す る。

木 〃

金 8.30～15.00 道具,手 法の要約の紹介

ゼ

問題 は,い わゆ るビジネス ・ゲームで あり,各 チームが1つ の会社 を形成 し洛

人はそれぞれ の財務,販 売,生 産 を担当す る。各社 とも工場は1つ で,同 一製 品を

生産販売する。市場は4地 域 に分け られ,工 場と各地域に1つ ずつ倉庫 を有 してい

る。過去2年 間のデータを示 し,5カ 月 ごとに8回,つ ま り今後2年 間の シミュレー

シ.ン を行な う。560/40を 手 助け として全面 的に用い,た とえば報告書や資料

はただ ちに出す ことがで きる。 したがって,こ れに よってデ ータの評価 計算機の

評価話学 ぶ ことがで きる。期間を通 じて560/40は35時 間 の使用 を予定 してい

る。

この課程は,Educa七ionResθarCh部 門 で開発 された もので・は じめECC工
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と して 「Wha七isComputθr?」 とし(う 内 容 で あ っ た が,1955 .年 よ りECCll

と してfWhatisComputing」 とhう 内 容 に 改 良 さ れ,今 日 の 形 に な っ た 。 しか

し,ま だ 満 足 す べ き形 で な い の で,ど ん どん 改 良 を 加 え て 行 く予 定 で あ る 。 な お,

こ の 課 程 作 成 に は 約15～20年 く の 作 業 量 を要 した と の こ と で ある 。

(3)そ の 他

上 記 の コ ー ス は,い ず れ も 工BMの=・ 一 ザ ー に対 し て 実 施 さ れ る もの で,見 込 み

量 は 含 ま れ な い こ と は す で に述 べ た 。 見 込 み 客 は地 域 の 教 育 セ ン タ ー や ホ テ ル な ど

で 行 な う こ と に な っ て い る。 も ち ろ ん,場 合 に よ っ て は 余 裕 さ え あれ ばPo旦9h

Kθ θpsieな ど で 行 な う こ と も あ る。

工BMの 教 育 は,原 則 と してIBMに よ っ て ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 集 合 教 育 で あ る

が,場 合 に よ っ て は 個 別 のExθCu七ivθ コ ース を 実 施 す る。 こ の と き は 必 ず し も計

算 機 を使 え な い か ら実 状 は 教 育 セ ン タ ーへ くる 方 が 多 い 。

個 別 の と きは,期 間 は2～2.5日 で,主 と し て 計 算 機 の 概 念 を 教 え る 。1968

年 は25の 会 社が 予 定 さ れ て お り,す で に15社 に 実 施 済 で あ る。 そ の お も な もの

と して は,Che皿icalBankTrust,Morgan,(}uarantee,Coユu皿bia,Broad_

castingSys七 θm(CBS),Mc(}raw-HillBookCompanyが あ る。

(参 考 資 料)

(1)FactShθe七IBMEduca七ion-CustonθrProgram

(2)CuStomθrExθcutivePrgram

(3)EklucationCθnter(Potghkθepsiθ,N.Y.)

15.4.2計 算 機 要 員教 育

こ こ で 述 べ る 教 育 対 象 は,前 述 の ト ッ プ マ ネ ジ メ ン トを 除 き,何 らか の 意 味 で 計 算

機 と 関 係 あ る人 々 す べ て で あ る 。 後 に 示 す 受 講 順 序 表 と も 関 連 す るの で,職 名 よ りは

職 能 に よ っ て,教 育 対 象 を 示 す こ と にす る。 つ ま り,第13.6表 に 示 す 職 能 を も つ人

を 対 象 と して い る。

`

、
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第15.6表 ・・ 曲 の職
.能分・雛.

Func七ions
Subfuncfi叫s

(相 当職名の例)・.
' 」

説 明.

,. 』

ll',.・

Managθmen七Fn. ExθCU七i▽e 会社の方針と行動を設定する。

(ト ップヤネジメン ト) (前遊 水蛎 対案 は・吐 〉一

σserDθ1)art皿 θn七

』

各部門でデ ータ処 理サ ービスを受け

(関 連部課長) て会社め方針を実施するζとの管理 .

Da七aProcθssing・
、 、デ ー タ 処 理 部 門 の シス テ ム,プ ロ グ

.(デ ー タ 処 理 部 長)'. 溶 ン グ・、オペ レ ー シ ・ヨン の 管 理

Syste皿Analysis システム分析実施の管理

(治 テム課長)
』

OP・ra七i・n デ ータ処理オペ レーシ ・ンの計画

(計 算課長)' 調整,管 理

Programming デ ータ処理部門のプログラミング実,

(プ ・グ ラム課長)・ 施の管理 い

PrOgra㎜ingFn. Sアs七em・ 1.工BMの オペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ

Progralnming ム,ユ ー テ ィ リ テ ィ,プ ロ グ ラ ミ

(シ ステム ・プログラマ) ング言語 をプログラミングす る。

.

2.標 準 プログラムと手続 きの作成

3..ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ミ

ン グ や オ ペ レ ー シ 。・ン に 技 術 的 な・
c

,

意見 と助力 をする。
.

APPlica七ion 組織のアブ リケーシ.ン をデ ータ処

Progromming 理 の た め に コ ー デ ィ ン グ,テ ス ト,

(プ ロ グラマ) デ バ ックお よひ資料作成 を行な う.

シ ステム分析 側の仕様 によ』り作成す

る 。
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Rλnc七iOns Su.bfunctions

(相 当 職 名 の 例)
説 明

Program ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム の 変

ぬin七 θnanCθ

(プ ロ グラム管理者) 更およひ修正

Sys七emsAnalysis (シ ス テム設計者) 1.務 手 続 きの調査 分析
↓

勘.
プ

2.デ ータ処理装置で アプ リケー

シ・ンを処理す るための仕様 と手

続の作成

OpθrationFn. Sys七e皿OPθration 1.メ ッセージへの応 答 指令の発令

(オ ペ レ ー タ) 令,適 当 な入出力機 器の操作によっ

て シ ス テ ム を オ ペ レ ー トす る。

2.レ ポ ー ト,日 誌 を含 む シ ス テ ム

の出力を配布するため準備する。

OPθrationCon七roユ t制 御 カー ドや修正アクシ ・ンの

(上 級オペ レータ) メ ッセ ー ジ を 分 析 す る 。

2、 ジ ョブ の 順 序 変 更,ジ ョブ の 再

運 転,シ ス テ ム ・ゼ ネ レ ー シ ョ ン

システム更新のためにシステムの

オ ペ レ ー シ 。 ン を管 理 す る 。、

●

`
.

エBMの 開催 している顧客向けの計 算機要 員(上 述の職能 の人 々)の コースは第

15.7表 ～ 第15.13表 の とtsり で ある。

'亀
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第15.7表 一 般 コ ス

コ ース ・コー ド 学 習
1

形 式 期'間

Y989788

Y989728

〔J910062

F560065

Compu七ingSys七6皿sFundalnθn七als

C・mpu七ingSy・ 七・msFu血a皿 ・n七aユ ・(0▽rrvi・w)

Da七aCo㎜unica七i。nsConcθpts

官unda皿 θn七aユsofProgra皿ming

P工

P工

20w

3w

2d

5〔1

第13.8表 シ ス テ ム/360コ ース

K36do68 S/360Assθmbユ θrLanguageCoding P工 55-40h

K56016き S/560As8θmblθrLanguageCod.ingWorkshop 3d.

M360068 S/560COBOL-Progra皿Fun(1a皿 θn七aユs PI 9h

M360168 〃-WritingPrOgramsinCOBOL PI 13h

M360268 ク ー齎ogra㎜ingTechniquθs P工 8h

M560965 〃CodingWbrkshop 5〔i

D360265 皐//360Communica七ions∈ 汐s七 θ1τBDθsigha血Ana■yBis 10d

K365563 S/360DOSBTAMCodirlg 斑
ノ

K565465
'

▽/560DCSQTぷC。ding 3d:

S565064 S/560DO旦/TOSGoding 7d

F365065 S/560DOS/TOSFaciユi七iθs 5d

A565099 Sレ/560DOぽ/TOSOPθ 「ation SS 6h

T360245 S/360FOrDPManagemθn七 5d
.

N360088 日//360FORTRメLNIVOodin9 P工 22h

T560163 S/5601n七roduc七ion 5d
、

K362968 Sレ/360Modθ ユ20-Asser曲1θrla呼agβCoユi㎎ P主 35-40h

F362965 〃 〃 恥rkshqp 5〔1

C362013
－E区ec㎡ivθ 工をincipユOsfor

〃]ユ
〕s七aユla七i(皿COntrolこ 、

4d

S362055 〃 一]hs七a工1貧tiOn・Ppogran血ng-Card 10d

-

S362453 〃 〃-DASD 5d

S562255 〃 ー 〃-Tapθ 、 5d

⇔562168 〃 玲]POゴtPrOgram(ぬ θratOrC(且 血9
、

P工 12-18h

－185一
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コ ース ・カ ー ド
▽ 蕩'・ コ..一 ス 名

学 習
形 式 期 .、、:.間

K566363 ン36 、OOSBT靱.CPding 5a.

Sき66065 〃 ・PO4in9`

∴ ・'襟.7

・・
、1.Od・'

F566063

F566663

、
ク
.'Fむi耳tiθs`'
a.、' .'

..
、

・'・ ・垣ngu・9・ エnt・rf・C6"

5d

・5d

>

A366099
..",OP・ra七i.・n

.
ss 8h

K366465
'
ク、』qTAMCoding

'

5d

H366063 〃.WOrkshop
.〆

.'5α十

(旙 戒実習)

P366063 S!/560Pエ/㌃[Ooding 5dl

0560068 M360]迦 臼 鋤(拘n・ra七 ・・C・辻工㎎(OardSy・ 七・m)
.

P工 16-19h「

q560268 ク(DiskSアs七 θm) P工 21-25h

☆560168 〃(TapθSys七 θ皿) P工 18-22h

D560064 S/360Sy6七 θmsDesignandAnalysis
8d

 

,

第13.9表1/50計 算 シ ス テ ム ・'コー ド

」115065 1130Asse血blerl且nguageProgramming 5(!

.

S115163 1130CominerciaユSuわrou七ine][込ckage 4d

N115088 FCRTRANfor七he1150工BM1.150 .20h
1

N113062 .113〔 ン1800FORT醐W・ ・k・h・P 2d.

S115063 1150Pr・9ram皿ingSys七 θms' 5d

、

)

S130065

D1800'65

1800PrOgramming

1800TeChniCalTrainエng.

8d・

12d

 

表0151第

m

C

a

i

r

n

g

h

O

C

r

e

P

T

0

0

〕

〕

表1151第

1800デ ー タ収 集 ・制 御 シ ス テ ム ・コ ー ド

せ ん 孔 カ ー ド・・プ ロ グ ラ ム 学 習 コ ース

A960398

A960098

Basも=鵠;;「dDa七a廿oceSS'ng

BasicMachinne.Opera七iOn6

P工

P工

5-8h

・11 -28h

.B960098
Bagic'MachineOpera七ionandWiring P工 14-54h

AOO24.98 2吻6C・ ・d刊 ・・M56V・r・f・ …p・ra七i。 ・ P工 5-5h

AOO8298 82Sor七erOpera七 工on P工 3-5h

AOO8398 . 85Sor『 じerOpera七ion P工' 5-5h

－i86二

'
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コ7ス ・コー ド
F

w
.

.

コ 、.1・..一 ス.・ 名 ・1∵,...L「 」 馳
:"

学 習
形 式 期 間

.

BO'085.98
i

85Coユ ユat6r・Cpera七ionand .Wiring..,' P工 .10-20h
・

、

..'・
7.

、Bq、40298
'

」

4027405Accoun七ingMachihθOperationand

Wirir19
P工 50-40h

■ ,..「

β040798..
・

-.■

4;温c品 題ngMach'neOpθ 「a輻'on P工

一

30-40h

「ドBO40698
407Accoun七ingぬchine7Advanced・ 、

.←

PI 30h

L
.

F

層

.

℃BO』51498
514ReproducingPunChOpθra七ionl .and、Wiring

-.

P工 10-20h
.

BO51998
519Docu皿entOrina七ingMa'chihθOpera七ion
andWiring"

F.

F

,

P工 10-20h

,

層

層.

ア

BO54898

「
548工n七erPre七 θrOPe「 七ionan(iWi「ing

F

P工. ?'
7
■

BO557'98 557工n七erPre七e「OPe「a七iona「 虹Wi「ingALぬte七ic ]P工 ?.
F

A

7
:

BO60298 602CalculatingPunchO』tiona㎡ 阻ri㎎ PI

.`

20-30h' :

BO60498
F

30臨 監 きRC;五識 鑑;GU'a七'ngmnCh P工 20-30h.

㌔

第13.12表 計 算 機 シ ス テ ム ・.プロ グ ラ ム学 習 コ.一ス.

「

Y989188
. Ba日 工cComputer・Sys七emsPri.r∫ciples P工 30-40h1

-

.

1N991588
FORTRAN 王)工 50-40h

,

K140168

「

140DPSBasicprogra㎜ing-A1七 〇coder P工
24h+レ 匁

(事例研究)

K140164 〃 ー 〃 6乃d

」1.40068 〃-SPS P工 24h
「

」140063 〃 ー 〃(Fol工ow-up)
・

?

q144068 144α/1351DPSReportProgramG-enerator P工 10-15h、

第13.15表 自 己 学 習 コt－ ス

W128089

A126099

惜 艦 互'蹴 晋be「sandSアmb。'sf。 「the醐

Opera七ingthe1260Eユec七ronic工nscriber

SS

SS

%-1万 ・

6-9h

(注)1.学 習 形 式 のPエ は プ ロ グ ラ ム 学 習 方 式,SSは 自 己 学 習(Self-study)を 示 す 。 、

2.期 間 のhは 時 間,dは 日 を 示 す。 、

3.計 算 機 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム 学 習 コ ー ス と 自、己 学 習 コ ー ス は'1～5の 各 コ ー ス に

含 まれ て い な い もの の み を 示 す 。.

上 述 の コ ー ス の 職 務 に よる 受 講 順 序 は 第15.1図 ～ 第15.5図 に 示 す 通 りで あ る。 ・
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13.5社 内 教 育

会社 の成長 と絶え ざる技 術の発展の要求に応えて,エBMの 従 業 員は多様な教育 と経

験 を受ける ことがで き.る。大学 や以 前の技術的または事務的な経 験か らの移行は,エB

Mが 作成 した総合的 な社 内教育に よって容易 に行な うことができる。

以下,セ ールスマンとシステム設計者の訓練,そ の上級訓練 カス トマ ・エンジニ ア

の訓練,研 修修了後の教育 の4項 にわけて述べることにす る。

13,51セ ールスマンお よひシステム設計者訓練

工BMの セ ールスマン とシステム設計者は,ほ とん ど同 じよ うに教育を受け る。 こ

れ を入社後か ら順番 に眺めれば,つ ぎのようになる。

(1)営 業 所 におけ る入門訓練(BranchOfficθOrientation)

本訓 練は入社後直 ちに行なわれ るもので,会 社を知 り,従 業員 と和合 し,会 社に

入った利益を理 解 してもらうため に,1週 間の期間 で各営業所にて実施 される。 な

お,工BMで は 新入 社員は営業所 で採用される。

以上 か らもわかる ように,コ ースの種類は入門的 なものか らプ ログラミン.グ・シ

ステ ム設計 な どまで,多 岐にわた り,そ の数は68で ある。注 目すべ きは,こ の半

・数54が プ ログラム学習方式
,4が 自己学習方式 を採用 している ことである。

顧客向けの計算機要 員教育 の実態 を眺めるため,つ ぎにNewYOrk皿eユdSy-

stemCentθrを 例 と して取 り上げる。 こζは,Nθw
.YOrk付 近 の25のbran-

choffiCeζ)サ ポ ー トを行ない,主 としてデータ ・センタ ーの運営,フ ィール ド

の技術専 門者のサポー トお よび地域センターとしての教育 を実施 している。人 員は

約280名 で,Chicago,Lo日Angelsと 共 に,米 国 内では大 きいセンタ ーであ

る。

実施 している教育 は第15.1『4表 の とお りで ある。

十
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第15.14表 工BM要 員教育の実施場所

分 類 実 施 場 所 コ ー ス 例 等

工BMMArketing Nθwark(N.J.) 社 内 の セ ール ス マ ン,SE用
A

TrainingOourses

CUs七 〇mθr Ti皿e&1五fθ Poughkθep8ieで 実 施 す る 人 々以

Ex・CU七iv・
,

Bld.(N.Y.) 下 のレベ ルの管理 者に対 して行な う。

PrograJn (ト ッ'プ ・マ ネ ジ メ ン ト教 育 参 照)

SmallSys七e皿 99,ParkA▽e・ 1130.て5種),360/20(10

TrainingCo1ユr6es (N・Y.)
～12種) ,経 営 科学(7種),Tθ16一

prace目 白ingイ(}raphice'(8種)

な ど'・

AdvanCedSy日tem Ti皿e&Life S/560'入 門,ア セ ン ブ ラ,COBOL,

TrainingC。urse .s
Bld.(N.Y.) .F・RT輌,Pレ エ,RPG,DOヅTOS・

0シ3.60(Fx・ili七i・ ・;σ・ding,

工ns輻allationWOrk日hop)な .ど
,

1967⇔ 難 は・ ・ma・・Sy・P…TPば1'・ ・… 人,延 睡

.・・・… 〕岬 であり・ ・・…ce・ 台yr画 工・・、ρ…では2・ ・OOO人,脚 数

・'・・… 人「昨 あ・・た・ 後者・・・… て・・r/ぎ ◎:ittll-42'POO人 ・ アセンブ

・が1・…Cit・ ・0・ 人・ ・'・/ち ・610・『1:寧 ↓』?(5'日 間 で管賭sE

間)が6.・Ort;.・ ・d・・g(1・ 日間'WO・P・ 〈,1、エP.・t.a'ユ ・t'。 ・w。 「kshop

(15日 間)が200人 と い う内 訳 の 大 要 で あ る・ll.

イ ン ス ト ラ4Sは,'Sm…Sy・t・mT.・C・ 』に211・ 人 ・'.・Ad・4nc.edSys七8m

T.・C・ に24人 の 計45人 で あb・ こ の う ち女 性 は 約 ・1/3で あ る。 年 令 は22～

4・ オ で,平 均28オ で あ る6ま た ・ 蹴 鞠 は2r・151年 で 平 均3・5年 で ・・ほ と

ん どがbranchofficθ か らの 転 属 者 で あ る。 と く にTe■ θproθesSingは 実 務

経験が ない と数え られたい。 また,教 師 と、しての経験を有 している人 もいるが,多

ぐは未経験で ある。 したがって,教 育センターに転属に なった人 は,POughKee

P。i。 のT。a。hi。gD。v…pm・ntC・u・ ・θ(5醐),』 ま たは本 セ〃 一の短
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縮 コース(2日 間)で 教授法 を主と した訓練 を受げ,さ らに実際のコース を聴講 し

て経験をうる。実際 に教壇 にたつのは,転 属後6カ 月くらい後 になる。

インス トラクタが教壇 に立つ時 間は30%程 度 で,'残 りは教材研究や準備に当て

られる。 とくに,OS/560の エnstaユlationWorkshopで は 準備に相当多

くの時間が必要 と在る。

顧客はすべ てスケジュールされた教 育に参加するが,事 情に よっては個別に実施

することもある。本セ ンターでは月に4～5回 くらいである。

AdvancedSys七 θmT.C.の 年間予算 は75万 ドルで,こ の中には教科書

(25.000ド ル),機 械使用料(70,000ド ル),人 件 費等 を含んでいる。 た

だ し,プ ログラム学習費用 は含んでいない。

(参 考 資 料)工BMCusto皿erIkiucationCoursθSelection

Guide

その 内容は,お お よそつ ぎの ものである。

① 製 品の理解(Product]⊇rOficencア)

② 製品紹介を うま くする方法(Co㎜unica七ionSkiIls)

⑤ エBMの 政策,方 針,信 条(エdeifica七ionWi七hIBM)'

④ 商 売根性(BusinessConcepts)

④ 業 界に関する知識(エndustrアKnowledgθ)

⑤'ど の製品を もっていけ ばよいか とい う問題解決法(Prob■ θmSoユ ▽ing)

本 教育で進むべ き分野 を小 システ ム(560/20,1150な ど)ま たはPC

Sと 大 システム(360/5'0以 上)に 分け られ る。前 者も後 者と同 じようで ある

ので,以 後,後 者の分野におけるセールスマンおよびシステ ム設計 者の訓練につい

て述べ る。

(2)計 算機 システム訓練(C・mput・rSy・t・ 皿・Trai・i・g)

本訓 練 は,入 門訓練 に引続 いて行なわれ る もので・期間は10週 間sll全米27の

地域センターで集合 して実施 され る。

その内容は,エBM,事 務概要,pcsの ほ かつ ぎの とお りで ある。

① デ ィスク ・オペ レーティング ・システム

②RPG,FORTRAN,COBOL,ア セ ンブラによるプ ログラミング

③ 基本的 なシステム設計 とその実施
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⑭ プロポーザル(IBMで はPresentationと 呼 ぶ)の 計画 と作成

本訓練は5週 間ずつ前期 と後期に分かれ る。 前期 が終 了 したところで5週 間の休

暇が あるが'は じめの1週 間は営業所に戻 り,管 理 者などと話合いをす る。つ ぎの

G週 間は次項 に述べ る工場見学を行 ない,最 後の1週 間は後期 のための準備 をする。

(3)マ ーケテ ィングの基本概念の訓練(BasicMarketingConcepts)

本 訓 練は前項の計算 機システム訓練の中 間に実施 され るもので,期 間は1週 間,

実施場所はPoughKeepsic,Endicottお よひSanJoseの5カ 所 である。

その巨標は,エBMの 組織,方 針,実 績 お よひ信条 とデータ処理のマ ーケ ッテ ィン

グにおける業務 ならびに巾広 く会社を見 る 目を養 うことである。方法 としては,典

型 的なユーザ ーの例に よる事例研究,プ ロポーザ ル作成 とそ の設備およひ工場セン

タ ーの見学で ある。

以上の訓練が終了する と,各 営業所 に戻 り,2～6カ 月の現場実習が行 なわれる。

(4)基 本 システ ム訓練(BasicSyste皿s'Training)

本 訓 練は現場実習終了後,東 部,中 部,西 部の3つ の地方セ ンター(region.

Centθr)・ で,5週 間 の期間で実施され る。

訓練内容はつ ぎの とおりである。

① す ぐれたシステム設計 とその実施の技術

② デ ータ ・セッ トと記憶装置 の最適化

⑤ 通信系 をともなうシステムの設計

④ システム設計や評価のためのシミュレーシ ・ン,統 計学の使用

⑤ プロポーザルの計画 と作成

本訓練終了後,再 ひ営 業所に戻 り,2週 間～6カ 月の現場実習が行なわれ る。

(5)ア プ リケ ーシ ョン訓練・(ApPlicationlsSchooユ)

上 記の現 場実習の後に行 なわれ るもので,期 間は5週 間,実 施場所は業種 によっ

て地方 センターやPoaghKθepsi,Endico'ttの セ ンターである。たと えば,一製

造業,配 給業 などは地方 センター,保 険業 はPoughKeepsig,財 務,銀 行は

耳ndicottで ある。

訓練内容はつ ぎのとお り。

① 業界 とその適用例

② 業 界の問題点 を解 明す るための計画'
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⑱

⑤ 効率的に意思 を伝達す る方法(Co㎜unica七ionSki■ ユ8)

④ 業 界の効率的な訪問の実習(見 込客を訪問 させ1回 は計算機 でデモンス トレー

シ・ンを行ない,G回 は ト・プに対 して発表 させ る。)

な お,本 訓練ではrole-playing方 式 が用い られ る。

システム設計者はこれ で一人前 となり,基 礎訓練は終了 し実務につ くが,セ ール

スマンはさらに次項の訓 練を受けねばならない。

(6)セ ールス訓練(SalesSchool) .

本訓 練は,2週 間 の期間で,PoughKeepsieとSanJosθ の2ヵ 所で行な

われ る。

その内容はつ ぎの とお りで ある。

① エBMセ ーノヒスマンの責任 と義務

② 意思伝達技 術 とセールス技術の強化

⑤ 仕事への熱中と自信の形成

④IBMの 資 源の効果的 な利用法

⑤ 工BMの 原則 とマーケ ッテ ィング業務

⑥ 利点 と弱点の周知(appri・se)

セ ールスマンは本訓練 を終了 して一人前となり,実 務につ くことに なる。

以上の基礎訓練は入社後1 .'2～18カ 月で全課程 を終了す るととになるが,

1968年 には5,200人 に対 して実施 され た。

13.5、2セ ールスマンお よびシステム設計 者の上級訓練

前述 の初期訓練 を経 て,実 務に従事 してい るセールスマンお よびシステム設計者は,

さ らに上級訓練の機会が.与え られ る。 これは数週間の全 日制 で,大 学院レベ ルの内容,

範 囲,教 育活動を もち,あ る特 定の業界の問題について研究す る。

た とえば,ConnθctiCut大 学 で開催され るものは保険業についての経済 をすべ て

カバーする ものである。 つま り,生 命保険,災 害保険,火 災保険などについて詳 しく

研究す る。 また,銀 行に関 してはRutgerS大 学 において同様なものが開催 される。

これ らのコ ースは,い ずれ も大学,業 界の経営 者,コ ンサルタン ト間の協力が最少

時間で主 な業界の完全 な姿 を知 るために要 求され る。

他の大学 院レベルの学習は とくにシステム設計者ρために開設 され ている。

フ♂イスの(}ene▽aに あるIBMEuropeanSyste皿sResearch工nstitntθ
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'(ESR・)は1パ7年4服 開設 され7?6そ の年末までに ・一・・パ にぽ ・B

㌘ 遮 ㍊1㌘ 週間の基竺1㌣ 業し彪19{⌒

カ'リや ・ム興 算機の理論的撒 ・」級轡 撒 シスそムの端 連用・
・である・・た緬 　 ・・パの著名大学?iLロ パ よび米国の・呼 ・7r

後述のNewYo「rRエ から招へいさ甦 … ・

・の・SR・ は1・'1・91:6・年に新 ・い計餓 亨!㍗ 急速噸 ・声 め・6WY・ 一

鵬 鯉}1←S熟 …≡61　㌍
SRエ は源r口ople・ 融 下30轡 援助0名 の外音訓 締 して・

い・・搬 陣の・・粋 微 浮綱 蝉 鼻綱 るst・rb… 博士,撒

営モデルの・・'"`p・B!'rr'"噸 士・シミ咋 シ・.'Zや待合せ…Fユgnigan

博士パ 酵 のF興 皿an・ マイクFプ ログラミ〃 のHusson・ オ ン ラ杉'
、リア

ノレタイム'シ ステム?Ma斑 斑 多くの実力』 々⌒ 予算噸2 ・00万

ドルである。

教育の基本的な考え方 は,問 題 をどの ように考え,設 計 し,具 体的 な方法を見出 し,

どん 憶 味 ぴ ・題 るか雑 得する ことである・つ ま り・岬 を解 くことでは
,なく・

考筋 を雑 守 る(・e'・…p・ ・h・…)と い う9と で 砥 さら随 い枝 輪

Oapahilirア を作る ことで あり,卒 業 した人 々に未来への 目を開いて もらうことで

ある。 ・ . .1…1

このため,SRエ はつ ぎの能力 を保有す ることによって,そ のtSff力 をのば してい

る。

① 技 術 能 力

② 教 育 圧 力

◎ ・研 究 月ヒ カ

④ カ リキ ュラムの開発能力

⑤ 論 文 作 成 能 力.

な ど。

したが って,教 授は週5『～6時 間 しか教 壇に立 たないが,あ とは研 究などに あてて ・

上記能力の伸長 を計 っている。
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ま たi1艦 とyて1・5
.・ ・/…i3・ ・/・ ・ ・… び ・-A'‡ 用 と レ て15・ ・の 各 ・

韻 齢 あり・鴎 興 計餓 関係の ・∂・・… 叫 緯 ど1 ,'・・tWta・・a」,

る。

鞘 方法は1賑7・5〈 ・方法である・r/2
.・腫間⇒ ・・5時間"

・ll習(1;　㍗ ザ　 指導する∵i轡 ⌒
S
.R・働 ・姉 靭 一ス≡』殖 繊 輸 だ

⑪ シ亨 ム設計上級r－ え』・

本≡ 拠1・ ・週間の期間'・・年間・r開 催れてb…!・ ・.67年r・ 議

は第13:4図 の とお りである。

第15.4図 工BMの シ ス テ ム 設 計 コ 一一ス の ・
『
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本コースの内容を0■aps25を 例 に とって示 ことにす る。

C■a8s23は つ ぎの 日程 で行なわれる。

① 第1期 間(Trimθs七 θr1)

② 休 暇(RθCess)

⑤ 第2期 間(Trimester2)

④ 休 暇(Receθs)

⑤ 第5期 間(Trimester3)

毎 週 は 月～ 金 曜 が 授 業,土,

5月6日

6月1日

6月5日

7月3日

7月8日

～

～

～

～

～

日曜は休み である。

51日

.4日

、7月2日

ア 日

8月2日

3つ の期 間にわけ られ てい るのは,科 目の選択 をや りやす くするた めで,後 に示

す カリキrラ ム縦 ・て 欄 間で5～6コ ース・ 力 什 が40～50が 適 当で あ

るといわれている。

カリキュラムはつぎの5つ に分け られ ている。

① シ ステ ム設計 および解析(SystemsDesighandAnalysis)

この分野は,シ ステム設計,作 成過程,関 連するシステム設計の用具等 につい

て研究する。'

② システ ム構造(SystemsArρhitθcu七ur6)

この 分野は,情 報処 理システムお よひサブシステムの構成お よび適用 され る技

法について研究する。

⑤ システム実技(SystemsDisciplines)・

この分野は・用具 システムお よび今 日システム設計 者が直面するアプ リケー

シ.ン を理 解するため に必要 な題 目について研究す る。

肚 の内容の一覧蜘 ・・1卿 剖 であ耳 輌 はm・e七でらつ『て・蹴

りの 時 限 数 を 示 す。1時 限 は1C-1.5時 間 で あ6'P'ま た・WTはWθigh七 で あ っ て,

週 当 り の 教 室 お よひ ホ ご ム ワ ー ク に 使 わ れ る時 間 数 を 換 算 した 数 値 で あ る。

な お,各 教 科 の 詳 細 に つ い て は,SR工 発 行 のttNeWB'andNobθs"でClass

ご と に発 表 され る。 一 例 と し てh－ ス 番 号1211の リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム の 設

計(D6s:ign旦f,R臼ITimeSystem)に つ い て,つ ぎに 示 す こ と にす る 。
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第15.15表 IBM・SRIのClass23の カ リ キ ュ ラ ム一 覧(1968年5月 ～8月)(1)

TRIMES冗R

旦 ・ COURS£NAME

、》

INSTRUCTOR i

S侭 πMSDESINANDANALYSIS
GENER∧LSYSTEMSTHEORY
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GRAPHICALSYST£MS
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第15.15表 エBM・SRエ のClasS25の カ リ キ ュ ラ ム 一 覧(1968年5月 ～8月)(2)
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コース番号1211

リアルタイム ・システムの設計

① 講 師:」.T.Martin

② 必 要条件:FiθldSyste皿Engineθrに 限 る。GPSSお よびPL/エ の プ

ログ ラムができること。 テレプ ロセシングの知識があると役立つ。 コ ース番号

1210の 「システム解析において用い る数学(MathematicsUsedinSy-

ste垣8Anaユysis)」 は絶対 必要条件で ある。

⑤ 摘 要:本 教科は通信 をベース とした システム(Comunication-based

Systθms)の 設 計において必要な決定方法 と計算につい て研究す る。 設計用具の

い くつか について紹介的 な調 査を行なう。 今 日まで実務で得た経験 について試験

をする。 本教科 は,主 として商業お よび行政関係のシステム向 きである。

④ トピック:設 計手順。 臨界要因(Cri七icalFactOr)の 解析,基 本的 な待合

せ理論 と統計的な必要事項。 システム構 成。通信 との結合にお・ける考慮。通信網

計 画。 通信網コス トを最低 にする方法。交換機 集線装置,マ ルチプレクサお よ

びそれ に相当す る機器。

受講者はシステム設計 の各分野で計算を行ない,さ ま ざまな設計お よび実施の

用具の使用 を調べる。教科 の重点はいろいろな設計実技 に関連 して将来必要 とな

ることに置 かれ る。

⑤ テキス ト:」.T.Martin著,"Progran血ngRθal-TimeOomputθrSqs-

tims."。

儂
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BASIGMATHEMATICS

1.GiVen七hefunc七iony・=

xwhichcauseSy七 〇

2.What七wovaluesof

七rue?Reducetolowes七

3.Astraigh七linepasSeS

andy=6・Ithas`a

of七heline?

4、Given七hat

5.onefac七 〇rofthe

2a-3.Find七heother

6.(}iveエ1thefUnction

a
f(一)

,find七hevalueof1,34

havea▽alueof3.'.-

xwillIIlake・.七h'efollowingexpression

term。.。x2_2_k2

thrcughthepointwherex=0

、、。p,。,2.W。 。 ・i。 七he・qua・i。 ・3、

5『

ax-(・.b-x)=C,findxin七er皿sofa,b,andc.4

expression6a4-15a3-一,14a十6a2十21is5
,

fac七 〇r.・

f(x)=2-4x-2x2,finda・f(2)aτ1db・

5.5図SRエ の 入 ・学 試 験 問 題 例

(AnswerallQuestions)

x十22-5x
－ 34/15

2 1
一,

3 2

2
y=言x+6

b十c

a十1

2

7.Evalua七eandsimPlifythefollowingexp「essユons

involMgexponents・

・.2。 ・+(・ 。)・ ・.1・3/…(争 一1・ ・一 ・

8.Thelogarlthmof80七 〇 七hebase10is1・90509and

logari七h]nof.12七 〇 七hebase10is9.07918-10

aFind七helogarithmof4bOtothebase10.

bFind七helogari七hlllofO15to七hebase10・

cFind七hel・Ogri七hmof64七 〇 七hebase4

9.Evaluaもe

a》(,、 一,)、.』,。.2』 ・」.j'
xi=・1j=Oi=2x=O

X!

10,Inhowmanywayscanapartyofeightpersonsbe

dividedin七 〇twogroupsoffoureach

11,FOrwha七 ▽alueofkdoesx2十kx十2yiedthesame

remainderwhendividedbyei『 じher(x-1)or(x十1)?

12,Given七ha七 一 十 一=11
xy

findthevalues

x2y2

0fxandy・

もhe

7一
2

a2主3

41
一・a

6

6.b.

フa.3

12-2a -a
2

7b.8

7c・15/8

8a・2.60206

8b.8.17609-一 一10

8c.3

9a.8

9b.5

9c.18

10.O・=70

84

、

11.0

1112
x.一 一56

112

y.一

1

一202一
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以 下 に 述 べ る2コ ー ス はSyBtemsScienceEducationProgra皿 と して,

SRエ が1967年 か らIBMの 顧 客 お よび 従 業 員 で な く と も経 験 の あ る 計 算 機

シ ス テ ム の 専 門 家 の た め に 公 開 した 大 学 院 レベ ル の コ ース で あ る。

(2)通 信 を基 礎 とす る シ ス テ ム の 設 計 と解 析 コ ー ス(Dθ 日ignandAnalysisof

Co㎜unicationBa日edSyBtθmθ)

本 コ ー ス は4週 間 の コ ー ス で,SRエ で 開 催 さ れ る 。 本 年 度 の 予 定 は つ ぎの と

お りで あ る 。

第 ↑国

策2回

第5回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

1月8日 ～2月2日

2月12日 ～3月8日

5月18日 ～4月11日

4月22日 ～5月17日

6月3日 ～ 『6月28日

7月8日 ～8月2日

9月9日 ～10月4日

10月14日 ～11月8 .日

教科内容はρ ぎの とお りで ある。

『① 待合せ理論:統 計的予備考察
,待 合せ現象,数 学モデル,解 析技法,設 計問

題へ の応用。

② シミュレーシ ・ン:そ の概念 と目的,シ ミュレーシ 。ン技法,GPSSt実

験結果の評価,シ ステム設計におけ る使用法。

⑤ 通信 と機器:通 信技術,通 信設備 とその料金,端 末,デ ータセ ・ト(モ デム)

ライン制御,通 信網 コス トを低減する機器,伝 送制御装置。

④ 』通信 を基礎 とするシステムのためのプログ ラミング:現 状 と将来,技 術的 考

察(入 出力制御,デ ータの 取扱い,プ ログラムの取扱 い,制 御 プログ ラム,シ

ステム ・アベ イラビ リティと信頼度のテス ト),プ ログラム ・システムのアベ

イラビ リテ ィと選択。

⑤ システム設計 と作成:シ ステ ム設計手順,シ ステム技法 と構成,構 成要 素の

選択,設 計解析,効 率予想 と評価,シ ステム実施 と制御,現 存 システ ムの調査。

本コ ースへの受講資格 は,通 信 を基礎 とする情報処理 システムについて少なく

とも5年 の経験を有する専門家で,オ ーバ ーラップを もつチャネル操作,ダ イ

ー205T
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レク ト・アクセス機器,制 御 プログ ラムを含む プログラミングを理解 し,大 学の修

士 または これ と同等の学力 を有す る もの である。

また,授 講料 は1,600ド ル で,こ の中には本 コースで必要な薮枯 機械使用料

を含んでいるが,宿 泊費等 は含ん でいない。

(5)シ ステム設計基礎コース(FundamθntalsofSystemsEngineering

Trainingf。rCust。mθrs)

本 コ ースは,本 年秋ごろから開設を予定 されている もので,2部 に わかれ,つ ぎ

の日程 で行なわれ る。

① 前 期10週 間

②OJT最 低10畦 間(プ ログ ラム学習,視 聴覚教材に よる教育 を含

み,受 講者の会社 のデータ処理実習で行な う)。

⑤ 後 期 ,・6醐

教科内容はつ ぎのとお りで ある。

① 前 期

(a)重 点 をつ ぎの ものにお く。

o企 業組織およびデータ処理適用例

Oシ ステム調 査お よび設計

oS/360FORTRAN,COBOL,PL/工,RP(}お ・よひアセ

ンブラ

。S/360のDOSの 効 果的使用

意思伝達技術(COmmunicatiOnSkill)の 啓 発

(b)つ ぎの ものについて も触れ る。

PCSの 原理

テ レプロセシングの序説

経 営 科 学

分 類 の 原 理

(c)課

蜘2.5時 間 の織 が2つ と2.5時 間の実習が1つ ある.読 書,プ ・グラム,

デ バ ック,提 出物 の準 備,試 験 の準 備などを含む宿題が毎 日あ り・ これ に3～

4時 間が必要 である。
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(d)そ の 他

第8週 目までは講義 と問題 で,第9週 目に仮想 会社での プロポ ーザル作成が

行なわれ,第10週 目にこれ を提 出す る。

② 後 期

('a)重 点 はシステム設計機能 の うちつ ぎの ものにお く。

O

O

O

o

ぎ

学

・

科

計

レ

乱すとり

設

,・
おとのはり学

,

なお

0

0

切(

ヒ

F

1

一

技

ユ

、
、
、

作

も

統

シ

通

O

O

O

O

O

O

O

問題の定義づけ

目 標 の 選 択

シス テ ム 解 析

シス テ ム 合 成

シス テ ム選 択'

成,テ ス トお よび 置

シ ン

データの記憶 と取扱 い

プ ログラミングとオペ レーティング ・システム

信 を基礎 に したシステム

意思伝達技 術(Co㎜unica七ionSkiユls)

事 例 研 究

本 コースへの受講資格 はプ ログ ラマの適性試験(AptudθTestforProgra－

㎜ θrPere。nnel-ATPP)で 合格点に達 していれば よい。 しか し,本 人の会社で

10週 間のOJTを 完 全に受入れ られねば ならない。受講料は5.800ド ル で,前

期に先立 ち5,500ド ル,後 期に先立 ち2,300ド ル を分納 する。

13.5.5カ ス トマ ・エンジニアの訓練

工BMの カス トマ ・エンジニ ア(CE)は,オ 能 ・技 術的背景 お よび人格のユニー

クな組 合せ で選択 され,情 報処理装置の設置 ・保守に対 して責任を もってい る。彼等

は工BMの 複 雑なプログラミング ・システムの保守に対 して も責任 を もってい る。

入社初期 に@,CEは デ ータ処理機器の基本的 な補充 をサ ービスす るため に準備さ

れた きび しい訓練計画 に従 う。 この 訓練期間50～100日 で基本訓練計画に おいて

IBMの 管理 者によって選 ばれた機械について行なわれる。
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OEとLr(の 経 験 を積み,必 要が生ず るに及ん で,よ り複 雑な機械 についての上級訓

練 を受け る。上級訓練計画は1日 から漣 わめて複雑 なシステムについては1年 以上 も

要するものまで さまざまで また,〔}Eは 一 つの太 き左複雑 なシステ ムに対 してチ=ム

として訓練 されることもある。

訓 練中,CE診 断 プログ ラムデータ処理システ ムをサー ビスするために必要な試験

機器の使用 につい(て 教 え られ,異 常な問題 を診断す るた めに必要 な高度 の知識を得

るため,選 抜 されたCEは プ ログラミング ・システムや最終の試験方法 を作る ことに

つい て付 加的訓練 を受け る。

現在では,GEは プ ログラミング ・システムの保守や設置の訓練のような活動 も仕

事 に含 まれてい る。 これ らの新 しい挑戦 は付加的 な特別訓 練が必要で ある。

CEが 訓練や現 場経験を通 じて得た知識は新製 品開発や現製品改良に必要不 可欠で,

す べての利益 をとの ように して得 ることを確実 にす るため,GEは 開 発研究所,.1製造

部門や教育 センターな どにも配属されてい る。

CEが そ の機能 をきわめ て速 くまた効率的 に実行 することを援助するため に, ..cE

の 専 門家 をス タフとする技能センターが全世界に戦略的 に設置 されてい る。機械の問

題 に関 して最新情報 を提 供す るほかに,こ れ らのグル ープはゼ ミナ ーを開催 し・専門

家訓練 を実施 し,C-Eが 高 度 な熟練度 を維持 し,顧 客に最高の品質のサ ービスを行 な

え る ように している。

15.5.4研 修 修了後(Post(}raduatc)教 育

工BMの 科 学者や技術者は会社がサポ ートする研修修了後教育を続けて受け る機会

を与え られ てい る。 全従業 員は,就 業時間中や退社後 に,近 郊の大学で教室に出席 し

て,働 ぎながら学ぶ プ ログラム(W6rk-studyPrOgra皿)を 受け ることができる。

エBMは 授業料やその他の支出を支払い,就 業時 間中に教室に出るための時間を許す

こともある。 また,限 られた数ではあるが,技 術者がAd▽anced皿uca七ionFe-

llowshipProgramと して,学 士 または 博士の大学課程 に全 日出席 させ ることもあ

る。

なk・,エBM自 身の将来幹部 となるべ き人は大 学院に送 って完成 している。 たとえ

ば,MエTに13週 間 経営管理の勉強 に行 くなどで ある。,・ 鍾
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14UN工VAC・'「,-tt'一 ・
・

,

14.1会 社 概 要

1946年 約40人 の 人 間 が 巨 大 な ゴ シ ピ ュ 一 夕組 織 を作 る こ と を 目 標 に,[bNin

ci七iesに 集 っ ℃ 新 し い 会 社 を設 立 し た8こ れ がUNエVACの は じ ま りで あ る。

UNエVACは,第14.1図 の よ う に,現 在 匂 まSperエyRandCorporationの 一 事

業 部 と し て あ り,SperrySlrstemManagement.i事 業 部 と「共 に,executi▽e亘ce

presidentで あ るR.E.McDonaldの 管 掌 下に あ る。.'

なお,SperryRand.COrporation全 体 と し て,売 上 額 は年 間15億 ド ノレで,総 従

業 員 数 は 約10万 人 で あ るo

第14.1図 ス ペ リ ー ラ ン ド,コ ポ レ ー シ ョ ン組 織 概 要 図

本 部

(NewYork)
1

「・ 魑馳.

President

(」 ・F・Forster)
Chaユrman

`

!
,

.
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;

…1
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,,
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ノ

・

∨
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イ
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、
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・
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'1人.・

-
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EXTERNAL
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SYSTEM

M>1NAGEMENT『
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しタ　

つ ぎec,UNエVACめ 組 織 は,本 部 をPhi■ade■phia}c置 き,第14.2図Qよ うに ・

6つ の コ・ン トロ ー ル部 門 と4つ の オ ペ1ノ ー シ ョ ン部 門 よ り構 成 さ れ て ・い る。1

第14.2図 ユ ニ パ ッ ク の組 織 概 要 図.

19

プ 「..

UN工VAC

本 部.

(在Phiユad泣]典ia)

1

.

、

(謝 謝

(瑞 丙

Technica■

・Adv工sor

(Dr.Eckert戊

ll
一、. ll、

Persone■ Cont工 ℃ユユer ぬrkも 七ユng

、

P■anning
Lega■

Cou刀Se■

,」.

王胤七a

ProceSSユng

DivisiOn
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Federaユ

Sys七emS 、
DlvisiOn

(略 称FSD)`

Internation-

aユ

Division

工nforα1ation

Service

Dユvision

、

パ ・一シ・ ・納 妨 ち・・DPDと:・ ・Pの 主 力es ,Twinρ ・P・bs ,・・ある・ ・D・

D}まR。sevi且el製 造 と櫛 の主 なる部門を有 し,FSDは .St.P・ 叫 地区e・本部 と

6つ の工 場 が あ6 .o・

⌒ 』6PD』 ・・JDの部(J・1・parpm・n・)・蹴 されてV・.・r

①

.②

③

④

⑤

⑥

⑦

BUS■nessp■anning

Tresure〕b&Contro■ ■er

]lhgtnθering&'Be -sear頭

M膓nUfacturing

Fie■dEngineering

'

Marketing

O'EMMarke七ing
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⑧DPb'Persona■s・:t'tt

な'玩 ・蛭ti・gb。Pt.は 全tiQ。8魑 店(。 。gi。n),'44支 店(b。 。。。A),5q以

上 の 出 張 所 を 有 し540名 のSaユesrepre'sentative.と ・7・20名 ¢∫已S't'em.ana－

ユystPSい 観 こ れ は 他 社 を含 め全 米 の 約4.2%に 当 る 。

'

～参 考 酬)'エn・id・Uni…E・ ・
.・・Pr・ceSSi・gMV・ ・i・ …W・n・ ・tieS

]4・2教 育 の 概 要
.'"一 ・ttt

教 育 ・ ・タ は ・ 珈 ・…Phi・ ・eあ ・ て・ 前 述 のDPDの ・a・k・'・・㎎ 鋤 ・嶋

・・舶 ・輌 構賦 ・てい・・

第14・ 咽 ユ ニパ ック教育'セン構 成図
.グ ・・一プ'ぴ 購 成)

Ma;k・tigMa「k・ti・g

"Dept' ・EducatiOn

⊂∋

(注)執 筆 編集 徳育技 術

教材(視 聴 覚 図面,

印fiif1/イ アウ・ト),

発 行,配 布

一211－

Pro(虹ct
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(注 参 照)

Admihi・t・ati・g・ Secreta-

■ies
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本セ ンターはDPDの 社 内教育を担当 し,他 の各部 門の教育は各部門 にその責任があ

る。 その職 能は上述 の組織図で もわか るよ うに,カ リキュ ラムの開発作成 教材の作成

および教 育の実 施で ある。

14.3顧 客 教 育

UN工VACの 顧 客教育は,regionalOfficeやbranchoffice単 位 で計画

実施 され る。 各officeに は1以 上 の教室が ある。た とえばBostonに は5教 室・New

YOrkは か な り多 くの教室がある。 また,場 合によっ ては顧客側で場所 の提供を受けて

実施す ることも ある。

インス トライタは1各officeの システム設計者の うち とくに教 育の うまい ものが当

る。大きなofficeで は 専任に なってい るが,・J＼さい ○[ftfiCeで は 兼任で・ ある時間は

教 育 ある時間は プ・ジ・ ク ト幽 くとし'う.具合である・

教繊 中央のセ 。・一で作成され たマ ニア・・,イ ン刈 ラクタ,ガ ド,・ 一ス概

要 を用 い る 。1

,・昨 年 の実 績 で は 約8,0'OO人 の 顧 客 を教 育 し た 。'

19、68年 ○ 春 か ら夏 にか け て の,中 東 部(NewYork中 心 の 地 域)に お け る ス ケ ジュ

_ノ レはUN工VAC』EducatiOnCOurSeと し て第14.1表 の と お り で あ る 。

,」〆



第14.1表 ユ ニ パ ッ ク教 育 コ ー ス

、

コ.一 ス'名

・

定

員

囚

期

間

旧

開催場所別回数〔1%8春 ～夏)

曽

βρ
宕

5)
宕

①

臼

o(.

日 く
・汁
+⊃ 〔q
－{)

縛

bO
』

s(

.日く

肥

呂

φ'
干{

日
田(

冨出
自巴

富

量

目(8
H

日巴

紀

1.工n七rOdUc七iOn七 〇DaぬPrOceSSing

2.Cqmpu七erConcep『 じsandPrOgra㎜ 亘ng

Tech血ques

3.AユPhab∋tic'Ki∋yPunch

・
4.UN工VAC9000Serユes

a.工ns七aユ ユ上元tionP=LanningGuide

b.Repor七PrOgrarnGenera『 じOr(RPG)
.

c.9200/9500Prqgra㎜ 工ng

d.TapeSof七wareandConven七 工ons

.
eDiscSUbsysteαB

f.94000rierユta七ion

'

5,TapeCOncep七s'

・
6.UN工VAC1005Progエa〔nmユng

a
・

ZUN工VAC418Progra皿 〔nエn9

8.Opera七ingSystemConcepts

-LargeScale

gUN工vAC490SeエiesProgra【nα 止ng

10.UN工VAC1108Sexies.・

a.Hardwa工eandAssembユer

t)・ExecutiveHsys七e〔n

c.ExeCuロve珊 ミystem

11.FORTRANIVandV

12.COBOL 、
13.Gom㎜ica七iOnDevices

14.工n七rcduction七 〇Sys七e【n工 冶sig口

50

20

8

15

15

15

15

15

15

12

15

12'

12

12

12

12

12

20

15

12

一

{▲

{1
5

1

4

{11
{2
1

1

{…

5

10

1

18

10

"5

5

5

5

1

5

5

5

6

8

8

5

5

3

3

3

2

2

2

3

3

5

5
㎡

2
、

2

3

2

2

2

2
2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

6

6

2

2

2-

2

6

5

6

3
3

3

2

1

1

2

2

5

計 76 15 8 24 39
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t

ま た ・ マ ジ ・ ン ト向 き の ・'一 ス はuNエvAcManag・m・ntS・mi・aiCsと し て'第

14.2表 の と お り 唱 い ずれ もNewYorkで 開 催 さ れ て い る 。'』`

第14.2表 ユ ニ パ ッ ク ・ マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス

コ ー ス 名 期 間白) 回 数

1.dOα1pu七erCOrlcePts～
2.Co㎜ ユnicationS-BasicPrユnciplesandCo〔nput百
Processing

2

2

2

3

3.工nfQrrna七ionStofageandRet「ievaユ 2 2

4.MeSSageSw工tching 0.5 2

5.EcOnO【nicsOfDataPrOceSSing 0.5 2

6・ エnsta已a七i。n耳aming 0.5 2
「

7systemsDesign 0.5 2

8・P工 て)gra㎜ 工ngCOnven七iOnSandDOcumentatiOn 0.5 2
ヤ

9Hospi七a].s・Ba七chProcessing七 〇Real-Time 1 1

10.'SavingsandMor七gage工ns七i七uしions 1 1

11.FaShionAppare■ 工ndus七ry 1 1・

'12
.LinearProgra【n(nユhgApp■ida七ion 2 .,]

芦

13.Simuユa七ion 1 5

プ

14.Managemen七 工nfOr〔nationSys七ems 1 3

15.Ba5ic工nvento]γand]ヤ(xluctionControl 0.5 3
、

16.Bi〕 ユingandAccounts:Rec∈ 江vabユe 0.5 2

計 32

'

プログラム学 習ま掲よ自 習形式 になってい るコー スは第14.3表 の とおりである。 自

習形式のもの はaudio垣 聾 とワー クブックを組合わせて行 なわれ るも ので,Bastc

ComputerConcep七sや 浮 動'J・数 点演算 につ いて も計画されてい る。. .

⊃
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第14.5表 プ ロ グ ラ ム 学 習 等 コ ー ス一 覧

コ ー ス 名 平均所 要時 間 (時)
輻

1. プ ログ ラム学 習形式'
」

1 UN工VAC 1004 Progra㎜ing 40 ～ 45

2 UN工V .AC 1001
.

Progra㎜ ■ng 25
1

3 UN工VAC 1050 Progra㎜ing 60

4 PERT/CO ST for・M>rユagemer「 じ' 一

2.自 習 形 式

1. UN工VAC 皿 「 PrOgra㎜ ユ㎎
」

.

1

r
-

(参 考 資料)UNIVACEducati・nS・heduユe(Spring/Su㎜er1968)

14.4社 内 教 育

UNエYACの 社 内 教 育 は,前 述 の よ うに,DPDのMank'etingDept・ に 属 す る

教 育 セ ンタ ー が 担 当 し て い る。

そ の 体 系 は,工 .B.Mの よ うに組 織 化 さ れ る に 至 っ て こい な ら が,シ ス テ ム.設 計 者 お よ

び セ ー ル ス マ ン に お お よ そつ ぎ の よ う な コ ー ス を 計 画 し て い る。

(1)入 門 コ ー ス(OrientationCourses)

2日 間 で,UNエVACの 歴'史,組 織 、製 品 な ど の 紹 九ttト

(2)概 説 ・ 一 ス(C・nceptsC・urses)

学 習 形 式 は教 室 実 施(コ ー ス 番 号11-〉 ぐ× ×)とaudiotape(コ ー ス 番 号10

-× ××)研IJ用 し た 自習 の2通 り で
,第14.'4表 の よ うな も ¢)で あ る。

、

o

－215一



第14.4表 ユ ニ パ ッ ク の 概 説 コ ー ス.

'

所 要 時 間
コ ー ス 番 号

. コ ー ス 名 教 室 式
'自 習 式

の下3け た
(11-× × ×) 臼o-× ××)

.

時 時

101 Bas].cCompu七erConOep七s 48 52～64
.

102 80Co■urnnUnitRecOrdConceP七s 52 24～48

105 Magne苗cmpeConcepts 32 24～48

104 ∈汐stemsDesignConcep七s 48 32～64

105 COrnmmica七iOnConceptS 18 12～24

A

106 MassS七 〇rageConcePts 18 12～24

107 ReadTirneOOncep七s 48 32 .～64

108 Opera七ing∈ 汐 『一じe「nsCOncep七s 48 52～64

109 Mul七i-ProcessirユgCOncep七s 48 32～64

110 磁nguageprocessOrCOnGepts 18 12～24

111 AユvancedEDPCOncep七s 60 一

112 工nforα 且tionManagement 60.・
一

'

(3)専 門 訓 練(ProfeSSiOna■Training)

学 形 式は・概説一 スと同.じく,毅 式・自習註

コ ー ス番 号

200

201

202

203

204

205

206

207

208

Terr工toryManage【n∋n七 .

Te■eptOneT'echniqges

Benefi七SeILing

Sa工eSAidsUsage

Sys七ernSurvey

PriCeBookOrien七atユon

Con七rac七sOrien七a『 じion

PrOPOsaユWriting

Con七rac七ConversiOn
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9

0

1

2

3

4

5

6

0

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

.
2

2

ラ4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

・

1

1

1

1

1

†

5

3

3

3

3

3

5

3

3

3

3

3

5

5

5

5

う6

1

5

0

0

λ4

4

ア プ リケ ー シ ョ

製 品 コ ー ス

SaユesSk4ユ ユWOrkshop

OutrightSa■esPrOgra【n

DQ6umentationStandardS.

BasicTeachingTechniques

EDPS七affOrganlzation

EDPOpera七ions

ProjectLeaderTTaining

ManagerrユentDevelopmerユt

ン訓 練

qPMand-PERT
'

s■muユa七iOn

Linea士Programming、

工n▽en七 〇ryContro■

PrOductユOnCOntrol.
.

ACCOunting

Engineering・ ・

Ba「iking ・

Sarvingsand工 ρan

工nsurance

S七a七is七ics

Forecasting

PrOceSSCorユ 『じro■

APT

Ci七yGoverllmθpt

S－じateandFedera].Gover皿nen七

(ProdUc七COuエses)

80Cb■u㎜Tabula七 ユng

1001
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4

5

7

8

0

1

2

3

4

5

6

ア

9

0

1

2

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

以上は,

お りであ る。

1004

1005

9200/9300RPG

9200/9500Assembler

1050

418

u－ 皿 .Saユ 七

U－ 皿U七most

490/1/2

494

1107/8ExerciseI

、
〃 〃ll

1108Asse〔nb■er

Fortran

Coぴ)1

Aユ90].

目下 コ ー ス,カ タ ロ グ を 整 備 中 で,

第14.5表

rt

現 在実施しているものは第14.5表 の と

ElisicCoMpuL七erandPrcgrammingConcepts

PunchedCardDataProcessingCotcepts

Rep⊃ エtPrOgramGenerator(RPG)

9000SeriesCardAssemb工erCourse

SystemsDeve■opment,Des■gn,andAnaユysis

Direc七AccessStorageDeviceCOncep－ じs

I]a七aCo㎜nicatユons

Op∋ratingSystemSC(ncepts

－218一
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1

Rea].-TimeConcep七s

FORTRANV

COBOL65

教 材は,テ キス トはマニュアノレであ り,'こ の ほか に受 講者 にはワニクブックが配布 さ

楓 甑 ・ ンス トラ・ター ・ガイ ドが用意 されて・・る・ ・ライ ドやオーバーへ ・ ド・

プロジェクタの活用も計画 され てい る。'しか し,全 体的 にはまだ暫訂版 で,今 後積極 的

に 改 訂 す る予 定 で あ る。

な おCurriculumDevelopmentで は,数 学 コー ス(Logtc,基 礎 数 学 応 用 数

学)の 充 実 に 努 力 し て い る。 ・ ・プ

(参 考 資 料)

(1)C(mrseCa七aユcg(Preliminary4/29/68)-UN工VAC拠ke七ing

EdUca七ion

O)UN工VAOMarke七ingCareerTrainingprcgram

③

、

亀
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`

(CDO,ODI)

OontrolDa七aGorporation

訪 問 先
Oon七rolDa七aIns七i七ute

場 所 8100 .,54七h、A▽e,Sou七h,Minne竺polisMinneso七a,

.一

期 目 1968年5月22日

Mr.D.S.Michels(Dir,ofManpowerDeveloP)
F ・ .
Mr.L.F.0,Keefe(C.DFarEastluc)

.

Mr.Lay七 〇n.(}.Ki皿ey((}eneralMgrofCD工)・

.応 接 者 Mr.E.Mark,Sheld・n(Direc七 。r。flns七ruc七i。n・fOD1)
.

M・.B.L.S.ulliv・n(Cu・ 七・merR・ ⊥ati。n・)

7

目 次

＼

15.1

G5.2

15,3

15.4

会 社 概 要

教 育 の 概 況

CD1に おける教育

能力開発部による教育

221

223

225

232

●

〆

'

一220一



15コ ン ト ロ ー ル デ ー タ(CDC・CDI)

⑳

15.1会 社 概 要 一. .

CDGは1957年 に 創 業 し2年 間 で,当 時 の 計 算 機 市 場 で 最 高 の 速 さ で 最 強 の 全 ト

ラ ン ジス タ式 計 算 機CONTROLDATA1604を 設 計,開 発 し た 。

当 社 の 方 針 は,人 類 の 成 長 に 最 大 に 寄.与 す る こ と で あ り,具 体 的 に は,コ ス ト ・パ ー

フ ォマ ン ス に お い て計 算 機 業 界 の 標 準 を 凌 駕 す る 速 度 と信 頼 性 を 有 す る シ ス テ ム を 提 供

す る こ と で あ る。

GDCは,W.O.Norrisを 社 長 と し,1968年 に18,000人 の 従 業 員 を 有 し て い

る 。 彼 等 は,研 究,技 術,製 造,プ ロ グ ラ ミン グ,デ ー タ ー ・セ ン ター の 運 用,販 売,

シ ス テ ム ・サ ポ ー トお よ び 教 育 の 各 分 野 の 仕 事 に従 事 し て い る 。

本 部(Gorpora七eOffice)をMlneap。lisに 置 き,主 た る製 造 工 場 はMi'・.

nneso七a,Massachusetts,Nebraska,Michigan,NewYork・,

Pensylvania,Marylandteよ びOalif。rniaの 各 地 に あ る。 こ れ らは 管 理,

研 究,技 術,プ ロ グ ラ ミ ン グ な ど も含 め て,26都 市39ヵ 所 に の ぼ り ま た,主 要 部

市 に10の デ ー タ'セ ン タ ー,5のGD1が あ る。 さ ら に 販 売 お よび サ ー ビス 部 門 は,

米 国 に49都 市,外 国 に は20カ 国 に314以 上 が あ る。

し/嫡 駈,.。_。 を吸収するこ、に・。て鋤 ・… エアの醗 デ

ータ ・セ ンター澄よび教育面でいち じる しく強化 されたと考 えられる。

1968年3月 末で,以 前9ヵ 月間の財務状況中おもなものは第15.1表 の とお りであ

る。

も
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第15.1表ODCの 財 務 状 況

項

販 売 収 入

レンタルおよびサービス収入

総 収 入

販 売 費 用

レンタルおよびサービス費用

総 費 用

差 引 利 益

一 般 管 理 費

研 究 開 発 費

そ の 他

総 支 出

税引前 の収 益

税 金

純 利 「益

金 額

160、579,319

103,071.814

265,051,153

103.408.604

72,153,390

175,561,994

88、089,159

36,682,133

15,516,476

ス486,159

5ス484,768

30、604,3ア.1

1ス224、791

13,379,58b

(参考資料)'

(1)Th'sBus'nessofC。mp ・yte「s'

…
.・ …a…p…,・ ・a・Ep・ ・d'・un・3・ ・1967

ブ
(3)ThirdQuar七erRepor七forthe.NineMon七hsEnd見 ・dMa「ch

51・1『68

(4}B・ ・kg・ ・und。nC。n七 ・・1D・ta.G。 ・p。 ・ati。n

、

,

一222一



15・2教 育 の 概 況

CDOの 教 育は,組 織上篇15.1図 の4つ に分けて考え られる。

第15.1図CDOの 教 育組織概要 図

①Operations

Dept.

(霧 製纈 係の)

(ハ ー ド,ソ フ トの社内 ・外教 育)

②Marke七ing

(顧 客教育(無 料))

④Manp。wer
Developmen七

Dep七(マ ネジ メン

ト職 務矢[識の向上 の 孝婿)

`

今回の調査 では,第15.1図 の うち③ と④ につ いて調査 したので,以 下,こ れ らに限

って述べる。

c

15.3CD工 に お け る 教 育

ODI(Con七rolDataエnstユtute)は,1965年9月 にCDCが 設 立 し

た 教 育 機 関 で,メ ー カ ー が公 開 し た もの と し ては 恐 ら く最 初 の 学 校 で あ る とい わ れ る 。

MinneaPolis以 外 に 最 近1.。sAngels(別 項AIAの こ と),washinghton,

D・C・ に も 同 様 な もの が 開 設 さ れ た 。 こ の ほ か,1966年 以 降Bost。n,NewYork,

DetFoi七,Dallasや 西 ドイ ツのFrankfurtに も開 設 さ れ,近 々予 定 中 の もの

にMiami,A七lanta,ChicagOが あ る 。

本 校 の 目的 は,計 算 機 に 関 す る基 礎 教 育 で あ り,こ れ を 社 内(従 業 員)と 社 外(一 般

公 募 ・)の両 面 に わ た って 実 施 し て い る 。 定 期 コ ース は 後 述 のC。mputerTechno-
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o

logy(ハ ー ドウ エ ア)とProgrammingTechnology(ソ フ トウ エ ア)の2

コ ー ス で あ る が,こ の ほ か に特 別 注文 で コ ー ス を 設 定 す る こ と も あ る 。 そ の 割 合 は10

%く らい で あ る 。 一 例 と し て は 気 象 庁 か ら$1』6、200で 契 約 した もの や 空 軍,海 軍,

Honeywell社 な ど が あ り;そ の 契 約 高 も$200～$57,000と さ ま ざ ま で あ る 。

定 期 コ ース の1968年4月 現 在 受 講 者 は1、600人 で,こ の う ち1、500人 がMinea-

Pohs・Washington,LosAngelsに 集 中 し て い る。 ま た,部 内 訓 練 と し・

て 従 業 員 に つ い て は本 年4月 中 に5、000・ 人 時 の 教 育 を 実 施 した 。

受 講 者 は 広 範 囲 で あ る が,ハ ー ドワ エ ア は ほ とん ど男 性 で あ り,ソ フ トウ エ アの.20

%は 女 性 で あ る。 ま た,軍 か ら役 員 対 策(GIBill)や 身 体 障 害 者 の 復 帰 教 育(Man-

powerDeveloPmentTrainingAc七,MDTA)な ど の 人 々 も受 講 し て い
⑳

る 。

受 験 資 格 は 高 校 卒 業 程 度 で あ る が,代 数 は 必 要 条 件 で 面 接 を含 む 入 学 試 験 に よ っ て選

考 す る。 受 験 料 は 不 要 で80%は 合 格 す る 。 入 学 者 の 現 状 は,大 学 卒 が8%,高 卒 が

52%で,あ との40%は 高 卒 後 な ん ら か の 教 育 を う け,職 歴 の あ る 人 で あ る 。

卒 業 で き る 人 は75%で,現 在 ま で に1,200人 が 卒 業 し,119社 に 就 職 し

て い る。 そ の30%はODCで あ る が,そ の ほ か に1 ,BM,NCR,Honeywell,

(}E,TexasIns七ru皿ent,BurroughsGorp.,Recognit,ion

Equip・Co・,UN工VAC,EAI,ChryslerCorp.,FordMotor

Og‥Lear'GMた ど で あ る 。

イ ン ス ト ラ ク タは525人 で,CDGか らの 転 属,高 校 や 大 学 の 先 生 の よ うに 教 育 経 験

者,軍 で 技 術 教 育 を や っ た 入,新 卒(訓 練 が 必 要)な どか ら構 成 さ れ て い る 。 平 均 教 育

r・'3 年
で あ る。.一経 験 は44

教 育 方 法 は,講 …勧 と き は ク ラス 定 員 が35名,実 習 の とき は16名 で2～3人1組

に な る。40%は 実 習(Hands-on)で,ζ の た め 八 一 ドワ エ ア 実 習 用 と してODG

3300,ソ フ トウ エ ア 実 習 用 と し てODO5200の ほ か,各 装 置 が そ れ ぞ れ 実 習 室 別 に

整 備 さ れ て い る 。 受 講 者 は 問 題 を 与 え ら れ る と,'正 規 の 時 間 外 に こ れ を 解 答 し て,正 規

の 時 間 に 持 っ て く る こ とが 多 い 。 と く に ソ フ トワ エ ァの 場 合 は 多 い 。.

CDI・Mineap .oli.sの 月 当 り支 出 は.$10・000以 上 で あ る 。 収 入 は 受 講 者 の 授

業 料 と特 別 注 文 の 契 約 料 で ま か 宏 っ て い る 。、計 算 機 時 間 を 売 っ た り,研 究 安 ど で か せ ぐ

こ と は し て い た い 。
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つ ぎに 各 コ ース 別 に そ の カ リ キ ュ プ仏,教 材等 を 述 べ る こ と にす る 。

15.3.1Co皿Pu七e「IlechnologyCou「se

本 コ ー ス は,ハ ー ドウ エ アの コ ー ス で,'計 算 機 シ ス テ ムの サ ー ビス,設 置,保 守 部

門 の た め の も の で ある 。

コ ー スは43週,1000時 間 で,1日5時 間 で ある。5時 間 は 午 前7時 か ら正 午 ま

℃ ま た は午 後12時45分 か ら午 後5時45分 ま での い ず れ か を と れ ば よ い 。 な お,

ODCの 従 業 員 に 対す る と き は,技 術 的 に 重 点 主 義 を と り,受 講 者 の 地 位 に応 じて 科

目 を調 整 す る。 ま た,1日8時 間5日 制 で1週 ～10ヵ 月 ま で各 種 あ る 。

費 用 は,授 業 科$2,200,テ キ ス ト代$1351実 習 費$15,登 録 代$50の 計$

2,400で あ る 。 テ キス ト代, .実 習 費 等 の 明 細 は 第15・2表 の とお りで あ る 。

コ ー ス ・ア ウ 、トラ イ ン は 第15.5表 の とお りで あ る
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本 コースの受講資格は,平 均以 上の数学的オ能 があ り,数 学お よび科学に関心があ

り,高 校で全 体の50%以 上 の成績 を有す るものである。

1968年 度 は,2月26日,4月8日,5月20日,7月1日,8月12日,9月

25日 をそれぞれ開始 日として,合 計6回 が開講される。

15.5.2Progralnlning□echnologyOourse

本 コ ースは,ソ フ トワエァの コース で,何 をいつ どれ くらいさせ るかを計算機 に教

え るに必要 な理論 と技能 を学ぶ ための ものである。 これ には,仕 事の分析,命 令の書

き方 計算機への 入力のためのコーデ ィン グな どが含 まれている。

コ ースは26週,'600時 間 で,1日5時 間である。その他 は,前 述のC。mpnter

Techno!ogyConrseと 同 じで ある。ltk・,本 コ ースには夕方開始のもの もあ

る。 これは火,水,木 の午後6時 か ら午後10時 に 行なわ九 この ときは54週 を要

す る 。

費 用 は,授 業 料$1,675,テ キ ス ト代$60,実 習 費$40,登 録 代$50の 計$1,825

で あ る 。 テ キ ス ト代,実 習 費 の 明 細 は 第15.4表 の とtoioで あ る 。
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工NC工DENTALFEE

O⊂MI)uter1]echコology

V蘂ek

IssuedDescrip七iOn

第15.2表 コ ン ピュ ー タ ・テク ノ ロジー コー ス費 用 内 訳

REFUNDSCHEDUIL、E CONTROI.DATA工NST工TUTEEFFECT工VEMAYI5.、,1968

TotalInci(把n七a!R)e$150.00includesboOkS$135DOLab$15 .〔〕O

WeekOhargesChargesTotal

priceTermina七edLabFeeBooksRefund

1

2

3

4

R
)

6

7

8

9-10

11

12-13

In七ro.七 〇EZeotricGircuits,JaCkSon

IlatsicElectronics,Grob

BassiveNe七w)rkSW◎rkヒ()ok

passiveN〕tぷC)工'ksExperilnen七S

SIide王Mle

NOBooksBsued

NOB⊃oks工Ssued

NOBcoksIssued

N)Books.ISSued

ActiveNetworksWOrkbOok,Vb五 皿eI

Ac七iveNe七w()rksExperiments

NbB力kslssued

Traエ ユsistors,Kiver'

Semi-ConductorPunclamenセals,ISeユd〔nan&Marsha!l

AC七iveNetWorksWorkbOok,VOlu丑ell

NoR)oksIssued

Intro(luc七iQn七 〇Digi七al(㎞puterS,VOIume・1,ll,皿

1604prin七edOircuit]vbllual

工OgicCircui七sExperimeDtsManVal・

3000SeriesprintedC‡rcui七s
.遁nual

NoBOoks]SSued

0

0

0

0

5

一

5

5

5

4

1

9

z

5

t

4

$

一

一

一

〇

〇

一

5

0

0

.

}

5

.
5

5

5

2

1

9

5

4

0

1

2

5

3

2

6

6

2

4

t

/

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9-10
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第15・5表ODIの コン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー コ ース の 概 要

項 目 内 容 時 間

Phase 1基 礎電子工学

A パシツプ回路 電子工学のための数学,直 流回路解析と磁気, (320)
,

インダクタンス とキャパシタンス,交 流 回路 150

解析

B アクティ ブ回 路 電子管基礎 半導体,ト ランジスタ回路と数 170

' 大系,プ ール代数 と論理回路

Phase 丑 周辺機器 (575)

A オッシ ロス コー プの使用法 周辺機器の基本,オ ッシ ロス コープ 25

と周辺機器入門

B 紙テープせん孔機および読 操作理論,機 械調整と新品交換流線,注 油お
「

取り機 よび記録

c ビ ジ ュア ル ・デ ィス プ レー
25

D カー ド機器と制御装置 カー ド読取 り機:カ ー ドせん孔機 75

カード機器制御装置

E ハ ー ドコ ピ ー 機 器 電動 タイプライタ,ラ インプ リンタ 75

F 磁気記録機器 磁気 テープ装置,磁 気 ディス ク装置 75

G 磁気テープ制御装置 55'

H 磁気ディスク制御装置 40

Phase 皿 中央処理装置 (505)

A 基礎 プ ログラ ミング
1

計算機 シス テム入門,機 械語プログラミング 100

アセ ンブラプ ログ ラミング

B 中央処理装置 記憶装置,コ マン ド制御,演 算装置,プ ロツ 160

ク制御廊
,ヤ

C コンパ イラ入 門 コ ン パ イ ラ言 語,i基 本FIORTRAN

D システム診 断 プログ ラミ

ング

計 1,000
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コ ー ス ・ア ウ ト ラ イ ンは 第15.5表 の と お り で あ る 。

第i5.5表

項 目 内 容 時 間

1 序 論 計算機応用の デモンス トレーシ ・ン,そ の他の応用, 20

歴史,デ ジタル計算機入門,入 出力機器,プ ログ

ラ ミン グ の 方 法 ・

n プ ロ グラ ミングの概念 問題定義 ドクメンテーシ 。ン,デ ータの特性 25

皿/・ ンチ ・ガ ド,繊 パ ンチ ・カー ト～ 補助機械 20

IV 計算機の概念 プ ログラム記憶方式の概念,記 憶,ナ ンバ ・システ 40

ム,演 算,制 御,入 出力

V 機 械語 プログラミング 計算機の特性と命令系,流 れ図 40

w ア セ ン ブ ラ'・ プ ロ グ ラ ミ アセンブラ入門,記 号命令系,ル ープとインデクス, ・150

ング サブルーチ ン,ア センブラ理論,デ バ ッギング技法,

入 出 力,磁 気 テ ー プ,ソ ー テ ィ ン グ技 法,モ ニ タ 入

門,入 出力制御,割 込み,割 込み制御,入 出力 バ ッ

フ ア

W・ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス エグゼクテ ィブ入門,制 御 カー ド,デ バ ッギ ン グ 20.

テム

珊 割 当 て 準 備 仕事の選択,レ ジュメの書 き方,面 接法 5

眠 問題向 き言 語 コ ン パ イラ 入 門,FORTRAN,マ ル チ レ ベ ル プ ロ グ 195

ラ ミン グ,大 容量記憶 の概念,COBOL

X デ ー タ処 理 用 ユ ー テ ィリ ソ ー ト/〔 一 ジ㌧PERT/TIM耳/COSTRPG 25

テ ィ ・プ ロ グ ラ ム
.

Xl 計算機 の概 念 機 種 間 の 相 違(IIぷ1400シ リー ズ,560シ リ ー ズ 50

RCASpec七ra70シ リ ー ズ,Sigma7シ リ ー ズ,

H-2000シ リ ー ズ,6000シ リ ー ズ),IBMシ ス

テ ム の プ ロ グ ラ ミン グ

期 計算機 ソフ トワエアの現 リア ル タ イ ム シ ス テ ム,ト ー タ ル ・シ ス テ ム,タ イ 5

状 ム ・シ ェ ア リ ン グシ ス テ ム,多 重 処 理,多 重 プ ロ グ
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刈r情 報産業vak－ け る未来

ラ ミング,遠 隔操作,MエS

不 断の教 育の必要性,デ ー タ処 理関係 の文献紹介 な ど

中 一品 受瀬 格は醐 学パズルやゲームを鰍 ・ど磁 学的才能が平場 上で・

高校 で全 体の1/3以 上 の成績を有す るもの である。

1968年 度は,5月25日,6月10E1,8月12日,10月14日 をそれぞれ開∫

始 日として,合 計4回 開講 される。 ・

(参 考 資 料)

(1)GonfrolData工nsti七u七e'Repor七,Vo1嚇2,No.5

(2)CDIAlumniNews

(5)・Anlnf・ ・皿a七i。nBul1・ 七・npreparedf。 「V。 ・ati。nalC。un'se-

lorSconcerningTraining&OpPOr七uni七ieSintheField

ofEDP〆 ・

㈲rC・ … 七・ 「Techn。'ogy100u「s「e'Ou七"neご

(5)Inoiden七alFeeRefund、Schedulecompu七erTechnology

(6)Pr・09rammirlgTeGhnologyCourseOu『 じ1ine

(7いln・id・ntalFeeR・fund.S・heduleP・ 。9・ammingTechn・1。gy

15.4ManpowerDe▽elopment.Dept(MPDD)に よ る 教 育','

MPDD(能 力 開 発 部)が 実 施 す る 教 育 は,ODC従i業 員 の 職 務 知 識 の 向 上 を計 る た め

の もの で,つ ぎの2つ に 大 別 で き る 。

⑦ManagementEducationprogram・"

②AfterHoursEducati。nP「 。9「aln

前者は管賭 向けの もので憤 蜘 識全般 にわた・て15の コ ー'Kま たは民 ナーva

分 割 されている。後 者は主 と して一般従業員向けK就 業後 に実施する もの で,Minne-

、。ta大 学 をは じめ付近 の大学,高 校 な どの留学が らテレ ビ放送に よる ものまで,さ ま

ざまな形態の ものがある。以下,節 を分けて述べることにす る。

15.4.]Managemen七EdncationP「09「a孤

本プ・グラムは,管 賭 に,短 繊 よび長期の自己醗 畷 求をみ鱈 こζに役立

一252一
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つ ように計画された ものであるqそ の目的はつ ぎの4っ である。

①CDOの 管 理原 則と実 硝ゐ常識の基礎を明 らかにす ること。

～ ② 管理上の問題 を技術的 寿よび人 間的見地か ら処理す るために新 しい概念やアイ

デ アを取得す ること。'

③ 管理者が より効果的 な意思決定 をするために,定 量的お よび定性的 な解析の近

代的手法を理解 し,適 用す ること。

④ 参加 者のCDGに 対 する長期的k価 値を強化する こと。'

t・プ ログラムは
,下 表の ように15の コースまたは セミナーに分げ られ,定 員はコー

ス ・リーダーの能力 と参加者のさまざまな経験を効果 的に利用するため20名 を限度

としている。期 間はコース によって異 なるが,1セ シ 。ン4時 間 を単位 として行 なわ

れる。 しか し,コ ース に よっては,1週 間の フルコース もある。
1

各 コースの概要は第15,6表 の とお りである。

第15.6表 能力開発部 の実施する教 育 コース概要

コ ー ス

番 号
コ ー ス ま た は

セ ミナ ー 名
受講対象 内 容 の お も な もの 期 間

1601 Seminarfor、 6vr, 仕事の責任,効 果的左方法,仕 事の命 40H*

Manufac加ring fm,

andMaintenanCe 令,方 針 と実施過程,労 働関係,品 質
supervisors

改善,安 全性

1602 Methods svr, 改善手法,作 業測定 20H

IInprovemen七and fm

WorkMeasuremen七

1603 Schedulil19Work svr, 生産計画の概念,工 程管理,,ラ イ ン負 ・ .12且
andU七ilizatユon fm

ofASSets 荷および仕事の割当て技法在庫管理の
1

、 手法
'F'

1604 SemiロarforlNew svr, マネジメン トの 仕事,作 業計画,効 果 40H**
supervisors 五1gr

1 測定,従 業 員の啓発,従 業員の動機づ
,

'
Fレ1

F
國.、, け,給 与事 務,業 界事情,コ ス ト,・品質

.

」
.工 程 の管理,方 針管理

ゴ
`

1605『 Managerialpro一 d七r, 意思決定方法,原 因と問題の区分,フ 2dayS

blemAnalysis

and]垣cision.

mg「,

svr ア・ク ト ・・ア ナ リシ ス,代 替 案 の 作 成,
(夕 方 も、

Making 含む)
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意思決定の分析 よい意思決定の実施毒

上 の問題点 ・

]606 EngineeringManage一 mg「 金の時 間的価値,変 化に よるコス ト増 24H

皿entEconomic

Analysis 変 化 の オ ポ チ ュ ニ テ ィ ・コス ト,税 の
・

影響と経済分析に関する経理上の考慮

'

1607 Administrative

点
・'(上 と同 じ)

24H

Ma]コage皿en七 mg「

EconomicAnalysis

1608、
'Financia1 mg「, 会計原則と手続の基礎,財 務諸表,コ 21畔

Manage皿ent svr

ス ト・システム,在 庫管理,予 算 と財

L

. 務計画,現 金の流れ,財 務比率

1609 Manufac七uring d七r, 戦 略 的 計 画,予 算,コ ス.ト コ ン トロ ー 20且

.Planning,Budge一 mg「

七ingandControl!一 ル,マ ーケ ッ ト評価 と洞察,製 品計画

ingCos七sド

三ス トの概念,部 門別計画,予 算,コ
-. 一

ス ト ・:コ ン ト ロ ー ル

,

1610' Engineering dtr, 戦 略 的 計 画,予 算,コ ス・}・ コ ン トロ 16H

Planning, mg「'

Biユdgθtingand
一 ル
,マ ー ケ ッ ト評 価 と 洞 察,製 品 計

Obn七rollingCos七'一.・

画,プ ロジェク ト予算 とコス トの概念,

プ ロジェク ト・コス トの統制 と研究 開

発予算

1611 AidvancedFinancia平♪
Manage皿ent

mg「 ・

dtr

(計 画中) 20H

1612 Optimizing七he d七r, 監督の役割,組 織論,人 間行動の理解 2佃#

HumanResurce mg「,

svr 動機ヅケ理論の使用,面 接における監

督 の 役 割1問 題 解 決手 法,ヒ ュ ー マ ン ・・

「1 リゾースの最適化に関する事例研究

1613 OaseS七udyin d七r, 製造工場に関連する現実的で複雑な問 21畔
Management mgr,

ぺ

svr 題にづいて事例研究として解析し討論

する

1615 SeminarforMarke一 mg「, マ ネ ジ メ ン トの 仕 事,マ ー ケ ッ ト組 織 42H**

七ingManagemen七 svr

＼」
.
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に対ナる作業計画,従 業員の効果測定,

ライン管理者に対する給与管理,入 事

方針の解釈と使用,運 用方針の解釈と
.

使用,従i業 員の動機 づけ,従 業 員との

面接と選考,利 益分析と統制

Managemen七 d七r, GDCの 管理上現在関心の ある トピッ 4-8H

Seminars mg「,

svr クに関 して,ク ソレーフ討論を実施する。

(注1,)受 講 対 象 でd七rはdirecfor・mgrはmanager,svrはSupervisor・

fmはfore皿anを 示 す 。

(注2.)期 間 で,原 則 と して1セ シ ・ン は4時 間H〕 で あ る か ら,た とえ ば20且 は20H÷

4H=5セ シ ョン とい う こ と に な る。

*印 は,1週 間 の フ ル コ ー ス も あ る。**印 は1週 間 の フル コ ー ス の み で あ る6ま

た#印 は,1セ シ ・ンが3時 間 で あ る 。

以 上 の 各 コ ー ス の 受 講 順 序 は,第15.1図 の とお りで あ る 。
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第15.1図 マネージメ ン ト教 育 プログラ.ムの受講順序
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15.4.2AfterHoursEducationprogra皿

本 プ ロ グ ラ ム は,実 施 機 関 や 方 法 か ら?ぎ の4つ に 大 別 で き る。

⑦Minnesota大 学 のEveningG「adua七eSch。 。IP「 。9「am

② 近郊の大学,職 業学校のAdul七EveningEducati。nPr。gram

⑤Edi・cati・nalTVI

④AfferH。ursProgra皿

以 下,各 項 に 分 け て 述 べ る 。

(a)Minneso七a大 学 のEveningG・raduateSchoolProgram

これ に は,MasterslDegreeinElectricalEngineering

(M・SEE)とMas七ersDegreeinBusinessAdm'inistra七ion

(MBA)が あ る 。 前 者 は,工 学,数 学,物 理 学 の 分 野 で 学 士(bachglOr)の 称

号 を も つ も の に 限 ら れ,修 了 に は3.5～4年 間 を 要 す る 。 ま た,後 者 も,必 要 な分

野 の 学 士 の 称 号 を も つ もの で,修 了 に は1.5～2年 を要 す る。 い ず れ も,大 学 院 へ

の 留 学 で あ っ て,マ ス タ ー の 学 位 を 取 得 す る こ と を 目 的 と して い る。

これ に 対 し て,学 位 を 取 らず,特 別 な分 野 に つ い て の 知 識 を 得 る こ とだ け を 目 的

とす る 人 々 に は,同 大 学 のExtensionDivisionに よ るeveningCou-

rseへ の 参 加 が あ る 。 い うftれ ば 選 科 生 で あ っ て,大 学 が開 設 す る任 意 の コ ー ス

へ 参 加 で き る か,た と え ば 実 務 的 に は つ ぎ の よ う な も の が あ る。

① 事 務 管 理

② 産 業 論

⑤ 会 計

④ 電 気.;主"学1

⑮ 機 械 工 』学 ・

(b)近 郊 の 大 学,職 業 学 校 のAdul七EveningEducation'Program

'こ れ は,成 人 教 育 へ の 参 加 で あ っ て,内 容 は そ の つ ど新 聞 な ど に 発 表 さ れ る。 お'

も.な主 催 校 は,つ ぎ の と お りで あ る 。

Colleges:UnivθrsityofMinneso七a-GeneralEx七ension

GraduateSchool

TradeandVocationalSchool・Dunwoody工n・s七i七ute

MinneapolisVocationalHigh.School
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St.pauユ'.Voc.a・tionalHighSchool.

publicSchoo1:Bloo皿ing七 〇n:ColumbiaHeight:、Edina:

GoldenValleylMinneapolis:MoundsViewl

.'、OsseoL:RichfieldlRoseville:St・1-ouis

・Park.Burnsville,・'

(c)Educa・ 七ionTV

これ は,Mi .nneapolis・st,pau1のTwincity地 区 で ・KToA-Tv

'

とKTCエ の 両 局 を 通 じ て 行 な われ る 成 人 教 育 へ の 参 加 で あ る。 プ ロ グ ラ ム は 地 方 産 業

に お け る教 育 の 必 要 性 か らt961年 に 生 れ た もの で,Minn.esotaエndust「y

SchooloftheAi「(MISOTA)が 監 督 し て い る 。 プ ログ ラ ムの 内容 は 第

15.7表 の と お りで あ る 。

第15.7表 ミ ネ ソ タ 教 育 テ レ ビの プ ロ グ ラ ム 内 容

・ .FallTer皿

「
EfficientReading Monday 3 00

・ Tuesday 6 50

ManagersiIIActionθSeriesn Monday

Friday

6

3

30

00

psychologicalAspectsofSuper▽ision Tuesday
Wednesday

3
6
00

30.「
Adv.Oorlcep七s&Tech・ofSupervlslon wednesday

Thursday

3

6

00

50

DevelopingComlnunicationsSkills Thursday

Friday

3

6

00
30

F

winterTerln

SuccessThroughWbrdPower Monday 5 00

Tuesday 6 30・

⊂k)nversa七ionalSPanish Monday 6 30
Friday 3 00

M。dernSupervis。ryPrac七ice Tuesday 3 00

Wednesday 6 30

ModernIndus七rialManage皿en七 Wednesday 5 00

. Thursday 6 50.

ManagersinAC七i。n・SeriesI Thursday

Friday

3
6
00
30

SpringTerm

' .

'EffectiveSpeaking Monday
Tuesday

3
6
00
30

ConversationalFrench Monday

Friday

6
3
30

00

MaInage皿en七byObjectives&Results Tuesday
wednesday

3

6
00
50

P L
DeciSiOnMakingTechnユqueS

F

wednesday'
Thursday

3
6
00

309

Salesmanship(41essoロsonly) Friday
層Th
ursday

650.
3:00

.
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(d)Af七erHoursProgram

こ れ は,MPDDが 実 施 して い る.もの で,年3回 開 講 さ れ る。 す な わ ち,秋 組(1〔 レ/2

～12/14)・ 冬 組(1/8～5/14) ,春 組(4/1～6/6)で あ る 。 各 ク ラス
.'

は25入 の定員 で15人 に満たな吟 ときは開講 しなし(。期間は,1週1回(1セ シ ・

ンと呼 び2時 間)で,10週 で修了する。なお,成 績判定 があ り,悪 い ものは修了 で

きない。逆 に10コ ー ス以上 を修了 した ものは賞状が出される。また,教 科書な どの

教材はすべて受講者の 自己負担である。

つ ぎに,1968年 度 のコース を第15.8表 に示す。

第15.8表 Af七erHovrs Progτa血

ス
号
一コ
番

コ ス 名 受 講 対 象 の 例

1101

MO3

1106

1M5

1116

111ア

1118

1119

1125

1126

TECHNIOAI」COURSES

BaslcTransis七 〇rGlrcuユts

Introduc七iontOElectrici七y

BaSICElectronics

Blueprin七Readin9

GeOme七riCTOleranCillg

ManufacもuringProcesses&

Ma七erials

CDORefrigera七ionSys七ems

prlnciplesofOhemis七ry,,

EleGtronicApPlica七ions

SlideRu!e

ManufacturingEngineering

eleCtrOniC七eChniCian

allemployees

allemPloyees

inspec七 〇r,assembler,

technician

deSigner,draftsman

designer,engineer,

draf七sman

CUS七 〇lnerengineer,

皿anufacturingsi尤e

planner

alle皿plOyees

〃

eng] .neer,IE

期 間

(セ シ 。ン)

七echnician,

.10

10

10

10

10

10

10

10

10

10
FundamentalS groupleader

・

1127 Draf七ingS七andards & designer,draftsman 10
Applica七iors

1

1128 DesignRequire皿en七s for deSigner,engineer 10

EleotronicEquipmen七.
、L.
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二'?

PRODUOTS&PK)(}RAMMIN(}
F

1201 BasicPeripheralEquiplnem七
,

eng■nee「 ・P「09「amme「' 10

analys七,七echnician

1205 In七roduc七ion七 〇Digital allemPIOyees 10*

CO皿puters
,

1207 ()omp'uterConcep七s
〃

- 10

1208 DataCommunica七ions ク 10

.

1209 Ele皿en七sof七he1700
,.

englnee「,P「09「amme「 レ 10

CO皿pu七er design&n]arke七ing

personnel

1210 Oolnpu七erApP!ica七ions, apPlica七ionsengineer, 10

presen七andPlanned prOgra皿mer,Inarkθ 七ing

personne1
.

1211 Lower5000Se「iesComPu七e「s hardware&software 10

e皿Ployee

1214 6000Se「iesComPute「s
層

eng■11eer,progra㎜e「, 10

co皿puterenlployee

1216 Theoryand・DeSighof progralnmer,analyst, 10』

Asse皿blerSandOo皿pilerS
.

englneer

1217 BasicProgra皿ming allemployees 10

1220

「
In七roductionto貢ORTRAN

φ

e皿ployee 10

F

1222 INFOL(工nforma七ionOrien七ed allemPIOyees 10

Language)

1225 In七roduC七ion七 〇COBOL DP/progra皿minge皿ployee 10

1226 MASTER(Opera七iongSystem) engineer,programlner 10

ENGINEERIN(}ANDMATH

F

]300 Nu血berSyste皿s&OOmpu七er allemployees 10

Ma七h

1301 BeginningA!gebra ク 10

1302 BeginningGeomatry. 〃 10

1303 HigherAlgebra 〃 10

1505 Solid(}eome七ry 〃 10

1314 Opera七ionsResearch

.
erlglI〕eer,pro9「a皿me「, 10

F

ma七hma七ician

1519 Con]pu七erAidedGircuit engine.ers・ 10

Design

一240一
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1520 BooleanAlgebra personwi七h皿athelna七ics, 10

engineering,phy8ica1
.

SCユences

1522 In七egra七edCircui七s e皿Ployee 10

1324
.

Configura七ionManage皿ent allelnployees 10

1525 Funda皿en七alsof
・

englneer,progra㎜er 10

Reliabli七y procuremen七Specialist

1535 AdvancedIn七egrated e皿Ployee 6

circui七s

BUSINESS&PRロ ーMANAG－ 皿ENT
「

1401' Orea七iveproblemSolving professionalemployee 10

1403 In七roduction七 〇 〇〇s七 exempte皿Pl・yee 10

Accoun七ing

1405 BaSicAccoun七ing allemployees 10

1403
.・

FinancialAspec七sof 〃 10
1

9

Buslness

1410 PERT 〃 10

1412 Manufac七 ユエユngSupervision groupleader,inspec七 〇r 10

1415
,.

BasユcEconomlCs e皿PlOyee 10

1415 Con七rac七Law allemPIOyees 10.
・

1416 OommorlLegal'problems 〃 ● 10

1420 BusineSsSyste皿S& e皿ployeewhomuStwOrk 10

層 procedures. wi七hsys七e皿analysts

1422 Introduc七ion七 〇 allemplOyee 10

Leadership

1424 Unders七andingHU皿an
'B
ehavior ク 10

'

PERSONALDEVELOPMENT

1507 OfficeCo皿 皿unications allemployees 10
'

1514 FOrknerAlphabe七iC 〃 **

Shorthand

1517 Effec七ivepresen七a七i()ns
.

engユneer,prog「amme「 10

.

1520 ReadingEfficiency alle皿Ployee 10

1525 VooabularyDevelOpmen七 〃 10
・

1525 AdvancedFirstAid 〃 9.
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1550 practica1 Poli七ics
「

all emPlOyee 10

(注1)*印 は,1セ シ 。ンが3時 間である

(注2)**印 は,週2回,1回 が1-1.5醐 で,1・ 週 で修了する.◆

以上各コースの受講順序は・第15・2図,第t5・3図 の とお りである。

第15.2図OIPT工ONALCOURSESEQUENCE

1115

Blueprin七

Bead血9.

う

1125
Sliderule

ENGI61E]ERING&

DRAFTINGSEQUENCE

1105*

Intro(hlct〔on

toElectricity

1106

Basic

耳1eCもronics

*1105istbeprerequisite
'
re'qUtredtoenr。11in1106

1116

Cbo皿 う七ric

lR)leiancing

1117Mg.

PR)cesses&

ぬterials

111f)

F沿fこユgela七 ユon

Systems

↓ Ψ

」

且 七ion

1128艶sign

躍 ㊤immen七S

E]ec.E(担ip・

1324

00nfigura七ion

Mヨmg㎝ent

■

PRODUCTSEQUENCE 1207

⊂bmPUL'br

COn(X)P七s

1205工ntro

セ)Digltal

ComPULters

1201Basic

Peripteraユ

Equipnent

1210

CamPU七er

APPlica七ions

1209

1700

0anpLter

1211

エDwer3000

飴]ゴes

1214

6000

compu七ers

－242一
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第1・5.3図PRO(}RAMMINGSEQ,UENCE

1207十'・

Gompu七er

Oo]ユceP七s

1207工niro

七〇Digital

CO皿pu七ers

→
1217

Ba'sic

.Programlning

十Elec七ivecoursesfor七hestUden七

wi七hanon－ 七echnicalbackgroun(1
.

1220

F,etRTRAN

1225

GOBOI」

1226

MASTER

1222

INFOL

1500

Number

Sys七e皿S

MATHSEQUENCE

1301

Beginning

Algebra

1505

Higher

Algebra

1520

Boolean

Algebra

1502

Beginning

Geome七ry

1505

Solid

Geo皿e七ry

(参 考 資 料)

■
・

(1)Manag・ 皿 …tEdu・ ・七i。nP・ 。9・am1967/'68

(2)Af七erHoursEduca七ionPrograln1967-68'
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(シ ス テ ム ・デ イ ペ ロ ッ プ メ ン ト'コ ー ポ レ ー シ ョン)

A

訪 問 先 SystemDevelopmentGorporation (SDC)

場 所 2500り

,
Cb!oradoAve.San七aMonica, Oalif.「

期 日 1968年5月27日 .
1

`

Mr. R.A.Freeman(Head,Gorporate Presentations)
も

Mr. R.B.S七ewart(Maロager ・fTech.町aining')・

.

Mr: (}.Gordon
.

幽

応 接 者 Mr. D.Dennis
"

Mr. C.walker

1

目 次

16.1

16.2

16.3

16.4

SDOの 概 要

訓 練 の 方 法

訓練実績と適性検査

T.S.Sに つhて

245

247

253

255
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16.SDC
/

16・1S・D・Cの
.概 要

16.1.1特 殊 法 人(C。 ・p。rabi。 ・)で あ るS.D:Gは 本 部 をS・ ・七・M・ni・ ・ 陸 き,

corp。rate。fficesを 世 界 各 地 に も って い る 。1,

〈注 〉 資 料SDG .,A皿ualBep。rtFiscalYear196アP.18～19

参 照 。
　　ザ

ア メ リカ 国 内 に は,SantaMonica(2082人)の ほかGoloradoSprin9,G。lo
.'. ,

(75人),Dayton,Ohio〔47人),,Eiintsville(25A),Lexington,Mass(144人),

ParalnusN.」.(32人)・FallsChurch,Va.(199人)等 に あ る 。

〈注 〉()内 は入 員 数 を 示 す 。

』・16.1.2SDCに は 理 事 会(BoardofTrusPees)が あ り,そ の 決 定 に も とつ い て 運 営 さ

れ て い る 。 「.ミ 〉

〈注 〉 理 事 会 は,W.S.Melahn(President,SDC)の ほ か 次 の メ ン バ ー に

ょ っ て 構 成 さ れ て い る 。

Ghai「 皿anA・0・Bec㎞ ・・(F・gnd
.e「an.d。h・inn・ ・ 。fth・

Boa'rd,Bec㎞aロInstru皿en七s,

InC.)

Vi6・Ch・i・mdnD.A.Sh・p。 ・d(R・tiredExec。 七iv。Vice

.・Presiq・nt・Stand・ ・dOilG。 ・)

HonoraryTrustee

G.A.Ooolidge(Par.tner,RopesandGray)

E.E.HuddlesonJr《Par七ner,Gooleyetc)

A.B.Kinze1(President,Salklnstitute

'forBiologicalStudies)

W.S.Melahn(Presiden七,SDC)

.、.L・N・M・rrisett(VicePresid・n七,Garnegie『

CorpofN.y.)

D・L・Putt(YicePre・id・nt・Unit・d

・AircraftGccp
.)

"一一245一



■

H.G.Stever(President,Carnegie-Me!l。n'

'Universiもy)

R・W・[Dy1・ ・(D're・ 七・・.コ ・;・erf・ ・Ad… ・ed

「
S七・dy.

、'亘 垣.⌒ ・'・・ra1・S・'・nces

St・nf:・r・ ・ ⑪`f・ ・)1'・ .・'

'B

.M.Webs七er(Par七ner,Hi七chcOck).・

16.1.3SDCの 業 務(CorporateSkills)を 大 男け れ ば

a.sy・t・ 皿Analy・i・'1'..『"

b.Sys七el亘Design"

c'.lnstalla'tion&Tralnin9・ …';'主 と し て 空 軍"1

d .SoftwareProduction'1.

で あ り,Army,'Navy,'AirFo士ce(AirDefenceGommand'Projectが 中心)

φ

が 略 ぼ80%を 占 め,govern皿entお よ びOivilianが 略 ぼ20%と な っ てい る。

〈注 〉 金 額 で は な く契 約 件 数 でみ る と 次 の と お り と な る 。,

Nu皿berofCon七rac七sbycus七 〇皿ergrOup

.

.

19 64 1 965 1 966 1 967
・

Air恥r。e 28 41 63 94

〇七herMili七ary 22 36 46, 65

,
`

Oivilian 19 59・
「 馳

74 129

「

七〇 七al 69 116 183 288

.

116,1.4訓 練担当部門の構成

訓練担当部 門の構成は第16.1図 の通 り。

Direc七 〇r・ofPersone1

1
1

雇 傭
.■L

..

.

給与 人事計画.

L1

professionand

TeehniCalTraining
.

1

ll ll 1

EX七ernal

Trainning

1

Eduoo七ion

Programs

orien'七a-
r

七ion・
A■

1

工n,陥erna 、1
「 gF.

Traユnnユr19

Manage皿ent

Developmen七

《' ・ 職員の大学委 託研修 軒 『スタッフの学

一24.6一

の派遣 会への参加
部外からの講師の招 学士 修=b博 士
聴 ・ を取得するための

諸経費の負担

■



訓 練 担 当 部 門 は,事 務 職 員 を 含 め 約30～40人 の 規 模 で あ り,17名 が プ ロ グ ラ

ム の 教 育 に 当 っ て い る 。

116'1 .5職 員 構 成 と コン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム(San七aM。nica)・

①ProffesionalPersonnel

Acad。mi・D。r'ee':.iFr・ffessi・n・'

P.H・D

M・S

NONE

B・S

total

②Computer

I'BM'

CD'O

113名

287

485

1.062

1.947

Engineering&Opera七ionResearch

226名

Hu皿anF・ ・tφ ・&
.S・CialS・ience

324
Da七aP「oceOs迦-'

tt998

0the「s,
、・'・599'

To七al1,947

AN/FsQ-7

AN/Fsg-3 ・2

360/30

560/50H

360/67'

1401

5800'

160-A

1

1

2

1

2

1

2

4

1

1

1

,"t

BurroughsAN/GSA-51
..、

..、t[._・AN/GSにr、!A.『 .tttt.・ ・t'

、.PDP-1、.:.tt

※丁旦 の端末時 却 行き.妹 子 いゐ・・

16.2訓 練 の 方 法

16.2.1SDGの 訓練方法 には,他 社にみ られ ない独 自の方式がみ られるが,そ れは,プ ロ

グ ラムお よびプ ログラマ ーについての認識に支 えられている。す なわちプログ ラムに

つい ては第16.2図 の如 き考 えを もち,
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第16.2図

SDCの プ ログ

ラムに対する考

え方

Specialized

kngwledge

Progra皿Developmen七

→

DataBaseDevelopment

Progra皿

Σ
ProgramSupport

ま た,プ ロ グ ラマ'-vaつ い て は単 にProgramerと い う呼 称 を 用 い ずSystem

Pr。gramerと 呼 ん でい る こ と に も 明 らか な よ うに 第16.3図 の 如 き考 え 方 に 立 っ て

い る。

◎ 一一 ㊦ 一 一㊥ 一一 ◎ …・一 ㏄

顧 客 の 要 求 を 顧 客 の 要 求 をDesignerCorder

第165図 受 理 .formura七e

SDCの プ ロ す る 。

グ ラ マ 概 念

こ れ らの 出 来 る 者 を

SystemPrOgramer

・と呼 ん で い る 。

16.2.2訓 練 体 系

上 述 り考 え方 を ペ ー ス と し て訓 練 体 系 が つ ぐ られ て い る が,最 初 か ら プ ログ ラ マ ー,

シス テ ム ・ア ナ リス ト等 と区 分 せ ず,ま た 機 種 も固 定 せ ず 所 謂SystemPr。gramme「

と し て の 巾広 い 知 識 技 能 を 付 与 す る た め 所 謂Go・reGurriculum就 中(}eneral

Progra皿illgに 主 力 を 注 い で い る 。

●
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第16.4図 SD『 の ヵ
.リキュラム構 成

Gorpora七e

Orien七a七io]ユ

NonTechnical

Training

OoreCurriculum

In七roduc七ioロ

toAirDefence

↓
Oom皿and

Gon七rol

Systems

↓
General

Programming

↓
Introduc七ion
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16. .2.5訓 練 の 重 点

(1}C。reCurricul岨,

将 来 の 技 術 の 進 歩 に 応 じて 発 展 す る た め の基 礎,各 機 種 を 使 い こ左 す に 必要 な 基

本 の修 得 を め ざ し,GeneralProgrc}mmingtzC主 力 を 注 ぐ。 期 間 は2～4週 間 で,

Syste皿Programに つ い て は ,具 体 的 問 題 に よ っ てProblemS。lvingTech-

niqueを 身 に つ け させ ,.,ProgramDesignに つ い ては,DataS七ructure

Organizationを 教 え てBandlingDa七aを 修 得 さ せ る 。、 ・
(2)InformationProcessingOurri`culum

機 種 別 にhandsonを 主 体 と し て ・,

Godin9に つ い て は,例 題 に よ りprogra㎜}ing,debuggingを 行ftわ せ る。
魑,...;

(120時 間 ～160時 間)

・Syste皿..Analyslsに つ い て は
,夫 々 の コ ンel=rタ の もつ ユ テ イ リテ ィ ・

プ ログ ラ
.ム を使 用 し,Applicationsyste皿 を つ ぐ らせ る(2週 間 ～10週 間)
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ご　
…16.2,4
"

SystemMaintenanceに つ い て はi現 場 か ら の 生 の 問 題 を 中 心 と して 人

間 と 機 械 の ・in・七erfaceに よ りHardとSoftの 関 係 を 理 解 させ る(120時 間)

∫「冤 .∬キ 〔 ラ ム ・
.L.

(1)OrientationCurriculum

101A1恥eNewE皿ployeeatSDC1時 間

'
101BsDGAdministra七ivePOIiciesalld'

Procedure8時 間

101CGo皿 皿andCon七rolSyste皿sOperation

andTraining8時 間

101DSDGOontractAc七ivi七ies10時 間

・(101A ,101B,1010を 修 得 した 者)

101ESecretarialProceduresf2.5時 間

ム
(2Corecurriculu皿

102.1・.Techn-ica10rientati .on .:`5日

(101を 修 得 し た 者)

※4・05'>T

※il・'0・6.・

〈注 〉

工n七roduc'しiontoSys七e皿Analysis

(101102を 修 得 した 者 ま た は 同等 以 上 の 者)

DesignofCompu七erBasedSys七ems

(101～105を 修 得 し た 者 ま た は 同 等 以 上 の 者)

ComputOrProgramDesign

('4・01～104を 修 得 しだ 者 ま た は 同 等 以 上 の 者)

Analysisofa.Go血pu七er'=・BasedSys.七em

(101～105を 修 得 し た者 ま た は 同 等 以 上 の 者)

'
SimulationanditsAPplica七i'on

(10.1～1.06を 修 得 した 老 ま た は 同 等 以 上 の 者)

※ 印 が こ の 主 要 科 目 で あ る 。

工nfdrロ1a七 工on・ ・Pr=ocesS.ing'.GUrfi・cu!um「 「

221

、'

Compu七erGoding

・221・A ,「.Q-7・ ・

ジ・2.21Bフ ・090-「

二2510一

5日

5日

15』 日

'

11.日

≒4日

4週

4週

、

▼



221C1604

つ
221D160A

221EQ-52
.

22
、1F.2000

221(}1401

221H
t
tD-82.5

i22『 ・A・E・ …ra・M・ ・…n・ ・ce

(101～107を"し 賭 註 は 同 等 呉 の 者)

225C。mpute「U七il再 七ionandOp9・ 「gtion

2511n七 「9,ducti。n七 。C。mp"te「P「oga「rnmi・g

2521ntroductiontoGoエnputerProgra皿 皿ing

(de七ail.edun.der251)

2611401DataP「 。cess迦Sy・ 七rm
.

(25!を 修 得 した 者 ま た は 同 等 以 上 の 者)

2621401DataProcessingSystem

(252を 修得し諸 扶 は嘩 以上鰭)

301」OVIALP「 。9「amrnlng

Programmersupervisors

Eやe「ien。edPTOg「ammgrs

P「o

,9'arpmg'、t「ainees

、 ピ 當 蕊 ㍑ 要コースを修得した老)

S51」OVエALJ2

(251を 修 得 した者ま・牟は同等以上 の者)

352JOV工ALJ2

(
.25・2を饗 し緒 献 は同等以上の者) くド

355SgAMPtttt

(251
.を修 得 し た 老 ま:た は 同 等 以 上 の 者).

556
.SO.AMP・

(252を 修得した者まtcは同等以上の者)

.-251一

3週

3週

5週

4週

3週

4週

3週

5週

12時 間

24時 間

10時 間

20時 間

50～40時 間

15時 間

40時 間

10時 間

20時 間

20醐

1週



361

362

571

581

391

596

ProgrammerTrainees .

Program皿erTrainees

(Allmajorareas)、

EleCtronicAccOun七ingMachエnes

SystenlDesign

Da七aProcessingAssistant

Problemsof'TaskDesign

旧 その他の カリキ ュラム

(a)

(匂

2週

10週

15時 間

(必 要に応 じて)

(必 要 に応 じて).

8時 間

SystemAnalysis、andDesignOurriculum

Sys七emDesignandDevelopment(10時 間),Descrip垣onof

aProcessforDesigning工nforma七ionProcessingSys七ems

(8時 間),BegulatoryFunctionsintheSys七emDisign

ProGess(6時 間),Oommunica七ionproblemSinSystem

Design(8時 間),H・m・nF・ ・七・rsエechniq-u・ ・(18時 間)・

Sta垣s七ics(20時 間),QueuingTheory(30時 間),Laplace

Transforms(10～20時 間),SampledDataSystemTheories

(20時 間),DesignOfAuto皿a七icFeedbackOol1七rolSys七ems

(20時 間),MatrixCalculus(10時 間)・,Introductiont。

GameTheory(10時 間),Li耳earProgramming(10時 間),

CalculusofVa「iations(10日 寺間),Generalprogram

M・nag6rs(5時 間),G。 皿pu七 ・・L・nguagesandHumanC・mmuni-

cation.DynamicPr。gra㎜ing(10時 間),FortranUsa'ge(20時

間),Alg。lUsage(10時 間),C。bolUsa'9(10時 間),System

AnalysisProgram(15時 間)。

ManagersCurriculum

ManagementT「ainingSeminar(40時 間),Deparimental

ManagementSeminars(40～80時 間),SupervisoryWorkshop

(15時 …間),ConductingthePer.formanceReview(4時 間),

EssentialsollrPERT(4n寺 阻),BudgetingatSDG(2時 間),

PrinciplesofDelegation(4時 間),1n七erviewing(6時 間),
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16,2.5

Managemen七DiscussionGroup(2時 間),SupervisoryWorkshop

(20時 間),Managemen七Tra■n■ngSeries(8時 間)。.

セ ミ ナー ・プ ロ グ ラ ム

上 記 の ほ か,新 技 術 ・新 技 法 の 開 発 実 用 化 に 応 じて セ ミナ ー を 随 時 開 催 して い る。

例 え ばT.S.Sに つhて い え ば

Manager20時 間

SuPervisor20時 間

Pr。gramner20時 間(但 し 問 題 に よ っ ては3～4週 間)

と な っ て い る 。

16.2.6部 外 者(NON-SDC)一 訓 練

部 外 者 に 対 し て は,部 内 者 に準 じて 訓練 を 行 成 っ て い るが,

例 え ば(}eneralManagerCourseに つhてhえ ぱ,5日 間 コー ス2,500$

20～50入 で あ り,訓 練 生 一 人 当 り250$で あ る。

16.3訓 練 実 績 と 適 性 検 査

16.5.1訓 練 実 績

program皿ingもrainees,〇 七herSDCempk)yees ,NonSDCemPlo-

yeesに 対 す る 訓 練 実 績 は第16、5図 の とk・ りで あ り,現 在 ま で 約3,000人 の 訓 練 を

実 施 して い る。

第16,5図SDGの 年 度 別 訓 練 実 績

500
一

300 300300
、

250 一 一 一

一
200

150
一

150
一 一

100

50
一

[
(年 度)55 56 57 58 59 60 61 62 65 64

1955S,DGの 発 足 以 前 で あ り,IBM(NewYork)に お い て あ ら ゆ る

分 野 に わ た り詳 細 な訓 練 を 受 け た 。
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19'57SDC発 足,IBMと 共 同 してNewYorkお よ びMassachusetts

に お い て52週 間 の 訓 練 を実 施 し た 。

1959SDG独 自 でSanFranciscoに お い て 訓 練 を 実 施 す る よ ・うに な

'・ ・ り
,こ の 経 験 か ら爾 後 新 しい ユ ニ ー ク な 訓 練 プ ログ ラ ム を 開 発 し た 。

～二の う ち1960-196'4年 に わ た るSDG-EmPloyeesの 訓 練 に つb .て 年 令

別,学 歴 別,局 所 別 に み る と第16.1表 の と お り と な っ て い る 。

第16.1表SDG訓 練 性 の 年 令 別,学 歴 別,局 所 別 一 覧

年 令 別 学 歴 別 局 所 別

50以 上 才07%

49～4507

44～402.4

59～555.6

34～50175

29～2541.6

24～205↑7

19以 下0.1

P。 。tM.A1.3%

MA,MS4.2

Pos七Grad,174

BABS62.1
,

Gollege14.1

Noエ1eGollegeO.9

S。nt。M。ni,a495%

Ne諒York203

0七hers20、4
〔

16.3.2適 性 検 査

適 性 検 査 に つhて は,か つ て 工BM-SRA(ScienceResearchAssocia-

tionGhicago)の 問 題 を ペ ー ス にSDCで 作 成 実 施 した こ と が あ り,そ の 結 果 は

第16.2表 に 示 す が,こ の 際 は4点 以 下 は 訓 練 性 と して 採 用 せ ず,5点 の う ち 約 半 数

ま で を 訓 練 し『た こ とが あ る 。

第16.2表

適 性検査 結果の

1例

得 点 布

9点'2人

15

19

19

15

検 査 方法 としては

バー ブル(Beberl)言 語 に より論理的思考力 の

テス ト

スペシオ(Spetio)具 象的 なものーを抽象化 する

能力のテス ト

リー ス ニ ン グ(Rese'ming)ABC-・ □,

124・`'・ □ とρ ・ 論 理 的

思考力のテス ト

L-254一
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等 が あ る が,JinePalerms(工BM-SRA)の"C.P.A.B"にO.P.A.B(所

要 時 間2時 間)P.M.A(所 要 時 間11分)が 紹 介 され て い る 力膓 現 在 前 者 の 一 部 を

取 り上 げ て い る 。

16.5.3フ ォ ロ ー ・ア ッ プ と再 訓練 、

訓 練 過 程 に お い て は 厳 格 な テ ス トを実 施 し成 果 を フ ォ ロー ・ア ップ し て い る が,第

16・6図 の 如 く1年 目で10%,2年 目 で25%,5年 目 で40%が 不 合 格 とな っ て

いる。

これ らの者につい

ては2～5週 間 の再
10

訓 練 を実施 している。

第16.6・ 図SDGに お け る 訓 練 フ ォ ロ ー一結 果

第16.6図SDCに お け る訓 練 フ ォ ロ ー 結 果

1『234567年 数

16.4T.S.Sに つhて

D.Dennis氏 か らSDGに おけるT.S.Sの 概要 につ いて説明 が あったが
,そ の要 旨

は次の通 りである。

16.411BM360/67の ソ フ ト・ウエアは大 変悪 く,エB 、Mも600人 の技術者 を投入

してその改善 に努めている と聞 くが,日DCに おいては30人 の技術者の手 によって

1年 半前IBM360/50,65,67に よるT.S.Sを 開 発 し,現 在社内において1日

4時 間,51の ターミナル か らDataManagement乃 至 工Rに 使用 し成果 をあげてい

る。

1・4・ この ・DCの ・ ・… は 近 く ・月1日 か ら一 般 ・ス ト?一 ・・ee放 し,…a㌦ 遮 .

として利用 して貰 う計画で あり,40～50ρ ター ミナル を限度 とする予定 である。

〈注 〉 このDataBankの 構 想 は,利 用する各 ユーザーの投入するすべての'デ

,一 夕を相互 に利用 させ る方 式ではな く,個 々の ユーザーが 自ら投入 したそ

れぞれのデー タの範囲内で利用 させる方 式である。

16.4.3そ の際 の料金設定 につ㊤ては,7月 ～9月 までの間は暫定的にSharedbaseに よ
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り1カ 月700$と す る予定 である。

,〈注>1日1時 間,1カ 月22日,1時 間52$と し て算定

10月 以 降の料金 については,現 在検討中 であるが,

ター ミナル使用料1時 間当 り10$

'CPU使 用料1分 間当 り
124$

等 の実例 をも勘案 し,タ ー ミナル使用時間,GPU使 用 時間,メ モリst。rage,ア

プ リケーシ ・ン等の諸要 素に よって設定 されることになろ う。

t
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(OUG,・GUE)

訪問先
Oo皿pu七erUsageOo.エpora七ion(CUO)

Compu七erUsage`EducatiO'n(OE)

場 所 5.1MadisunAve.NewYork,N.Y.

日 時 1968年5月9日

応接者

Hu・d(。U。7Ch・i・m・n。fB。 ・・d)

K。bi・(CUC-Presidenの

(7月 に 辞 任 し た)

CUE・Presiden七
J。hnson()

・CUC;VicePresiden七

N,wk{。k(・UEHViceP・esid・n七)

.CUDC-Presiden七
R・y・ ・1d・(

。。。.▽ 、cePres、d。n、)

(7月 に 辞 任 し た)

CUBS-Presiden七

N。16。n()

CU。-VicePresidept

Sl・ane(CUC・-Secretary)
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172

175
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…258
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261

262
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17.CVC,CVE

17.1CUEの 概 要

GUC(C。rnputerUsageGorp。;ation)は1955年 角位 さ れ た もの で あ

るが,GUEの ほ かOUDO,OUB,Sの 両 社 を子 会 社 と す るParentG。mpanyで

あ る。

1・UC

シ.

.

CUEGUBSlCUDC

OUE(ComputerUsageEducati。n)は 高 水準のコンビL－ 夕教 育を行 な

うことを狙い として,CUGの 現 会長Dr.Hurdお よび前社長Dr.Kobieに よっ

て2年 前 に発足 した。新社長はCharlesBenton(55才 で ある)

OUEに お いては,通 信教育が中心 とな っているが,近 く受託訓練を実施す る言恒1で

あ り,将 来 この分野 での活躍が期待 される。

17.2通 信 教 育

CUEの 通 信 教 育 は,約1年 半 の 準 備 の す え,昨 年10月 か ら開 講 さ れ た も の で あ る

が,そ の 概 要 は 次 の と お.り で あ る.

(1)コ ー ス と科 目

コ ー ス は 次 の4コ ー ス に 分 か れ,そ れ ぞ れ24科 目 か ら な って い る。

EDPS概 論 コ ー ス(Backgroundlesson)

ア プ リ ケ ー シ 。ン 。コ ー ス(Applicationlesson)

プ ロ グ ラ ミ ン グoコ ー ス(Programminglesson)

プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 コー ス(Programmlngassign皿ent)

紺
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、

.

コ ー ス 別 の 科 目 は 次 の と お り で あ る 。 .'・l

Backgroundlessons

・・1
.Programmer3,00mputersand七heProblemstheysolve.e[

2Thehi・P。 ・y・f .・al。u・'atingma・hi・nes

3.'H。w・pmputers。pera七 ・

4.Thedevelop皿entofelectroniccomPuters

5.Thecorpputermanufacturingindustry

6.Co皿putercentersandhowtheyoperate

7・P・sit
.i。n・inthe。 。mputerindu・ 七・y

.8 .Theworkandtoolsof七hesys七e皿sanaユyst

9.BusinessDataProcessing

10.TechniquesforcomputingscientificProble]]1s

11・ ・ … .Recg・d・'n…/・ ・tp・ ・D・v・ce・

42.Magneticinput/outputDevices、,

13.FORTRAN,COBOLand'・therpr。9・am皿inglanguages

14.So.ftwareSyste皿

1・5.R.eal.TimeOomputingand・Tele-co]nputing

16・Multiprogra・mming….・

1ZTi・meSharing

18.FilesandRθcords

19.SortsandMerges

20,Debugging

21.Specifyinganddocu皿entiエ1gcompu七er・Pro9「ams

22.Standardsincomputin9

25.Thel'iteraturqofco皿Puti耳9

24.P.roffesslionalis皿

ApPIicationlessons・.「..・1-

'1
.SavingBan'kandcomputer

2.OomputerinI・nvenもoryCon七rol

3.MedicalDiagnos・isbycomPu七er'

-259-
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・

、

'

.

4.GompuもerproducedTradeNames・..

5.Subscrip七ionFlulfillment

6.Compu七erinProduc七ionGon七rol

7Naviga七ionbyoompu七er

8.Compu七er-AidedTypese七 七ing

9.Gompu七ersforPayrollSyste皿s

10.HighwayDesignEngineering

11 .Colnpu七erinAir-1ineReserva七ionSystems

12,[nforlna七ionS七 〇rageandRe七rleva1

13.Pil。t・Subdivi・i・nandG。mpu七 ・・Aid・dCivil

Eng■neerユng

14.S七a七isもicalcompu七ing

15,Deslgning・.compu七erst)yconユpu七ers

16.SchedulingOlassesf。rHighScho。lsand

Golleges

17LinearProgrammユng

18,BusineSsRepor七genera七ing.

19.'Gompu七ersin'Marke七ResearOh

20.Ques七ionnai「eIn七e「P「e七a七ionbycomPut-e「

21.Compu七er-AidedDesign
.・

22.Job-shopScheduling'

23.TrackingSpaceVehicles
..◆

24.ManagementInforIna七ion.Sys七e.ms

・P
rogram皿inglesSons'and.Assignmen七s

IBMもys七em/560'Assembly工 」anguage1～12

FORTRAN15～20COBOL21～24

(2).テ キ ス ト'

通 信 教 育 用 テ キ ス トはCUCの シス テ ム 。ア ナ リス トお よ び プ ロ グ ラ マ が1年 半 の

歳 月 と50万 ドル の経 費 を 投 じて 作 成 した もの で,連 邦 政 府 標 準 局 のMr.Grosh

(Di。ect・ry。 ・nter。fG・'mp・.terS・i・ ・ceandTechn。 ・。gy,
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烏

NationalBureanofStandards)も 激 賞 してお・り,IBM社 よ りす ぐ

れたものと 自負 している。

(3)教 育 方 法

1科 目1週 間,1コ ー ス終了 までに最低6月 を要するが,8～9科 目を履修すれば

実務を担当1.う る。

受講者か ら郵送 された答案 は,GUOで パ ンチされ,OUDGのEBM560/モ

デル30に ょ りDOSと い うプログ ラムを用いてテス トし,3～5日 間で返送 され る。

DOSに よるエ ラー 。メッセー ジは,エBM社 よ りも平 易につ くられてお り,受 購

者の理解 を容易 な らLめ ている6

1プ ログラムは平均15・-20ス テ ップ程度にしてい るが,24科 目の うち10回

だけは答案を修正 し自らデバ ック し,指 導 を受け ることが許され る。

(4)教 授 料

教授料は個人 の場合650ド ル,法 人(5人 以 上参加)の 場合は450ド ル とな っ

ている。

なお,OUEは 全米通信教育 協議会には加入 していないが,そ の規程 を準用 して,中

途で止 めた場合一定額 を返還す る こととしている。

(5)受 講 状 況

昨年10月 開 始されたこの通信教育 の受講者は,現 在450名 で ある。

一般 に通信教育は
,コ ーrスの中途 で約75%が 脱落 す るといわれているが,約7カ

月を経過 した現在 全科目を履修 し修了 した者は,わ ずか6名 に過 ぎない。

175受 託 訓 練

ω ビジネス 。システム入門 コース

各企業か ら委託 をうけて行 なう受託訓練 コースを企画 し,来 週か ら開始す る予定で

ある。

現 在 企 画 中 の も の は,シ カ ゴの 某 保 険 会 社 に 対 し て行 な う ビ ジ ネ ス 。 シ ス テ ム入 門

(Introduc・tl。n七 〇BusinessSys七ems)で,2週 間 の コ ー ス で あ る。

将 来 は 通 信 教 育 よ り も,こ の 受 託 訓 練 がGU・Eの 主 要 業 務 に な る と 思 わ れ る 。

教 材

`こ の 受 託 訓 練 コー ス に 用 い られ る マ ニ ア ル は ,O。mp'uterUsageシ リ=「t.'と
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し て 逐 次Mcnrrow－Hil1社 か ら 出版 す る こ と と し,"Intr。ducti。n

toBusine』CsSystems"カ くそ の 第1輯 と1.て 近 く刊 行 さ れ る 運 び に な って

い る。

教 育 方 法.・

この受託訓練の教育方法 は,現 在GUEの 副 社長 であるMr.Newkirkの 作成 に

かかるIBM社 の"LearnerGontr。lTeaching"に もとついて行なわれ

る。

これは エBMのEdu。ati。nOen七er↓(お いて,古 くか ら行 なわれて きた考え

方を とりま とめ たもので,多 くの大学の大学院課程においても用い られている。

これは,自 学 自習ではな く,学 習者の意 思を尊重 してつ くられてお り,学 習者の理解

を早 める とともに,す ぐ応用できる点に特長 が あり,内 容的 にも よくまとめられてい

るため教師の良否に関係なく,高 い教育効果を上げることができる。

注 参 考 文 献

Robert,S.Mayer:Preparing

Ins七ruc七iona10bjec七ives。(S七anfOrdUn、iverslty

Press編,Fear。nPublishingUniversity発 行)

(2)そ の 他 の コ ー ス

各 企 業 に お け る シス テ ム 。 エ ン ジ ニ ア を 対 象 に,情 報 シス テ ム を 中 心 とす る シ ス テ

ム 。 エ ン ジ ニ ア 。コ ー ス を来 年 末 実 施 を 目途 に 準 備 中 で あ る。

17.4そ の 他

そ の 他

OUEは 通 信教育,受 託訓練を行 な うほか,各 企業 の要請に より,プ ログラマのテ

ス トを実施 し訓 練コース を指 摘する業務 も行な っている。

参考資料
1.Ou七lineoftheCompu七erUsageS七udyCourse

2,ComputerUsageS七udyOourse1

5.OomputerUsageStudyOourse2

これ ら はOUEで 行 な って い る 通 信 教 育 に つ い て コ ー スtsよ び 科 目 の 概 要 を 説 明 し
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4

5

6

、.

た も の で あ る 。

AnEduca七ionPhilosophy

これ は σUEの 教 育 理 念 を うた っ た もの で あ る 。

ThgGUEServiceRatiOnale

これ はOUEの 営 業 方 針 を 記 述 した も の で あ る 。

CUDの 講 師 の 紹 介

N.A.New1(irk,P.D.Oyer,B.Bealle,

J。Levy,D.Oarlton,T.R.〔}ildersleeve,

一263一



(GSC,GSI)

Oo皿puter SciencesCorp。ra七i。n(CSG)

訪 問 先 」

Oo皿puter SCie且CeSlnS七itU七e(OSI)

650

.
Nor七hSepuluedaBulevard

場 所
「

ElSegunds,Galiforロia

月 日 1968年5月27日 .

OSG Mr.'V.R.GrilloJr.
9

(VicePresiden七 〇fGompu七er SciencesDivision)
L
),

os工 Mr.N.H.Gar七er(VicePresiden七

「
andGeneralManager)噺

応 接 者 Mr.(}.B.Po七ter(Direc七 〇r, EducationSys七e皿)
「

Mr.H.W.Whi七e(Direc七 〇r, EducationSysもemDeveloplnent)

Mr.1」.O.Bur七(江echnica工Oadina七 〇r)
.

Mr.W.B.Giffs(Manager, Opera七ionandPlannix19)
F
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18CSC,CSI,

18.1会 社 の 概 要

(1)会 社 の 規 模,そ の 他

従 業 員 は3,200人 で(内2,700人 はSE,プnグ ラ マ),支 社 は カ ナ ダ,ロ ン

ド ン,ロ ー マ,ブ ラ ッセ ル に あ る 。

年 収 は 約5,500万 ドル で(1967年 度)1968年5月21日 付 役 員 会 で

WesternUnionと 合 併 が 決 定 した が,結 局WesternUnionは[IWXネ ッ トワ ー ク

をATTか ら 購 入 す る こ と と してCSOの 合 併 を 拒 否 し た 。

(2こ の 会 社 は 電 算 機 の ユ ー ザ の 複 雑 な 問 題 に対 処 す る た め 設 立 さ れ た 。 ユ ー ザ の プm

ジ エ ク トに対 す る 指 導 援 助 を 行 な い,SystemPr。gra並 等 の 開 発 を 行 な い シ ス テ ム

の 実 行 に い た る ま でSupportす る 。

(3)顧 客 先 は 政 府 関 係,Gommercia1の2種 類 が あ る が,政 府 関 係 は 軍 の 補 給 問 題,

OommandO。ntr。1シ ス テ ム,戦 略 シス テ ム,イ ン テ リ ジ ェ ンス シス テ ム,Space

開発等 である。(そ れぞれのPr。jec七managerは 専 門知識 を必要 とするが退役軍

人 が多 い 。)

Oommercial関 係 は財 務,製 造,配 給,地 方 行 政,輸 送 等 で あ る 。(Project-

manは 前 項 と 同 じ く専 門 知 識 を 要 す 。)

18.2業 務 の 内 容 とそ の 進 め 方

〔1)問 題解決の アプローチ

問題解決の仕方は次の2種 類 ある。

① 注文に応 じて個 々にシス テムを開発する。(TailerInadeSolving)

② 当社 で予め開発 してあるシステムパ ッケージを利用す る。(Pre-devel。P)

例 えば給 与計算等 は後者に属するが,1つ1つ 開発 を行 なうと25万 ～50万 ドル

の経 費 を要するが,75万 ドルの費用をかけて汎用 と して 開発 し,個 々の ユーザには

↑5万 ドルで提供 している。

この様 にする ことに より各会社の業績 は30～50%は 全 く類似 しており,エ キス

パー トによ り作 られたシステムを買 う方力渡 械時間 も短か くてすむので得策 である。

② 一般会計,売 掛金確定,人 事管理資料,配 当金 勘定,商 業銀行,信 用販売な どのプ
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ログ ラ ム パ ッ ケ ー ジを 開 発 しつ つ あ る 。

(3}ソ フ トウ エ ア パ ッケ ー ジ も開 発 し?つ あ る 。(シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム)

① そ の 一 例 と してCogent(コ ー ジ ェ ン トが あ る 。)

こ れ はGOBOLGener'aterTranslatorの 略 で1410よ り360へ の

ProgramConvasion用Gompilerで あ る 。

これ はIBMのOonv.Go皿pilerに 比 べ25%時 間 が節 約 で き る 。

現 在 はCogent-llま で 開 発 さ れ て い る が,さ ら に6ケ 月 以 内 にTSS用 の

Cogent－ 皿 を 公 開 す る 予 定 で あ る 。

② 産 業 別netw。rkに つ し(て も各 種 業 務 に応 じ てOn-lineの ソ フ ト ウ エ ア と タ 一

一 ミ ナ ル ハ ー ドをふ くめ て 開 発 中 で あ る
。

現 在 これ に 近 い 型 で実 施 さ れ て い る の がComputicketSyste皿 で あ る 。 これ

は5地 域 に セ ン タ を 持 つ 専 用 シ ス テ ム で あ る 。

(4)Projectア プ ロ ー チ の1例 に つ い て

①8人 が1年 か か っ て(内3人 がGDGよb出 る 。)大 略 の シ ス テ ム の概 要 を 作 る。

この 結 果,こ の シ ス テ ム の 設 計 に150皿anyearか か る こ と が わ か っ た 。

②25%は ユ ー ザ 開 発,75%がCSCに ま か さ れ た。

③ この 時 点 で は 機 種 は 未 決 定 。

④OSGは2入 を1ケ 月 ア サ イ ン してda七amanagementのrequirement,

Communicaton,タ ー ミナ ル の エ パ リエ ー シ ョ ン,金 物 の 推 薦,マ ネ ジ メ ン トの

教 育 ・ 新 シ ス テ ムのlin・ ・rg・n1・ati。 ・ ・ パ ・ケ ー ジ の 種 類 シ ス テ ム の モ ジ

ュ ー ル,資 金 効 率,シ ス テ ム の 寿 命 等 を評 価 した。

⑤ この 後,子 会 社 で あ る1easlngGompanyに 実 際 の 仕 事 を引 きわ た し た。

(5)そ の 他 の1例 と し て 原 子 力Netw。rkシ ス テ ム の場 合 は

①5年 前 か ら始 ま っ て い て40人 の 稼 動 を か け て い る。

② 原 子 力 委 員 長 以 下 全 員 に 対 して 情 報 の 流 れ とそ れ に も とつ く意 志 決 定 状 況 を調 査

し た 。

③ こ の シ ス テ ム は 全 国 的 にORTの タ ー ミ ナ ル を 設 置 し,デ ー タ の 収 集 を 行 な う。

④2年 後(っ ま り5年 間)に 完 成 の 予 定 。

⑤ イ タ リア 原 子 力委 員 会 よ り 同 様 な 引 合 が あ る 。
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18.3そ の 他'

(1)専 門 家育成につい て

現在当社 では シニアレベルのみを雇い入れ,ジ ュニ アレベルはとらない。それは仕事

の実体をソ フ ト会社 自体が教 えることは無理 と考 えている。すなわち,仕 事 の実体 を

知 〔 て い る 人 を 集 め てdata-manqgem6ntSystemを 教 え る方 法 を と っ て い る。1

㈲ センターの施設

lll二,惣 ㌔ 譲,。/,.7ス テム開発用}鋤 可能 、

560/40(〃)8diSk4M/T〃Gomputicketの デ
モ 用

560/20(〃)パ ラ ア ル トの360/75とTSS

18.4資 料

(1}COGENTr皿(別 紙 添 付)

COBOL〔}eneraterTranslationに つ い て のPRカ タ ロ グ

CzG・ 皿puterS・i・nces。 ・・p・ra七i・nG・P・biliti・FCSGの 事 業UZ要 を 説 明

した カ タ ログ

5つ のDivisionを 持 ちそ れ ぞ れ活 躍 し て い る 。鼻
⑦Gompu七erSciencesDivision

②GO皿unicationSystemDiVision.

③PolitzResearchDivisiol1

(注)Poli七zは 人 名 でマ ー'ン グ1;☆ ○ 専 門 家

(5}GSGREPORTVOI」.4/68

GSCの 月 刊PRパ ン フ レ'ッ トでVOL.4盃8・ で はCSGで 開 発 したC6mpiler

-GompiterGENESエSに つ い て 紹 介 し てい る 。

(4)・ ・皿…erS・ …cesGO・p・ ・at'・nAnnua'Bepo「 七1967株 主 に 対 す る

GSGの1967年 度 年 次 報 告 ・

18.5、 エnstituteの 設 立

(1}企 業の規模 が拡大す るに ともない在来 のマネージ ャ等は

①'ブ ロ フ ェ シ ョ ナ ル な 能 力 の 低 下 。
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②J。bア サ イメン トの拡大 に対する対応が不可 能になる。

従って本 工nstituteは こ れ らの層 を再教育 し,上 のような硬直化を防 ぐために

1967年10月 創立 された。

マネージ ャ,管 理者等の訓練 を実施 しない と,①Costの 増 大,② 能率 の低下,

⑤ マーケッティングの減少 を きたす。

本 工nstituteは"工nfor皿ation"を 基本テーマとして教育を実施 し,こ の要請に

応 えん とする もの である。

現在の陣容は3名Instructorが 常勤 でその他に部外 より講師 を招いている。 な

k常 勤講 師 として5名 を追 加予定 である。

18.6教 育 技 術 に つ い て －St・u・ 七。・・ta・ni・gTechni・(S.・,.T)に よ る.

これ は映画,ス ライ ド,そ の他の装置 と有機 的に結合 し,イ ンス トラクタがそれらを

駆使 して教育す る方法 である。 これに より

(1)個 人 別反応 を充 分に評価 できる。

(2)'非 常 に フレキシブルであり,原 稿の整備はす べて 反応に より補足修正をする。

(3)従 来 の学校教育 の概念か らはなれ てworkingOonditi。nで 勉強 できる。 したが

つ て"頭 脳が快適"で ある。

(4)こ れ により大量,効 果的に教育 したい情報を注入 できる。 なお本教育法(S.L.'1])

に よ り,過 去5,000名 を教 育した。

18.7活 動 状 況 に つ い て

(1)Educa七ionOoursesandSeminars
)

SeniorManage皿en七 コ ー ス

MiddleManage皿en七 コ ー ス

Techicalpeopleコ ー ス

の5つ が あ る 。

①SenlorManagementコ ー ス は1～2日 間 で

長 期 経 営 計 画,労 働 力 の 問 題,シ ス テ ム とManagementの 綜 合 機 械 化 を 中 心 に

基 本 的 な概 念 を教 え る 。 授 業 料 は$100/日/人

②MiddleManコ ー ス は1～2週 間 で,実 際 に 業 務 を 推 進 す る 層 に 必 要 な知 識 を
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付与する ことを目的 として長期計画をどう実行 山 どう評価 するか,科 学的経 営に

対 するア プローチ,コ ン ピュータを使ってやるには如何にすぺきか,コ ン ピュータ

の基本,ソ ラ トウエアの使い方,会 計監査方法 を中心 にNon-Techln。i1'な 人 に

Technlcalな 基 本を教 える。

⑤TechnicalPeopleコ ース は1～3週 間で

プロジ ェク トの作 り方,シ ステムの作成 分析,G。mpuier言 語(F.0.Pし'イ)

等 を教育 してい る。

講習 は日中8時 間のみでな く,夜 間までも実施 する ことがある。

②Eduoa七ionalSys七emの 開発

顧客の要求 に より,コ ースの内容,環 境条件 の整理,イ ンス トラクターの トレーニ

ングを作成 または実施 する。

た とえば

公立学 校教育の 開発を行 なってお り,州,市 か らカリキュラム,教 え方,教 材等 に

ついて依頼されて開発 してい る。

直接 おしえる ことはないが教 官の訓練は引受ける。

)

'

18.8教 室 関 係 の施 設 に つhて

(1)ト ップ教育用教室(20人)一 反応テス ト,560。 回 転椅子,机 なし,背 面映写,

Optユca!surfaceあ り

② 上級管理登用教 室(20人)一 反応テス ト,普 通デラックス椅F,机 あ り,・背面

映写,Optユcalsurfaceあ り

(5)テ ク ニカル用教室(30入)一 同 上

なfO－上 級管理者用教室 でMr.Sneiderに よリデモンス トレーシ ョン教程 が実施され

た。

ス ライ ド映写 一 反 応テス ト(A,B,O,Dの4選 択 ボタンに より応答する。個

別 反応 と集団反応)

映,画 一 適宜にス ライ ドと切替

以上のOontr。1は すべて教 卓 より行 な う。Mr.Whiteの 開発 パテン ト申請中。 メ'

一 カーRAIＬKECO.INK
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18.9・ 資 ・料

(1}SYSTEMANALYSISANDSYSTEMSDESI(}NOOUSEPLAN

GSIで 計 画 し た シ ス テ ム 分 析bよ び 設 計 の た め の 教 育 コ ー ス の計 画,SEC'「ION

1～5に 分 割 さ れ,学 生 の 動 機 づ け か ら始 ま り分 析 設 計 の 技 術 実 行 時 の 問 題,シ ス テ

ム の 維 持 等 が 計 画 さ れ て い る。

②CSCREPORTVOI・5.盃2

cSdの 月 刊PRパ ン フ レ ッ トでVOL5.盃2に はGSIの 活 動 状 況 が 収 録 され

て い る 。

(3)ComputerSciencesInstitute

CSIの 案 内 カ タ ロ グ

、
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CO(}ENT皿(Thi]rdGenera七ionSof七warefor

ThirdGenera七ionCornpu七ers)

TheProblem.....

LeadingAmericancorporationsandlargegovernmen七alqgencies

h∂vemadeandcontinuetorrlakesubstan七ialinvestmen七sin七hird

genera七ioncompu七erhardwaresystems.Theirreasonsareno七dis-

similar,regardlessof七hechar七erof七heindividualorganiza七ion:

'a . Forcommercialen七erprises:profi七abilityandservice

七hroughincreased'productivi七y;

b.Forgovernmen七alen七i七ies;economyandservice七hrough

grea七erefficiency.

Whil…m・ ・rganiza七i。 ・・h・veachi・v・d七h・i・ ・bjec七i・es
,f。 ・m・ ・y,th

eresul七saredisappointing--forafewブdevasta七ing .Areas

ofdisappoin七men七vary;however,charac七eris七icofmanyare七hese:

oUnduee!asped七imefromconcep七torealizationofnew
.manage_

mentinforma七ionrequiremen七s;

oTheunexpec七edhighcos七andman-hoursrequiredforfile

main七enanceprogra㎜ing;and

。Ineffi・ien七 ・nd七h…f・ ・eexpen・iVep・ 。9・a㎜i・gt・ ・hniques

、whichinhibi七 七hedevelopmen七 〇fnewapplica七ions.

Ba"〕dρn －七hese.experiences,managemen七frequen七lydevelopsan

upders七qndable:reluc七ance七 〇inves七addi七iona!capi七alorin-

gエ'easedperSQnnel七imeintheau七 〇maticda七aprocessingfunction.

Themos七commonresultis七hedevelopmentofamonumentalbacklog

whichcon七inUestoaccumula七e,and七hesitua七ionworsensrapidly .

♪

■
.

CCGENTII-AProvenFileManagemen七Systemfor

Ｔhiエ ・dGenerationComputers'

9)QxiENTII,wiVh七rue七hirdgenera七ionsoftwareefficiency,isan

eX圭reme!ypowerfulfilemqnagemen七system,arepor七genera土or,

apdahigh-.levelprogra㎜inglanguage.工 七generatessourcepro-

gramsinCOBOL,themos七widelyaccep七edlanguageforbusiness

da七aprocessingapPlica七ions.

-271一



COGENTIIisacompleteda七aprocessingsys七em,compatiblewith

.IBMSys七em/360machineswi七haminimumof32kforDOSorl28Kfor

OS.

COGENT工Ihas七hesefunctiona!at七ributes:

o.GeneralizedManagemen七Information-DynamiCbusinesSrequire-

mentsformanagemen七informa七ionaremetbyCOGENTII七hrough

i七ssimplereportinglanguageandbroadda七abesecapability.

'

O Repor七Genera七 〇r-CCGENTIIprovidesasimplifiedうrapid

meansofproducingprogramsrequiredforprocessinginpu七,

sor七ing,summarizing,forma七tingandwri七ingcomplexmanage-

men七reports・

oFileManagemen七 －Theuser,s.simplifieddescriptorsareall

COGENＴIIrequirestogenera七e七heen七ireinpu七,outpu七,and

modifica七ionlogicforacompletefilemanagemen七system.

O Progra㎜ingTo。1-Detailedprogramlogicdesignisprovided

byCOGENＴ 工Ira七her七hanbyaprogra㎜er.Thesys七emau七 〇-

ma七icallyp・ ・duce・p・ ・gramsf。rupda七i・gm・ltipl・file・(da七 ・

se七s),infomma七ionretrievalうandda七apresen七a七ion・1七

enables七heproduc七ionofsimpleorverycomprehensivere-

por七sinafrac七ionofmanually-progra㎜edtime.

O Progra㎜ingLanguage-C㏄ENT工 工

simplefixedformdescrip七 〇rs,a

prOcessingうandou七pu七requiremen七s;七hesys七em

shorthandwhichau七 〇ma七icallygeneratesa

programandasso「ciatedjobcon← しrols七a七emen七s.

gエ・amscanbeimmedia七elycompiledandexecu七eds

七heprogramlibrary.COBOLclericalerrorsare

na七ed.

isCOBOL-compa七ible.Using

progra㎜erspecifiesinpu七,

isa七ypeof

s七andardCOBOL

Thesepro-

o工・s七 〇redin

thuselimi－

O Pre-Compiler-CCGENTIIau七 〇ma七ical!y七ransl∂ 七es

cardsandgenera七es七heentireCOBOLsourcemodu!e

forperfo]rmingspecified七asks.Ausercanchange

ateithertheCOBOLorCOGENT工 工 手evels.

descrip七 〇r

requi工ed

ap「og士am

O JobCon七rolLanguageGenera七 〇r-Allnecessaryjob

language七 〇genera七eandcompileasourceprograme

七〇link-edi七andexecu七e七heobjec七programis

genera七edbyCOGENTII.

con七rol

and七hen

aUtOrnatiCally

●
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COGENTIIBenefi七s.....

o Programmingcos七sarecu七asprogra㎜ing七imeisredUCedup

七975percen七formos七apPIica七ions・Thereduc七ionof七en

ishigherfor七heproduc七ionofsimplerepor七sandmain七e-

nance'ofsimplefiles・ ・、

oEfficiency .isincreased

七〇七al七imeandeffor七.

Ca七ionS ..SyS七emS.arenO七

byreduc七ionsinbo七h'elapsedan(〕

Wi七hleadtimeminimizedgapPli-

obsoユetebefoTe七heyareinS七alled.

oS迦p!e

fi.ned;

m∂t .セeエ

repor七sa士ep]rQducedasrapidJyas .七heirneedisde-

evenextremelycomplexrepor七scanbeproducedina

Of.hgUrS.・Thu§,.backlogis.raPidl.yreduced・.

0 Simplified .、P士Qgramex七en§ionandmodi・fica七i.onfe.a.七uresp工o-

duCe..moエe .p士qgramsfortheda七aprocessipgdollar.COGENＴ

IIsolvesthosedifficu!七i曾screa七edb'ymanychanges,here-

tQfOre -reqUirin9.maj 、OrredeSignandCOding・.、

O

0

O

Au『 しQma七icgerPe.士a七ion.ofjobcgnt士o↓cardsぎelie.v(isprogram-

mersandopera七 〇rsofatime-・consuminganderror-prone七askg

w工 ‡ha _工eミUl‡ant.-increaseinpe工sonneleffiCiC〕pcy・

Wit ,hmanua↓.prOgram!nlpg七imeminimized,da七a.prOCess.;ng.

peTS-Opnelca.rpdevo七e.七heirmajop、effOr七stodefiningnewand

moresophisticatedapplica七ionssystemsうresultinginvas七ly

improved .se.lvicetg.加eorganiza七ion・ 、

Selec七ionandupda七ing・ofmUl七iplefilesinasingleprogram

ispossible・

、

O cQqENT ..IIusaggresultsins七andardizedda‡aproductignand

dρcumentaヤion,anddocumen七a七ioncos‡s.arereduced.Witha

s丈anda工d↓oglcal$七ruc七ureつ .COBOL$ou〕ccelanguage ..1ist工Pgs

a互e .ProYidedfordocumentationsandpersonnelcanbernoved

fromapplica七ion七 〇applica七ionwi七hou七leng七hyfamiliari-

za七iontime.

亀

O S七 ξlpdard .program.and、file.s七ruc七uエeS,cOmbinedwi七hエapユd

syS‡emimp .1,emen七a七iongmakepossible七heintegra‡.iOn .ofinde-

penden七lydevelopedapplica七ionsystems,evolvingin七 〇a

totalinforma七ionsys七ememp!oyingacomprehensiveda七abase.
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－

O

O

O

O

COGENTIIIsabili七y七 〇in七egra七emanuallywrit七enCOBOL

s七a七ementscapableofperformingfunc七ionsofaltering・the

logicalexecutionsequehceofagenera七edprogramprovides

ou七s七andingflexibili七y・

Thecapaci七y七 〇accommoda七edynamicchqngeisadesigned-in

fea七ureofCOGENT'II,permit七ingusers七 〇stepupwardin七 〇

newsystemsas七heybecomeavailable,whilecon七inuing七 〇

procesSexistingprograms・

Unparalleleddependabili七yin七heperformanceofCOGENTII

isachievedas七heresul七 〇fdesignandimplerpenta七ionbythe

Na七ion,smos七experiencedindependep七computersoftwarefirnl.

Thel。wc。,七 。fCOGENTIIi・madep。sslbl・ ・byit・highdegree

ofgeneraliza七ion,availingit七 〇 七hewides七possibleda㌻a

processingmarke七 ・

,
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訪 問 先 E!ec七ronic GOInpu七er progra皿mingIns七i七U七e ・(日OPエ)
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●

N.Y. NewYork

「

.
.

期 日 1968年5 月8日

.

Mr.Sidney Davis(Presiden七 )
L

「

.
「

Mr.Seymσur weinberg( Vice Presiden七)

応 接 者 Mr.R⊃nSiden
(Direo七er

」

Marke七ingServices)

Mr.Tomy Es七i知na
」

. F

.

.

.、

幽

「.
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192

195

会 社 概 要 ・

コ.一 ス の 内 容
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目 次
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シ
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19E.C.P.1(EiectronicComputerProgrammingInstitute)

19.1会 社 概 要

EGPIは 会社組織 の職業学校でプログラマ ・オペ レータ教育を主 としている。

1956年 に創立 され,ニ ュ ー、ヨーク本社附属の学校 とニュージャージーの1校 と計

2校 の み本社直営 で他は フランチャ イズ制 により経 営 してお り傘下校 は,ロ ン ドンに1

校,カ ナダに2校 を含 め現在86校 で,そ の伸長率 は次 の通 りである。

年 度 1964年 1965年 1966年 1967年

傘下校16校 29 65 86

フ ラ ンチャイズ料 は認可後,授 業料の10%を 傘 下校か ら徴収する。、但 しカ リキ ラム

教科書,教 材等 は勿論本社か ら提供する。'6ア 年 の入学者数 は28,000名 で,68

年 は40,000名 を 見込 んでおり,マ シン レンタル(エBM360/30,商 業 ペース)

は 授業料 でまかkい,空 き時間(3シ フトで運営 されてい る)は,委 託計算 に利用 して,

経 営的 にも十分 な利益をあげ,株 主(1,200人)に 利益 配当を行な ってい る。(『 ユ

ーヨーク市場場 上)

なお 本校設立 の動機は,Davis社 長 の過去 の経歴か らプ ログ ラマ養成が急務であると

の認識 にあり,従 って当然ながら,ビ ジネスアプリケーシ ョンの プログ ラマ養成 に徹 す

る ことで発展 して きた。例 えば,Banking,Accounting等 の プ ログラマ養 成が主体 で,

科 学技術計算お よび システム エンジニア等 の養成は対象外と なってい る。

本校 の教職員 は総数は600人 で ある。

なお昼間専任 イ ンス トラクターは,年 俸7000ド ル ～12,000ド ル,こ の うち

25%は 女 性である。 また,こ れ らの専任 講師は一 週間17時 間平均 の授業 をもつが,

それ以外 の時間は全 くフ リーであり,他 の会社の仕 事をやってい る。

又 これ らの教師 は,IBM560./30を5年 前 に導入開始 したときに新規に招いた

人達 である。

夜間の講師はすべて時間給 であり,6ド ノヒ/1時 間 であ る。これ らインス トラクター

の㍉ 練 は主 と してIBM,各 種 ユーザー向けプ ログラマー訓練 に依存 している。

インス トラクターはその 経験 が2年 以上 である ことを原 則と しさ らに次の資質を有 して
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い ること を条件 と している。

④ お しえ方 がうまい。

⇔ 積極的で ある。

6生 徒の立場を よく理解 してい る。

さらに各昼 夜間の講師の勤務評定は直接 実施すること な く,生 徒の試験結果 により

お こなう ことにしている。

なお専任 講師 は約1 ,/5程 度である。従 って600人 の うち約120人 が専任 の年俸

講師 である。
、

192コ ー ス の 内 容

(1)コ ー ス 種 別

イ,コ ン ピュ ー タ ・ オ ペ レ ー タ ・コ ー ス

ロ,PCS・ オ ペ レ ー タ ・コ ース

ハ,コ ン ピュ ー タ;プ ログ ラマ ー ・コ ー ス

午 前 コ ー ス,夜 間 コ ー ス5h×5d×20W=300h

土 曜 コ ー ス 毎 土3h,1年

二,シ ス テ ム ・ コ ー ス40hを 検 討 中

(2)ク ラス

午 前 コ ー ス 夜 間 コ ース 土 曜 コ ー ス

イ,NYの 本 校 の ク ラ ス 数8112へ3

ロ,フ ラ ン チ ャ イ ズ 校 は 平 均4ク ラ ス で 約140名 程 度

ハ,ク ラ ス 定 員26名,女 子 は 平 均30%

(3)プ ログ ラ マ ・ コ ー ス に つ い て

事務 計 算 向要 員 の 教 育 を ね ら っ て い る の でFORTRANは 含 め て い な い 。

・内 容 PGS

RPG

玉込sioAssembler

OOBOIＬ

OaseS七udy

75h

40

131

}詳 細は別添参照
40

14
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・授業料$1,195

・講義時間70%,ケ ース ・ス タディー50%で,21の プ ログ ラムを作成

・マシン使用時間12h。 本 校はIBM560 ./30だ が 他のフランチャイズ校 は

360/20な い しUNIVAG9200

・書類選衡と 面接 により入学 を許可する。約10倍 の 入学希望 者があ る。女性 は全

体 の30%。 高卒後直 ちに入学するものは,全 体の25%で あ る。テス トは6回

最終テス トは5時 間で,中 途 で止めるものもの もあ り,入 学 者の平均75%が 卒

業する。

1g.3其 の 他

(1)教 科書 はすべて エBMの マニ アルか ら,MrT・myEstip・naが 作 成 した もので標準教

科書 と して,フ ランチャ イズ校 にも提供 している。(教 師用 インス トラクションガイ ド

もあ る)

(2)OAI,プ ログ ラム学 習は全 く実施 していない。

(3)入 学 者の約75%が 卒 業出来るがその就職率は非常 に良い。

就職率は82%(本 校 の推せんに よるもの)

初 任給 は4000～5000ド ル オペレタ

4000～6000ド ル プログラマ

就職先は 銀行等 の事務処理部門 である。

生徒 の募集 は新聞,ラ ジオ,テ レ ぐ等 による。

(4)学 校 経営は当フランチャイズ制では生徒数約140名 でペ イすると考え られてい る。

(5)通 信 教育 も実施 されてい るが,あ まり重要視は していない。

内容は昼間 コースと同様のもので,ス クー リングを約2週 間実施 する。

授業料 は59'6ド ル で,本 年度(-1967年)約4・0名 が受講 した・

●

■
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第19.1表 EGPエ プ ロ グ ラ=i-一 コ ー一・ス
「ぺ

Rar七Q .

カ'リ キ ユ ラ ム

EDP入 門

BasioASSe賦)ler

OOBOL

1.In七roduc七ion七 〇EDP

工n七roduo七ion七 〇the

2,

NumberSys七 ㎝s

5.DateBepresentatiQn

andFo㎜ 七s

'

4,工rls七ruction]ヨ ⊃<ec・

1n七ro.七 〇Assembly

la,耳guages

5.AddressingSystem

Instruo七ionFbr皿Lts

START&ENDi正

360 ABODofProgralnユ ㎎ BPS strUC七ionS

6.MVO 7MV工 8. 9晦OroinS七rUC七ions 10.Blnaryari七h.

BG USING Bela七iveaddressing 10CS PAOK

DS BALR DTFSR CVB

Fielddefinition OPEN(}ETPUT OVD

OLOSEEOJ UNPK
c

11.REV工EW 12. 13、 1.4. 15.

DG Subtrao七Logica1 Oo輌re

Add SUb七raot MVZ Mu1七iply Divide

AddLρgica1
,

16。Dlvision(Con七1d) 17Algebraicshif七s 18.Lg晶1ns七ruc七i・ns 19 20.OomparθLogioa1・

脳
Regis七erShif七s L。gicalS垣fts LTR S七〇reIrls七ruo七ions In七ermedUateTotal

LORLPRLNR

21.AND
OR

22Pro8ramSwi七 〇hes 23.'

PrograInSwi七ches

24.
GENERAL

25.

MIDTERM

ExOR TabulatedR∋por七s (0。nt'd) REV工EW EXAM工NATION

TestUhder.
㌃

Mask
、

1「

26.AldDecimal 2スPI{FOV 28.Mu1七iplyDeoimal 29MVN 30,00mpareDecima1

Sub土 工aO七Decimal

Seq・(力ecking

ONTRL ZAP. MVO

工㍍c加alShif七s DivideD〕oi江a1

51.Division(Oor1七`d) 32.田i七 55.匝iting(Gon七ld) 54,[ぬpecharao七eris七ios 35.OPEN,・(}ET,PUT、 .
OIＬOSEfor七ape

REV工EW 田i七&Mark 1」iterals DTFSRer由riesfor files

工apeFiles

56.Mul七iPleBase

Regis七ers

AdＬdressOons七ants

5ZFileMain七enaτ1Cθ

喪chniqμes(0・n七`d)

58.E)dended血emonics

Looping&In(おxing

BGT

391∫ 〕oping&工ndexlng

BXLE

BXH'

40.SupervisorFu」 【1c七s・

InterruptSys七em

File』 ぬin七enanoe 1」A 肱ble!ookups

・TeC㎞iques

'

41.
GONSOLE

42,'
OONSOLE

43.
00NSOLE

44,
〔}ENERAL

REVIEW

45.

BALFINAL

、EXAMINATION
「

、

ミ

46.In七ro.七 〇GOBOL

36000BOL

COBOLProgram

Struo七ure

「、

4Z.Elemen七s'
Oharac七erSe七

Pun〔)七ua七ion

Nota七ion

48、Iden七ifica七ionDIv

E田iromen七Div.

rぬ 七aDivlsion

FDen七ries

49R∋oordDθscriptlons

Wbr](i㎎ －S七 〇rage

Sθc七ion

、
50、 噛,REVエEW

Prooedure,Div.

1/OS宿 毛emen槍

51.(}OTO
STOP
MOVE

52.ADD
SUBTRAOT
MULTIPLY

53.Pro9.Swi七 〇hes

AIＬTER

(}OTO

54,IFS七a七e七e距n七

COエポ[i七iOnrDame七es七

classtes七

55.Bela七ion恥st

PERFORM

DIV工DE signtes七

00MPUTE

56. 5Z

REVIEW 00BOLF工NAL 工」∋ssonP].an-560Progra皿 皿ing〔bursθ

42
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、
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20A。 工 ・A(AutomationInstituteof 、America)

20.1会 社 概 要

・PCSの 学 校 経 営 者 で あ った 現 社 長OT.E.耽igh七 が フ ラ ン チ ャ イ ズ の ビ ジネ ス 経 験

の あ る 会 長 の パ タ ー ソ ン と 協 力 して,1955年 に サ ン フ ラ ン シ ス コ にAlAを 創 立 し

た 。 さ らにGElR(OouncilforIibonomic工ndustryResearoh)の 教 育 分 野 の シ エ
リ

アを利用 しようと して,ビ ジネスをGEIRに 売 ったと ころ,GDOがCE工Rを 併合

した ので,現 在GDCの 傘 下 にある。

現在約50校 の フランチャイズ傘 下校を有 し,「 やす く,は や く訓練す る」,「 学校

経営も企業 である」とい った会長,社 長の信条により運営されている。学生数 は各学校

毎に350人/年 で,入 学の方 法は3～4週 間 ごとに随時 クラスが開 かれ る。クラス編

成は14名 位 の小 ク ラス方式 で,12年 間 に約1・2万 人が卒 業した。(キ ーパンチコー

スを含 む)

入 学者はHighSch。olを 卒 業 して おればよいが,実 際 は75%以 上 がG。11ege教 育

を1～2年 受けてい る。入学 の際IBMの 適 性検査を行 ない,さ らに面接 も実施 してい

る。

現在の学生の年令は18才 ～55才 で授 業料は生徒の個人 負担が多い。他は退役軍人,

身体障害者の教育資金に よる ものが若干入学 している。

インス トラクターについてのべると(直 営校の例示)

(1)昼 間 の フル タイマー8人 基本概念担当(12Week) に わける

その 他 担当(15Week)

夜 間(パ ートタ イマー)10人4h./1日,2回/W'$4～7./1h

(2)教 師はdataプ ロセス5年 の経験を必要とする。例えば・2年 実務+3年 大 学(4

年 制)で 勉強

(3)先 生は,sR120,1。 ～5。 の8時 間,月 ～金,授 業 を受け もつ。

(4)生 徒の うちよ く授業内容 を理 解 したもの を実習時 のア シスタン トとして活用 してい ・

る。昼食代$2.00を 給す る。

(5)先 生 は5ケ 月間の訓練 をお こな う。

(6)組 織 と給与等につい ては,
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給 一与

Dean8'120001年

ス ーパーバ イザーインス トラクタ ー$9000～100001年

イ ンス トラクターS7500--85001年

イ ンス トラクター(訓 練中)$5501月(3ケ 月間)

(4ケ 月目よりS25あ がる)

イ ンス トラクターの給与は3年 間に1回 つつあがる。しか し,こ れは定期 ではな く,

教 える科 目が高級 なものになったり,教 え方 が うま くなると実施出来 る。

各先生 は他の学校等へ就職する ことはknavvh。wの 関係 で禁 じてい るが,法 律的な こ

うそ くは不可能で ある。3年 ぐらい たてば問題は ない。

先生には年に3週 間 とクリスマス週間は休みを与え る。(実 休暇15日)

20.2コ ー ス の 内 容

(1)ゴ デ ス 種 別

・IBMCardpmbchコ ー ス

・IBMDa七aProoessingLachineQPeiationコ ー ス

・ColeputerProgrammingコ ー ス

・昼間 コースは週5日8AM～5PMの 間に3～4時 間の単 位 でス ケ ジュ ー ル さ

れ,夜 間 コースは6hな い し6h30mよ り週二三 回スケジL－ ル される。

(2)'プ ログラ ミング コース について

RlaseIと 団asellに わ かれ,受 講の便 を図 ってい るが,全 コースを通 して受講す

る者は,重 複す る内容 を省略できるので授業料 も割引かれている。,

・内 容 丑〕aseI

・内 容Hhasell

1]ataPrOoessing恥ndamentals

COIIputerGoncept

Introductory工BMSfstem/560Programming

BasicASs両bly工anguagre

OOBOL

CbmputerProgral皿dngTechnique

[lh。T。 。・。 。fSy。t。ms(シ ス テ ム 分 析 序 論)

DeveユopingtheSystems
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InspallingtheSy『steln

・授 業 時 数 と 授 業 料

FhaseI昼 間 コ ース24W

}420hS1,550

夜 間 コ ース60W

Phasell昼 間 コ ー ス15w

}120h$590
夜間 コース28

総 合 コース 昼間 コース27W540hS/825

夜 間 コース68W

20.5其 の 他

ω 醜(本 校:サ ンフ ランシス コ)

・教 室 約20

・タ イ プ ライ タ14台

・カ ー ドパ ン チ13台

・POSソ 一 夕5台,Beproducer1台,C・11ater(照 合 キ)1台,

イ ン タ ー プ リ 一 夕 ー1台,タ ブ レ 一夕t台,

い つ れ もoldtypθ

ごComputerIBM360/201式 .

フ ラ ン チ ャ イズ 校 も殆 ん ど こ れ と 同 等 で あ る 。

(2)教 材 は1BMの マ ニ ア ル と 自校 の 先 生 の つ く った も の を 利 用 して い る 。

イ ン ス ト ラ ク タ ー 用 マ ニ ア ル も 同 様 で あ る。

(3)本 協 会 は,ラ ジ オ,TV,新 聞 等 を 利 用 しsあ る い は 巡 回 して 生 徒 の 募 集 を お こな

ってい る。

20・4フ ラン チ ャ イ ズ 校 の 認 可 に つ い て

(1)資 格 は流動資産5～25万 ドルが免許の条件

(2)契 約 金は15,000ド ル で これは インス トラクターの指導料 ・インス トラ クター用マ

ニアル料,経 営指導rPR指 導 料を含ん でいる。

(3)ロ イヤ リティ ー6%

(4)教 材 は実費支給
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(5)経 営実態 の平均 は,初 年度$50万 で利益15%,2年 度S40万 で16～17%,

3年 度$50万 で20～25%で ある。

(6)経 営 は全部 まかせ るので,授 業料,人 事等は フランチヤイズマネーージヤ ー・・が自由に

行なえる。

(7)米 国 に紺 るフランチャイズ ・.システ ムの ・ン ピュ ニ教 育機関は5つ 盤 存在 し.

隆盛である。
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2・1デ ー タプ ロセ シ ング 協会(DataProcessing㎞agementAssociation)

2†1協 会(DPMA)の 概 要

DPMAは 情報処理の分野 における各階層 の管理 者の組織と して出発 したが,い まや

広い範 囲の会員 の増加に伴 ない,科 学,産 業,教 育等 あらゆる分野における情報処理技

術の開発 ・研究に対する援 助を実施す ると共に,技 術上の進歩に対 し注意 な らびに勧告

を行な う等の統制的役割を持 つ,国 際色の 強い機関となった。

21.・『1.1協 会 の目的

(1)情 報 処理及び情報 処理 マネージメン トの分野における教育と科学上 の研究を推進

し,開 発する。

(2)会 員 に対 し情報処理の本質 と機能を よく理解 させ,さ らに情報処理技術 に関する

教 育と研究を推進する。

(3)情 報 処理の原則お よび方法 を学問的 に調 査 し,デ ータを収集 し,か つ適当 な方法

で広報する。

(4)情 報 処理に関する機器装置 の改良を研究,開 発する。

(5)情 報処理マネージメン トの分野 における 日常 の情報 を会員に通知 し,さ らに情報

科学の進歩 に貢献 している教育機 関と互 に協力 し援助する。

(6)情 報科学 の原理を理解 し応用出来る ように指導 し,ま た同 じ問題 に取 り組んでい

る人達との交流 により,お 互 に刺激 し合い鼓舞 する。

21.1.2創 立 の経過と会員数

会計機器関係産業の協会と してNMAA(斑 毛i。nalMachineAc。 ・i皿tantsAss。 。i-

ati。n)が1951年 にス ター トしたが,其 の後年 々この分野の産業 が発達 する と共

にNMAAは 逐 年拡大 を続 け15,000名 の会員 を擁 するほ どに発展 した。

1962年 にNMAAは 時代の進展に合わせてDPMAと 改名 し,今 日22,000名

以 上の会員を擁 するにいた っている。

21.1.5組 織

DPMAの 組 織 と しては,支 部(Chapter)と 国 際局(工nternationalBoad。f

Direct。r)'な らびに管理本部(AdministrativeH)adquarSers)が あ り,支 部 は米

国内に200以 上,さ らにカナダ,フ ィ リピンと 日本に国外支部がある。 一
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21.1.4事 業

(1)連 絡調整'.

会 員相互の連絡,特 に情報処理産業に関 する標準化と立法化 について政府委員会

と の連絡調整を図ってい る。

(2)会 議 の開催

・毎年6月 に情報処理国際会議 を開催 する。

(3)出 版

定期刊行物 データ ・マネ ージメン ト(月 刊)を 出版,そ の他 単行本,公 報等の

発刊 を行な ってい る。

(4)情 報 処理 に関する教育 ならびにスペシャ リス トの育成 を行 なっている。

(5)情 報 処理における資格認定

1962年6月DPMAは ニュー ヨーク大学 で,デ ータ処理資格認定の最初の試

験 を行 なった。

その 目的は次の通 りである。

(a)情 報 処理 に従事する者全て に対 し高度 な基準を確立 する。

(b)各 方 面に広 く認定の意義 を認識 させる。

(c)時 報 処理分野の成長 に正 しい基盤 をあたえる。受験者は勿論DPMAの 会員で

ある必要 はな く,広 く一般 か ら募集 し,試 験 はアメ リカお よびカナダの約100

会場 で毎冬に実施 され る。その資格条件 は次の通 りである。

イ,規 定された コース を修了 した もの。

ロ,過 去5年 間の うちに1年 以上パ ンチカー ドや電子計算機装置 で実際に働いて

きた者。

ハ,高 度な身分資格 を持 っている者。(詳 細 は後述)

196・2年 の最初 の試験以後1967年 まで に12,500名 の志願 者が資格試験を

受け,合 計7690名 の 人達 がODP(CerbificateinhataPr。oessi㎎)資 格

認定証を授与 された 。

ODP資 格保 持者は協会の会員と しての資格を自動的 に持 つ ようになってい る。

.C,DP資 格 や試験資格はODP諮 門 会議が直接責任 を持ち・DPMA実 行委員会で

命令,実 施されてい る。ODP研 究 案内や試験 申込書!まDPMA本 部 及び支部 で用

意 されてい る。試験 申込 の最終期限 は一般に2月 の試験に対 し前年12月 の第1週
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となってい る。

(6)通 信 教育

DPMAで は一般の人達 はもちろん,会 員に も役立つ通信教育 を実施 している。

この 目的は次の通 り。 『,

(a)正 規 の教育で生 じた技術的格差を通信教育 に よって補 なう。

(b)経 営 と情報 処理の分野における個人的 な知識 を増 加させる。

(c)ODP試 験 に合格 させるための 助力 を行なう。

現在 の教材は経 営(財 務,会 計,PERlr-一 －CPM,業 務 規定,そ の他),数 学

通信の3分 野で,各 分野 はさらに数 コースに分れており受講生は,各 々の必要性 や

興味に応 じそれを選定することが出来 る。(有 料)

(7)将 来 の情報 処理専門家 の卵である高校生 のた めに,各 支部でセ ミナ ーを開催 し,

引 き続 き実施 されてい る。又1965年 入門 コースのテキス トと して"情 報処理の

原理"(Rrimip!esgfAut。mati。[ILtaPr。cessing)と い う小 冊子 を発行 し,さ

ら口966年 プ レンテイスホール(Prenti。eHal1)か ら"情 報 処理 の原 理と処

置"(PrinclplesandProceduresA.D.P)をDPMAとEllasA頂d(North

WesternUhiversi七y)の 共 著で発行 した。t

(8)経 営 者セ ミナー

情報処理の概念を全ての経営者に認識 させる必要 か らDPMAは"情 報処理経営

セミナ ー"を 計画 した。 この経 営セ ミナーは情報 処理に経験のない経営者に対 し,

支 部が指導 し実施 するコースである。

(a)電 子 計算機 や情報処理 に関 して企業や団体 の中で意志疎通が うま く行 なわれて

い ない トソプに対 して手 助けを行 なう。

(b)経 営 の一部分 として会社が情報処理の可能性と価値 を認識するよう,ト ソプ層

にADPの 知 識能力をつけ,さ らに会社 協会,政 府等の役員や職員の 中に,情

報処理の原理,技 術,装 置 に精通 した人 を多数作 るようにする。

データ処 理の経験のない経営者にその概念 や技術 を数えることに より,こ れ らの

経 営者が,広 範囲 に責任あ る行動がとれる ようにし,ADPの 発 展と共に会社や社

会の多 くの問題 を理解 し,議 論 し,そ して解決できるよ'うにする。

(9)私 立 コン ピュータ職業学校の基準 についての検討

(10)研 究援 助
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(11)要 員 交換計画

(12)表 彰

21.2情 報 処 理 に お け る 資 格 認 定

21.21経 過

NMAA(Na七i。nalMa。hMθAcc。untantsAss。ciati。n)の 教 育担当副会長であ

るジユームスハン ト氏(JAMESHUNT,Vi。ePresident。fEducaticn)は 情報処理

産業の進歩に方 向つげと安定性を確立する必要 を痛感 し,1959年 実 行委員会に資

格認定制度の必要性 を提案 した。1960年1月 新 しい教育担当副会長wOア ン ドリ

ウス氏(W.C.ANDREWS)と 教 育 コンサルタン トのジョージ・コノ ミツク氏(GEORGE

OONOMエKES)の 指 導の下に協会の会 員と経営 ・調査 ・教育 関係 の代 表専門家8人 が

集 まり2日 間 にわた って会議 が行 なわれた。(こ の会議 は後に資格認定諮 問委員会と

呼 ばれている)

この委員会で は次の如 き基本的 な問題が論議 された・

(1)資 格認定の必要性 について

(2)厳 密 な意味での資格認定とい う作業が実際に行 なえ るか。

ここで は職業 の規準が必要 であ ること,又 資格認定が職業 として の規準 を公式化する

のに有効な機能 として役立 つであろ うとい う点で意 見が一致 した。そ こで委員会は情

報処理 の専門的能力を認定するのに欠 くことの出来 ない正式な教育の領域 を示すとい

う仕事にとりかか った。

(1)情 報処理 の分野には,特 別な知識は勿論,一 般 的な教養 も教える教育組織が必要

である。

(2)各 人 に経営問題 を理 解させ,と り くませて効果的に情報 を交換する必要 がある・

(5)会 計,統 計,数 学的技 術を特に強調 して,デ ーター処理向きの問題 を解決 するた

めの 知識基準の確立 を推進する。

これが 委員 会の 目的とすると ころであった。

協会は委員会の勧告案 に基づき4つ の主要 項目を作成 した(1960年)

① 資 格認定 を受けたい者に対 しては全員試験を実施する。(時 報処理分野における

実績 すなわち古参 も新人も同 じ扱いとす る)

② 協 会の会員 であると 否と を問わない。
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③ 情報処理に関し少 くと も5年 以上 の実務経験を必要条件とする。

④ テス ト期間中(当 初 の3年 間)は 大 学卒でな くとも よい。(大 卒 でない人達vaも

恩 恵 を与えたいとい う配慮)

t961年 夏,最 初の資格試験の準備の為,サ ンジエゴ州立大学財団(SanDieg。

StateC。11egeFoundati。n)と 契約 し,種 々のグル ープごとのテス トが行 なわれた。

このテス トの結果,最 良の項 目を選定 し,広 範 な150の 複合選択項目の試験問題を

準備 し,1962年6月20日 模擬試験 を実施 した。

この模擬試験 と これ に続 く2つ のテス トをもとに,主 と して多 くの場所 で同時 に試験

を実施するための手続 きや管理の方法が検討 され,1962年12月8日 に計1049

名 の志願 者に対 し,ア メ リカ,カ ナダ▲44ケ 所 でODPの 資 格試験が本格的に実施

された。

1963年12月23日 の 資格試験では58試 験 場に広げ られ,合 計2396名 の 志

願 者に対 し1594名 が 合格 した 。この試験では1962年 の試験 と同 じ教科 目の範

囲内で3単 時元 に210問 題 とテス トの規模が広げ られ てい る。

1965年 には100ケ 所 で6951名 が 受験 し4365名 が合格 した。1966年

2月 の試験 において は,専 門 コースを次の如 く改訂 した。

⑦ 自動 データ処理装置・

② 電子計算機のプ ログ ラミングと ソノ トウエア体系。

③ データ処理 システムの概念 ・設計 ・実施。

④ 会計 学,数 学,統 計 学か ら見た数量化

この改訂の為88ケ 所 の試験 場で1005名 が 受験 し,408名 合 格とい った具合に

合格者数が激減 した。1967年2月25日 の試験 におい ては63ケ 所 で646名 が

受験 し,586名 が合格 した。

21,2,2諮 問 会議

諮 問会議 はDPMA実 行 委員会か ら2名,他 か ら3名,其 の他DPMA教 育 部長 で

構成 されてい るが,DPMAの 教 育部長 は事務局で表決権 はあたえ られ てい ない。任

期は1,2,3年 と3種 類 あり,1年 で 一名交替制とし最長5ケ 年とな っている。

諮 問会議の メンバーは第2/1表 の通 り。
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第21.1表'DPMA諮 問 会 議 メ ン バ ー

.
.

〔

TERM MEMBER POSIT工ON

1963-64 MarvinM.WbfSsy ぷ 。t.Di,.,c・ntθrf。 ・ 鴉6㎞ 。1・ 訂

&A伽inis七ra七i・nA【neri。anUniv・

washingtonD.O.

1965-65 Rober七 工」.1迦trick Co頂pu七erSpecialis七,Nor七hridgθ,・

.

Galifornia
.

1965-66 Laur∈ 江1cθA.JohDson Direc七 〇rof.Da七aProcessing,

AmericanHbspi七alAssh・,・.
層

Chicago,Fllinois・
'

1964-67 Ja田esA.C包npise ㎞ager,Plans&Progra田e,
L

Compt1七erScienoesqorp・,

べ

「

.

「 Houβ 七qn,TexaS』

1965-68 CarlE.Diesen ChiefOo㎎ 〕uもerOen七erDivision
.

GeologicalSurvey,U.S・.[逗pb・

ofIn七erior,Washi㎎ton,D.G.
」

9

1966-69 Ri。hardF・Oanni㎎ PUbエi・her・ 班P垣 記yzer

Vis尤a,Galifbrnia

1967-7 .0 Willia皿 工Horne DirectorOorl)ora七eSy『tems

.

Da七aProcessing

Uni七edShoeMachineryGorp・

諮問会議の目的は
.

① 情報処理に従事する者全てに高度な基準を確立する。

② 各方面に認定の意義を認識させる方法を確立する。

⑤ 情報処理分野の成長に正しい基盤 を確立する。

諮問会.議の実施事項

① 資格認定試験の質の向上

② 資格認定試験の促進
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③ 現在ODP資 格 を持 ってい る者の意識 の向上。

④CDP資 格 保持者 の恩典の向上。

⑤ 資格認定計画の拡張

21.2.5.志 願 者の状況

志願 者ならびに合格者は第21.2表 の如き経過 である。

第2↑2表 受 験 状 況

q]eS七

伍 七e

Tes七

Si七es

NUnわer

Tested

Nu皿)er

RaSSed

1962

June20

Sep七e血be士12

Dec釧lber8

1

1

44

540

27

1,048

235

15

687

1963

NOvember23 58 2,596 1,594

1965

February13 100 6,951 4,565

1966

February19 88 1,005 408

1967

February25 63 646 386

TOTALS 12,413 ス690

・一 、

21.2.4.CDP試 験 に対 する受験資格 ・

① 志願者は認め られた カ レソジコースを少 くと も2年 間(.60単 位),又 は それに

相 当する課程を履修 したものでなければな らない。

イ,カ レソジコースは

国の委員会,又 は合衆国教育局,合 衆国以外 の国ではそれに相当す る政府機関

に よって認 可されている こと。

(注)カ レッジコースの勧告案
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∫

必修科 目一一・数学,統 計学,会 計学 自動データ処理 システム等

選択科 目一'17科 目 あり,8科 目 を選択 して完全履修する。

ロ,次 のものも含 まれる

国の通 信教育会議の認可 してい る委員会,又 は国の大学振 興協会の メンバ ー,

合衆国以外 の国においては,上 記に相当する機関で認 められた権威 のある学校か

ら,そ れに相当する単位 を割 り当て られてい る通信教育 コース。

60単 位 の中には,コ ン ピュ ーターと情報処理に直接関係す る少 くとも2つ の コー

スが入ってい なければな らない。

これ らの情報処理コースは,お おやけに認 め られていない教育機関,協 会,メ.一

力,大 学 の学部 で実施 されてい るものもあるので,お おやげに認 められた教育機関

以外の情報処理 コースは認可教育機関の6単 位に相当する90授 業 時間が必要 であ

る。

② 情報処理コースの代 りに,最 低5年 以上の実務経験と1年 間の研修 を受けた もの

であれ ば,3学 期 間の情 報処理 コース 修了と同等 と認める。 しかし2年 間の大学経

験とい う条件 に代わ るものではない。

⑤1970年 頃rcは,大 学 での研修期 間2年 間が,4年 間 又は修士学位 のレベル ま

で拡大される予定 であ る。

④1965年2月12日 までに受験資格のあるものは,上 記の条件に満た な くとも

引き続いて受験資 格はあたえ られる。

21.2.5申 込 料金と方法

申込み方法其の他手続きはDPMA本 部 又は支部 に聞けば解 るように なってい る。

書 類提出は毎年11月1日 まで。

(1)新 規 志願者

合衆国紙幣で50ド ル 又はそれに相当する試験 料金を納 入する こと。

(2)再 試験志願 者

再試験の料 金はアメ リカ紙 幣で30ド ル 又はそれに相 当する料金を納入する こと。

(5)払 い戻 し

(a)協 会 によって拒絶 された志願 者

(b)な ん らかの理由で取 り消 した り,試 験 にいけ な く,予 定 されたテス トの少 くと

も5日 前に文書 でも ってDPMAへ 通知 した志願者に対 しては30ド ル を払い戻
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す 。 払 い 戻 し期 日 は テ ス ト後 で あ る 。

願 書 に は 真 実 を正 確 に 記 入 し な け れ ば な ら ず,偽 り が あ れ ばGDPの 資 格 を取 り消

す 場 合 も あ る 。 諮 問 委 員 会 は 道 義 的 責 任 を破 っ カ り,情 報 処 理 関 係 職 業 の 信 用 を 落

し 面 目 を 失 つ い させ る よ う な 行 為 が あ っ た 場 合は 直 ち に資 格 を剥 奪 す る 権 利 を 持 っ

て い る。

21.2.61969宇 ≧習 概 要

試 験 の 部 門 は 次Q通 り で,そ れ ぞ れ25%の ウ エ イ ト付 け が して あ る 。

①Aut。maticDataPr。 。essingEqUipnent

②("・ ・mpuberPr。gran血 ㎎andS・ftvvareSystems

⑤1]ntaPr。CessingManag・m・nt

④QuantitativeMethcfls-/!c。 。unting・ 蹴he皿atics・Statistics

試 験 で の 術 語 はUSA標 準 協 会 特 殊 用 語 辞 典,情 報 処 理 の た め の ア メ リ カ標 準 語 が

用 い られ る 。

2/・3私 立 コ ン ピ ュー タ 職 業 学 校 の 基 準 に つい て の 検 討

1968年5月,DPMA内 に 私立 コンピュ ーター職業学校 の基準 を検 討する委員会

(PrivatθhataPr。cessingSCho。lsStandardsG・mmittee)が 新 し く設立 され,初 会

合がシ カゴで行 なわれた。

この委員 会はコンピュ ータメーカ教育,政 府,私 立EDP学 校,協 会等の代表 者14

名 が メンバ ーとなり,情 報産業 を左右する私立計算機学校全体の問題 を検討する。

検討 事項は私 立 コン ピュ ータ職業学校の次の4つ の 事項を主要議題 とする。

① 経営状況 ならびに募集方法

② 教員の資格

③ カリキュラム更新とその実施状況

④ 就職状況

以上の問題 について詳細検討 を行 ない勧告を出すための4SCを 作 り,各SGは7月 に

開かれる本委員会に提 出する議案を精力的に検討する こととなってい る。

さらに委員会は来年までに結論を出す予定 で,こ の結論と勧告を私立職業学校の団体

であるAOBS(Anericanα)unciユ 。fBしsinessSch。ol)に 答 申する予定であ る。委

員会メンバーは次の通 り。
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」.F.Brad珊ay(UNIVAC)

」.H.Bu七1(NOR)

N.F.KaUaus(UNIVOFILOVVA)

」.」.Marshall(HONEYWELL)

PM.Pair(AIA)

T.Bioh(L.1.L.IO)

G.Rs血 七h(GE)

S.Brent(RGA)

R.C.Ellis七t(DPMA)Ohえ ユrman>

D典cpherSon(DPMA)

A.(}卿seC・GSA)

(}.」.Rivazzols(IBM)

M.Sheldon(O.D◆G)

R.A.WoodfS(BUrrougbs)

2t,4大 学 の 情 報 処 理 コー ス に 関 す る 調 査

1967年DPMAは 大学 におけ る情報処理 コース が現在 どの ように なっているかを

明らかにするため質問状形式 による調査を行 ない,こ のほ どそ の調査 結果を取 りまとめ

た。 この調査については学校 から65%の 回答を得たが・DPMAと しては・現在 この

資料の完 成を目途 と して,常 に最新 のデータに修正する ようフォ ローを行なってい る。

又 このデ ータのうち必ず しも正確 な答 を出 してい ないところ もあるので,大 学 の カタロ

グ等 を送付 して も らい実際に実施 してい るかを充分確認出来 るような方法も構 じている・

調 査資料(DataProOeessingCoursesaSOalleges&Universities)は 合衆 国とカナ

ダにある1955の 大 学 を調査 し編集した もので,事 務データ処理 及び コン ピュ ータ ・

サイエンスとい う名で,学 士,修 士,博 士課程で実施 してい る教科内容,な らびに昼

夜間別学部 におけ る科 学 ・事務データ処理関係 の授業課程 と教授 者名,教 科プ ログラム

の開始予定日,及 び各 課程 の間合せ先 などについて 調査 を行 なった。

1955の 調査校の うち1300校 が回答し,そ の うち750校 がデ ータ処理 に関す

る課程と学位別授 業の 両方か,あ るい はどちらかを行 な ってい ると答えている。

デ ータの集計表は第21.3表,第21.4表 の通り。

第21.3表 大 学における情報処理関係 コース(其 の1)

Degree
ASSOoia七e Baohelor Mas七er 恥c七 。ra七e

Cσnpu七erScience 39 45 42 25

BUsinessData

Processi㎎

155 41 22 8
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第21.4表 大 学 におけ る情報 処理関係コース

＼〔 ミ
ID七roduc七 。.ly Adva取)ed Gエadua七e

氏ientifio

rぬ 七a

Processing

吟s・h。 。1 549 257 66

NightSohoo1 200 68 33

団sineSS

Data

Processing

DaySchool 549 257 66

Nigh七SchO。1 371 185 45

21.5DPMAが2年 間 の 大 学 教 育 に 期 待 す る も の

DPMAはODPを 得るための必要条件と して大学2年 を履修 している ζと を条件 と

してい るが,こ の2年 間に次の コースが実施 されることを期待 してい る。

⑦ 最初の1年va実 施 されるもの

A)デ ータ ・プロセ ッシング入門

イ,パ ンチカー ドコーデイング

ロ,コ ン ピュ ータ ・メモ リコーディング

2進 法 ・8進 法等の基本 的なものか ら周辺機器等 を含 んだ コン ピュ ータシステ ムを

教える。,-

B)プ ロ グラミング(基 礎)〔1〕

イ,機 械語

ロ,実 習

実際の機械 につい ての訓練す なわ ち実習を主体と して行な う。2～3の 問題 につい

てプ ログ ラミングを実施する。

b)ブ ・グラミγグ 〔皿 〕

、ベ ー,ジツクなアセンブラ言語について少.くとも10位 の ケーススターデを実施。

D)シ ス テム

広義の シス テムにつ いて学 習する。 ここでは

イ,面 接の技術

ロ,シ ス テムチャー ト(プ ログラムチャ ー トとは違 う)

ハ,シ ステム技術,例 え ばOR待 ち理論 ・モンテ カル ロ法等

ここでは個 々の技術にす ぐれた人を育成するとい うことではな く,基 本的な概念 を
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し っ か り 把 握 した 人 を養 成 す る 。

②2年 目に 実 施 す る も の

E)プ ロ グ ラ ミ ング 〔m〕

イ,GOBOL

ロ ・FORTRAN

ハ,PL/1(?)米 国 で は 賛 否 両 論 で あ る が
,

FOTIRANは ビジ ネ ス ・プ ログ ラ ミン グ に も 必 要 と 意 わ れ る 。 ダ"dナ モ,GPSS

は 早 く仕 事 を す る と い う こ と に は 役 立 つ が,プ ログ ラ ム の 基 本 を 理 解 す る こ と に は

役 立 た な い 。 専 門 的 に 深 ぐつ っ 込 む こ と は 大 学 教 育 と して さ げ る べ き で あ る。

F)コ ン ピュ ー タ'・ シス テ ム

D項 の シス テ ム よ り は コ ン ピユ・一 夕 側 の 狭 義 の シ ス テ ム で あ る 。'・

イ,q)eratingSys七ems

ロ,Milti-Prooessi㎎

ノ、・ 岨ti-Programming

二,Mske ./Tape

ホ,tataTransmission

こ の 様 な 構 想 に つい てDPMAは 大 学 当 局 に 勧 告 して い る が 実 施 は,仲 々困 難 の 模

様 で あ る 。

参考資料

、

t

2

5

4

5

6

z

a

9

DPMAServices&Aot土v1七ieS13p

ごG
ertifjoa七einDa七aProcesslng22p

;
コ

Oertifica七einDa七aProcessingHistoryandDbvelop皿ent7P・

P・iv・t・D・ 七aP・ 。。essi・gS・h。 。1・S七a・ ・la・d・C。1血t七eeOperatingAg・nia1P

PDPS§CFomned耳yDPMA3P

D・t・P・ 。。essi㎎ 。・ttrSesat・ ・…g・ ・&U・iv・1・ip)・ ・82P

。ert]fi・a・ …DPE麺 ・a・…
.S・Perv…r,・ ぬ ・・a・24P

R∋porttotheMemb'erShipDIMA'14p

Reviewth皿ualFbrCettifioa七ein[tata-Processing290p
9
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2↑6米 国 の 大 学 ・高 校 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 資 金 源 に つ い て

(要 訳)Com㎜unicaitionsOftheACM(Apri1,1968)よ り ・-

SRED(SouthernRegionalEducationBoard)は 米 国の大学におけ る教育研

究用 コンピュータの利用調査 を実施 し,・このほ どその概要 を取 りま とめた。

米国では大学の果す役割はL政 府お よび産業界の大 きな研究プロジェク トに必ず とい

つて よい程顔 を出す重要 な存在 となってきている。一方大学におけるコンピュータスペ

シャ リス ト教育 も米国のコンピュー タ利用の高度化 とい う観点から欠 かせぬもの となっ

て きている。 この様 友条件下で大学が コシ ピュご タに'どの位 金を使 っているか,そ の資

金源は どこなのか,コ ンピュータ教育の現状は どうなっているのか,な どを調査 するこ

ととな り1967年 度 にSREDのCSP(C。mputerScienceproject)が 全米科学財

団の援助 をうけて全米大学2,200校 の うちか'ら70b校 を選 出 し調査 を行 なった。

調査 に対す る解答率 は極めて良好で92%に お よび,そ の確度もかな'り高 いもの と推

測 される。

調査結果の概要 は次の通 り。

① 大学 におけ るコン ビ〔一夕投資 』

1965年 度 に大学が研究お よび教育用 コンピュータに投資 した全 額は1億700万

ドルで,こ の中 には コンピュータ ・スタ ッフの月給 も含 まれ ている。 このほか にコン

ピュー タ ・メーカか らの援助は4,100万 ドルとftっ て いる。

1969年 にk－け る投 資推定は2億7,600万 ドルであるが,メ ーカか らの援助は1965

年 度の場合以上 に期待す るととは出来ない もの と考え られている。

1965年 の 実績 について見れば,全 投 資額]億500万 ドルめ うち5,000万 ドルは

約5,000名 に のぼ るコンピュータ ・ス タッフの給料 として支給されているが,1969

年 度は倍増するス タ・)フのために6、900万 ドルが予定 されている。,

機器の買い取 り,家 賃其の他 の現金支出は,65年 度 には2,500万 ドルであ ったが,

69年 度 には7♪OOO万 ドルに増加する予定 である。

■
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第21.5表 現 金投資額の状況
単 位:1000ド ル

年 度
コン ピュ ー タ

周 辺 機 器
ビ ル デ ィ ン グ 家 具 備 品 合 計

1964-65 18,847 4,287 1,552
'

24,494

65-66 1ス449 8,238 1,595 2ス004

66-67 2ス800 14,921 2,132 44864

6ア ー68 21,179 26,605 2,650 50422

68-69 43,896 21,606 5,957 69469

② コン ピュータ投 資の資金源(第21.6表)

1965年 度 に支 出され た1億700万 ドルの うち40%に あたる4,300万 ドルは連

邦政府の諸機関か ら研究契約 とか其の他補助金 として支 出された もので,し かもこの

うち2、500万 ドルは主 として コンピュー タ事業 に使 うと明記 された もの である。

大学が自前で調達 した ものは47%に 当 る5,100万 ドルである。1969年 度には全

体2億7,600万 ドルの うち政府か らは1億900万 ドルを予定 し,比 率 としては横ば

いであるが,自 前の経 費は全体の51%に 増 加 し,1億4,200万 ドルに達する もの と

み られている。

第21.6表 コ ンピュー タ投 資の資金源
単 位:1,000ド ル

資 金 源 (1)

物

(2)

現 金

(1)+(2)

ト ー タ ル

1968-69

予 測

A連 邦政府機関 32,715 10,453 43コ68 108,861

1.コ ン ピュー タ研究契約補助金 1ス263・ ス385 24,65] 62,624

2,そ の他事業の研究契約 ・補助 金 15,452 5,068 18,517 46,237

B大 学の自己資金 38793 11,919 50,720 142,105

Cそ の 他(産 業界な どあり) ス022 5,999 15,025 25,135

Dト ー タ ル 78544 28,382 106055 276,119

1965年 度 の連邦資金の うち主 にコンピュー タ事業 について使 える2・500万 朽レの

うち1,500万 ドルはEDP機 器 の 買い取 り,レンタル料 と建 物費に使用 され,700万 ド

ルは運営費に,300万 ドルは研究開発と大学院学生教育用の コンピュータ 令タイム

の買い取 りに使用 され,50万 ドルが大学 学生の教育用,150万 ドルがコンビュー
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タ ・サ イエンス活動 に費や された。

第21.7表 連 邦政府か らの援助 資金の使途

単 位1000ド ル

EDPシ ス テ ム と

ビル デ ィ ン グ
コ ン ピ ュ ー タ時 間

(5)

資 金 源
(1) (2) (5) ㈲

コ ン ピ ュ ー タ

サ イ エ ン ス

レ ン タル

購 入 費
運 用 貫

RODと

大学院教育
大学学生教育

ア クテ ィ ビティ

頁

A政 府からの援助資金 13,369 ぴ912 3,173 413 1,447

B政 府以外からの資金 3β87 1,119 1,073 .504 725

CA,B以 外 の もの 16,759 8,055 4254 918 2コ75

(1964-65)

D予 測(ト 一 夕 ノの 40,582 20,084 14,285 3,657 ス555

(1968-69)
チ

注)A・Bは 研究契約,補 助金に ょる。

大 学としては,こ うした教育,研 究 開発用に連邦政府 および,そ の他め機関か ら2～

～4倍 め 援助 が欲 しい と期待 している。

③ 大学の コンピュータ導入台数

米国の大学におけるコン ビュー一夕利用は全校2200校 の うち52%に 当 る700校 亘

1967年1月 現在1.000台 の コンピュータが稼動 している。1966年 ～1970年 ま

での予測は第21.8表 の 通 りで ある。

少し古い内訳 であるが1965年6月30日 現 在の内訳を見 ると,858台 中442台

は レンタル で291台 は 買取 りとftっ て お り,残 りは一部機器 買い取 りとその他 レン

タルとし(った混合方式 である。iこの他518台 が1966年 秋 までに発注ずみ とな って

いる。

第21.8表 大 学 コンピュー タ設置状況

時 点 大 学 数 設 置 台 数

1966年1月 600 900

1967年1月 700 1,000

1968年1月 800 1,100

1969年1月 ,'900 1,200

1970年1月 1,000 1,300
1
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④ コンピュータ ・サ イエンス学課の設置状況 ㍉

1、966年 秋 までに米国の大 学でコンピュータ ・サ イエンス又は これ に関連あるコー

スは226と 推定され・今後3ケ 年間に551コ ースが追加実施されるで あろ うと考

え られている。

.さ らに学生数 については,1964年 度 には,コ ンピュー タを専攻す る学生は,'大 学

過程 で約4,000人,大 学院課程で約1,300人 で,こ れ らを除 く一般学部において コン

ピュータ教育 を受けた学生 は,大 学課程 で約12万 人,大 学院課程 で約3万 人 を越え

⇔ り・1968年 敵 は少 くとも一－C'の プ ログラム語 に習熟 した学生が・+字 音ts

だ け で も大 学課程で約55万 人,大 学院課程 で約8万 入 を算 えるであろ うと推定 され

て い る 。

第2/9表 コ ン ピ ュ ー タ サ イ エ ン ス コ ース の 概 要

課 程 の 名 称 トー タル アソーシエイ ト

←

バチュラー マスター トソ ター

(1)1964-65年 に 存 在 す る コ ーヌ の 実 情

プ

aコ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 40 0 11 17 12

bビ ジ ネ ス ・デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 93 83 6 3 1

cイ ン フ ォメ ーシ ョン ・サ イエ ンス 18 0 2 12 4

d数 学課程の選択 コース 24 0 10
一
8 6

そ の 他 51 0 15 21 15

(2)今 後5カ 年間に新設を計画 してい るコース

a噛 コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 185 17 81 59 26

b`ビ ジ ネ ス ・デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 85 74 9 1 1

c噛 イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・サ イ エ ン ス 16 0 2 5 9

d数 学 課程の選択 コース 13 1 7 4 1

そ の 他 丁 34 13 8 7 6

β)コ ンピュー タを使 える学生の数 は

、 一,

大 学 院 学 部

aコ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ンス 専 攻

bそ の 他 学 部

1964-65

1,314

28β00

1968-69

5,318

80793

、1964-65

4,538

119092

1968一69

1.8807

350,168
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ジ

ト

22.ベ ル 研 究 所

,,22.1ピ ア ス 報 告 書 に つ い て

ピアス博士は・President`sAdviseryO(mitteeの 勧 告案作成委員会の委 員長であり,

これにちなんで この勧告は ピアス報告と称 されている。 したがって,わ れわれは ピアス博

士の意 見に多大の期待 をもって訪 れたが,ピ アス博士は単に この報告書 の委員長 をつとめ

たにす ぎず,細 かい問題については他の委員 にきいて もらいたい と前置 き して次のように

述べた。

(1)ピ アス報告作成の 目的

本報告は コン ピュ ータ教育 には非常に金が必要であるとい うこと を明 らかにするため

に作成 したものである・ この結果に より,NSFお よび .Office。fli)ducati。nsが 予算

措置 を行な うことを期待 していたのであるが,ベ トナム戦争に よる多額 の出費に よ?て

早急 な実現 は不可能とな った。

(2)国 家 補助のあ り方
方

本報 告書が何時 どの ように実現するか は予測できないカ㍉ 現在は,各 省庁がば らば ら

に国家 補助を行 なってい るた め,全 体的 に無駄になる恐れがある。

(3)大 学 におけ るコ.ンピユ 一夕教育 について

コンピコー一夕 ・サイエンス学科 を有 している大学 は多いが ,』その具体的な コニス内容

は各者各様である。全米の各大学の コン ピュータ教育の内容につい ては政府 が調査を行

なってい るはずである。

(4)高 校 における コン ピュ ータ教育

若い人 々にコンピュータ教育 を行 なうことは非常 に望 ましい こと であ り,特 殊な例 で

は高校 の前に教育 を行な っていると ころもある。高校におけるコン ピュ ータ教育は経費

の調達 に苦労 してお り,文 部省で も努力 してい るようであるが,一 部L。calPUbli。

Fhndsで 行 なってい るほかは高校 が 自ら調達 してい る。

(5)大 型 コン ピュ ータの経済性

本報 告書作成の時点では小型 コン ピュー タの性能は 比較的劣 っていた が,最 近,い わ

ゆる第3世 代 の小 型 コン ビL－ 夕が非常に性能 が よく経済的にな ってきてお り,大 型コ

ン ピュ ータの経済性 はあまり大 きい利 点ではな くなって きたようだ。

しか し,コ ン ピュ ータの革新はきわめてテンポが早 く将来を予測するのは困難 であり,
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現状での検討ではあ まり長期の 見通 しを入れることは無意味であろ う。

(6)コ ン ピュ ータの購 入方法

一般 に中型コン ピュータ以上は レン タル より直売 の方が有利 であろ う。 これは ひと

つにはプログ ラ ミングの変換とい う点 で容易に他のコン ピニー タと交換 することがほ

とん どありえないとい うことと,一 般 にメーカーが教育割 引きを行 なってい るとい う

ことのた めであ る。

●

22.2ベ ル 研 究 所 にteけ る 情 報 処 理 技 術 者 教 育 に つ い て

(1)ベ ル研究所におけ る電子計算機利用

ベル研究所には40台 以上 のコン ピュータがある瓜 このうち4台 の大型機は,

H・1㎡el,MurrayHi11 .,VghipPanyの3研 究所の計算 センターに設置 されてい る。

これ らの計算 センターはオ ープ ン・シ ヨツプで運用 されており,ユ ーザ ーに対 して

は,ア ドバイスとコンサルティ ングを行 なうのみ でプログ ラム ・サ ー ビスは行 なって

いない。現在 ベル研究所 でコン ピュ ータを利 用する人はきわめて 多いが,そ のうち

研究時間の50%以 上 をプログ ラミングや計算時間に費やす研究者だけで も1400

人 にのぼるといわれてい る。

オープン・シヨツプ方式 の場合には,計 算 センターはコンパイ ラー言語 やモニター ・

シス テムの形で,研 究者の利用 し易い方式を考え出さなければな らない。更 に・ セン

タ ーは研究室の適用分野 に広 範に即応でき,ま た計算結果 がきわ めて有効 に利用でき

る特殊な入出力装置を用意 しなければ ならない。 この ような特殊 な入出力機器が豊富

に用意 されては じめて利用者 は各種の問題 をコン ピュ ータと対 話をしなが ら解決 して

い くことがで きる。

マン ・マシン通信には次の5つ の問題 がある。

① 研究者が望む ことをそのままコン ピュ ータに伝え られ ること。

② 結果が研究者の望 む形体 で受 けられる こと・

③ 都合の よい時間に,適 当な場所 でコンピュータの処理 のライブラリーを容 易に利

用できること。

この問題の解決 を図るため,パ ル研究所 では専用 コン ピニー タと してGraphi。 一.1や

Speech-Research用 コ ンピュ ータを開発 し,一 方,GE-645に よるMULTエGS

の 実用化 をすすめてい る。GE-645に は200、500の タ イプライタを接続 す
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⑨

る こ と が で き る。

現 在 ベ ル 研 究 所 に あ る4
.0以 上 の コ ン ピ ュ ー タ は 個 々 に 動 い て い る が,将 来 は 相 互

に 通 信 線 で 結 合 し,研 究 所 会 員 の 道 具 と な り,・ 「セ ン タ ー 」 な る 隔 離 的 な 用 語 は な く

な る こと と な ろ う。 ベ ル 研 究 所 は この た め の 努 力 を続 け て い る
。

(2)要 員 の 現 状

計 算 セ ン タ ー の 要 員 に は 次 の4つ の 職 種 が あ る 。

①M・ 匝ber。fTechnicalStaff

②Ass。ciat・Me・iber。fTechni。alStaff

③beni。rTechniCa1Aid

④ ・te・hnicalNd

こ れ ら の 職 種 は 必 らず し も 経 歴 と は 無 関 係 で あ る が,一 －Wt的 に そ の 能 力 に 応 じて(4)

か ら(1)へ と 上 っ て い く。

普 通 こ れ らの 要 員 はUttlergradxnte以 上 で あ る が,2年 制 大 学 の 卒 業 生 がfeOhm[cal

Aid(EbutlneProgra[[tner)と な っ て い る場 合 が あ る 。

資 格 試 験 と して は1967年 ま で 工BMの プ ロ グ ラ ム適 性 試 験 を や って い た が,現

在 は 行 な ・て い な い.要 員 の 選 定 基 準 ↓ま綱 な い が,一 般 にA。ad。 。、。fe。 。,dに よ
。

てお り,数 学の成績を重視 し,平 均 して成績の 良い人 を採用す ること にしている
。過

去においては90%が 数 学科出身者であ ったが,現 在では25～50%vat、 っており
,

他 の分野の卒 業生 でも論理的な考え方をする人 なら採用 するとい う傾 向に なっている。

MurrayMllの 計算セ ンターには,GE645が2台 とIBM560/30が1台

設 置 されてい る・GE645は1台 がFu!lTime稼 動(平 日2シ フ ト
,土 曜 日1シ フ

ト)を しており・他の1台 は システム開発 などに使用 されている
。

セン ターの要員は・全員で53人 で あり,そ の内容は次のと おりである
。

ス ー パ ー バ イ ザ ー

マ シ ン ・オ ペ レ ー タ ー

パ ン チ ャ ー

テ ー プ ・ ラ イ ブ ラ リア ン

会 計 事 務

プ ロ グ ラ ム ・ カ ンセ ラ ー,

プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リア ン

一50-6一
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な お,こ の ほ か にMULTICSの よ うk新 しい シ ス テ ム や コ ンパ イ ラ ー の 開 発 に 従 事

して い る シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ ー,ア ナ リス トな ど が18'一 一20人 程 度 お り,GE

645に 関 す る ソ フ トウ エ ア の 開発 を 行 な っ て い る 。

(3)プ ログ ラ マ ー 教 育

プ ロ グ ラマ ー を分 類 す る と 次 の4段 階 に 分 か れ る で あ ろ う。

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

新 しい アイデアを出 し,こ れ を実行に移す。

計画 し,プ ログ ラムし,デ バ ッグでき る。複雑 な解析 も行 なえる。

特 に指導 しな くともプ ラグラミングができ,プ ログラムの評価 も行

なえ る。

コーダ ー程度

教 育コースとしては,各 レベルに応 じて次の ように行 なってい る。

レベル1

春 と秋に別のコースがあ る。

6週 間に1週3日(7時 間/日)の 割で行 なう。全体の3/4はFORTRAN

の 教 育であるが,デ バッグの技術 まで習得する。

レベル2

レベル1の 教育 を受け,2年 間の経験を経て,簡 単なコンパイラーが書ける

ようになれば,レ ベル2の 段階 に達 したと考えることができる。

レベル5

このあたりか ら能力が問題となるが,マ クロ ・インス トラクシ ョン,ア ソセ

ンブ ラーなどの教育 を行 なう。

この程度を こえる者の教育は各自の努力に まかせ られており,必 要 に応 じて メーカー

を呼んだ り,あ るいは メーカー に行 って高度の技術知識 を得る こととなる。また,独

自で マニュアルを 自習し計算 センターのプログ ラム ・カウンセラーに聞きながプログ

ラムを作る人 も多い。

(4)計 算 センタ ーの使用料 金

GE645に ついては次の ような料金体系を使 っている。

① セン トラル ・プ・セ ンサ ー570ド ル ノ時間

② エ/Oコ ン ト・一ラ210ド ノレ/時 間

③ メモ リー(半 永久)デ ィス クの場合
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10ド ノレ/4000語/月

④ キー ・パンチ ・サー ビス8ド ル/100カ ー ド

これ らの料金は過去 の経験か らラフに計算 してい る。 しかし,'CPU時 間 とメモ リー

の使用内容とは必 らず しも一致せず,メ モ リーの占有度も料金 の中に加味 して考える

ぺきであろ う。
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